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はじめに

　2024 年のがん研有明病院年報をお届けします（2017 年分から電子媒体のみで

作成しています）。外科手術に関してはコロナ禍からの回復がまだ不十分で、総

手術件数 8 千件台半ば（コロナ禍前の 95%）で足踏み状態ですが、手術室では 4

台の da Vinci がフル稼働し、従来の体腔鏡手術と合わせて低侵襲手術の割合が

着実に増加しました。平均入院日数は毎年短くなっています。化学療法は入院で

の投与から外来投与へのシフトが顕著です。先進がん治療開発センター（CDACT）

が支える早期臨床治験数も増加しました。2024 年の明るいニュースの一つは、

コロナ禍で中止していた「がん患者さんが歌う第九チャリティーコンサート」を

再開できたことです。多くのがん患者さんやご家族の参加を得て、がん研究会の

ビジョンを共有していただくことができました。私たちは、「がん克服をもって

人類の福祉に貢献する」というミッション遂行のために、より良い診療とより多

くの治療選択肢を患者さんに提供する努力を続けます。

　2025 年 11 月

公益財団法人がん研究会　有明病院

病院長　佐野　武



1

１．理念・基本方針 
 
 

未来を担う理想のがん専門病院となるために、病院の理念・基本方針として次の使命(Mission)、
共有する価値観(Core Values)、将来展望(Vision)を定めました。 
これに基づき、私たちは最高の医療を提供するとともに、下記の「患者さんの権利」を尊重した、

やさしく心の通った医療を実践してまいります。 
 

 
◆基本理念 

「がん研究会はがん克服をもって人類の福祉に貢献する」 

この基本理念達成のために、がん研究会は 研究所、病院およびがん化学療法センター等を擁し 

１．がんの本態と個性を明らかにし、がんの診断・治療・予防に貢献すると共に、 
生命科学の先端を開拓する。 

２．優れたがんの診断・治療を実践し、がんを治す。 
３．がんの新薬と新しい診断・治療法を開発する。 
４．がんの予防研究と一次・二次予防の実践により、がんの発生と死亡を抑える。 
５．がんの研究・診療・予防の、国内および国際交流を促進する。 
 

 
◆使命・価値観・将来展望 

使   命  Mission  「がん克服をもって人類の福祉に貢献する」 
価 値 観  Core Values 「創造・革新・高質・親切・協調」 
将来展望  Vision  「がんの診療・研究において世界に誇るがん研となる」 
 

 
◆基本方針 

１．新しいがん医療の創造に努めます 
２．安全かつ質の高いがん医療を提供します 
３．患者さん中心の親切ながん医療を行います 
４．臓器別診療に基づくチーム医療を実践します 
５．人間性豊かな医療人の育成に努めます 
 

 
◆患者さんの権利 

1．常に人格が尊重され、尊厳が守られる権利があります。（個人の尊厳） 
2．高質で安全な医療を等しく受けることができます。（基本的人権） 
3．十分な説明と情報提供を受けることができます。（十分な説明と情報提供） 
4．自己の意思に基づいて診療を受けることができます。（治療の自己決定） 
5．自己の受けた診療内容を知ることができます。（情報公開） 
6．個人情報及び医療情報は十分に保護され秘密が守られます。（個人情報保護） 
7．診断および治療内容について他の医師の意見を求めることができます。（選択の自由） 
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例えば… 
※診療を受けることも、拒否することもできます。 
※一方、自己決定したことに対して責務が存在することもご理解ください。 
※診療内容、診療記録等について知りたいときは説明・開示をお求めください。 
 

なお、新しい治療法開発のために必要な臨床試験をお願いすることがありますのでご理解下さい。 
 
 
◆こどもの権利 

こどもたちは、 
1．ひとりの人間として尊重され、いつでも安心して安全な治療を受けることができます。 
2．病気のことや病気を治していく方法について、それぞれの年齢や理解度にあわせて、十分な
説明を受けることができます。 

3．病気を治していく方法について、自分で決めることができます。自分で決めることができな
いときは、代わりに家族の人に決めてもらうことができます。一度決めたことでも、いつで
も変えることができます。 

4．病気のことや病気を治していく方法について、分からないことや不安なことがあるときは、
いつでも分かりやすく教えてもらうことができます。 

5．病気のことや話したくないことを、ほかの人に知られたくないときは秘密にすることができ
ます。 

6．年齢や症状にあわせて、あそび、レクリエーションに参加し、教育を受けることができます。 
7．病気や治療の研究に対して、それぞれの年齢や理解度にあわせて十分な説明を受けたうえで、
協力するかどうかを自分で決めることができます。自分で決めることができないときは、代
わりに家族の人に決めてもらうことができます。途中でやめたくなれば、いつでもやめるこ
とができます。 
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2．2024年の動き
	 1 月 4 日	 がん研究会永年勤続者等表彰式が挙行される。
	 	 	25 年勤続表彰者 8名、10年勤続表彰者 98名、特別賞 1名、
	 	 チーム表彰 4チーム、優良賞 6名
	 3 月 7日	 Best English Paper of the Year の授賞式が挙行される。
	 	 ゴールド賞 1名、シルバー賞 3名、ブロンズ賞 3名
	 3 月 11 日	 がん研究会が、『健康経営優良法人 2024（大規模法人部門）』に認定される。
	 3 月 25 日	 細胞検査士養成所の令和 6年度入所式（総勢 12名）が挙行される。
	 6 月 12 日	 第 27 回定時評議員会・第 134 回理事会が開催される。
	 ６月 30日	 「がん患者さんが歌う 第九 チャリティーコンサート 2024」
	 	 5 年ぶりに第九合唱団を結成し、東京オペラシティコンサートホールで開催。
	 10 月 30 日	 細胞検査士養成所の令和 6年度退所式（総勢 11名）が挙行される。
	 12 月 13 日	 第 139 回理事会が開催される。
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公益財団法人 がん研究会機構図 （R6.11.01） 2024.11.01
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本部 センター 部 課

室 等

【医療クオリティマネジメント部門】

薬剤部

看護部

医療品質改善部

院内感染対策部

【臨床教育・研究部門】

【看護部門】

【薬剤部門】

医療ｸｵﾘﾃｨ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ

医療安全管理部

医療ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ事務室

健診センター
運営部

検診部

薬剤管理室

調剤室

臨床薬剤室

高難度新規医療技術管理部

未承認新規医薬品等管理部

救急部

画像診断センター

臨床遺伝医療部

【中央診療部門】

中央手術部

滅菌材料室

フォトセンター

栄養管理部

集中治療部

リハビリテーション部

放射線治療部

臨床検査センター

病理部

検体検査部

生理検査部

輸血部

臨床病理センター
細胞診断部

遺伝子診断部

化学療法部

ＭＥセンター

画像診断部

核医学部

ボランティア支援室

災害医療部

ｵﾝｺﾛｼﾞｯｸ ｴﾏｰｼﾞｪﾝｼｰ
ｾﾝﾀｰ（ＯＥＣ）

災害派遣医療チーム
（ＤＭＡＴ）

【トータルケア部門】

医療情報部

ゲノム診療部

IVRセンター

外来化学療法部

患者・家族支援部

がん相談支援センター

サバイバーシップ支援室

WOC支援室

リンパケア室

トータルケア
センター

医療連携部

入退院支援室

患者相談室

ベッドコントロール室

国際医療室

診療予約室

地域連携室

診療情報管理室

データベース開発室

AI医療推進室

超音波診断・IVR部

細胞検査士養成所

臨床教育研修センター

先進がん治療

開発センター

審査管理部
治験審査管理室

臨床研究審査管理室

品質管理部
総務企画室

経理室
運営管理部

外部連携室

事業開発室
産官学連携部

臨床研究企画戦略部
臨床研究企画推進室

データサイエンス室

ＴＲ支援部

臨床試験支援部
CRC室

治験薬管理室

医療機器開発部

医工連携室

医療機器企画推進室

医療機器開発支援室

緩和ケアセンター

がん治療支援緩和チーム

緩和治療科
緩和治療病棟

緩和治療科外来

栄養サポートチーム（NST）

認知症ケアチーム

摂食嚥下支援チーム

トータルケアセンター事務室

3．組織図
【2024年 11月１日】
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公益財団法人 がん研究会機構図 （R6.11.01） 2024.11.01
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事務部門 病院部門 研究部門 合計 非常勤職員
医師 1 395 0 396 143

薬剤師 0 77 0 77 1
看護師 0 834 0 834 5

臨床検査技師 0 91 0 91 4
診療放射線技師 0 93 0 93 0

栄養士 0 19 0 19 0
事務職員 86 174 12 272 34
研究員 1 3 80 84 11
その他 0 209 71 280 54

計 88 1895 163 2146 252

４．職員数
【2024年 12月】
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5．診療科と責任者
【2024年 12月１日】

名誉院長	 	 中川　健（呼吸器外科）・山口　俊晴（消化器外科）
病院長	 	 佐野　武（消化器外科）
副院長	 	 渡邊　雅之（消化器外科）・米瀬　淳二（泌尿器科）・
	 	 	 山口　研成（消化器化学療法科）・清水　多嘉子（看護部）
院長補佐	 	 陳　勁松（外来化学療法部）・髙橋　祐（肝・胆・膵外科）・
	 	 	 丸山　大（血液腫瘍科）・志賀　太郎（総合診療部）・
	 	 	 高野　利実（乳腺内科）・布部　創也（胃外科）・
	 	 	 笹平　直樹（肝・胆・膵内科）・大橋　学（中央手術部）・
	 	 	 後藤田  卓志（上部消化管内科）・山口　正和（薬剤部）・
	 	 	 山本　晃史（人事部）
顧問		 	 五十嵐　正広（消化器内科）・松本　誠一（整形外科）・
	 	 	 小口　正彦（医療情報部）・髙橋　俊二（総合腫瘍科）
病棟統括部	 部長		 髙橋　祐
外来統括部	 部長		 陳　勁松
	 	 	 担当部長	 宮北　康二
呼吸器センター	 センター長	 西尾　誠人
	 呼吸器内科	 部長		 西尾　誠人
	 	 	 副部長	 栁谷　典子
	 呼吸器外科	 部長		 文　敏景
	 	 	 副部長	 中尾　将之
	 	 	 副部長	 松浦　陽介
消化器センター	 センター長	 渡邊　雅之
	 消化器内科	 部長		 山口　研成
	 	 消化器化学療法科	 部長		 山口　研成
	 	 	 副部長	 篠崎　英司
	 	 	 副部長	 大木　暁
	 	 肝・胆・膵内科	 部長		 笹平　直樹
	 	 	 担当部長	 尾阪　将人
	 	 	 担当部長	 佐々木　隆
	 	 上部消化管内科	 部長		 後藤田　卓志
	 	 	 担当部長	 平澤　俊明
	 	 	 担当部長	 由雄　敏之
	 	 	 副部長	 石山　晃世志
	 	 下部消化管内科	 部長		 斎藤　彰一
	 	 	 副部長	 千野　晶子
	 消化器外科	 部長		 渡邊　雅之
	 	 食道外科	 部長		 渡邊　雅之
	 	 胃外科	 部長		 布部　創也
	 	 	 副部長	 入野　誠之
	 	 大腸外科	 部長		 秋吉　高志
	 	 	 副部長	 山口　智弘
	 	 肝・胆・膵外科	 部長		 髙橋　祐
	 	 	 副部長	 井上　陽介
	 直腸がん集学的治療センター	 センター長	 秋吉　高志
	 頭頸部がん低侵襲治療センター	 センター長	 石山　晃世志
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乳腺センター	 センター長	 上野　貴之
	 乳腺内科	 部長		 高野　利実
	 	 	 副部長	 小林　隆之
	 乳腺外科	 部長		 上野　貴之
	 	 	 副部長	 坂井　威彦
	 婦人科	 部長		 金尾　祐之
	 	 	 副部長	 野村　秀高
	 	 	 副部長	 温泉川　真由
	 頭頸科	 部長		 三谷　浩樹
	 	 	 副部長	 佐々木　徹
	 脳腫瘍外科	 部長		 宮北　康二
	 整形外科	 部長		 阿江　啓介
	 泌尿器科	 部長		 米瀬　淳二
	 	 	 担当部長	 湯浅　健
	 	 	 担当部長	 沼尾　昇
	 血液腫瘍科	 部長		 丸山　大
	 	 	 副部長	 三嶋　裕子
	 総合腫瘍科	 部長		 三浦　裕司
	 皮膚腫瘍科	 部長		 吉野　公二
	 サルコーマセンター	 センター長	 松本　誠一
	 先端医療開発科	 部長		 北野　滋久
	 	 がん早期臨床開発部	 部長		 古川　孝広
	 	 がん免疫治療開発部	 部長		 北野　滋久
	 	 がんゲノム医療開発部	 部長		 上野　貴之
	 総合診療部	 部長		 志賀　太郎
	 	 腫瘍循環器・循環器内科	 部長		 志賀　太郎
	 	 糖尿病・代謝・内分泌内科	 部長		 中山　耕之介
	 	 	 副部長	 北澤　公
	 	 腎臓内科	 －	 	 －
	 	 神経内科	 －	 	 －
	 	 腫瘍リウマチ膠原病科	 －	 	 －
	 麻酔科（ペインクリニック）	 部長		 寺嶋　克幸
	 	 	 副部長	 大里　彰二郎
	 	 	 副部長	 蛯名　稔明
	 腫瘍精神科	 部長		 清水　研
	 形成外科	 部長		 矢野　智之
	 眼科		 部長		 辻　英貴
	 感染症科	 部長		 米瀬　淳二
	 歯科		 部長		 富塚　健
	 放射線治療部	 部長		 吉岡　靖生
画像診断センター	 センター長	 寺内　隆司
	 画像診断部	 部長		 森　健作
	 核医学部	 部長		 寺内　隆司
	 	 	 副部長	 小山　眞道
IVRセンター	 センター長	 松枝　清
	 超音波診断・ＩＶＲ部	 部長		 松枝　清
	 	 	 副部長	 國分　優美
化学療法部	 部長		 西尾　誠人
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外来化学療法部	 部長		 陳　勁松
臨床遺伝医療部	 部長		 植木　有紗
ゲノム診療部	 部長		 髙橋　俊二
	 	 	 副部長	 深田　一平
中央手術部	 部長		 大橋　学
ｵﾝｺﾛｼﾞｯｸｴﾏｰｼﾞｪﾝｼｰｾﾝﾀｰ（OEC）	 センター長	 寺嶋　克幸
	 集中治療部	 部長		 寺嶋　克幸
	 	 	 副部長	 望月　俊明
	 救急部	 部長		 寺嶋　克幸
	 災害医療部	 部長		 寺嶋　克幸
	 リハビリテーション部	 部長		 阿江　啓介
臨床検査センター	 センター長	 中山　耕之介
	 検体検査部	 部長		 中山　耕之介
	 生理検査部	 部長		 中山　耕之介
	 遺伝子診断部	 部長		 森　誠一
	 輸血部	 部長		 三嶋　裕子
臨床病理センター	 センター長	 竹内　賢吾
	 病理部	 部長		 河内　洋
	 細胞診断部	 部長		 千葉　知宏
	 栄養管理部	 部長		 片岡　明美
	 	 	 副部長	 斎野　容子
	 	 	 担当副部長	 岡村　明彦
医療情報部	 部長		 小口　正彦
	 	 	 副部長	 鈴木　一洋
トータルケアセンター	 センター長	 渡邊　雅之
	 医療連携部	 部長		 渡邊　雅之
	 	 	 副部長	 伊藤　寛倫
	 	 	 副部長	 坂口　日登美
	 	 	 副部長	 川口　武史
	 患者・家族支援部	 部長		 高野　利実
緩和ケアセンター	 センター長	 松本　禎久
	 緩和治療科	 部長		 松本　禎久
	 看護部	 部長		 清水　多嘉子
	 	 	 副部長	 長井　優子
	 	 	 副部長	 中山　章子
	 	 	 副部長	 羽田　忍
	 薬剤部	 部長		 山口　正和
	 	 	 副部長	 清水　久範
	 	 	 副部長	 山田　玲子
医療クオリティマネジメントセンター	 センター長	 米瀬　淳二
	 医療安全管理部	 部長		 山本　豊
	 院内感染対策部	 部長		 米瀬　淳二
	 	 	 副部長	 羽山　ブライアン
	 医療品質改善部	 部長		 望月　俊明
	 	 	 副部長	 水越　勝
	 高難度新規医療技術管理部	 部長		 髙橋　祐
	 未承認新規医薬品等管理部	 部長		 山口　正和
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臨床教育研修センター	 センター長	 高野　利実
	 	 	 センター長補佐	 奥村　栄
先進がん治療開発センター	 センター長	 石﨑　秀信
	 審査管理部	 部長		 樽野　弘之
	 	 	 担当部長	 日高　輝明
	 品質管理部	 部長　	 尾阪　将人
	 運営管理部	 部長　	 藤崎　誠
	 産官学連携部	 部長　	 石﨑　秀信
	 臨床研究企画戦略部	 部長　	 浅井　洋
	 TR支援部	 部長　	 渡邊　雅之
	 	 	 副部長	 今村　裕
	 臨床試験支援部	 部長　	 丸山　大
	 医療機器開発部	 部長　	 後藤田　卓志
	 	 	 副部長	 辛川　領
細胞検査士養成所	 所長		 千葉　知宏
健診センター	 センター長	 中島　寛隆
	 検診部	 副部長	 内田　靖子
	 	 	 副部長	 清水　貴子
	 運営部	 部長		 田中　正典
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6．学会認定・指定・施設基準等 
 

１．都道府県がん診療連携拠点病院の指定 
がん研究会有明病院は、平成 14年 3月に厚生労働大臣から地域がん診療拠点病院の指定を受けておりまし

たが、その後の新たな制度下においても、継続して 2019年 3月に都道府県（東京都）がん診療連携拠点病院
の指定を受けております。 

 
２．学会認定教育修練研修機関 
   当院は次の学会の認定医・専門医療制度の研修施設指定を受けております。 
 

1） 日本医学放射線学会  21） 日本乳癌学会 
2） 日本病理学会  22） 日本臨床細胞学会 
3） 日本内科学会  23） 日本形成外科学会 
4） 日本外科学会  24） 日本放射線腫瘍学会 
5） 日本消化器外科学会  25） 日本整形外科学会 
6） 日本消化器内視鏡学会  26） 日本婦人科腫瘍学会 
7） 日本麻酔科学会  27） 日本肝胆膵外科学会 
8） 日本眼科学会  28） 日本がん治療認定医機構 
9） 日本産科婦人科学会  29） 日本甲状腺学会 

10） 日本泌尿器科学会  30） 日本頭頸部外科学会 
11） 日本消化器病学会  31） 日本皮膚科学会 
12） 日本臨床腫瘍学会  32） 日本総合病院精神医学会 
13） 日本静脈経腸栄養学会  33） 日本感染症学会 
14） 日本呼吸器学会  34） 日本救急医学会 
15） 日本大腸肛門病学会  35） 日本消化管学会 
16） 日本耳鼻咽喉科学会  36） 日本緩和医療学会 
17） 日本超音波医学会  37） 日本集中治療医学会 
18） 日本血液学会  38） 日本食道学会 
19） 日本核医学会    
20） 日本ペインクリニック学会    

 
 
３．施設基準の指定 

がん研究会有明病院における関東信越厚生局長から指定を受けている基本診療料、特掲診療料等にかかる施
設基準については、次の通りです。 

 
基本診療料の施設基準 
1) 初診料（歯科）の注 1に掲げる基準 
2) 歯科外来診療医療安全対策加算１ 
3) 歯科外来診療感染対策加算１ 
4) 初診料（医科）の注 16及び初診料（歯科）の注 15に規定する医療 DX推進体制整備加算 
5) 特定機能病院入院基本料 ７：１ ―告示注１１（入院栄養管理体制加算） 
6) 救急医療管理加算 
7) 診療録管理体制加算２ 
8) 医師事務作業補助体制加算１ ３０：１ 
9) 急性期看護補助体制加算 ２５：１ 
  告示注２ 夜間 100対１・告示注３ 夜間看護体制加算・ 告示注４ 看護補助体制充実加算 
10) 看護職員夜間配置加算 １２：１配置加算１ 
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11) 療養環境加算 
12) 重症者等療養環境特別加算 
13) 無菌治療室管理加算１ 
14) 無菌治療室管理加算２ 
15) 放射線治療病室管理加算（治療用放射性同位元素による場合） 
16) 緩和ケア診療加算 
17) 栄養サポートチーム加算 
18) 医療安全対策加算１ 
19) 感染対策向上加算１―抗菌薬適正使用加算 
20) 重症患者初期支援充実加算 
21) 患者サポート体制充実加算 
22) 報告書管理体制加算 
23) 褥瘡ハイリスク患者ケア加算 
24) 後発医薬品使用体制加算３ 
25) 病棟薬剤業務実施加算１ 
26) 病棟薬剤業務実施加算２ 
27) データ提出加算２及び４ 
28) 入退院支援加算 1―入院時支援加算 
29) せん妄ハイリスク患者ケア加算 
30) 特定集中治療室管理料３   
  告示注４早期離床・リハビリテーション加算・告示注５早期栄養介入管理加算 
31） 緩和ケア病棟入院料１ 
 

 特掲診療料の施設基準 
 1) 外来栄養食事指導料の注 2に規定する基準 

2) 外来栄養食事指導料の注 3に規定する基準 
3) がん性疼痛緩和指導管理料 
4) がん患者指導管理料イ 
5) がん患者指導管理料ロ 
6) がん患者指導管理料ハ 
7) がん患者指導管理料ニ 
8) 外来緩和ケア管理料 
9) 小児運動器疾患指導管理料 
10) 婦人科特定疾患治療管理料 
11) 夜間休日救急搬送医学管理料―救急搬送看護体制加算 
12) 外来放射線照射診療料 
13) 外来腫瘍化学療法診療料 1ー連携充実加算、がん薬物療法体制充実加算 
14) 療養・就労両立支援指導料―相談支援加算 
15) がん治療連携計画策定料 
16) 薬剤管理指導料 
17) 検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料 
18) 医療機器安全管理料１ 
19) 医療機器安全管理料２ 
20) 歯科治療時医療管理料 
21) 遺伝学的検査 
22) BRCA１／２遺伝子検査 
23) がんゲノムプロファイリング検査 
24) HPV核酸検出及び HPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） 
25) ウイルス・細菌核酸多項目同時検出 
26) 検体検査管理加算（Ⅰ） 
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27) 検体検査管理加算（Ⅳ） 
28) 国際標準検査管理加算 
29) 遺伝カウンセリング加算 
30) 遺伝性腫瘍カウンセリング加算 
31) ロービジョン検査判断料 
32) 前立腺針生検法（ＭＲＩ撮影及び超音波検査融合画像によるもの） 
33) 画像診断管理加算１ 
34) 画像診断管理加算２ 
35) ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影 
36) CT撮影及びMRI撮影 
37) 冠動脈 CT撮影加算 
38) 心臓MRI撮影加算 
39) 乳房MRI撮影加算 
40) 抗悪性腫瘍剤処方管理加算 
41) 外来化学療法加算１ 
42) 無菌製剤処理料 
43) ストーマ合併症加算 
44) 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ） 
45) 運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 
46) 呼吸器リハビリテーション料(Ⅱ) 
47) 摂食機能療法の注３に規定する摂食嚥下機能回復体制加算２ 
48) がん患者リハビリテーション料 
49) リンパ浮腫複合的治療料 
50) 集団コミュニケーション療法料 
51) 歯科口腔リハビリテーション料２ 
52) 硬膜外自家血注入 
53) 導入期加算１ 
54) CAD／CAM冠及び CAD／CAMインレー 
55) センチネルリンパ節加算 
56) 自家脂肪注入 
57) 組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限る。） 
58) 四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に規定する処理骨再建加算 
59) 骨移植術（軟骨移植術を含む。）（同種骨移植（非生体）（同種骨移植（特殊なものに限る。）） 
60) 脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 
61) 骨悪性腫瘍、類骨骨腫及び四肢軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法（一連として） 
62) 内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術 
63) 在宅腫瘍治療電場療法指導管理料の施設基準 
64) 内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び経鼻内視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、 

再建を伴うもの） 
65) 鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）、 
66) 鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）及び鏡視 

下喉頭悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 
67) 鏡視下喉頭悪性腫瘍手術 
68) 乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（一連につき）（MRIによるもの） 
69) 頭頸部悪性腫瘍光線力学療法 
70) 乳がんセンチネルリンパ節加算 1及びセンチネルリンパ節生検（併用）（乳がんセンチネルリンパ節加算 1） 
71) 乳がんセンチネルリンパ節加算 2及びセンチネルリンパ節生検（単独）（乳がんセンチネルリンパ節加算 2） 
72) 乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清 

を伴うもの）） 
73) ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後） 
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74) 胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 
75) 胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 
76) 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡支援機器を用いる場合） 
77) 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は 1肺葉を超えるもので内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 
78) 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除） 
79) 胸腔鏡下肺切除術（区域切除及び肺葉切除術又は１肺葉を超えるものに限る。）（内視鏡手術用支援機器を 

用いる場合） 
80) 肺悪性腫瘍及び胸腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法 
81) 胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 
82) 食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内   

視鏡によるもの）、小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腎（腎盂）
腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡による
もの）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの） 

83) 大動脈バルーンパンピング法（IABP法） 
84) 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜） 
85) 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈） 
86) 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方） 
87) 腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹膜リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹 

膜腫瘍摘出術、腹腔鏡下小切開後腹膜悪性腫瘍手術、腹腔鏡下小切開副腎摘出術、腹腔鏡下小切開腎部分
切除術、腹腔鏡下小切開腎摘出術、腹腔鏡下小切開尿管腫瘍摘出術、腹腔鏡下小切開腎（尿管）悪性腫瘍
手術、腹腔鏡下小切開膀胱腫瘍摘出術、腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術 

88) 腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの） 
89) 腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 
90) 腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合））及び腹腔鏡下噴門側胃切  

除術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 
91) 腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 
92) 腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの） 
93) 胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）を伴うものに限る。） 
94) 腹腔鏡下肝切除術 
95) 腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 
96) 腹腔鏡下膵腫瘍摘出術 
97) 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 
98) 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 
99) 腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術 
100) 腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 
101) 腹腔鏡下膵中央切除術 
102) 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 
103) 腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術(内視鏡手術用支援機器を用いる場合)  
104) 腹腔鏡下直腸切除・切断術（切除術、低位前方切除術及び切断術に限る。）（内視鏡手術用支援機器を用い

る場合） 
105) 内視鏡的小腸ポリープ切除術 
106) 骨盤内悪性腫瘍及び腹腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法 
107) 腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）及び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡

手術用支援機器を用いるもの） 
108) 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 
109) 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 
110) 腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術 
111) 人工尿道括約筋植込・置換術 
112) 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 
113) 腎悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法 
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114) 精巣温存手術 
115) 腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 
116) 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 
117) 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。） 
118) 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。） 
119) 胃瘻造設術（経皮的内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術を含む。）（医科点数表第 2章第 10部手術

の通則の 16に規定する手術） 
120) 医科点数表第 2章第 10部手術の通則の 19に規定する手術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房

切除術に限る。） 
121) 医科点数表第 2章第 10部手術の通則の 19に規定する手術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮

附属器腫瘍摘出術） 
122) 輸血管理料Ⅰ 
123) 人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 
124) 胃瘻造設時嚥下機能評価加算 
125) 歯周組織再生誘導手術 
126) 麻酔管理料（Ⅰ） 
127) 麻酔管理料（Ⅱ） 
128) 放射線治療専任加算 
129) 外来放射線治療加算 
130) 高エネルギー放射線治療 
131) 1回線量増加加算 
132) 強度変調放射線治療（IMRT) 
133) 画像誘導放射線治療（IGRT） 
134) 体外照射呼吸性移動対策加算 
135) 定位放射線治療 
136) 定位放射線治療呼吸移動対策加算 
137) 画像誘導密封小線源治療加算 
138) デジタル病理画像による病理診断 
139) 病理診断管理加算２ 
140) 悪性腫瘍病理組織標本加算 
141) 口腔病理診断管理加算２ 
142) クラウン・ブリッジ維持管理料 
143) 鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）及び鏡視

下喉頭悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 
144) 看護職員処遇改善評価料 62 
145）外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ） 
146）歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ） 
147）入院ベースアップ評価料 103 

 
 
 酸素及び窒素の価格 
 入院時食事療養(Ⅰ)の施設基準 
 実施報告が必要なもの 

1） 特別の療養環境の提供の実施(変更)報告書 
2） 病床数が 200床以上の病院について受けた初診,再診の実施報告書 
3） 180日を超える入院の実施(変更)報告書 
4） 金属床による総義歯の提供の実施報告書 
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３．その他の指定 
1） 指定自立支援医療機関（更生医療・育成医療） 
2） 生活保護法指定医療機関 
3） 東京都災害拠点病院 
4） 臨床研修指定病院 
5） 都道府県がん診療連携拠点病院 
6） 救急告示医療機関 
7） 休日・全夜間診療事業実施医療機関（東京都指定二次救急医療機関） 
8） 外国医師臨床修練病院 
9） 日本医療機能評価機構認定病院 

10） 労災指定病院 
11） 特定機能病院 
12） がんゲノム医療拠点病院 

 
 
４．外来の受付時間（初診・再診） 

月～金曜日 午前 8時 30分～正午 
 
 
５．休診日 

土曜・日曜・祝祭日・年末年始（12月 29日～1月 3日） 
 
 
６．面会時間 

平 日   ：午後 2時～午後 8時（総合案内／正面玄関手続き） 
（ICUは午後 2時 30分～午後 7時 30分） 
 

   土・日・祝日：午前 10時～午後 8時（守衛室／救急時間外入口手続き） 
（ICUは午前 10時 30分～午後 7時 30分） 
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科名 初診患者数 外来延患者数 入院患者数 延患者数
呼吸内 409 15,559 1,273 15,593
呼吸外 374 8,300 591 4,703
消化内 0 1 0 0
消化外 0 1 0 0
乳腺外 1,386 44,732 1,267 9,907
婦人科 1,406 34,757 2,497 24,509
頭頸科 803 27,297 593 14,385
整形外 1,087 10,573 835 10,248
泌尿器 787 28,692 1,687 14,877
総腫瘍 111 5,890 513 8,744
放射線 15 30,306 0 0
総内科 280 7,005 0 0
腫瘍精 171 2,903 0 0
眼科 358 4,687 55 285
皮膚科 486 7,287 326 4,874
歯科 1,708 7,279 0 0
一般外 0 1 0 0
形成外 52 9,443 407 2,968
麻酔科 6 1,877 0 0
救急部 453 728 12 21
緩和 52 1,936 82 6,856
放診断 1 182 0 0
健内科 5 3,755 0 0
遺伝診 12 756 0 0
血液腫 223 13,987 710 9,216
乳腺内 33 23,029 341 3,391
食道外 194 4,435 208 4,051
胃外科 336 8,557 523 5,847
大腸外 670 20,088 1,056 13,898
消化療 474 22,931 1,568 16,887
上消内 871 13,419 967 6,103
下消内 843 9,056 757 4,073
肝胆外 402 11,774 862 12,593
肝胆内 569 21,469 1,326 12,784
腫瘍循 425 2,686 1 2
内分泌 105 3,788 0 0
腎臓内 15 196 0 0
神経内 0 45 0 0
脳腫外 73 648 64 1,002
感染症 4 647 0 0
地域連 0 21 0 0
が相談 0 724 0 0
ＷＯＣ 9 2,580 0 0
ゲノム 28 1,420 0 0
先端科 179 3,628 416 2,368

15,415 419,075 18,937 210,185

外来・⼊院実績 【2024 年 1 ⽉〜 12 ⽉】
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疾患別入院患者数　【2024年】 退院患者延べ数(第10回国際疾病分類による)

病　　名 男 女 合計
総数①+②+③ 9,711 10,446 20,157

①悪性新生物(C00­C97) 8,105 8,822 16,927
口唇,口腔及び咽頭の悪性新生物(C00­C14) 489 151 640

C 00 口唇の悪性新生物 0 0 0
C 01 舌根〈基底〉部の悪性新生物 20 5 25
C 02 その他及び部位不明の舌の悪性新生物 64 38 102
C 03 歯肉の悪性新生物 9 29 38
C 04 口腔底の悪性新生物 27 5 32
C 05 口蓋の悪性新生物 8 0 8
C 06 その他及び部位不明の口腔の悪性新生物 14 14 28
C 07 耳下腺の悪性新生物 16 4 20
C 08 その他及び部位不明の大唾液腺の悪性新生物 17 5 22
C 09 扁桃の悪性新生物 2 0 2
C 10 中咽頭の悪性新生物 133 28 161
C 11 鼻<上>咽頭の悪性新生物 13 6 19
C 12 梨状陥凹<洞>の悪性新生物 34 0 34
C 13 下咽頭の悪性新生物 131 17 148
C 14 その他及び部位不明確の口唇,口腔及び咽頭の悪性新生物 1 0 1

消化器の悪性新生物(C15­C26) 3,866 2,530 6,396
C 15 食道の悪性新生物 877 253 1,130
C 16 胃の悪性新生物 803 458 1,261
C 17 小腸の悪性新生物 36 22 58
C 18 結腸の悪性新生物 562 655 1,217
C 19 直腸Ｓ状結腸移行部の悪性新生物 8 10 18
C 20 直腸の悪性新生物 600 366 966
C 21 肛門及び肛門管の悪性新生物 14 28 42
C 22 肝及び肝内胆管の悪性新生物 157 70 227
C 23 胆のう<嚢>の悪性新生物 38 36 74
C 24 その他及び部位不明の胆道の悪性新生物 160 67 227
C 25 膵の悪性新生物 608 563 1,171
C 26 その他及び部位不明確の消化器の悪性新生物 3 2 5

呼吸器及び胸腔内臓器の悪性新生物(C30­C39) 1,032 936 1,968
C 30 鼻腔及び中耳の悪性新生物 14 6 20
C 31 副鼻腔の悪性新生物 15 4 19
C 32 喉頭の悪性新生物 33 0 33
C 33 気管の悪性新生物 0 0 0
C 34 気管支及び肺の悪性新生物 940 920 1,860
C 37 胸腺の悪性新生物 19 1 20
C 38 心臓,縦隔及び胸膜の悪性新生物 11 5 16
C 39 その他及び部位不明確の呼吸器系及び胸腔内臓器の悪性新生物 0 0 0

骨及び関節軟骨の悪性新生物(C40­C41) 102 100 202
C 40 (四)肢の骨及び関節軟骨の悪性新生物 53 67 120
C 41 その他及び部位不明の骨及び関節軟骨の悪性新生物 49 33 82

皮膚の黒色腫及びその他の悪性新生物(C43­C44) 158 114 272
C 43 皮膚の悪性黒色腫 63 47 110
C 44 皮膚のその他の悪性新生物 95 67 162

疾患別入院患者数 【2024 年】
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病　　名 男 女 合計
中皮及び軟部組織の悪性新生物(C45­C49) 235 240 475

C 45 中皮腫 5 6 11
C 46 カポジ<Kaposi>肉腫 0 0 0
C 47 末梢神経及び自律神経系の悪性新生物 2 1 3
C 48 後腹膜及び腹膜の悪性新生物 36 137 173
C 49 その他の結合組織及び軟部組織の悪性新生物 192 96 288

乳房の悪性新生物(C50) 3 1,799 1,802
C 50 乳房の悪性新生物 3 1799 1,802

女性性器の悪性新生物(C51­C58) 2,014 2,014
C 51 外陰の悪性新生物 30 30
C 52 腟の悪性新生物 16 16
C 53 子宮頸(部)の悪性新生物 451 451
C 54 子宮体部の悪性新生物 657 657
C 55 子宮の悪性新生物,部位不明 0 0
C 56 卵巣の悪性新生物 763 763
C 57 その他及び部位不明の女性性器の悪性新生物 97 97
C 58 胎盤の悪性新生物 0 0

男性性器の悪性新生物(C60­C63) 649 649
C 60 陰茎の悪性新生物 9 9
C61 前立腺の悪性新生物 571 571
C62 精巣〈睾丸〉の悪性新生物 54 54
C63 その他及び部位不明の男性性器の悪性新生物 15 15

尿路の悪性新生物(C64­C68) 702 246 948
C 64 腎盂を除く腎の悪性新生物 133 45 178
C 65 腎盂の悪性新生物 52 20 72
C 66 尿管の悪性新生物 45 30 75
C 67 膀胱の悪性新生物 472 141 613
C 68 その他及び部位不明の泌尿器の悪性新生物 0 10 10

眼,脳及び中枢神経系のその他の部位の悪性新生物(C69­C72) 22 14 36
C 69 眼及び付属器の悪性新生物 6 4 10
C 70 髄膜の悪性新生物 0 0 0
C 71 脳の悪性新生物 16 9 25
C 72 脊髄,脳神経系及び中枢神経系のその他の部位の悪性新生物 0 1 1

甲状腺及びその他の内分泌腺の悪性新生物(C73­C75) 48 67 115
C 73 甲状腺の悪性新生物 48 63 111
C 74 副腎の悪性新生物 0 3 3
C 75 その他の内分泌腺及び関連組織の悪性新生物 0 1 1

部位不明確,続発部位及び部位不明の悪性新生物(C76­C80) 372 352 724
C 76 その他及び部位不明確の悪性新生物 1 1 2
C 77 リンパ節の続発性及び部位不明の悪性新生物 49 42 91
C 78 呼吸器及び消化器の続発性悪性新生物 210 179 389
C 79 その他の部位の続発性悪性新生物 80 102 182
C 80 部位の明示されない悪性新生物 32 28 60
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病　　名 男 女 合計
リンパ組織,造血組織及び関連組織の悪性新生物(C81­C96) 427 259 686

C 81 ホジキン〈HoDgkin〉病 12 7 19
C 82 ろ<慮>胞性［結節性］非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 49 30 79
C 83 びまん性非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 159 85 244
C 84 末梢性及び皮膚Ｔ細胞リンパ腫 21 13 34
C 85 非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫のその他及び詳細不明の型 61 27 88
C 88 悪性免疫増殖性疾患 8 8 16
C 90 多発性骨髄腫及び悪性形質細胞腫瘍 52 35 87
C 91 リンパ性白血病 22 9 31
C 92 骨髄性白血病 40 45 85
C 93 単球性白血病 1 0 1
C 94 その他の細胞型の明示された白血病 0 0 0
C 95 細胞型不明の白血病 2 0 2
C 96 リンパ組織,造血組織及び関連組織のその他及び詳細不明の悪性新生物 0 0 0

独立した(原発性)多部位の悪性新生物(C97) 0 0 0
C 97 独立した(原発性)多部位の悪性新生物 0 0 0

②その他の新生物(D00­D48) 467 685 1,152
上皮内新生物(D00­D09) 2 20 22
子宮頸〈部〉の上皮内癌(再掲) (3) (3)
良性新生物(D10-D36) 179 238 417
性状不詳又は不明の新生物(D37­D48) 286 427 713

③その他 1,139 939 2,078
血液及び造血器の疾患ならびに免疫機構の障害(D50­D89) 19 29 48
循環器系の疾患(Ｉ00­Ｉ99) 81 56 137
呼吸器系の疾患(Ｊ00­Ｊ99) 117 66 183
消化器系の疾患(Ｋ00­Ｋ93) 451 279 730
尿路性器系の疾患(Ｎ00­Ｎ99) 89 327 416
その他 382 182 564
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地区別外来患者数（総数） 【2024年１～12月】
 ◆全国

件数 割合 件数
実患者数に
対する割合

北海道 519 119 0.18% 28 23.53%
青森県 858 178 0.27% 36 20.22%
岩手県 293 60 0.09% 17 28.33%
宮城県 228 78 0.12% 16 20.51%
秋田県 236 62 0.09% 11 17.74%
山形県 326 80 0.12% 26 32.50%
福島県 1,429 319 0.48% 66 20.69%
茨城県 7,067 1,295 1.96% 332 25.64%
栃木県 2,159 374 0.57% 84 22.46%
群馬県 2,187 380 0.58% 87 22.89%
埼玉県 47,348 7,418 11.25% 1,687 22.74%
千葉県 62,577 9,518 14.43% 2,392 25.13%
東京都 233,090 35,463 53.76% 8,270 23.32%
神奈川県 47,654 7,504 11.38% 1,550 20.66%
新潟県 592 149 0.23% 34 22.82%
富山県 406 65 0.10% 28 43.08%
石川県 111 27 0.04% 5 18.52%
福井県 101 11 0.02% 9 81.82%
山梨県 1,344 305 0.46% 55 18.03%
⾧野県 1,665 322 0.49% 67 20.81%
岐阜県 157 41 0.06% 8 19.51%
静岡県 1,291 276 0.42% 39 14.13%
愛知県 601 144 0.22% 45 31.25%
三重県 187 38 0.06% 11 28.95%
滋賀県 101 21 0.03% 16 76.19%
京都府 152 49 0.07% 4 8.16%
大阪府 428 114 0.17% 28 24.56%
兵庫県 413 99 0.15% 25 25.25%
奈良県 46 14 0.02% 3 21.43%
和歌山県 204 36 0.05% 10 27.78%
鳥取県 44 17 0.03% 2 11.76%
島根県 102 18 0.03% 5 27.78%
岡山県 110 26 0.04% 3 11.54%
広島県 293 60 0.09% 16 26.67%
山口県 144 42 0.06% 11 26.19%
徳島県 117 30 0.05% 6 20.00%
香川県 109 26 0.04% 6 23.08%
愛媛県 163 36 0.05% 10 27.78%
高知県 89 30 0.05% 7 23.33%
福岡県 218 68 0.10% 15 22.06%
佐賀県 88 9 0.01% 3 33.33%
⾧崎県 43 17 0.03% 4 23.53%
熊本県 50 31 0.05% 3 9.68%
大分県 139 27 0.04% 6 22.22%
宮崎県 184 49 0.07% 14 28.57%
鹿児島県 290 46 0.07% 16 34.78%
沖縄県 396 74 0.11% 26 35.14%
未分類 2,726 802 1.22% 273 34.04%

419,075 65,967 100.00% 15,415 23.37%

都道府県 再来患者数
実患者数 新患者数

地区別外来患者数（総数） 【2024 年１～ 12 月】

	 ◆全国
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地区別外来患者数（総数） 【2024 年１～ 12 月】

	 ◆東京都

地区別外来患者数 （総数） 【2024年1～12月】

 ◆東京都

件数 割合 件数
実患者数に
対する割合

千代田区 1,552 320 0.90% 81 25.31%
中央区 5,573 924 2.59% 227 24.57%
港区 7,166 1,220 3.43% 270 22.13%
新宿区 4,160 748 2.10% 144 19.25%
文京区 3,230 525 1.47% 98 18.67%
台東区 2,712 464 1.30% 92 19.83%
墨田区 5,702 900 2.53% 234 26.00%
江東区 31,987 4,573 12.84% 1,348 29.48%
品川区 11,503 1,634 4.59% 407 24.91%
目黒区 5,388 853 2.39% 196 22.98%
大田区 16,670 2,305 6.47% 523 22.69%
世田谷区 16,384 2,524 7.09% 565 22.39%
渋谷区 5,085 799 2.24% 150 18.77%
中野区 4,437 687 1.93% 155 22.56%
杉並区 10,175 1,553 4.36% 356 22.92%
豊島区 4,750 806 2.26% 151 18.73%
北区 3,893 679 1.91% 144 21.21%
荒川区 1,815 305 0.86% 54 17.70%
板橋区 8,949 1,302 3.66% 305 23.43%
練馬区 12,491 1,913 5.37% 370 19.34%
足立区 6,198 1,003 2.82% 212 21.14%
葛飾区 7,302 1,032 2.90% 250 24.22%
江戸川区 21,959 2,997 8.41% 843 28.13%
都下 34,009 5,553 15.59% 1095 19.72%

233,090 35,619 100.00% 8,270 23.22%

再来患者数

実患者数 新患者数
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病理検査　【2024年1～12月】

病理検査件数 細胞診検査件数

外来 入院 合計 項目 年間件数
総件数 17018 13018 30036  子宮膣部・頸部 4,414
部位数（臓器分類単位）           23777 48017 71794  子宮内膜 2,525
ブロック数（検体分類別）       19125 112785 131910  その他 (婦人科) 5,358
染色スライド数（特染含む） 69853 176310 246163  健診 子宮膣部・頸部・断端 4,742
染色スライド数（特染のみ）            30705 28948 59653  健診 子宮内膜 3,425
保険部位数            41936 32189 74125 婦人科合計 20,464
ＥＭ            ー ー  乳腺 712
抗体法           ー ー  甲状腺 289
迅速件数             39 3718 3757  頭頸部 (甲状腺以外) 258
診断料              13802 8169 21971  骨軟部 893
診断のみ             2383 100 2483  脳脊髄液 92
レポート画像           ー ー ー  リンパ節 750
ミクロ画像            ー ー ー  気管支・肺 189
マクロ画像            ー ー ー  EBUS縦隔・肺門リンパ節 157
その他画像            ー ー ー  喀痰・三連痰 20
呼吸器内科         185 92 277  体腔液 3,769
呼吸器外科         73 1081 1154  尿 3,655
消化器内科         0  食道・胃 13
消化器外科         0  肝・胆・膵・大腸 387
乳腺外科           1414 2256 3670  脳 47
婦人科           2016 1624 3640  その他 95
頭頸科           594 734 1328 婦人科以外合計 11,326
整形外科          426 1129 1555 総合計 31,790
泌尿器科          294 1116 1410  術中迅速細胞診 2,663
総合腫瘍科         53 15 68  LBC 4,419
放射線治療         2 2  オンサイトサイトロジー 861
総合内科          3 3  セルブロック 124
腫瘍精神科         0
眼科            168 56 224
皮膚腫瘍科           307 174 481
歯科            6 6
形成外科          5 12 17
麻酔科           0
救急部           0
画像診断部 1 1
健診ドック         41 41
健診（内科）        2681 5 2686
臨床遺伝医療部 0
血液腫瘍科         516 315 831
乳腺内科 48 5 53
食道外科 20 205 225
胃外科 140 698 838
大腸外科 118 930 1048
消化器化学療法科 37 16 53
上部消化管内科 4020 738 4758
下部消化管内科 3454 404 3858
肝胆膵外科 25 1058 1083
肝胆膵内科 319 195 514
内分泌・代謝科 0
腎臓内科 0
脳腫瘍外科 100 100
ゲノム診療部 24 24
先端医療開発科 29 59 88

病理検査 【2024 年 1 ～ 12 月】

　病理検査数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細胞診検査数
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　　　 内視鏡検査件数　　　　　　　　　　　　　　  超音波検査件数
内視鏡検査件数

検  査  項  目 2024年
上部消化管 9,990
下部消化管 7,360
上部エコー 192
下部エコー 107
肝胆膵エコー 1,040
気管支鏡 248
ERCP 1,049
上部（EMRポリペク） 899
下部（EMRポリペク） 3651
下部（ESD） 514
EUS-FAN 303
その他 171

超音波検査
2024

呼吸内 648
呼吸外 227
◆消外 1
乳腺外 15,787
婦人科 10,023
頭頸科 5,207
整形外 1,382
泌尿器 1,518
総腫瘍 209
放治 38
総合内 262
眼科 115
皮腫 349
形成外 1,045
救急部 6
緩和 12
画像診 2
健診ド 28,693
健診内 2
臨床遺 19
血液腫 913
乳腺内 1,355
食道外 206
胃外科 1,011
大腸外 2,516
消化療 648
上消内 307
下消内 137
肝外科 954
肝内科 708
腫循内 480
代謝科 231
腎臓内 6
脳腫外 27
感染症 1
先端科 247
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手術件数 呼吸器外科 消化器外科 整形外科 頭頸科 乳腺外科 泌尿器科 婦人科 形成外科 眼科 消内科 緩和 麻酔科 治療科 化療科 救急部 呼内科 血液腫 皮膚 食道外科 胃外科 肝胆膵外科 大腸外科 脳外
件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数

１月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 592 50 36 34 96 60 90 35 4 2 8 13 44 45 71 4
硬膜外・腰麻・脊椎 1 1

局麻・その他 75 4 4 15 21 21 7 3
計 668 50 0 41 38 96 75 90 56 21 4 0 0 2 0 0 0 0 15 13 44 45 71 7

2月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 603 41 46 38 103 56 86 31 4 3 11 12 42 44 84 2
硬膜外・腰麻・脊椎 1 1

局麻・その他 69 3 5 4 18 12 15 1 9 2
計 673 41 0 50 43 107 74 86 43 15 4 1 0 3 0 0 0 0 20 12 42 44 84 4

3月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 648 55 44 48 103 65 87 41 3 3 9 16 45 40 82 7
硬膜外・腰麻・脊椎 0

局麻・その他 79 8 7 2 15 25 14 8
計 727 55 0 52 55 105 80 87 66 14 3 0 0 3 0 0 0 0 17 16 45 40 82 7

4月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 692 55 59 40 115 59 106 26 2 5 2 11 14 52 46 97 3
硬膜外・腰麻・脊椎 1 1

局麻・その他 70 5 7 2 15 13 21 6 1
計 763 55 0 65 47 117 74 106 39 23 5 0 0 2 0 0 0 0 17 14 52 46 97 4

5月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 645 41 51 28 104 69 105 38 4 3 10 17 40 41 90 4
硬膜外・腰麻・脊椎 0

局麻・その他 62 5 6 17 9 19 4 2
計 707 41 0 56 34 104 86 105 47 19 4 0 0 3 0 0 0 0 14 17 40 41 90 6

6月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 598 44 57 30 80 63 100 37 3 4 5 7 16 36 46 66 4
硬膜外・腰麻・脊椎 1 1

局麻・その他 62 6 7 1 13 15 15 5
計 661 44 0 63 37 81 77 100 52 18 4 0 0 5 0 0 0 0 12 16 36 46 66 4

7月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 661 55 50 48 97 68 100 38 1 5 2 11 13 36 55 76 6
硬膜外・腰麻・脊椎 0

局麻・その他 89 8 9 2 23 1 16 19 11
計 750 55 0 58 57 99 91 101 54 20 5 0 0 2 0 0 0 0 22 13 36 55 76 6

8月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 654 46 52 40 116 56 106 33 1 3 5 10 15 31 49 86 5
硬膜外・腰麻・脊椎 1 1

局麻・その他 73 11 7 20 13 14 8
計 728 47 0 63 47 116 76 106 46 15 3 0 0 5 0 0 0 0 18 15 31 49 86 5

9月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 650 48 58 38 108 63 106 39 1 4 4 10 13 30 46 81 1
硬膜外・腰麻・脊椎 0

局麻・その他 71 7 3 2 12 15 20 10 2
計 721 48 0 65 41 110 75 106 54 21 4 0 0 4 0 0 0 0 20 13 30 46 81 3

10月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 669 41 40 47 113 57 108 34 3 5 4 11 12 34 54 100 6
硬膜外・腰麻・脊椎 0 0

局麻・その他 68 5 6 5 13 15 15 7 2
計 737 41 0 45 53 118 70 108 49 18 5 0 0 4 0 0 0 0 18 12 34 54 100 8

11月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 641 56 54 43 112 58 101 25 4 4 3 6 14 34 41 84 2
硬膜外・腰麻・脊椎 0

局麻・その他 72 9 8 1 14 17 8 14 1
計 713 56 0 63 51 113 72 101 42 12 4 0 0 3 0 0 0 0 20 14 34 41 84 3

12月 全麻(硬膜外、局麻併用含む） 633 47 49 39 97 53 111 35 1 5 5 10 14 37 49 77 4
硬膜外・腰麻・脊椎 1 1

局麻・その他 61 6 12 3 10 15 9 6
計 695 47 0 56 51 100 63 111 50 10 5 0 0 5 0 0 0 0 16 14 37 49 77 4

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 7638 579 0 596 473 1244 727 1206 412 16 50 0 0 41 0 0 0 0 114 169 461 556 994 48
硬膜外・腰麻・脊椎 6 1 0 4 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 838 0 0 77 81 22 185 1 186 190 0 1 0 0 0 0 0 0 95 0 0 0 0 13
計 8482 580 0 677 554 1266 913 1207 598 206 50 1 0 41 0 0 0 0 209 169 461 556 994 61

2024年計

2024年

⼿術件数 【2024 年 1 ～ 12 月】
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院内がん登録集計

①部位別・男女別件数①部位別・男女別件数
部位 総数 男 女

口腔 123 74 49
唾液腺 29 21 8
咽頭（上・中・下） 278 239 39
食道 491 400 91
胃 879 539 340
十二指腸・小腸 57 30 27
大腸 1209 637 572
肝臓 124 94 30
胆嚢・胆管 109 66 43
膵臓 455 245 210
喉頭 40 38 2
肺 605 349 256
骨・軟部 205 104 101
皮膚 181 97 84
乳房 1471 4 1467
子宮頸部 382 0 382
子宮体部 350 0 350
卵巣・卵管 239 0 239
前立腺 376 376 0
膀胱 171 124 47
腎・他の尿路 154 111 43
脳・中枢神経系 53 22 31
甲状腺 140 56 84
悪性リンパ腫 220 114 106
多発性骨髄腫 28 19 9
白血病 37 24 13
他の造血器腫瘍 31 23 8
原発不明 28 15 13
その他 233 125 108

総計 8698 3946 4752
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院内がん登録集計

②診断時居住地別件数（東京都医療圏別内訳）
②診断時居住地（東京都医療圏別内訳）

医療圏名 区市町村名 医療圏名 区市町村名

千代田区 24 八王子市 80

中央区 124 日野市 29

港区 144 多摩市 20

文京区 48 町田市 36

台東区 68 408 稲城市 13 178

江東区 691 羽村市 5

江戸川区 467 福生市 5

墨田区 123 1281 青梅市 15

荒川区 118 あきる野市 9

足立区 118 瑞穂町 0

葛飾区 151 387 日の出町 0

新宿区 70 奥多摩町 0

中野区 79 檜原村 0 34

杉並区 210 359 武蔵野市 43

豊島区 81 三鷹市 28

北区 90 調布市 46

板橋区 158 狛江市 19

練馬区 245 574 小金井市 16

目黒区 89 府中市 28 180

世田谷区 328 国分寺市 20

渋谷区 84 501 国立市 13

品川区 229 東大和市 5

大田区 295 524 立川市 18

大島町 3 武蔵村山市 6

利島村 0 昭島市 17 79

新島村 1 清瀬市 14

神津島村 1 東久留米市 19

三宅村 0 西東京市 56

御蔵島村 0 東村山市 17

八丈町 0 小平市 38 144

青ヶ島村 0

小笠原村 0 5

件数 件数

区中央部 南多摩

区東部

西多摩
区東北部

区西部

北多摩南部区西北部

4654

区西南部

北多摩西部区南部

島しょ部 北多摩北部

総計
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③主要5部位治療別件数
 当院で初回治療を開始した症例（症例区分20・30）
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③主要５部位治療別件数
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院内がん登録集計

④治療別件数
当院で初回治療を開始した症例（症例区分 20・30）
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⑤ステージ別件数
当院で診断、治療を実施した症例（症例区分 10・20・21・30・31）

０期
936

Ⅰ期
3225

Ⅱ期
1065

Ⅲ期
1012

Ⅳ期
1078

該当せず
254 不明, 46

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000 9000

集計

０期
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅳ期
該当せず
不明
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⑥部位別・年齢別件数

0-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80-89 90-
口腔 0 2 10 15 18 25 32 21 0 123
唾液腺 0 0 2 4 7 5 9 2 0 29
咽頭（上・中・下） 1 0 2 18 54 94 82 26 1 278
食道 0 0 1 19 95 145 178 53 0 491
胃 0 3 27 61 159 202 300 122 5 879
十二指腸・小腸 0 0 2 5 9 12 22 7 0 57
大腸 1 12 46 140 291 318 304 89 8 1209
肝臓 0 0 2 2 17 29 54 19 1 124
胆嚢・胆管 0 0 2 4 8 37 42 15 1 109
膵臓 1 1 4 33 87 112 158 58 1 455
喉頭 0 0 0 2 6 10 13 8 1 40
肺 0 1 6 23 93 169 221 87 5 605
骨・軟部 11 13 22 25 33 37 42 19 3 205
皮膚 0 2 4 14 22 31 50 40 18 181
乳房 0 11 116 445 397 279 177 44 2 1471
子宮頸部 0 17 92 124 84 33 22 9 1 382
子宮体部 0 3 14 42 168 79 36 6 2 350
卵巣・卵管 4 5 17 53 81 46 25 8 0 239
前立腺 0 1 0 5 50 130 150 40 0 376
膀胱 0 0 1 9 31 39 63 27 1 171
腎・他の尿路 0 1 7 12 23 41 51 19 0 154
脳・中枢神経系 0 2 5 11 8 10 13 4 0 53
甲状腺 0 7 9 19 30 27 34 13 1 140
悪性リンパ腫 2 3 8 9 42 59 71 26 0 220
多発性骨髄腫 0 1 0 0 5 4 13 5 0 28
白血病 1 0 2 4 8 8 9 5 0 37
他の造血器腫瘍 0 0 1 1 4 6 10 9 0 31
原発不明 0 0 1 1 7 3 13 3 0 28
その他 1 7 20 19 59 50 44 33 0 233

総計 22 92 423 1119 1896 2040 2238 817 51 8698

部位
年代

総計

 

⑥部位別・年齢別件数
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⑦症例区分別件数

症例区分 件数 比率

10:診断のみ 210 2.4%

20:自施設診断・自施設治療開始 3704 42.6%

21:自施設診断・自施設治療継続 7 0.1%

30:他施設診断・自施設治療開始 3363 38.7%

31:他施設診断・自施設治療継続 332 3.8%

40:初回治療終了後 440 5.1%

80:その他 642 7.4%

総計 8698 100.0%

断・自施設治療継続

終了後

 

⑦症例区分別件数

2.4%

42.6% 0.1% 38.7% 3.8% 5.1% 7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

症例区分別件数

10：診断のみ 20：自施設診断・自施設治療開始 21：自施設診断・自施設治療継続

30：他施設診断・自施設治療開始 31：他施設診断・自施設治療継続 40：初回治療終了後
80：その他
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8.公開講座

年 日程 時間 場所 題名 講師 担当科 参加人数

1 2024年1月13日 10:30～12:00 オンライン 自分らしくがんと向き合うために トータルケアセンター トータルケアセンター 240名

2 2024年11月16日 10:00～12:00 吉田富三記念講堂 ～今日から使える!～がん治療におけるスキンケア 看護部 がん看護支援委員会 40名

2024

8．一般公開講座
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9．学会・研究発表業績
【呼吸器内科】
1.	 内堀健
	 NGSマルチプレックス検査の伸びしろ再点検 .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ イブニングセミナー ]

2.	 北 園 聡 , Paz-Ares, L., Ahn, M. J., Lisberg, 
A., Cho, B. C., BlumenscheinJr:, G., Shum, 
E., Tostivint, E. P., 後藤悌 , 葉清隆, Heist, R., 
Baas, P., Planchard, D., Maurice, P., Felip, 
E., Su, W. C., Hong, Z. G., Lan, L., Liu, C., 
Sands, J.

	 TROPION-Lung05: Datopotamab derux-
tecan （Dato-DXd） in previously treated 
NSCLC with actionable genomic alterations 
（AGAs）.

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ 口述発表 ]

3.	 有安亮
	 臨床試験結果・臨床経験から考える、IV 期非

小細胞肺癌治療における POSEIDON レジメン
への期待 .

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ メディカルセミナー ]

4.	 栁谷典子
	 脳転移を有する非小細胞肺癌の治療戦略 .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 司会 ]

5.	 西尾誠人 , Ramalingam, S. S., Ciuleanu, T. 
E., Caro, R. B., 水谷英明 , Lee, J. S., Au-
digier-Valette, C., Sangha, L., Urban, L., 
Burgers, J. A., Pluzanski, A., Lee, K. H., 
Zurawski, B., Schenker, M., Peters, S., Paz-
Ares, L. G., Borghaei, H., O’ byrne, K. J., 
Brahmer, J. R., Gupta, R. G., Bushong, J., 
Li, L., Yuan, Y., Blum, S. I., Reck, M.

	 6y update of 1L nivolumab + ipilimumab 
（N+I） in metastatic （m） NSCLC, including 
in Japanese pts, from CheckMate 227.

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ 口述発表 ]

6.	 西尾誠人
	 小細胞肺がんの現状と免疫療法及びその有害事

象について .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 司会 ]

7.	 西尾誠人
	 小細胞肺癌における周術期治療：進行再発期治

療 .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 司会 ]

8.	 西尾誠人
	 高齢者肺癌における ICI+化学療法の実際 .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 司会 ]

9.	 有安亮
	 長期生存を目指す肺がん薬物療法 .
	 第 16 回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会 : 

東京 , 2024, [ ランチョンセミナー ]

10.	 北園聡
	 進展型小細胞肺癌治療の治療戦略 .
	 第 28 回日本がん分子標的治療学会学術集会 : 

東京 , 2024, [ ランチョンセミナー ]

11.	 西尾誠人
	 工学と医学の進歩が切り拓く肺がん治療 .
	 第 28 回日本がん分子標的治療学会学術集会 : 

東京 , 2024, [ モデレーター ]

12.	 栁谷典子
	 IV 期 EGFR 遺伝子変異陽性 NSCLC の 1 次治

療における最新の治療戦略 .
	 第 199 回日本肺癌学会関東支部学術集会 : 東

京 , 2024, [ ランチョンセミナー ]

13.	 Sugai, M., Amino, Y., Miyadera, K., Tsugit-
omi, R., Ariyasu, R., Uchibori, K., Kitazono, 
S., Yanagitani, N., Nishio, M.

	 Impact of immune-related adverse event 
severity on overall survival in patients re-
ceiving PD-1/l1 therapy, with a focus on 
combination regimens.
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	 IASLC 2024 World Conference on Lung 
Cancer: San Diego, CA, USA, 2024, [ ポス
ター発表 ]

14.	 Uchibori, K., Siew-Kee, L., Ebina-Shibuya, 
R., Miyauchi, E., Hanibuchi, M., Nishioka, Y., 
Tambo, Y., Yano, S., Sugisaka, J., Kawashi-
ma, Y., Shoji, T., Sakakibara-Konishi, J., 
Nishio, M., Nakamura, Y.

	 The characteristics of plasma sample NGS 
analysis in the detection of lung cancer 
driver genes.

	 IASLC 2024 World Conference on Lung 
Cancer: San Diego, CA, USA, 2024, [ ポス
ター発表 ]

15.	 Nishio, M., Negrao, M. V., Arbour, K. C., 
Burns, T. F., Cappuzzo, F., Dingemans, A.-M. 
C., Girard, N., Gronberg, B. H., Hochmair, 
M., Leal, T., Lindsay, C. R., Lu, S., Paz-
Ares, L. G., Reck, M., Sabari, J. K., Spira, 
A. I., William, W. N., Chen, A., Merced, A., 
Visseren-Grul, C. M., Peters, S.

	 Olomorasib plus pembrolizumab /-che-
motherapy for 1L KRAS G12C-mutant ad-
vanced NSCLC.

	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web
開催 , 2024, [ 口述発表 ]

16.	 Nishio, M., Seto, T., Reck, M., Garon, E. 
B., Nishio, K., Kasahara, K., Nishino, K., 
Satouchi, M., Yoh, K., Hayashi, H., Sakai, 
K., Enatsu, S., Matsui, T., Chacko, V. S., 
Carlsen, M., Visseren-Grul, C. M., Nakaga-
wa, K.

	 Overall survival with ramucirumab gefitinib 
in untreated EGFR-mutated metastatic NS-
CLC.

	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web
開催 , 2024, [ 口述発表 ]

17.	 伊藤雅弘 , 内堀健 , 藤嶋駿介 , 磯博和 , 丹生谷
究二郎 , 菅井万優 , 次富亮輔 , 網野喜彬 , 有安
亮 , 北園聡 , 栁谷典子 , 西尾誠人

	 当院における初回 ALK-TKI 治療例の長期成績
について .

	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web
配信 , 2024, [ 口述発表 ]

18.	 内堀健
	 EGFR 陽性肺癌 1.
	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web

配信 , 2024, [ 座長 ]

19.	 栁谷典子
	 根治を目指した切除不能 3期 NSCLC の治療展

望 .
	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web

配信 , 2024, [ 座長 ]

20.	 磯博和 , 有安亮 , 伊藤雅弘 , 藤嶋駿介 , 丹生谷
究二郎 , 菅井万優 , 次富亮輔 , 網野喜彬 , 内堀
健 , 北園聡 , 栁谷典子 , 二宮浩範 , 西尾誠人

	 TTF-1 陰性非扁平上皮非小細胞肺癌の病理診断
による細分化と予後に関する検討 .

	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web
配信 , 2024, [ 口述発表 ]

21.	 藤嶋駿介 , 網野喜彬 , 丹生谷究二郎 , 磯博和 , 
伊藤雅弘 , 菅井万優 , 次富亮輔 , 有安亮 , 内堀
健 , 北園聡 , 栁谷典子 , 二宮浩範 , 片山量平 , 
西尾誠人

	 EGFR 遺伝子変異陽性非小細胞肺がんの小細胞
癌転化後のサブタイプ解析 .

	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web
配信 , 2024, [ 口述発表 ]

22.	 西尾誠人
	 EGFR エクソン 20 挿入変異陽性非小細胞肺癌

の診療 .
	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web

配信 , 2024, [ イブニングセミナー ]

23.	 西尾誠人 , 藤原豊 , 倉田宝保 , 猶木克彦 , 井上
貴子 , 大江裕一郎

	 REZILIENT3:P3 study of zipalertinib plus 
chemo in NSCLC patients harboring EGFR 
ex20ins mutations.

	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web
配信 , 2024, [ 口述発表 ]
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24.	 西尾誠人
	 がん治癒をもたらす T細胞免疫メカニズム .
	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web

配信 , 2024, [ ランチョンセミナー ]

25.	 西尾誠人
	 産学共同研究セッション .
	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web

配信 , 2024, [ 座長 ]

【呼吸器外科】
1.	 Ichinose, J., Kobayashi, N., Fukata, K., Kan-

no, K., Suzuki, A., Matsuura, Y., Nakao, M., 
Okumura, S., Mun, M.

	 Accuracy of artificial intelligence-based sur-
gical support systems in recognizing tho-
racic nerves.

	 The 60th annual meeting of the Society of 
Thoracic Surgeons: San Antonio, TX, USA, 
2024, [ ポスター発表 ]

2.	 松浦陽介
	 局所進行期 /進行期肺癌に対する外科治療 .
	 WØW! 1 月：呼吸器領域の進歩 手術療法 : 

Web 開催 , 2024, [ 講演 ]

3.	 川原光恵 , 松浦陽介 , 立花太明 , 浦部貴史 , 鈴
木あゆみ , 一瀬淳二 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏
景

	 胸腔鏡下肺区域切除術におけるリンパ節郭清術
のコツ .

	 日本胸部外科学会第 1回 JATS-NEXT Annual 
Conference: 大阪市 , 2024, [ 一般口演 ]

4.	 松浦陽介
	 数mmへのこだわり .
	 日本胸部外科学会第 1回 JATS-NEXT Annual 

Conference: 大阪市 , 2024, [ 一般口演 ]

5.	 文敏景 , 中尾将之 , 松浦陽介 , 一瀬淳二 , 鈴木
あゆみ , 浦部貴史 , 立花太明 , 川原光恵

	 対面式ロボット支援手術における左反回神経周
囲（4L）リンパ節郭清の実際 .

	 第 16 回日本ロボット外科学会学術集会 : 米子
市 , 2024, [ 口述発表 ]

6.	 一瀬淳二
	 呼吸器外科手術において反回神経麻痺を起こさ

ないための工夫．
	 第 34 回日本気管食道科学会認定気管食道科専

門医大会 : 横浜市 , 2024, [ パネルディスカッ
ション ]

7.	 文敏景
	 がん研有明病院での低侵襲手術の現状：実践躬

行 .
	 第 21 回スプリングセミナー IN OKINAWA: 那

覇市 , 2024, [ 講演 ]

8.	 松浦陽介
	 JATS-NEXT.
	 第 194 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会 : 

宇都宮市 , 2024, [ 座長 ]

9.	 矢﨑裕紀 , 松浦陽介 , 川原光恵 , 浦部貴史 , 鈴
木あゆみ , 一瀬淳二 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏
景

	 不全分葉を伴う右肺下葉粘液性腺癌の気管支先
行処理法 .

	 第 194 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会 : 
宇都宮市 , 2024, [ 口述発表 ]

10.	 Matsuura, Y., Kawahara, M., Nakamura, S., 
Kinoshita, F., aokage, k., Asao, T., Chen-Yo-
shikawa, T., Mun, M.

	 Investigation of associated factors with 
non-relapse mortality and identification 
of patients who should be considered for 
adjuvant chemotherapy in lung cancer: a 
multicenter real world data analysis.

	 AATS 104th Annual Meeting: Toronto, ON, 
Canada, 2024, [ 口述発表 ]

11.	 文敏景 , 中尾将之 , 松浦陽介 , 一瀬淳二 , 鈴木
あゆみ , 奥村栄

	 胸腔鏡下手術時の catastrophic situation に対
する対応：適切な血流遮断法と縫合の重要性 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ワークショップ ]
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12.	 Mun, M.
	 Video-assisted thoracoscopic surgery 

lung-sparing left main bronchus sleeve 
resection en bloc with subcarinal lymph 
node.

	 The 23nd ESTS meeting: Barcelona, Spain, 
2024, [ 口述発表 ]

13.	 Matsuura, Y.
	 Intersegmental tunneling in S9/S10 seg-

mentectomy: clinical outcomes and compli-
cations.

	 第 41 回日本呼吸器外科学会学術集会 : 北佐久
郡 , 2024, [ セッション ]

14.	 一瀬淳二 , 川原光恵 , 鈴木あゆみ , 松浦陽介 , 
中尾将之 , 奥村栄 , 文敏景

	 ニボルマブ併用術前化学療法後に切除した左肺
門部肺癌の一例 .

	 第 41 回日本呼吸器外科学会学術集会 : 北佐久
郡 , 2024, [ ミニオーラル ]

15.	 一瀬淳二 , 早川景子 , 鈴木あゆみ , 松浦陽介 , 
中尾将之 , 奥村栄 , 阿江啓介 , 文敏景

	 胸壁原発骨軟部悪性腫瘍に対する手術成績と予
後因子 .

	 第 41 回日本呼吸器外科学会学術集会 : 北佐久
郡 , 2024, [ パネルディスカッション ]

16.	 中尾将之 , 川原光恵 , 浦部貴史 , 立花太明 , 鈴
木あゆみ , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 奥村栄 , 文敏
景

	 TNM 第 9 版 N2 細分類の病理病期における予
後への影響 .

	 第 41 回日本呼吸器外科学会学術集会 : 北佐久
郡 , 2024, [ 口述発表 ]

17.	 中尾将之
	 区域切除を考える：適応から標準化まで .
	 第 41 回日本呼吸器外科学会学術集会 : 北佐久

郡 , 2024, [ アフタヌーンセミナー ]

18.	 川原光恵 , 松浦陽介 , 中村彰太 , 木下文恵 , 青
景圭樹 , 朝尾哲彦 , 芳川豊史 , 文敏景

	 肺癌術後の非再発死亡と補助化学療法の適応に
関する多施設共同研究 .

	 第 41 回日本呼吸器外科学会学術集会 : 北佐久
郡 , 2024, [ 口述発表 ]

19.	 文敏景
	 アフタヌーンセミナー 3.
	 第 41 回日本呼吸器外科学会学術集会 : 北佐久

郡 , 2024, [ 座長 ]

20.	 文敏景
	 微細解剖を利用した低侵襲手術の実際 .
	 第 41 回日本呼吸器外科学会学術集会 : 北佐久

郡 , 2024, [ アフタヌーンセミナー ]

21.	 文敏景
	 肺癌縮小手術 3.
	 第 41 回日本呼吸器外科学会学術集会 : 北佐久

郡 , 2024, [ 座長 ]

22.	 鈴木あゆみ , 川原光恵 , 浦部貴史 , 立花太明 , 
一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏
景

	 当院における nivolumab 併用術前化学療法の
使用経験 .

	 第 41 回日本呼吸器外科学会学術集会 : 北佐久
郡 , 2024, [ 口述発表 ]

23.	 文敏景
	 がん研有明病院のおける対面式視野を用いて低

侵襲手術 .
	 呼吸器外科カンファレンス : Web 開催 , 2024, 

[ 講演 ]

24.	 文敏景 , 鈴木あゆみ , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中
尾将之

	 薬物療法新時代における肺癌リンパ節郭清の役
割 .

	 第 78 回手術手技研究会 : 福岡市 , 2024, [ 主
題 ]

25.	 橋本浩平 , 加藤大喜 , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中
尾将之 , 奥村栄 , 近藤晴彦 , 大塚崇 , 文敏景

	 3D モデルを用いた気管支スリーブ切除トレー
ニングの多施設前向き研究 .

	 第 78 回手術手技研究会 : 福岡市 , 2024, [ 講
演 ]
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26.	 鈴木あゆみ , 矢崎裕紀 , 川原光恵 , 浦部貴史 , 
一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 文敬景

	 nivolumab 併用術前化学療法後、胸腔鏡下に完
全切除を行った胸壁浸潤肺癌の一例 .

	 第78回手術手技研究会: 福岡市, 2024, [サー
ジカルフォーラム ]

27.	 松浦陽介
	 JATS-NEXT メンバーと語る領域横断手術 .
	 第 195 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会 : 

宇都宮市 , 2024, [ 座長 ]

28.	 吉峯宗大 , 川原光恵 , 矢﨑裕紀 , 鈴木あゆみ , 
一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏
景

	 胸腺右上極に発生した胸腺腫に対する胸腔鏡下
胸腺右葉切除術 .

	 第872回外科集談会: 東京, 2024, [口述発表]

29.	 矢﨑裕紀 , 川原光恵 , 吉峯宗大 , 鈴木あゆみ , 
一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏
景 , 栁谷典子 , 西尾誠人 , 二宮浩範

	 胸腔鏡下胸膜生検で診断に至った節外性NK/T
細胞リンパ腫の 1例 .

	 第 199 回日本肺癌学会関東支部学術集会 : 東
京 , 2024, [ 口述発表 ]

30.	 Kawahara, M., Matsuura, Y., Nakamura, S., 
Kinoshita, F., Aokage, K., Asao, T., Chen-Yo-
shikawa, T., Mun, M.

	 Postoperative trends in stage II & III EG-
FR-mutant lung adenocarcinoma in the 
pre-ADURA era: a multicenter real-world 
data analysis.

	 AATS International Thoracic Surgical On-
cology Summit: New York, NY, USA, 2024, 
[ ポスター発表 ]

31.	 Mun, M.
	 Segmentectomy of upper right lobe.
	 Asis Pacific Thoracic Masters’ Series: Web

開催 , 2024, [ 講演 ]

32.	 Kawahara, M., Ichinose, J., Ninomiya, H., 
Yazaki, Y., Yoshimine, S., Suzuki, A., Mat-
suura, Y., Nakao, M., Okumura, S.

	 The fibrosis around the pulmonary artery 
is associated with difficulty in dissection 
during surgery after systemic therapy.

	 IASLC 2024 World Conference on Lung 
Cancer: San Diego, CA, USA, 2024, [e ポス
ター ]

33.	 Mun, M., Nakao, M., Matsuura, Y., Ichinose, 
J., Suzuki, A.

	 Oncological outcomes after lobe-specific 
mediastinal lymph node dissection in thora-
coscopic right upper lobectomy for clinical 
N0 NSCLC.

	 IASLC 2024 World Conference on Lung 
Cancer: San Diego, CA, USA, 2024, [ ポス
ター発表 ]

34.	 Nakao, M., Tamagawa, S., Horikoshi, Y., 
Suzuki, A., Ichinose, J., Matsuura, Y., Oku-
mura, S., Mun, M.

	 Staple formation by endostapler and bron-
chial wall thickness in pulmonary lobecto-
my.

	 IASLC 2024 World Conference on Lung 
Cancer: San Diego, CA, USA, 2024, [e ポス
ター ]

35.	 Suzuki, A., Kawahara, M., Yazaki, Y., Yoshi-
mine, S., Ichinose, J., Matsuura, Y., Nakao, 
M., Okumura, S., Mun, M.

	 The prognostic disparities between the T3 
descriptors in surgically resected primary 
lung cancer.

	 IASLC 2024 World Conference on Lung 
Cancer: San Diego, CA, USA, 2024, [ ポス
ター発表 ]

36.	 Yazaki, Y., Ichinose, J., Kawahara, M., 
Yoshimine, S., Suzuki, A., Matsuura, Y., Na-
kao, M., Okumura, S., Mun, M.

	 Prognostic impact of serum CA125 level in 
patients with CN0 non-small cell lung can-
cer.

	 IASLC 2024 World Conference on Lung 
Cancer: San Diego, CA, USA, 2024, [ ポス
ター発表 ]
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37.	 Mun, M.
	 Proper indication and technique of lung 

segmentectomy for early-stage lung can-
cer.

	 Thoracic Advisory Board: Melbourne, Aus-
tralia, 2024, [ 講演 ]

38.	 Suzuki, A.
	 Neoadjuvant / perioperative IO therapy.
	 2024 Asia Conference on Lung Cancer: 

Hong Kong, China, 2024, [ 講演 ]

39.	 Nakao, M.
	 Evolution in lung segmentectomy by Zio-

station REVORAS.
	 TCVGH International Medical Conference in 

2024: Taichung, Taiwan, 2024, [ 口述発表 ]

40.	 一瀬淳二 , 矢﨑裕紀 , 吉峯宗大 , 川原光恵 , 鈴
木あゆみ , 松浦陽介 , 中尾将之 , 栁谷典子 , 奥
村栄 , 西尾誠人 , 文敏景

	 悪性胸水に対するユニタルクを用いた胸膜癒着
療法の有効性と安全性： 単施設連続 324 例の
経験 .

	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web
配信 , 2024, [ ワークショップ ]

41.	 中尾将之
	 バーチャルキャンサーボード：高齢者肺癌症例

について .
	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web

配信 , 2024, [ シンポジウム ]

42.	 吉峯宗大 , 松浦陽介 , 川原光恵 , 矢﨑裕紀 , 鈴
木あゆみ , 一瀬淳二 , 中尾将之 , 二宮浩範 , 奥
村栄 , 文敏景

	 小型末梢肺癌に対する区域切除でのリンパ節郭
清の意義とは ?

	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web
配信 , 2024, [ 口述発表 ]

43.	 川原光恵 , 松浦陽介 , 中村彰太 , 木下文恵 , 青
景圭樹 , 朝尾哲彦 , 芳川豊史 , 文敏景

	 Pre-ADURA 時代の RWDからみる pStage II/
III 期 EGFR-mutant 肺癌の術後経過 .

	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web
配信 , 2024, [ 口述発表 ]

44.	 川原光恵 , 一瀬淳二 , 二宮浩範 , 吉峯宗大 , 矢
﨑裕紀 , 鈴木あゆみ , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥
村栄 , 文敏景

	 肺癌薬物治療後の肺動脈周囲線維化と肺動脈剥
離困難性の関係 .

	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web
配信 , 2024, [ ワークショップ ]

45.	 文敏景
	 薬物療法新時代における低侵襲手術の実際 .
	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web

配信 , 2024, [ ランチョンセミナー ]

46.	 松浦陽介 , 鈴木あゆみ , 一瀬淳二 , 中尾将之 , 
二宮浩範 , 奥村栄 , 文敏景

	 肺葉切除高リスク症例の肺癌術後転帰に関する
検討 .

	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web
配信 , 2024, [ ワークショップ ]

47.	 矢﨑裕紀 , 一瀬淳二 , 川原光恵 , 吉峯宗大 , 鈴
木あゆみ , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏
景

	 cN0 非小細胞肺癌切除例における術前血清
CA125 値の重要性 .

	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web
配信 , 2024, [ ポスター発表 ]

48.	 鈴木あゆみ , 矢﨑裕紀 , 吉峯宗大 , 川原光恵 , 
一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏
景

	 完全切除を行った同一肺葉内転移を伴う
StageII 期原発性肺腺癌に対する術後補助化学
療法の有用性 .

	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web
配信 , 2024, [ 口述発表 ]

49.	 一瀬淳二
	 肺：縦隔・胸壁 1.
	 第 196 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会 : 

東京 , 2024, [ 座長 ]

50.	 中尾将之
	 がん研胸腔鏡手術の現在地 .
	 第 17 回埼玉 Surgery team for Thoracic Dis-

ease: さいたま市 , 2024, [ 口述発表 ]
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51.	 Mun, M., Suzuki, A., Ichinose, J., Matsuura, 
Y., Nakao, M., Okumura, S.

	 Evolution of surgical approaches to lung 
cancer - What is the optimal surgical ap-
proach?

	 第 77 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 金沢
市 , 2024, [ シンポジウム ]

52.	 一瀬淳二 , 矢﨑裕紀 , 吉峯宗大 , 川原光恵 , 鈴
木あゆみ , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏
景

	 肺癌に対する手術アプローチの選択：患者にメ
リットがある場合はあえて開胸を選ぶ .

	 第 77 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 金沢
市 , 2024, [ ワークショップ ]

53.	 中尾将之 , 吉峯宗大 , 矢﨑裕紀 , 川原光恵 , 鈴
木あゆみ , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 奥村栄 , 文敏
景

	 薬物療法後の肺癌に対する胸腔鏡手術 .
	 第 77 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 金沢

市 , 2024, [ パネルディスカッション ]

54.	 文敏景
	 呼吸器外科手術における 4K内視鏡カメラシス

テムの有用性 .
	 第 77 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 金沢

市 , 2024, [ ランチョンセミナー ]

55.	 文敏景
	 肺がんに対する手術アプローチの変遷：最適な

手術アプローチとは？
	 第 77 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 金沢

市 , 2024, [ シンポジウム ]

56.	 文敏景
	 肺癌に対する低侵襲手術の適応拡大 .
	 第 77 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 金沢

市 , 2024, [ 座長 ]

57.	 松浦陽介 , 鈴木あゆみ , 一瀬淳二 , 中尾将之 , 
奥村栄 , 文敏景

	 積極的区域切除で考慮すべきメリハリをつけた
リンパ節郭清 .

	 第 77 回日本胸部外科学会定期学術集会 : 金沢
市 , 2024, [ ワークショップ ]

58.	 文敏景 , 鈴木あゆみ , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中
尾将之 , 奥村栄

	 リトラクションアームと助手を活用して行う
対面式ロボット支援下手術：胸腔鏡下手術の
Strategy を踏襲する .

	 第 86回日本臨床外科学会学術集会 : 宇都宮市 , 
2024, [ ワークショップ ]

59.	 川原光恵 , 一瀬淳二 , 早川景子 , 吉峯宗大 , 矢
﨑裕紀 , 鈴木あゆみ , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥
村栄 , 阿江啓介 , 文敏景

	 前縦隔肉腫に対し胸骨前面皮質を温存し腫瘍広
範切除・胸骨肋骨切除再建を施行した 1例 .

	 第 196 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会 : 
東京 , 2024, [ 口述発表 ]

60.	 一瀬淳二 , 伊藤心二 , 成田伸太郎 , 吉住朋晴 , 
羽渕友則 , 文敏景

	 肝臓、肺、腎手術における ICG の適切な使用
法および注意点（肺）/Appropriate use and 
precautions for ICG in liver, lung, and renal 
surgery （Lung）.

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ シンポジウム ]

61.	 一瀬淳二 , 柴崎晋 , 宇山一朗 , 須田康一 , 文敏
景

	 肺癌手術と食道癌手術の共通点と相違点を意識
した系統的縦隔リンパ節郭清手技をどのように
行うか？（肺）/Mediastinal lymphadenec-
tomy：similarities and differences between 
lung and esophageal surgery.

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ シンポジウム ]

62.	 中尾将之
	 呼吸器：その他 .
	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 

2024, [ 司会 ]

63.	 中尾将之 , 吉峯宗大 , 矢﨑裕紀 , 川原光恵 , 鈴
木あゆみ , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 文敏景

	 気管支縫合切離における断端のステープル形成
と気管支壁厚に関する前向き観察研究 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ 口述発表 ]
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64.	 吉峯宗大 , 中尾将之 , 川原光恵 , 矢﨑裕紀 , 鈴
木あゆみ , 一瀬淳二 , 松浦陽介 , 文敏景

	 肺葉切除移行または切除区域追加を要した肺区
域切除症例の検討 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ 口述発表 ]

65.	 川原光恵 , 一瀬淳二 , 吉峯宗大 , 矢﨑裕紀 , 鈴
木あゆみ , 松浦陽介 , 中尾将之 , 文敏景

	 横隔膜デスモイド腫瘍再発に対し胸腔鏡下再切
除および横隔膜再建を施行した一例 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ ミニオーラル ]

66.	 文敏景
	 上部・肺融合領域 .
	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 

2024, [ 司会 ]

67.	 文敏景 , 中尾将之 , 松浦陽介 , 一瀬淳二 , 鈴木
あゆみ , 川原光恵 , 矢﨑裕紀 , 吉峯宗大

	 低悪性度粘表皮癌に対する肺実質温存胸腔鏡下
左主気管支管状切除術 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ 口述発表 ]

68.	 松浦陽介
	 術中虚脱肺の再現を目指した肺脱気 3D再構成

モデルの初期報告 .
	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 

2024, [ パネルディスカッション ]

69.	 矢﨑裕紀 , 鈴木あゆみ , 川原光恵 , 吉峯宗大 , 
一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 文敏景

	 Aberrant V2 を温存して行う気管分岐部郭清に
おける胸腔鏡アプローチの工夫 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ 口述発表 ]

70.	 菅野素子 , 小澤梨紗子 , 加藤慧 , 伏木淳 , 阿部
彰子 , 根津幸穂 , 青木洋一 , 尾身牧子 , 谷川輝
美 , 岡本三四郎 , 野村秀高 , 金尾祐之

	 当院における審査腹腔鏡の現状とHRD検査の
詳細 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ 口述発表 ]

71.	 一瀬淳二
	 外科治療 .
	 第 200 回日本肺癌学会関東支部学術集会 : 東

京 , 2024, [ コーヒーブレイクセミナー ]

72.	 矢﨑裕紀 , 鈴木あゆみ , 川原光惠 , 吉峯宗大 , 
一瀬淳二 , 松浦陽介 , 中尾将之 , 奥村栄 , 文敏
景 , 二宮浩範

	 肺癌と乳癌の重複癌に対しニボルマブ併用術前
化学療法が奏功した 1例 .

	 第 200 回日本肺癌学会関東支部学術集会 : 東
京 , 2024, [ 発表形式不明 ]

【食道外科】
1.	 渡邊雅之
	 食道・胃「食道・胃癌の最新治療」.
	 第 18 回食道・胃外科フォーラム : 東京 , 

2024, [ 司会 ]

2.	 渡邊雅之 , 竹内裕也
	 肥満外科治療の現場と課題 .
	 第 20 回日本消化管学会総会学術集会 : 宜野湾

市 , 2024, [ 司会 ]

3.	 岡村明彦 , 金森淳 , 由雄敏之 , 渡邊雅之
	 食道癌診療における狭窄とその対応 .
	 第 34 回日本気管食道科学会認定気管食道科専

門医大会 : 横浜市 , 2024, [ シンポジウム ]

4.	 渡邊雅之
	 学会奨励賞受賞講演 .
	 第 34 回日本気管食道科学会認定気管食道科専

門医大会 : 横浜市 , 2024, [ 司会 ]

5.	 渡邊雅之 , 塩崎敦
	 食道 .
	 第56回制癌剤適応研究会: 下呂市, 2024, [座

長 ]

6.	 今村裕 , 高松学 , 原口郁実 , 栗山健吾 , 寺山仁
祥 , 高橋直規 , 田村真弘 , 岡村明彦 , 金森淳 , 
布部創也 , 沖英次 , 山本学 , 峯真司 , 馬場秀夫 , 
渡邊雅之

	 TP53 IHC の AI genotyping と臨床的有用性 .
	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [シ

ンポジウム ]
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7.	 栗山健吾 , 岡村明彦 , 高橋直規 , 田村真弘 , 寺
山仁祥 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 咽喉頭頸部食道摘出後の胸部食道癌術後に生じ
た気管壊死を保存的に加療し得た 1例 .

	 第871回外科集談会: 東京, 2024, [口述発表]

8.	 田村真弘 , 岡村明彦 , 高橋直規 , 寺山仁祥 , 栗
山健吾 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 バレット食道癌術後縫合不全治療後に胸椎化膿
性椎間板炎・椎体炎を生じた 1例 .

	 第871回外科集談会: 東京, 2024, [口述発表]

9.	 今村裕 , 陳勁松 , 布部創也 , 深田一平 , 林直美 , 
栗山健吾 , 田村真弘 , 高橋直規 , 寺山仁祥 , 岡
村明彦 , 金森淳 , 山口研成 , 髙橋俊二 , 渡邊雅
之

	 当院における食道胃接合部腺癌の周術期および
再発化学療法の現状と将来展望 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ シンポジウム ]

10.	 栗山健吾 , 高橋直規 , 田村真弘 , 寺山仁祥 , 岡
村明彦 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 食道癌手術における短中期成績：VATS vs RA-
MIE.

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ サージカルフォーラム ]

11.	 田村真弘 , 岡村明彦 , 栗山健吾 , 寺山仁祥 , 高
橋直規 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 食道癌術後の握力と長期予後 .
	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 

2024, [ ポスター発表 ]

12.	 金森淳 , 渡邊雅之 , 栗山健吾 , 寺山仁祥 , 高橋
直規 , 田村真弘 , 岡村明彦 , 今村裕

	 食道ロボット手術での術中トラブルとその対
策 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ワークショップ ]

13.	 高橋直規 , 岡村明彦 , 田村真弘 , 寺山仁祥 , 栗
山健吾 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 食道悪性腫瘍手術におけるGLIM基準による術
前栄養評価の意義 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

14.	 今村裕 , 栗山健吾 , 高橋直規 , 田村真弘 , 寺山
仁祥 , 岡村明彦 , 金森淳 , 渡邊雅之

	 Non-EBV/non-MSI-H 食道胃接合部腺癌にお
ける新たな免疫回避機構の解明 .

	 第 33 回日本癌病態治療研究会 : 唐津市 , 
2024, [ シンポジウム ]

15.	 今村裕
	 消化管（基礎 1）.
	 第 33 回日本癌病態治療研究会 : 唐津市 , 

2024, [ 座長 ]

16.	 寺山仁祥 , 岡村明彦 , 栗山健吾 , 高橋直規 , 田
村真弘 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 咽頭喉頭 （頸部食道） 摘出術後の胸部食道癌に
対する頸部温存術式（Ivor-Lewis esophagec-
tomy）の有用性 .

	 第 33 回日本癌病態治療研究会 : 唐津市 , 
2024, [ ワークショップ ]

17.	 栗山健吾 , 今村裕 , 高橋直規 , 田村真弘 , 寺山
仁祥 , 岡村明彦 , 金森淳 , 布部創也 , 渡邊雅之

	 食道胃接合部腺癌における Conversion 手術の
治療成績 .

	 第 33 回日本癌病態治療研究会 : 唐津市 , 
2024, [ ワークショップ ]

18.	 渡邊雅之
	 食道癌治療：最新の進歩 .
	 第 33 回日本癌病態治療研究会 : 唐津市 , 

2024, [ 教育講演 ]

19.	 高橋直規 , 今村裕 , 田村真弘 , 寺山仁祥 , 栗山
健吾 , 岡村明彦 , 金森淳 , 沖英次 , 山本学 , 馬
場秀夫 , 布部創也 , 渡邊雅之

	 食道胃接合部癌における食道側切除断端距離の
検討 .

	 第 33 回日本癌病態治療研究会 : 唐津市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

20.	 渡邊雅之 , 栗山健吾 , 高橋直規 , 田村真弘 , 寺
山仁祥 , 岡村明彦 , 金森淳 , 今村裕

	 食道再建術のコツとピットフォール .
	 第 78 回手術手技研究会 : 福岡市 , 2024, [ エ

キスパートビデオ ]
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21.	 今村裕 , 渡邊雅之 , 森誠一 , 野田哲生 , 土岐祐
一郎 , 北川雄光 , 加藤健 , 藤田武郎 , 小島隆嗣 , 
井元清哉 , 柴田龍弘

	 日本人食道がんの全ゲノム解析の進捗 .
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ プレナリーセッション ]

22.	 今村裕 , 千野修
	 診断・マーカー .
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ 司会 ]

23.	 今村裕 , 渡邊雅之 , 栗山健吾 , 高橋直規 , 岡村
明彦 , 金森淳 , 布部創也 , 沖英次 , 山本学 , 馬
場秀夫

	 食道腺癌の切除マージンの検討とロング・
ショートバレット食道による臨床的特徴 .

	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 
[ パネルディスカッション ]

24.	 寺山仁祥 , 岡村明彦 , 栗山健吾 , 高橋直規 , 田
村真弘 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 75 歳以上高齢者食道癌における機能温存とし
ての Ivor-Lewis esophagectomy の意義 .

	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 
[ パネルディスカッション ]

25.	 寺山仁祥 , 岡村明彦 , 栗山健吾 , 高橋直規 , 田
村真弘 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 集学的治療により根治切除を得た#112aoP リ
ンパ節転移を伴う切除不能進行食道癌の 1例 .

	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 
[Virtual Cancer Board]

26.	 岡村明彦
	 こだわりの三角吻合：三辺外翻三角吻合・有茎

大網弁被覆 .
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ ランチョンセミナー ]

27.	 岡村明彦
	 データベース研究・臨床試験 .
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ 司会 ]

28.	 岡村明彦 , 渡邊雅之 , 奥居潤 , 松田諭 , 川久保
博文 , 武藤学 , 掛地吉弘 , 土岐祐一郎 , 北川雄
光 , 竹内裕也

	 術前補助療法後の食道癌根治切除症例における
病理学的奏効および再発の予測モデル構築 .

	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 
[ ワークショップ ]

29.	 栗山健吾 , 岡村明彦 , 高橋直規 , 田村真弘 , 寺
山仁祥 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 サルベージ手術の治療成績およびリンパ節郭清
の意義 .

	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 
[ パネルディスカッション ]

30.	 栗山健吾 , 岡村明彦 , 高橋直規 , 田村真弘 , 寺
山仁祥 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 ロボット支援下食道切除術における現状と課
題 .

	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 
[ 口述発表 ]

31.	 栗山健吾 , 岡村明彦 , 高橋慶太 , 高橋直規 , 田
村真弘 , 寺山仁祥 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 左肺動脈右肺動脈起始症合併食道癌症例に対す
る手術手技 .

	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 
[ 要望ビデオ ]

32.	 栗山健吾
	 症例 5.
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ 司会 ]

33.	 渡邊雅之
	 Esophageal cancer registry and database 

analysis in Japan.
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ セッション ]

34.	 渡邊雅之
	 ゲノム医療 .
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ 司会 ]
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35.	 渡邊雅之
	 学んできたこと、伝えたいこと .
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ 講演 ]

36.	 渡邊雅之
	 理事長講演 .
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ 司会 ]

37.	 渡邊雅之 , 坪佐恭宏
	 「食道疾患診断・治療の未来を拓く」医療機器

開発の現状と課題 .
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ 司会 ]

38.	 田村真弘 , 岡村明彦 , 高橋直規 , 寺山仁祥 , 栗
山健吾 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 IVB 期食道扁平上皮癌に対するコンバージョン
手術を含めた治療戦略と治療成績 .

	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 
[ ポスター発表 ]

39.	 金森淳 , 須田康一
	 ロボット手術 1.
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ 司会 ]

40.	 金森淳 , 柴崎晋
	 ロボット手術 18.
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ 司会 ]

41.	 金森淳 , 渡邊雅之 , 栗山健吾 , 寺山仁祥 , 高橋
直規 , 田村真弘 , 岡村明彦 , 今村裕

	 胸腔鏡下アプローチによる右上縦隔郭清：2領
域郭清における右頸部操作の省略 .

	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 
[ 口述発表 ]

42.	 高橋直規 , 岡村明彦 , 田村真弘 , 寺山仁祥 , 栗
山健吾 , 金森淳 , 今村裕 , 渡邊雅之

	 当院手術症例における食道癌肉腫の臨床病理学
的特徴と治療成績 .

	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 
[ 要望演題 ]

43.	 高橋直規 , 岡村明彦 , 石井美鈴 , 藤原彩 , 守屋
直紀 , 松下亜由子 , 金森淳 , 今村裕 , 佐藤崇文 , 
渡邊雅之

	 食道癌術後の外来栄養指導継続の意義 .
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ 口述発表 ]

44.	 Imamura, Y., Kuriyama, K., Takahashi, N., 
Tamura, M., Terayama, M., Okamura, A., 
Kanamori, J., Chin, K., Nunobe, S., Wata-
nabe, M.

	 Our treatment strategy and outcome for 
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14.	 大橋学
	 進行胃癌 1.
	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [座

長 ]

15.	 寺山仁祥 , 大橋学 , 李基成 , 幕内梨恵 , 速水克 , 
井田智 , 熊谷厚志 , 佐野武 , 布部創也

	 高齢者の stage II/III 進行胃癌に対する腹腔鏡
下胃切除術は、術後筋肉量維持及び体重維持に
有用である .

	 第 96 回日本胃癌学会総会 : 京都市 , 2024, 
[ ワークショップ ]

16.	 山本森太郎 , 速水克 , 布部創也 , 吉水祥一 , 藤
崎順子 , 李基成 , 幕内梨恵 , 大橋学 , 佐野武

瓯
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	 表在型非乳頭部十二指腸上皮性腫瘍に対する腹
腔鏡内視鏡合同手術（D-LECS）膵臓側剥離の
有無による比較検討 .

	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [ビ
デオワークショップ ]

17.	 布部創也 , 須田厚一
	 噴門側胃切除術後の再建について .
	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [座

長 ]

18.	 布部創也
	 胃癌切除術式の選択 .
	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [教

育セミナー ]

19.	 布部創也
	 郭清術：その手技に、自由を .
	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [ラ

ンチョンセミナー ]

20.	 幕内梨恵 , 李基成 , 速水克 , 大橋学 , 布部創也
	 深達度 SS以深の進行胃癌に対するロボット支

援下胃切除術の安全性の検討 .
	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [一

般ビデオ ]

21.	 幕内梨絵
	 ロボット支援下手術 2.
	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [座

長 ]

22.	 杉田裕 , 李基成 , 幕内梨恵 , 速水克 , 大橋学 , 
布部創也

	 当院における胃癌肝転移に対する R0切除症例
の検討 .

	 第 96 回日本胃癌学会総会 : 京都市 , 2024, 
[ ワークショップ ]

23.	 李基成 , 幕内梨恵 , 速水克 , 大橋学 , 佐野武 , 
布部創也

	 4型胃癌に対する胃全摘脾合併切除の治療成績.
	 第 96 回日本胃癌学会総会 : 京都市 , 2024, 

[ ワークショップ ]

24.	 東園和哉 , 大橋学 , 李基成 , 速水克 , 幕内梨恵 , 
布部創也

	 出血・狭窄を伴う治癒切除不能進行胃癌に対す
る姑息的腹腔鏡下胃切除術の検討 .

	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [一
般口演 ]

25.	 松井亮太 , 大橋学 , 胡慶江 , 森戸淳 , 山本森太
郎 , 東園和哉 , 杉田裕 , 石田洋樹 , 原田宏輝 , 
李基成 , 幕内梨恵 , 速水克 , 布部創也

	 胃癌胃切除症例を対象とした術前筋肉量による
層別化と全生存期間との関係 .

	 第 96 回日本胃癌学会総会 : 京都市 , 2024, 
[ ワークショップ ]

26.	 森戸淳 , 幕内梨恵 , 李基成 , 速水克 , 大橋学 , 
布部創也

	 胃切除後骨障害における噴門側胃切除術の意
義 .

	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [一
般口演 ]

27.	 石田洋樹 , 速水克 , 李基成 , 幕内梨恵 , 大橋学 , 
布部創也

	 上部進行胃癌に対する脾門部郭清を伴う腹腔鏡
下胃全摘術の手術手技 .

	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [一
般ビデオ ]

28.	 胡慶江 , 大橋学 , 李基成 , 幕内梨恵 , 速水克 , 
布部創也

	 噴門側胃切除上川法再建の治療成績においてロ
ボット手術は腹腔鏡手術より優れるか？

	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [一
般口演 ]

29.	 速水克 , 森戸淳 , 胡慶江 , 山本森太郎 , 東園和
哉 , 杉田裕 , 松井亮太 , 石田洋樹 , 原田宏輝 , 
李基成 , 幕内梨恵 , 大橋学 , 布部創也

	 食道道胃接合部癌に対するロボット支援下噴門
側胃切除術 .

	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [ビ
デオシンポジウム ]
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30.	 Matsui, R.
	 Implementation of enhanced recovery after 

surgery （ERAS） in geriatric patients.
	 39th Congress of the Korean Society of 

Surgical Metabolism and Nutrition （KSSMN 
2024）: Busan, South Korea., 2024, [ シン
ポジウム ]

31.	 中村慶仁 , 東園和哉 , 李基成 , 幕内梨恵 , 入野
誠之 , 速水克 , 大橋学 , 布部創也

	 胃癌に併発し、壁内進展との鑑別が困難だった
胃アニサキス症の一例 .

	 第 871 回外科集談会 : 東京 , 2024, [ 研修医演
題 ]

32.	 東園和哉 , 布部創也 , 李基成 , 幕内梨恵 , 入野
誠之 , 速水克 , 大橋学

	 生検にて術前診断し腹腔内視鏡合同胃局所切除
を施行した胃Glomus 腫瘍の一例 .

	 第 871 回外科集談会 : 東京 , 2024, [ 研修医演
題 ]

33.	 Nunobe, S.
	 LECS application in Japan for gastric and 

duodenal tumor.
	 54th Congress of KSERS & 14th Interna-

tional Symposium （KSERS 2024）: Dae-
jeon, South Korea, 2024, [ シンポジウム ]

34.	 佐野武
	 モーニングセミナー 5.
	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 

2024, [ 司会 ]

35.	 佐野武
	 知っておきたい外科学の最新トピックス 12：

ゲノム診療 .
	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 

2024, [ 司会 ]

36.	 原田宏輝 , 大橋学 , 栗原望 , 李基成 , 幕内梨恵 , 
速水克 , 佐野武 , 布部創也

	 早期胃癌に対する腹腔鏡下幽門保存胃切除術に
おける体腔内器械式胃胃吻合の短期成績と体腔
外手縫い胃胃吻合との比較 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

37.	 大橋学
	 胃：接合部・全般 .
	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 

2024, [ 司会 ]

38.	 山本森太郎 , 速水克 , 布部創也 , 吉水祥一 , 藤
崎順子 , 森戸淳 , 胡慶江 , 東園和哉 , 杉田裕 , 
松井亮太 , 石田洋樹 , 原田宏輝 , 李基成 , 幕内
梨恵 , 大橋学 , 佐野武

	 腹腔鏡・内視鏡合同手術（D-LECS）：膵臓側剥
離の有無による比較検討 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

39.	 布部創也 , 泉大輔 , 幕内梨恵 , 李基成 , 速水克 , 
大橋学

	 ラーニングカーブより考える胃癌外科手術の教
育 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ワークショップ ]

40.	 布部創也
	 胃：化学療法 .
	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 

2024, [ 司会 ]

41.	 布部創也
	 胃：高齢者 1.
	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 

2024, [ 司会 ]

42.	 李基成 , 大橋学 , 幕内梨恵 , 速水克 , 佐野武 , 
布部創也

	 ポリグリコール酸シートが低侵襲胃癌手術の術
後合併症に及ぼす効果 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ サージカルフォーラム ]

43.	 東園和哉 , 大橋学 , 李基成 , 速水克 , 幕内梨恵 , 
布部創也

	 胃癌患者における思春期・若年成人（AYA：
adolescents and young adults）世代の特徴
と治療の現状 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ポスター発表 ]
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44.	 森戸淳 , 幕内梨恵 , 李基成 , 速水克 , 大橋学 , 
布部創也

	 胃切除後骨障害における幽門保存胃切除術の意
義 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ サージカルフォーラム ]

45.	 石田洋樹 , 幕内梨恵 , 李基成 , 速水克 , 大橋学 , 
布部創也

	 残胃癌に対する低侵襲手術の短期成績 .
	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 

2024, [ サージカルフォーラム ]

46.	 速水克 , 森戸淳 , 胡慶江 , 山本森太郎 , 東園和
哉 , 杉田裕 , 松井亮太 , 石田洋樹 , 原田宏輝 , 
李基成 , 幕内梨恵 , 大橋学 , 布部創也

	 局所進行胃癌に対する低侵襲胃全摘術 .
	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 

2024, [ パネルディスカッション ]

47.	 Nunobe, S.
	 Laparoscopic / robotic proximal gastrecto-

my and reconstruction methods.
	 4th Ho Chi Minh International Gastric Can-

cer Forum: Dak Lak, Vietnam, 2024, [ 発表
形式不明 ]

48.	 Nunobe, S.
	 Current situations and latest advancement 

in gastrectomy in Japan.
	 GS TTT Training for CHO RAY Hospital : 

Laparoscopic Gastrectomy （1st Training）: 
Ho Chi Minh, Vietnam., 2024, [ 発表形式不
明 ]

49.	 佐野武
	 胃 .
	 第 33 回日本癌病態治療研究会 : 唐津市 , 

2024, [ 司会 ]

50.	 森戸淳 , 大橋学 , 李基成 , 幕内梨恵 , 入野誠之 , 
速水克 , 布部創也

	 傍大動脈リンパ節転移を有する進行胃癌に対す
るNo.16 リンパ節の郭清効果 .

	 第 33 回日本癌病態治療研究会 : 唐津市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

51.	 胡慶江 , 大橋学 , 李基成 , 森戸淳 , 東園和哉 , 
杉田裕 , 松井亮太 , 石田洋樹 , 原田宏輝 , 速水
克 , 幕内梨恵 , 布部創也

	 食道胃接合部癌における鏡視下上川法再建の手
術成績 .

	 第 33 回日本癌病態治療研究会 : 唐津市 , 
2024, [ ワークショップ ]

52.	 速水克 , 布値創也 , 吉水祥一 , 後藤田卓志 , 森
戸淳 , 李基成 , 幕内梨恵 , 大橋学 , 佐野武

	 当院における表在型非乳頭部十二指腸上皮性腫
瘍に対する腹腔鏡・内視鏡合同手術（D-LECS）
の治療成績 .

	 第 33 回日本癌病態治療研究会 : 唐津市 , 
2024, [ ワークショップ ]

53.	 Nunobe, S.
	 Robot vs. Laparoscopy.
	 16th Korea-Japan-China Laparoscopic 

Gastrectomy Joint Seminar: Seoul, Korea, 
2024, [ セッション ]

54.	 Nunobe, S.
	 Robotic proximal gastrectomy with serosal 

tunnel technique for EGJ cancer.
	 16th Korea-Japan-China Laparoscopic 

Gastrectomy Joint Seminar: Seoul, Korea, 
2024, [ セッション ]

55.	 Nunobe, S., Suo, J., Choi, S.
	 Splenic hilar dissection.
	 16th Korea-Japan-China Laparoscopic 

Gastrectomy Joint Seminar: Seoul, Korea, 
2024, [ セッション ]

56.	 Nunobe, S.
	 Double flap technique after proximal gas-

trectomy.
	 27th Scientific Conference of the Korean 

Laparoendoscopic Gastrointestinal Surgery 
Study Group: Seoul, Korea, 2024, [ シンポ
ジウム ]
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57.	 Nunobe, S.
	 Hybrid in robotic surgery.
	 27th Scientific Conference of the Korean 

Laparoendoscopic Gastrointestinal Surgery 
Study Group: Seoul, Korea, 2024, [セッショ
ン ]

58.	 Nunobe, S.
	 Global debate the final round: double tract 

reconstruction （DTR） vs double flap tech-
nique （DFT）（Voting）.

	 FORegut Surgery International Congress 
（FORS 2024）: Seoul, Korea, 2024, [ 発表
形式不明 ]

59.	 Nunobe, S.
	 Recent LECS practices in Japan.
	 FORegut Surgery International Congress 

（FORS 2024）: Seoul, Korea, 2024, [ 発表
形式不明 ]

60.	 松井亮太
	 LLL diploma は外科医の人生を変える：LLL か

ら学ぶ臨床と教育と研究の関わり方 .
	 日本栄養治療学会首都圏支部第 15 回支部学術

集会 : 東京 , 2024, [ 要望演題 ]

61.	 入野誠之
	 合併症ゼロの腹腔鏡下胃切除術 .
	 第 49 回日本外科系連合学会学術集会 : 東京 , 

2024, [ ランチョンセミナー ]

62.	 佐野武
	 胃 .
	 第 78 回手術手技研究会 : 福岡市 , 2024, [ 司

会 ]

63.	 原田宏輝 , 速水克 , 李基成 , 幕内梨恵 , 入野誠
之 , 佐野武 , 布部創也

	 上部胃癌に対するロボット支援下胃切除術にお
ける良好な視野展開のための工夫 .

	 第872回外科集談会: 東京, 2024, [口述発表]

64.	 Sano, T.
	 Future of gastric cancer surgery.
	 10th Asia-Pacific Gastroesophageal Cancer 

Congress Singapore, 2024, [ 講演 ]

65.	 松井亮太 , 胡慶江 , 森戸淳 , 東園和哉 , 杉田裕 , 
石田洋樹 , 原田宏輝 , 李基成 , 幕内梨恵 , 入野
誠之 , 速水克 , 大橋学 , 布部創也

	 周術期 immunonutrition は上部消化管がん患
者の術後合併症を減少できるか：a systematic 
review and meta-analysis.

	 日本外科代謝栄養学会第 61回学術集会 : 大阪
市 , 2024, [ シンポジウム ]

66.	 Hayami, M., Lindblad, M., Nilsson, M., Rou-
velas, I.

	 Minimally invasive esophagectomy for 
esophageal cancer in Sweden.

	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 
[ 口述発表 ]

67.	 原田宏輝 , 大橋学 , 李基成 , 幕内梨恵 , 速水克 , 
熊谷厚志 , 比企直樹 , 佐野武 , 布部創也

	 腹腔鏡下幽門保存胃切除における体腔内器械式
吻合と体腔外手縫い吻合の安全性についての比
較検討 .

	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 
2024, [ ワークショップ ]

68.	 布部創也
	 合併症低減を追求した PG再建：より高位での

吻合 .
	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 

2024, [ ランチョンセミナー ]

69.	 布部創也
	 胃・十二指腸：噴門側胃切除 1.
	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 

2024, [ 座長 ]

70.	 幕内梨恵 , 李基成 , 速水克 , 大橋学 , 布部創也
	 ロボット支援下胃切除術の安全性，経済性，教

育的視点からの検討 .
	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 

2024, [ パネルディスカッション ]

71.	 杉田裕 , 幕内梨恵 , 李基成 , 速水克 , 大橋学 , 
布部創也

	 残胃癌に対する遠位側胃切除と残胃全摘の栄養
学的変化と長期予後の検討 .

	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 
2024, [ 要望演題 ]
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72.	 李基成 , 布部創也 , 成田丈格 , 瀬戸泰之 , 河添
悦昌 , 大江和彦 , 東里奈 , 竹下修由

	 機械学習を用いて胃癌術後の合併症を予測する
多施設後ろ向き研究 .

	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

73.	 東園和哉 , 大橋学 , 李基成 , 幕内梨恵 , 速水克 , 
布部創也

	 思春期・若年成人（AYA：adolescents and 
young adults）世代胃癌患者の臨床病理学的検
討 .

	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

74.	 松井亮太 , 杉田裕 , 石田洋樹 , 原田宏輝 , 李基
成 , 幕内梨恵 , 速水克 , 大橋学 , 布部創也

	 胃がん根治切除症例における術後プレアルブミ
ン値の推移と予後との関係 .

	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 
2024, [ ワークショップ ]

75.	 森戸淳 , 幕内梨恵 , 李基成 , 速水克 , 大橋学 , 
布部創也

	 高齢者における胃切除後骨障害に対する幽門保
存胃切除術の意義 .

	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

76.	 石田洋樹 , 布部創也 , 李基成 , 幕内梨恵 , 速水
克 , 大橋学

	 十二指腸球部NETに対する手術治療 .
	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 

2024, [ ポスター発表 ]

77.	 胡慶江 , 大橋学 , 李基成 , 速水克 , 幕内梨恵 , 
布部創也

	 食道胃接合部癌における鏡視下上川法再建の手
術成績 .

	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

78.	 速水克 , 李基成 , 幕内梨恵 , 大橋学 , 布部創也
	 局所進行胃癌に対するロボット支援下胃全摘術

の手技の工夫 .
	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 

2024, [ ポスター発表 ]

79.	 Irino, T.
	 No.6 Lymphadenectomy and reconstruc-

tion of the digestive tract after laparoscopic 
gastrectomy for gastric cancer: tips and 
tricks.

	 GS TTT Training for CHO RAY Hospital : 
Laparoscopic Gastrectomy （2nd Training）: 
Ho Chi Minh City, Vietnam, 2024, [ 講演 ]

80.	 Nunobe, S.
	 Laparoscopic total gastrectomy: How do I 

perform?
	 GS TTT Training for CHO RAY Hospital : 

Laparoscopic Gastrectomy （2nd Training）: 
Ho Chi Minh City, Vietnam, 2024, [ 講演 ]

81.	 Hayami, M., Ohashi, M., Kurihara, N., 
Nunobe, S.

	 Adequate gross resection margin length 
ensuring pathologically complete resection 
in gastrectomy for gastric cancer : a sys-
tematic review and meta-analysis.

	 Korea International Gastric Cancer Week 
2024（KINGCA WEEK 2024）: Seoul, 
South Korea, 2024, [ ポスター発表 ]

82.	 Ri, M., Ohashi, M., Makuuchi, R., Hayami, 
M., Irino, T., Sano, T., Nunobe, S.

	 Effects of polyglycolic acid mesh on re-
ducing pancreas-related complications 
following minimally invasive gastric can-
cer surgery : a propensity score matching 
analysis.

	 Korea International Gastric Cancer Week 
2024（KINGCA WEEK 2024）: Seoul, 
South Korea, 2024, [ ポスター発表 ]

83.	 Sano, T.
	 Metastatic gastric cancer.
	 European Chapter Congress of the Interna-

tional Gastric Cancer Association （IGCA）: 
Siena, Italy, 2024, [ 座長 ]

84.	 Sano, T.
	 Tailored lymphadenectomy in clinical stag-

es I/II gastric cancer.
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	 European Chapter Congress of the Interna-
tional Gastric Cancer Association （IGCA）: 
Siena, Italy, 2024, [ セッション ]

85.	 佐野武
	 医療経済の観点からみた消化器診療の方向性 .
	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 

2024：消化器外科学会・消化器病学会・消化
器内視鏡学会・肝臓学会・消化器がん検診学会）: 
神戸市 , 2024, [ 司会 ]

86.	 布部創也
	 上部消化管癌に対するロボット支援下手術の工

夫 .
	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 

2024：消化器外科学会・消化器病学会・消化
器内視鏡学会）: 神戸市 , 2024, [ 司会 ]

87.	 幕内梨恵 , 速水克 , 布部創也
	 進行胃癌に対するロボット支援下胃切除術の安

全性・有効性の検証 .
	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 

2024：消化器外科学会・消化器病学会・消化
器内視鏡学会）: 神戸市 , 2024, [ パネルディ
スカッション ]

88.	 松井亮太 , 胡慶江 , 森戸淳 , 山本森太郎 , 東園
和哉 , 杉田裕 , 石田洋樹 , 原田宏輝 , 李基成 , 
幕内梨恵 , 入野誠之 , 速水克 , 大橋学 , 布部創
也

	 長期予後と死因分析からみた超高齢胃がん患者
の手術適応と予後不良因子の検討 .

	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 
2024：消化器外科学会）: 神戸市 , 2024, [ デ
ジタルポスターセッション ]

89.	 松井亮太
	 術前栄養介入後のプレアルブミン値上昇は胃が

ん根治切除後の全生存期間に関わる独立した予
後因子である .

	 第 46 回日本臨床栄養学会総会 / 第 45 回日本
臨床栄養協会総会 第 22 回大連合大会 : 東京 , 
2024, [ 口述発表 ]

90.	 布部創也 , 入野誠之 , 幕内梨恵 , 速水克 , 李基
成

	 胃がんに対する機能温存手術の工夫と手術成
績 .

	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ シンポジウム ]

91.	 胡慶江 , 大橋学 , 李基成 , 幕内梨恵 , 入野誠之 , 
速水克 , 佐野武 , 布部創也

	 腹腔鏡手術と比較したロボット支援下上川法再
建術の安全性について .

	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ 一般口演 ]

92.	 Sano, T.
	 Can we tailor lymphadenectomy for resect-

able gastric cancer?
	 2024 Annual Congress of Surgical Branch 

of Jiangsu Medical Association and the 12th 
Jinling International Gastric Cancer Con-
gress: Nanjing, Chaina, 2024, [ 講演 ]

93.	 杉田裕 , 布部創也 , 李基成 , 幕内梨恵 , 入野誠
之 , 速水克 , 大橋学

	 食道胃接合部 SMT に対する LECS 施行症例の
検討 .

	 第 28回腹腔鏡内視鏡合同手術研究会 : 神戸市 , 
2024, [ 一般口演 ]

94.	 布部創也
	 ロボット手術における電気メス使用のコツ .
	 第 54 回胃外科・術後障害研究会 : 仙台市 , 

2024, [ 司会 ]

95.	 布部創也 , 木南伸一
	 術後愁訴・QOLの経時的変化は予測可能か ?
	 第 54 回胃外科・術後障害研究会 : 仙台市 , 

2024, [ 司会 ]

96.	 李基成 , 大橋学 , 幕内梨恵 , 速水克 , 入野誠之 , 
佐野武 , 布部創也

	 ポリグリコール酸シートが低侵襲胃癌手術後の
膵関連合併症に及ぼす効果 .

	 第 54 回胃外科・術後障害研究会 : 仙台市 , 
2024, [ 要望演題 ]
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97.	 塚原啓司 , 速水克 , 李基成 , 幕内梨恵 , 入野誠
之 , 布部創也

	 悪性胃十二指腸閉塞（Gastric Outlet Obstruc-
tion：GOO）に対する胃空腸バイパス術におけ
る Partition の意義 .

	 第 86回日本臨床外科学会学術集会 : 宇都宮市 , 
2024, [ 口述発表 ]

98.	 布部創也 , 胡慶江 , 幕内梨恵 , 李基成 , 速水克 , 
入野誠之

	 食道胃接合部癌に対する観音開き法再建の最適
化と工夫 .

	 第 86回日本臨床外科学会学術集会 : 宇都宮市 , 
2024, [ パネルディスカッション ]

99.	 松井亮太 , 塚原啓司 , 添野孝文 , 胡慶江 , 森戸
淳 , 東園和哉 , 杉田裕 , 石田洋樹 , 李基成 , 幕
内梨恵 , 入野誠之 , 速水克 , 布部創也

	 術前栄養介入によるプレアルブミン値の変化が
胃がん術後の長期予後に及ぼす影響 .

	 第 86回日本臨床外科学会学術集会 : 宇都宮市 , 
2024, [ ワークショップ ]

100.	 Nunobe, S.
	 Function-preserving gastrectomy.
	 2024 Seoul International Gastric Cancer 

Forum （SIGCF） and 53rd Korean Laparo-
endoscopic Gastrointestinal Surgery Study 
Group （KLASS） Workshop: Seoul, Korea, 
2024, [ セッション ]

101.	 Sano, T.
	 Special lecture 2.
	 Seoul International GC Forum & KLASS 

workshop: Seoul, Korea, 2024, [ 特別講演 ]

102.	 入野誠之 , 石田洋樹 , 杉田裕 , 松井亮太 , 李基
成 , 幕内梨恵 , 速水克 , 大橋学 , 布部創也

	 残胃癌に対する低侵襲手術のコツとピット
フォール .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ ワークショップ ]

103.	 布部創也 , 大内田研宙
	 低侵襲手術時代における噴門側胃切除の再建の

工夫と成績 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ 司会 ]

104.	 幕内梨恵 , 李基成 , 入野誠之 , 速水克 , 布部創
也

	 ロボット支援下胃全摘後の RY再建の工夫と短
期成績 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ 口述発表 ]

105.	 李基成
	 不易流行 continuity and change：胃癌術後合

併症ゼロの世界を目指せ！
	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 

2024, [ 教育講演 ]

106.	 李基成 , 幕内梨恵 , 速水克 , 入野誠之 , 大橋学 , 
布部創也

	 局所進行胃癌に対する低侵襲胃全摘術の短期成
績 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ ワークショップ ]

107.	 東園和哉 , 大橋学 , 塚原啓司 , 添野孝文 , 森戸
淳 , 胡慶江 , 杉田裕 , 松井亮太 , 石田洋樹 , 李
基成 , 幕内梨恵 , 入野誠之 , 速水克 , 布部創也

	 思春期・若年成人（AYA：adolescents and 
young adults）世代胃癌患者に対する腹腔鏡下
保存胃切除の有用性 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ ミニオーラル ]

108.	 松井亮太 , 塚原啓司 , 添野孝文 , 胡慶江 , 森戸
淳 , 東園和哉 , 杉田裕 , 石田洋樹 , 李基成 , 幕
内梨恵 , 入野誠之 , 速水克 , 布部創也

	 進行胃癌における術前化学療法後の低侵襲手
術の長期成績：a propensity score matching 
analysis.

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ ミニオーラル ]

109.	 森戸淳 , 幕内梨恵 , 李基成 , 入野誠之 , 速水克 , 
布部創也

	 噴門部良性粘膜下腫瘍に対する腹腔鏡下腫瘍核
出術の治療成績 .
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	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ ミニオーラル ]

110.	 石田洋樹 , 速水克 , 李基成 , 幕内梨恵 , 入野誠
之 , 布部創也

	 上部進行胃癌に対する脾門部郭清を伴う腹腔鏡
下胃全摘術の手術手技 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ 口述発表 ]

111.	 胡慶江 , 入野誠之 , 李基成 , 幕内梨恵 , 速水克 , 
布部創也

	 鏡視下噴門側胃切除上川法再建の手術成績につ
いて .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ パネルディスカッション ]

112.	 速水克 , 石田洋樹 , 李基成 , 幕内梨恵 , 入野誠
之 , 布部創也

	 大彎浸潤のある胃上部進行胃癌に対する低侵襲
胃全摘＋脾摘術 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ シンポジウム ]

【大腸外科】
1.	 Akiyoshi, T.
	 Minimally-invasive lateral lymph node dis-

section in the era of total neoadjuvat ther-
apy.

	 International Colorectal Disease Sympo-
sium （ICDS 2024） Hong Kong, 2024, [ 講
演 ]

2.	 Akiyoshi, T.
	 Robotic LPLND.
	 International Colorectal Disease Sympo-

sium （ICDS 2024） Hong Kong, 2024, [ 講
演 ]

3.	 福長洋介
	 Hybrid RAS：直腸切除・結腸切除それぞれの

テクニック .
	 第 100 回大腸癌研究会学術集会 : 浜松市 , 

2024, [ イブニングセミナー ]

4.	 福長洋介
	 大腸癌の至適リンパ節郭清 .
	 第 100 回大腸癌研究会学術集会 : 浜松市 , 

2024, [ 座長 ]

5.	 秋吉高志
	 若手外科医に伝えたい腹腔鏡下 /ロボット支援

下直腸癌手術のコツ .
	 第 100 回大腸癌研究会学術集会 : 浜松市 , 

2024, [ モーニングセミナー ]

6.	 山口智弘 , 花岡まりえ
	 下部消化管⑦ .
	 第 16 回日本ロボット外科学会学術集会 : 米子

市 , 2024, [ 座長 ]

7.	 山口智弘 , 野口竜剛 , 坂本貴志 , 櫻井翼 , 松井
信平 , 向井俊貴 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 結腸癌に対するロボット手術の現状 .
	 第 16 回日本ロボット外科学会学術集会 : 米子

市 , 2024, [ シンポジウム ]

8.	 向井俊貴
	 切除可能肝転移を有する直腸癌に対する治療戦

略 .
	 第 20 回日本消化管学会総会学術集会 : 宜野湾

市 , 2024, [ ワークショップ ]

9.	 山口智弘 , 賀川弘康
	 Da Vinci LIVE 1：結腸右半切除 .
	 第 2回ロボット大腸切除研究会 : 東京 , 2024, 

[ ディスカッサント ]

10.	 山口智弘 , 賀川弘康
	 Da Vinci LIVE 2：側方郭清 .
	 第 2回ロボット大腸切除研究会 : 東京 , 2024, 

[ ディスカッサント ]

11.	 佐藤健太郎
	 完全閉塞に至らないスコープ通過不能左側大腸

癌に対する一期的切除吻合の妥当性について .
	 第 60 回日本腹部救急医学会総会 : 北九州市 , 

2024, [ シンポジウム ]
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12.	 Akiyoshi, T.
	 Pelvic lateral lymph nodes dissection.
	 ASIA IRCAD-TAIWAN LAPAROSCOPIC & 

ROBOTIC COLORECTAL SURGERY MASTER 
COURSE: Taiwan, 2024, [ 講演 ]

13.	 南原翔 , 松井信平 , 櫻井翼 , 向井俊貴 , 山口智
弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 当院における直腸癌患者の術後排便機能の後方
視的検討 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

14.	 原口英里奈 , 向井俊貴 , 松井信平 , 櫻井翼 , 山
口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 閉塞性大腸癌に対する SEMSの Bridge to sur-
gery の至適時期 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

15.	 向井俊貴 , 松井信平 , 櫻井翼 , 山口智弘 , 秋吉
高志 , 福長洋介

	 局所再発直腸癌に対する鏡視下手術手技の定型
化と治療成績 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ シンポジウム ]

16.	 坂本貴志 , 向井俊貴 , 野口竜剛 , 櫻井翼 , 松井
信平 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 隣接臓器合併切除を伴うロボット直腸癌手術の
成績と手技の工夫 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ワークショップ ]

17.	 小澤直也 , 松井信平 , 野口竜剛 , 櫻井翼 , 向井
俊貴 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 大腸印環細胞癌の検討 .
	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 

2024, [ ポスター発表 ]

18.	 尾崎公輔 , 櫻井翼 , 松井信平 , 向井俊貴 , 山口
智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 系統的リンパ節郭清を伴う回盲部切除術を施行
した虫垂神経内分泌腫瘍の 4例 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

19.	 山口智弘 , 秋吉高志 , 野口竜剛 , 坂本貴志 , 櫻
井翼 , 松井信平 , 向井俊貴 , 福長洋介

	 下部進行直腸癌に対する total neoadjuvant 
therapy と nonoperative management.

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ワークショップ ]

20.	 山口智弘
	 括約筋間直腸切除術（ISR）.
	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 

2024, [ ランチョンセミナー ]

21.	 松井信平 , 秋吉高志 , 櫻井翼 , 向井俊貴 , 山口
智弘 , 福長洋介

	 術前放射線療法を施行した下部直腸癌術後の晩
期合併症についての検討 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ サージカルフォーラム ]

22.	 櫻井翼 , 野口竜則 , 坂本貴志 , 松井信平 , 向井
俊貴 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 河内洋 , 福長洋介

	 直腸神経内分泌腫瘍における側方リンパ節転移
の危険因子と予後への影響 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

23.	 甲津卓実 , 松井信平 , 櫻井翼 , 向井俊貴 , 山口
智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 術前治療を施行した直腸粘液癌の治療成績 .
	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 

2024, [ ポスター発表 ]

24.	 秋吉高志
	 局所進行直腸癌治療のパラダイムシフト：TNT

からNOMまで：International.
	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 

2024, [ 司会 ]

25.	 秋吉高志 , 櫻井翼 , 松井信平 , 向井俊貴 , 山口
智弘 , 福長洋介 , 河内洋 , 森誠一

	 進行下部直腸癌における治療前生検検体のゲノ
ム・トランスクリプトーム解析による術前化学
放射線療法効果予測 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ワークショップ ]
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26.	 野口竜剛 , 秋吉高志 , 櫻井翼 , 松井信平 , 向井
俊貴 , 山口智弘 , 福長洋介

	 当院における側方リンパ節転移陽性直腸癌に対
する術前治療の治療効果 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ サージカルフォーラム ]

27.	 山口智弘 , 秋吉高志 , 野口竜剛 , 坂本貴志 , 櫻
井翼 , 松井信平 , 向井俊貴 , 福長洋介

	 下部進行直腸癌に対する最適な術前治療：TNT
と NOMを行う立場から .

	 第 49 回日本外科系連合学会学術集会 : 東京 , 
2024, [ パネルディスカッション ]

28.	 秋吉高志
	 ロボット支援下直腸癌手術の陰と陽 .
	 第 78 回手術手技研究会 : 福岡市 , 2024, [ 口

述発表 ]

29.	 神馬真里奈 , 坂本貴志 , 山下享子 , 甲津卓実 , 
野口竜剛 , 松井信平 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 秋
吉高志 , 福長洋介

	 骨盤内に発生した巨大 Solitary fibrous tumor
（SFT）の 1例 .

	 第872回外科集談会: 東京, 2024, [口述発表]

30.	 Akiyoshi, T., Mizushima, T.
	 Lower digestive tract：current status of 

robotic and laparoscopic surgery for local-
ly advanced rectal cancer and efforts for 
overcoming issues.

	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 
2024, [ 座長 ]

31.	 Sakamoto, T., Fukunaga, Y., Noguchi, T., 
Sakurai, T., Matsui, S., Mukai, T., Yamagu-
chi, T., Akiyoshi, T.

	 Comparing oncological outcomes between 
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63.	 Inoue, Y.
	 Conversion surgery in hepato-biliary ad-

vanced cancers, Inoue and CIH experienc-
es.

	 Affiliated hospital of Jingnan University: 
Wuxi, China, 2024, [ 招待講演 ]

64.	 Inoue, Y.
	 Gan-ken style pancreatectomy for invasive 

pancreatic cancers detail of our approach 
based on philosophy of Japanese cancer 
surgery.

	 Hepatobiliary and Pancreatic Surgery Sa-
lon: Jiangyin, China, 2024, [ 招待講演 ]

65.	 井上陽介
	 ロボット膵切除における出血最少化のコツと出

血時対応オプション .
	 第 18 回肝臓内視鏡外科研究会 / 第 16 回膵臓

内視鏡外科研究会 : 宇都宮市 , 2024, [ シンポ
ジウム ]

66.	 井上陽介
	 症例報告 .
	 第 18 回肝臓内視鏡外科研究会 / 第 16 回膵臓

内視鏡外科研究会 : 宇都宮市 , 2024, [ 司会 ]

67.	 小林光助 , 井上陽介 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 伊
藤寛倫 , 髙橋祐

	 SMV 浸潤膵頭部癌に対するロボット支援膵頭
十二指腸切除術の可能性 : left posterior ap-
proach and parachute technique.

	 第 18 回肝臓内視鏡外科研究会 / 第 16 回膵臓
内視鏡外科研究会 : 宇都宮市 , 2024, [ セッ
ション ]

68.	 澤優維 , 井上陽介 , 小林光助 , 大庭篤志 , 小野
嘉大 , 伊藤寛倫 , 髙橋祐

	 主膵管の腹側を走行する replaced hepatic ar-
tery を持つ膵管内乳頭粘液性腫瘍に対してロ
ボット支援下膵頭十二指腸切除術を施行した一
例 .

	 第 18 回肝臓内視鏡外科研究会 / 第 16 回膵臓
内視鏡外科研究会 : 宇都宮市 , 2024, [ 一般演
題 ]

69.	 馬場逸人 , 井上陽介 , 小林光助 , 大庭篤志 , 小
野嘉大 , 伊藤寛倫 , 髙橋祐

	 Scope transition technique を活用したロボッ
ト支援肝切除の定型化の工夫と短期成績 .

	 第 18 回肝臓内視鏡外科研究会 / 第 16 回膵臓
内視鏡外科研究会 : 宇都宮市 , 2024, [ スポン
サードセッション ]

70.	 井上陽介 , 小林光助 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 伊
藤寛倫 , 髙橋祐

	 膵頭部癌に対するロボット膵切除術の現状と展
望 .

	 第 86回日本臨床外科学会学術集会 : 宇都宮市 , 
2024, [ ビデオパネルディスカッション ]

71.	 井上陽介 , 小林光助 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 髙
橋祐

	 見ていて安心感のある腹腔鏡下膵体尾部切除：
基本となる考え方と手術の組み立て .

	 第 86回日本臨床外科学会学術集会 : 宇都宮市 , 
2024, [ ビデオシンポジウム ]
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72.	 Inoue, Y.
	 Is robotic pancreatoduodenectomy superior 

to open pancreatoduodenectomy? Latest 
updates on our left-posterior approach for 
pancreatic cancer resection.

	 Talk to MIS Master Forum: Taipei, Taiwan, 
2024, [ 招待講演 ]

73.	 Inoue, Y., Kobayashi, K., Oba, A., Ono, Y., 
Takahashi, Y.

	 Left posterior artery-first approach during 
robotic pancreatoduodenectomy for pan-
creas head cancers.

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ セッション ]

74.	 Oba, A., Baba, H., Nagakawa, Y., Nakamu-
ra, M., Yamaki, S., Tanaka, K., Kitago, M., 
Takami, H., Ishikawa, Y., Ijichi, T., Ogi, K., 
Ban, D., Uemura, K., Unno, M., Takahashi, 
Y.

	 Multicenter RCT of PGA-mesh and fibrin 
glue after MIS-DP （WRAP study）.

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ シンポジウム ]

75.	 井上陽介 , 小林光助 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 伊
藤寛倫 , 髙橋祐

	 膵頭部癌に対するロボPDの現状と技術的課題.
	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 

2024, [ 教育講演 ]

76.	 井上陽介 , 小林光助 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 髙
橋祐

	 膵頭部癌に対するロボット支援下膵頭十二指腸
切除：技術的限界点を考える .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ シンポジウム ]

77.	 伊藤良太 , 小林光助 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 井
上陽介 , 髙橋祐

	 低侵襲再肝切除術 49例の短期成績 .
	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 

2024, [ ミニオーラル ]

78.	 大庭篤志
	 膵臓：治療成績 1.
	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 

2024, [ 司会 ]

79.	 宮田辰徳 , 大庭篤志 , 小林光助 , 小野嘉大 , 井
上陽介 , 髙橋祐

	 膵炎既往を有する膵頭部腫瘍に対するロボット
支援下内視鏡下幽門輪温存膵頭十二指腸切除術
の経験 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ ミニオーラル ]

80.	 小林光助 , 井上陽介 , 宮田辰徳 , 田内潤 , 前川
彩 , 馬場逸人 , 澤優雅 , 嶋根学 , 柴田祥之 , 伊
藤良太 , 杉浦孝太 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 髙橋
祐

	 日本とヨーロッパのHigh volume center にお
けるMIS training.

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ 口述発表 ]

81.	 小野嘉大 , 井上陽介 , 小林光助 , 大庭篤志 , 佐
藤崇文 , 髙橋祐

	 ロボット支援下膵切除における術中トラブル
シューティング .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ パネルディスカッション ]

82.	 嶋根学 , 小林光助 , 井上陽介 , 小野嘉大 , 大庭
篤志 , 澤優雅 , 髙橋祐

	 大腸癌同時性肝転移に対する同時切除における
開腹手術とminimal invasive surgery の術後
短期成績 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ ミニオーラル ]

83.	 杉浦孝太 , 小野嘉大 , 井上陽介 , 大庭篤志 , 小
林光助 , 髙橋祐

	 ロボット支援下膵頭十二指腸切除における膵実
質離断法による術後膵液発生率の検討 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ ミニオーラル ]

84.	 澤優維 , 小林光助 , 大庭篤志 , 小野嘉大 , 井上
陽介 , 髙橋祐
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	 複数箇所肝切除症例に対する低侵襲手術の可能
性と適応 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ ミニオーラル ]

85.	 伊藤良太 , 大庭篤志 , 前川彩 , 宮田辰徳 , 馬場
逸人 , 田内潤 , 柴田祥之 , 杉浦孝太 , 嶋根学 , 
澤優維 , 小林光助 , 小野嘉大 , 伊藤寛倫 , 井上
陽介 , 髙橋祐

	 大腸癌と乳癌の重複肝転移切除の 1例
	 第874回外科集談会: 東京, 2024, [口述発表]

86.	 前川彩 , 佐藤崇文 , 小林光助 , 大庭篤志 , 小野
嘉大 , 伊藤寛倫 , 井上陽介 , 髙橋祐

	 膵切除後出血に対する一次的バルーン塞栓術が
有効であった一例

	 第874回外科集談会: 東京, 2024, [口述発表]

【消化器化学療法科】
1.	 Tamba, M., Osumi, H., Fukuoka, S., Ogura, 

M., Okamura, A., Kanamori, J.
	 Safety and ef f icacy of  neoadjuvant 

docetaxel, cisplatin, and 5-fluorouracil （Neo 
DCF） therapy for locally advanced esopha-
geal cancer: real world data analysis.

	 2024 ASCO GI Cancers Symposium: San 
Francisco, CA, USA, 2024, [ ポスター発表 ]

2.	 Udagawa, S., Osumi, H., Ooki, A., Wakat-
suki, T., Fukuoka, S., Yoshino, K., Tamba, 
M., Ogura, M., Takahari, D., Chin, K., Ya-
maguchi, K., Shinozaki, E.

	 Impact of early tumor shrinkage and 
depth of response in patients with BRAF 
V600E-mutant metastatic colorectal cancer.

	 ASCO GI Cancer Symposium: San Francis-
co, CA, USA, 2024, [ ポスター発表 ]

3.	 下嵜啓太郎 , 中山厳馬 , 高張大亮 , 長島健吾 , 
吉野光一郎 , 福田晃史郎 , 福岡聖大 , 大隅寛木 , 
小倉真理子 , 若槻尊 , 大木暁 , 篠崎英 , 陳勁松 , 
山口研成

	 Trastuzumab deruxtecan and nivolumab as 
third- or later-line treatment for HER2-pos-
itive advanced gastric cancer.

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ 口述発表 /セッション ]

4.	 中山厳馬
	 Perioperative chemotherapy for gastric 

cancer: Role of ICI ?
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ ディスカッサント ]

5.	 大木暁 , 有山寛
	 消化器２（胃がん・その他）.
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 司会 ]

6.	 大隅寛木 , 朴将源
	 Current insights of chemotherapy in col-

orectal cancer.
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ ファシリテーター ]

7.	 大隅寛木
	 消化器２（食道がん・大腸がん）.
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 司会 ]

8.	 宇田川翔平 , 大隅寛木 , 大木暁 , 若槻尊 , 福岡
聖大 , 吉野光一郎 , 丹羽美香子 , 小倉真理子 , 
高張大亮 , 陳勁松 , 山口研成 , 篠崎英司

	 Impact of early tumor shrinkage and 
depth of response in patients with BRAF 
V600E-mutant metastatic colorectal cancer.

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ 口述発表 ]

9.	 山口研成
	 大腸がん薬物療法 2024 最新 Topics：大腸が

ん治療におけるContinuum of Care.
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 司会 ]

10.	 山口研成
	 胃癌薬物治療シークエンスの今後の展開 .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 司会 ]

11.	 福岡聖大
	 HER2 陽性大腸癌に対する治療開発 .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ シンポジウム ]
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12.	 篠崎英司
	 大腸癌薬物療法における抗 EGFR 抗体の変遷と

位置づけ .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ モーニングセミナー ]

13.	 高張大亮 , Smyth, E.
	 Perioperative chemotherapy for gastric 

cancer: role of ICI ?
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 司会 ]

14.	 Yamaguchi, K., Shoji, H., Yasui, H., Oki, E., 
Sakai, D., Hamaguchi, T., Yang, J., Moran, 
D., Bhattacharya, P., Matsangou, M., Park, J. 
W., Oh, M., Nakanishi, Y., Furuki, S., Kuwa-
moto, K., Shitara, K.

	 1L zolbetuximab + mFOLFOX6 in advanced 
G/GEJ cancer: SPOTLIGHT Japanese sub-
group analysis.

	 第 96 回日本胃癌学会総会 : 京都市 , 2024, 
[ セッション ]

15.	 山口研成
	 HER2 陽性胃癌 .
	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [ス

ポンサードシンポジウム ]

16.	 山口研成
	 エキスパートがそれぞれの視点で考える胃癌薬

物療法 .
	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [司

会 ]

17.	 山口研成
	 エドルミズが生み出した価値とは何か：最新

データを踏まえて .
	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [ラ

ンチョンセミナー ]

18.	 山口研成 , 室圭
	 胃癌薬物療法の現状と課題 .
	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [座

長 ]

19.	 福田晃史郎 , 中山厳馬 , 高張大亮 , 石田洋樹 , 
宇田川翔平 , 丹羽美香子 , 福岡聖大 , 大隅寛木 , 
小倉真理子 , 若槻尊 , 大木暁 , 篠崎英司 , 陳勁
松 , 布部創也 , 山口研成

	 術中腹腔内洗浄細胞診陽性（CY1P0）胃がんに
対する治療戦略の検討 .

	 第 96 回日本胃癌学会総会 : 京都市 , 2024, 
[ ワークショップ ]

20.	 若槻尊 , 馬島哲夫 , 中山厳馬 , 高張大亮 , 大隅
寛木 , 大木暁 , 小倉真理子 , 福岡聖大 , 宇田川
翔平 , 吉野光一郎 , 丹羽美香子 , 篠崎英司 , 陳
勁松 , 清宮啓之 , 山口研成

	 切除不能進行・再発胃癌における候補遺伝子解
析法を用いたラムシルマブ治療効果予測因子の
探索 .

	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [一
般口演 ]

21.	 陳頸松
	 化学療法 3.
	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [座

長 ]

22.	 高張大亮
	 実臨床での進行胃癌に対する周術期薬物療法 .
	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [座

長 ]

23.	 陳勁松 , 若槻尊 , 高張大亮 , 山本智理子 , 大木
暁 , 小倉真理子 , 中山厳馬 , 庄司広和 , 朴成和 , 
山口研成

	 切除不能進行・再発 HER2 陽性胃癌における
Nivolumab（Nmab）+Trastsuzumab（Tmab）
併用化学療法のバイオマーカー解析 .

	 第 110 回日本消化器病学会総会 : 徳島市 , 
2024, [ シンポジウム ]

24.	 丹羽美香子 , 大隅寛木 , 福岡聖大 , 小倉真理子 , 
高張大亮 , 渡邊雅之 , 山口研成 , 陳勁松 , 大木
暁

	 Safety and efficacy of Neo DCF therapy for 
locally advanced ESCC.

	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 
[ 口述発表 ]
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25.	 吉野光一郎 , 大隅寛木 , 福岡聖大 , 小倉真理子 , 
高張大亮 , 丹羽美香子 , 若槻尊 , 篠崎英司 , 山
口研成 , 大木暁

	 ニボルマブ単剤治療を受けた ESCC 患者におけ
る LIPI と GPS の臨床的有用性 .

	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 
[ 口述発表 ]

26.	 大木暁
	 stage IVB 食道癌 2.
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ 座長 ]

27.	 大隅寛木
	 化学療法 2.
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ 司会 ]

28.	 山口研成
	 消化器癌治療におけるバイオシミラーの現状と

展望 .
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ ランチョンセミナー ]

29.	 福岡聖大
	 化学療法 1.
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ 座長 ]

30.	 陳勁松
	 高齢者・フレイル食道癌に対する治療選択 .
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ 司会 ]

31.	 山口研成
	 これだけは知っておくべき大腸がん薬物療法 .
	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 

2024, [ ランチョンセミナー ]

32.	 下嵜啓太郎 , 篠崎英司 , 深田一平 , 林直美 , 吉
野光一郎 , 宇田川翔平 , 丹羽美香子 , 大隅寛木 , 
福岡聖大 , 若槻尊 , 大木暁 , 陳勁松 , 髙橋俊二 , 
山口研成

	 当院における切除不能進行・再発大腸癌に対す
るがん遺伝子パネル検査 272 例の検討 .

	 第 101 回大腸癌研究会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ 示説 ]

33.	 宇田川翔平 , 大隅寛木 , 大木暁 , 福岡聖大 , 下
嵜啓太郎 , 吉野光一郎 , 丹羽美香子 , 若槻尊 , 
小倉真理子 , 陳勁松 , 山口研成 , 篠崎英司

	 MSI-H/dMMR または TMB-H 切除不能大腸癌
に対する免疫チェックポイント阻害薬の有効性
と安全性に関する検討 .

	 第 101 回大腸癌研究会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ 口述発表 ]

34.	 福田晃史郎 , 高島淳生 , 大隅寛木 , 粟津崇仁 , 
大木暁 , 平野秀和 , 福岡聖大 , 宇田川翔平 , 若
槻尊 , 庄司広和 , 陳勁松 , 藤城光弘 , 加藤健 , 
朴成和 , 山口研成 , 篠崎英司

	 切除不能虫垂癌に対する初回薬物療法の治療効
果と予後因子に関する多施設共同観察研究 .

	 第 101 回大腸癌研究会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ 口述発表 ]

35.	 福田晃史郎 , 平野秀和 , 大隅寛木 , 高島淳生 , 
大木暁 , 藤城光弘 , 加藤健 , 朴成和 , 山口研成 , 
篠崎英司

	 切除不能消化管NECに対する IP・EP 療法の非
NEC成分混在の有無別による有効性の比較：多
施設共同観察研究 .

	 第 12 回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会 : 
札幌市 , 2024, [ ポスター発表 ]

36.	 山口研成
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	 第 60 回日本胆道学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 座長 ]

50.	 笹平直樹
	 がんゲノム .
	 第 60 回日本胆道学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 座長 ]

51.	 尾阪将人
	 ICI 時代の胆道癌薬物療法：Evidence と Best 

Practice.
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ 講演 ]

52.	 尾阪将人
	 胆道癌の薬物治療：新たな選択肢としてのペム

ブロリズマブ+GC療法 .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ 講演 ]

53.	 尾阪将人
	 進行・再発GIST に対する薬物療法 .
	 第 86 回日本臨床外科学会総会 : 2024, [ パネ

ルディズカッション ]

54.	 岡本武士
	 専攻医 V （膵臓・その他 2）.
	 日本消化器病学会関東支部第 382 回例会 : 東

京 , 2024, [ 座長 ]

55.	 岡本武士 , 佐々木隆 , 笹平直樹
	 混合型肝癌における薬物治療シークエンスの検

討 .
	 第 45 回日本肝臓学会東部会 : 仙台市 , 2024, 

[ シンポジウム ]

【上部消化管内科】
1.	 石山晃世志
	 咽頭、食道の表在性病変を考える：粘膜病変の

概念，診断，治療について .
	 第 42 回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会 : 札

幌市 , 2024, [ ワークショップ ]

2.	 後藤田卓志
	 内視鏡サムライ：早期胃癌の巻（胃癌の診断と

治療）.
	 第 47 回日本消化器内視鏡学会関東セミナー : 

東京 , 2024, [ 司会 ]

3.	 都宮美華 , 石山晃世志 , 福山知香 , 由雄敏之 , 
中野薫 , 河内洋

	 上皮下腫瘍様の形態を呈した低分化扁平上皮癌
の 1例 .

	 第 87 回食道色素研究会 : 福岡市 , 2024, [ 口
述発表 ]

4.	 山本浩之
	 小腸・大腸 .
	 日本消化器病学会関東支部第 378 回例会 : 東

京 , 2024, [ 座長 ]

5.	 後藤田卓志
	 ピロリ菌と胃がん診療 .
	 横須賀市医師会・三浦市医師会第 39 回胃がん

大腸がん検診講演会: 横須賀市, 2024, [講演]
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6.	 木戸恒陽 , 平澤俊明 , 望月俊明 , 山本豊 , 山本
浩之 , 福山知香 , 並河健 , 渡海義隆 , 吉水祥一 , 
堀内裕介 , 石山晃世志 , 由雄敏之 , 藤崎順子 , 
後藤田卓志

	 当院における内視鏡診療と MET（Medical 
Emergency Team）の関わり .

	 第 9回 ESD研究会 : 京都市 , 2024, [ セッショ
ン ]

7.	 堀内裕介 , 平澤俊明 , 藤崎順子
	 胃癌の診断における狭帯域光併用 Endocytos-

copy の有用性 .
	 第 20 回日本消化管学会総会学術集会 : 宜野湾

市 , 2024, [ ビデオセッション ]

8.	 山本浩之 , 吉水祥一 , 藤崎順子
	 30mmを超える表在性非乳頭部十二指腸腫瘍

に対するD-LECS の治療成績 .
	 第 20 回日本消化管学会総会学術集会 : 宜野湾

市 , 2024, [ ビデオセッション ]

9.	 平澤俊明
	 AI が変える未来の内視鏡診療 .
	 第 20 回日本消化管学会総会学術集会 : 宜野湾

市 , 2024, [ ランチョンセミナー ]

10.	 平澤俊明 , 伊藤孝助 , 原健三 , 熊澤佑介 , 山本
浩之 , 吉水祥一 , 堀内裕介 , 藤崎順子 , 後藤田
卓志

	 チームビルディング：チームとして質の高い内
視鏡診療を提供する .

	 第 20 回日本消化管学会総会学術集会 : 宜野湾
市 , 2024, [ ワークショップ ]

11.	 後藤田卓志
	 GERDの新たな病態と治療 .
	 第 20 回日本消化管学会総会学術集会 : 宜野湾

市 , 2024, [ 司会 ]

12.	 石山晃世志 , 藤崎順子
	 病院機能評価受審における当院の鎮静管理体制

の構築について .
	 第 20 回日本消化管学会総会学術集会 : 宜野湾

市 , 2024, [ 口述発表 ]

13.	 Gotoda, T.
	 Endoscopic treatment for early gastric can-

cer in the current viewpoint.
	 第 96 回日本胃癌学会総会 : 京都市 , 2024, 

[ セッション ]

14.	 Gotoda, T.
	 JGCA-KGCA Joint Session.
	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [司

会 ]

15.	 山本浩之 , 渡海義隆 , 福山知香 , 並河健 , 吉水
祥一 , 堀内裕介 , 石山晃世志 , 由雄敏之 , 平澤
俊明 , 藤崎順子 , 後藤田卓志

	 Artificial intelligence が内視鏡検診のダブル
チェック機構に及ぼす影響の検討 .

	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [一
般口演 ]

16.	 山本浩之 , 堀内裕介 , 渡海義隆 , 吉水祥一 , 石
山晃世志 , 由雄敏之 , 平澤俊明 , 後藤田卓志

	 ESD困難症例におけるtraineeへの手技指導法.
	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [ビ

デオシンポジウム ]

17.	 平澤俊明
	 AI による胃癌診断の新展開 .
	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [座

長 ]

18.	 平澤俊明
	 内視鏡 AI：開発の軌跡と展望 .
	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [ラ

ンチョンセミナー ]

19.	 後藤田卓志
	 内視鏡的切除の最先端 .
	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [座

長 ]

20.	 栗原渉 , 平澤俊明 , 熊澤佑介 , 森田祐規 , 福山
知香 , 山本浩之 , 並河健 , 渡海義隆 , 吉水祥一 , 
堀内裕介 , 石山晃世志 , 由雄敏之 , 藤崎順子 , 
布部創也 , 後藤田卓志

	 高ガストリン血症に起因する胃神経内分泌腫瘍
に対する当院での治療選択 .
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	 第 96 回日本胃癌学会総会 : 京都市 , 2024, 
[ ワークショップ ]

21.	 鈴木啓太 , 堀内裕介 , 後藤田卓志
	 Helicobacter Pylori 未感染未分化型胃癌の内視

鏡的非治癒切除リスク因子の検討 .
	 第 96 回日本胃癌学会総会 : 京都市 , 2024, 

[ ワークショップ ]

22.	 後藤田卓志
	 胃がん診療のパラダイムシフト .
	 江東区医師会消化器内視鏡医会学術講演会 : 東

京 , 2024, [ 講演 ]

23.	 平澤俊明
	 見逃し症例から学ぶ、胃癌の見つけ方：基本的

な観察法を含めて .
	 胃がん検診内視鏡検査スキルアップ研修会 : 宇

都宮市 , 2024, [ 講演 ]

24.	 平澤俊明
	 見逃し症例から学ぶ胃がん内視鏡検診．
	 我孫子医師会学術講演会 : 我孫子市 , 2024, 

[ 講演 ]

25.	 平澤俊明
	 胃がんを見逃さない！内視鏡検診の精度を高め

る技術と実践 .
	 越谷市胃がん検診研修会 : 越谷市 , 2024, [ 講

演 ]

26.	 Namikawa, K., Konráðsson, M., Fridgeirs-
son, F. H., Sigmundsson, K. H., Jónasson, G. 
J., Björnsson, S. E.

	 Incidence and progression to neoplasm in 
Barrett’ s esophagus from a large popula-
tion-based study in Iceland.

	 DDW2024: Washington D.C, USA, 2024, 
[ ポスター発表 ]

27.	 伊藤孝助 , 千野晶子 , 吉水祥一 , 堀内裕介 , 由
雄敏之 , 藤崎順子 , 幕内梨恵 , 植木有紗 , 金子
景香 , 新川祐美 , 幅野愛理 , 高松学

	 リンチ症候群のヘリコバクター・ピロリ菌未感
染胃に発症した低分化腺癌の症例 .

	 第 30回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 仙台市 , 
2024, [ 一般演題 ]

28.	 Kido, K., Yoshio, T., Takamatsu, M.
	 Treatment outcomes of ESD for esophageal 

adenocarcinoma in long segment Barrett’ s 
esophagus.

	 第 107 回日本消化器内視鏡学会総会 : 東京 , 
2024, [ シンポジウム ]

29.	 山本浩之 , 吉水祥一 , 後藤田卓志
	 20mm以上の SNADET に対する ESD+腹腔鏡

下漿膜筋層補強によるD-LECS の治療成績 .
	 第 107 回日本消化器内視鏡学会総会 : 東京 , 

2024, [ パネルディスカッション ]

30.	 平澤俊明
	 Lecture from the experts on METAVERSE.
	 第 107 回日本消化器内視鏡学会総会 : 東京 , 

2024, [ 指定演者 ]

31.	 平澤俊明
	 仮想空間で勉強する胃癌の内視鏡診断 .
	 第 107 回日本消化器内視鏡学会総会 : 東京 , 

2024, [ 特別企画 ]

32.	 平澤俊明
	 良質な消化器内視鏡医を育てる教育とは？
	 第 107 回日本消化器内視鏡学会総会 : 東京 , 

2024, [ 指定演者 ]

33.	 平澤俊明 , 後藤田卓志
	 院内教育およびメールマガジンを用いた全国規

模の内視鏡教育 .
	 第 107 回日本消化器内視鏡学会総会 : 東京 , 

2024, [ パネルディスカッション ]

34.	 後藤田卓志
	 消化管腫瘍に対する内視鏡切除の新たな挑戦 .
	 第 107 回日本消化器内視鏡学会総会 : 東京 , 

2024, [ 司会 ]

35.	 栗原渉 , 堀内裕介 , 後藤田卓志
	 直接経口抗凝固薬内服例における食道上皮性腫

瘍に対する内視鏡的切除の治療成績 .
	 第 107 回日本消化器内視鏡学会総会 : 東京 , 

2024, [ ポスター発表 ]
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36.	 森田祐規 , 由雄敏之 , 後藤田卓志
	 突如口から吐き出された巨大ポリープに対して

緊急 ESDを施行し良好な転帰を得た 1例 .
	 第 107 回日本消化器内視鏡学会総会 : 東京 , 

2024, [ ポスター発表 ]

37.	 渡邊昌人 , 由雄敏之 , 後藤田卓志
	 食道扁平上皮癌の AI 診断システムにおけるリ

アルタイム診断補助の前向き比較試験とその副
次解析について .

	 第 107 回日本消化器内視鏡学会総会 : 東京 , 
2024, [ 口述発表 ]

38.	 都宮美華 , 平澤俊明 , 河内洋
	 散発性胃底腺ポリープに由来する胃上皮性腫瘍

の臨床病理学的特徴 .
	 第 107 回日本消化器内視鏡学会総会 : 東京 , 

2024, [ シンポジウム ]

39.	 都宮美華 , 石山晃世志 , 由雄敏之
	 舌根部〜喉頭蓋（谷）病変 ESD における喉頭

展開およびカウンタートラクションの工夫 .
	 第 107 回日本消化器内視鏡学会総会 : 東京 , 

2024, [ ポスター発表 ]

40.	 伊藤孝助 , 石山晃世志 , 藤崎順子 , 福島啓文 , 
新橋渉 , 佐々木徹 , 瀬戸陽 , 神山亮介 , 佐藤由
紀子

	 舌根部〜喉頭蓋（谷）病変 ESD における喉頭
展開の工夫 .

	 第 110 回日本消化器病学会総会 : 徳島市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

41.	 伊藤孝助 , 石山晃世志 , 藤崎順子 , 福島啓文 , 
新橋渉 , 佐々木徹 , 瀬戸陽 , 神山亮介 , 佐藤由
紀子

	 舌根部~喉頭蓋（谷）病変 ESDにおける喉頭
展開の工夫 .

	 第 110 回日本消化器病学会総会 : 徳島市 , 
2024, [ パネルディスカッション ]

42.	 平澤俊明 , 山本浩之 , 福山知香 , 渡海義隆 , 吉
水祥一 , 堀内祐介 , 石山晃世志 , 由雄敏之 , 藤
崎順子 , 後藤田卓志

	 医師アンケート調査による内視鏡 AI の現状と
展望 .

	 第 110 回日本消化器病学会総会 : 徳島市 , 
2024, [ ミニオーラル ]

43.	 後藤田卓志
	 AI がつくる未来の内視鏡診療 .
	 第 110 回日本消化器病学会総会 : 徳島市 , 

2024, [ 座長 ]

44.	 栗原渉 , 堀内裕介 , 山本浩之 , 並河健 , 渡海義
隆 , 吉水祥一 , 石山晃世志 , 由雄敏之 , 平澤俊
明 , 藤崎順子 , 後藤田卓志

	 直接経口抗凝固薬内服例における食道上皮性腫
瘍に対する内視鏡的切除の治療成績 .

	 第 110 回日本消化器病学会総会 : 徳島市 , 
2024, [ ミニオーラル ]

45.	 藤崎順子
	 ピロリ未感染と除菌後胃癌の特徴 .
	 日本消化器病学会北陸支部第 50 回教育講演会 

2024, [ 講演 ]

46.	 熊澤佑介 , 並河健 , 高松学 , 藤崎順子
	 Helicobacter pylori 未感染の胃体上部に発生し

た、腸型優位の胃腸混合型粘膜下層浸潤胃癌の
1例 .

	 第 2 回ピロリ陰性時代の胃癌に関する研究会 : 
2024, [ 症例報告 ]

47.	 後藤田卓志
	 ピロリ診断の諸問題 .
	 第 30 回日本ヘリコバクター学会学術集会 : 倉

敷市 , 2024, [ 司会 ]

48.	 熊澤佑介 , 並河健 , 高松学 , 藤崎順子
	 ESD症例からみた除菌後未分化型癌の検討 .
	 第 30 回日本ヘリコバクター学会学術集会 : 倉

敷市 , 2024, [ シンポジウム ]

49.	 後藤田卓志
	 低侵襲内視鏡治療における内科と外科のコラボ

レーション .
	 第 118 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2024, [ 司会 ]

50.	 栗原渉 , 吉水祥一 , 布部創也 , 後藤田卓志
	 40mm以上の非乳頭部十二指腸腫瘍に対する

D-LECS の治療成績 .
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	 第 118 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
東京 , 2024, [ 口述発表 ]

51.	 熊澤佑介
	 胃② .
	 第 118 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2024, [ 座長 ]

52.	 都宮美華
	 食道② .
	 第 118 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2024, [ 座長 ]

53.	 Gotoda, T.
	 Advances in technologies for gastric cancer 

diagnosis.
	 10th Annual Congress of Digestive Endos-

copy Society of Taiwan （DEST）, : Taiwan, 
2024, [ セッション ]

54.	 Gotoda, T.
	 Advances in technologies for gastric cancer 

diagnosis.
	 10th Asian Pacific Gastroesophageal Cancer 

Congress: Singapore, 2024, [ セッション ]

55.	 Gotoda, T.
	 Special lecture 2：cytosponge for diagnosis 

of esophageal cancer.
	 10th Asian Pacific Gastroesophageal Cancer 

Congress: Singapore, 2024, [ 座長 ]

56.	 Hirasawa, T.
	 Per formance of  an ar t i f ic ia l  inte l l i -

gence-based diagnostic support tool for 
early gastric cancers: retrospective.

	 10th Asian Pacific Gastroesophageal Cancer 
Congress: Singapore, 2024, [ポスター発表]

57.	 後藤田卓志
	 仲間と創る内視鏡機器とデバイス .
	 第 24 回 EMR/ESD 研究会 : 東京 , 2024, [ 司

会 ]

58.	 後藤田卓志
	 経鼻内視鏡を用いた咽喉頭・食道診療の Tips：

新型システムへの期待も含めて .

	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 
[ 座長 ]

59.	 木戸恒陽 , 由雄敏之 , 浅利崇生 , 佐々木隆 , 堀
内裕介 , 石山晃世志 , 平澤俊明 , 小倉真理子 , 
陳勁松 , 後藤田卓志

	 通過障害を伴う進行食道癌に対するステント留
置と緩和放射線療法の治療成績 .

	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 
[ パネルディスカッション ]

60.	 栗原渉 , 山本浩之 , 渡海義隆 , 吉水祥一 , 堀内
裕介 , 石山晃世志 , 由雄敏之 , 平澤俊明 , 後藤
田卓志

	 瘢痕に接した表在型食道癌に対する当院の内視
鏡治療成績 .

	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 
[ 教育セッション ]

61.	 石山晃世志
	 内視鏡治療 .
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ 座長 ]

62.	 都宮美華 , 由雄敏之 , 石山晃世志 , 山本浩之 , 
渡海義隆 , 吉水祥一 , 堀内裕介 , 平澤俊明 , 後
藤田卓志

	 食道 ESDにおける治療困難因子の検討 .
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ ポスター発表 ]

63.	 平澤俊明
	 未分化型胃癌の診断と治療 .
	 The Conference “Gastrointestinal Endosco-

py Oujiang Forum“: 温州市, 中国, 2024, [講
演 ]

64.	 山本浩之 , 石山晃世志 , 神山亮介 , 高松学 , 河
内洋 , 佐藤由紀子

	 当院で経験した食道病変の 1例 .
	 第24回臨床消化器病研究会: 東京 , 2024, [口

述発表 ]

65.	 平澤俊明
	 早期胃癌の内視鏡診断と治療 .
	 2024 年中国内視鏡医師大会 : 蘇州市 , 中国 , 

2024, [ 講演 ]
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66.	 Gotoda, T., Kusano, C., Ishikawa, H.
	 A randomised controlled trial comparing 

the costs of gastric cancer screening sys-
tems between serological risk-based upper 
gastrointestinal endoscopy and the existing 
barium photofluorograph.

	 Korea International Gastric Cancer Week 
（KINGCA WEEK 2024）: Seoul, South Ko-
rea., 2024, [ セッション ]

67.	 Yoshio, T.
	 Characteristics of gastric cancers after ESD.
	 Korea International Gastric Cancer Week 

（KINGCA WEEK 2024）: Seoul, South Ko-
rea., 2024, [ 講演 ]

68.	 平澤俊明
	 見逃し症例から学ぶ、胃がん内視鏡検診 .
	 目黒区医師会胃がん内視鏡検診研修会 : 東京 , 

2024, [ 講演 ]

69.	 山本浩之 , 渡海義隆 , 藤崎順子
	 胃がん内視鏡検診の 2次読影における AI 併用

の有用性 .
	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 

2024：消化器がん検診学会・消化器病学会・
消化器内視鏡学会）: 神戸市 , 2024, [ ワーク
ショップ ]

70.	 後藤田卓志
	 消化器内視鏡治療の最前線：機器の進歩による

新たな展開 .
	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 

2024：消化器がん検診学会）: 神戸市 , 2024, 
[ 司会 ]

71.	 後藤田卓志
	 内視鏡診療における鎮静の” 現状と課題”
	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 

2024：消化器内視鏡学会・消化器病学会・消
化器がん検診学会）: 神戸市 , 2024, [ パネル
ディスカッション ]

72.	 木戸恒陽 , 石山晃世志 , 後藤田卓志
	 当院の消化管内視鏡診療における鎮静管理体制

の構築とMedical Emergency Teamによる医
療安全サポート .

	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 
2024：消化器内視鏡学会・消化器病学会・消
化器がん検診学会）: 神戸市 , 2024, [ パネル
ディスカッション ]

73.	 平澤俊明
	 内視鏡検査に次なる可能性を” gastroAI mod-

el-G”
	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 

2024：消化器内視鏡学会）: 神戸市 , 2024, [ シ
ンポジウム ]

74.	 平澤俊明
	 胃（GIST・リンパ腫・拡大内視鏡）.
	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 

2024：消化器内視鏡学会）: 神戸市 , 2024, [ 座
長 ]

75.	 後藤田卓志
	 内視鏡検査・処置における鎮静管理 .
	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 

2024：消化器内視鏡学会）: 神戸市 , 2024, [ 座
長 ]

76.	 吉水祥一 , 布部創也 , 後藤田卓志
	 当院におけるD-LECS の位置づけと治療成績 .
	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 

2024：消化器外科学会・消化器病学会・消化
器内視鏡学会・肝臓学会・消化器がん検診学会）: 
神戸市 , 2024, [ 統合プログラム ]

77.	 後藤田卓志
	 高齢者消化器がんに対する診断と低侵襲治療の

現状と課題 .
	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 

2024：消化器外科学会・消化器病学会・消化
器内視鏡学会・肝臓学会・消化器がん検診学会）: 
神戸市 , 2024, [ 司会 ]

78.	 栗原渉 , 堀内裕介 , 山本安則
	 80 歳以上の高齢者の食道扁平上皮癌に対する

内視鏡的切除の治療成績と予後予測因子 .
	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 

2024：消化器外科学会・消化器病学会・消化
器内視鏡学会・肝臓学会・消化器がん検診学会）: 
神戸市 , 2024, [ 統合プログラム ]
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79.	 渡邊昌人 , 由雄敏之 , 高松学
	 ラズベリー様腺窩上皮型胃腫瘍の臨床経過につ

いての検討 .
	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 

2024：消化器病学会・消化器内視鏡学会・消
化器外科学会）: 神戸市 , 2024, [ ワークショッ
プ ]

80.	 都宮美華 , 石山晃世志 , 由雄敏之
	 頭頸部癌合併食道表在癌に対する治療戦略の妥

当性の検討 .
	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 

2024：消化器病学会・消化器内視鏡学会・消
化器外科学会）: 神戸市 , 2024, [ パネルディ
スカッション ]

81.	 後藤田卓志
	 胃食道接合部をもっと知ろう！
	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 

2024）: 神戸市 , 2024, [ 司会 ]

82.	 平澤俊明
	 胃癌検出の内視鏡AI の臨床導入 .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ 特別企画 ]

83.	 Gotoda, T.
	 The approach to increase the quality of 

gastrointestinal endoscopy.
	 Asia Pacific Digestive Week （APDW） 2024: 

Bali, Indonesia., 2024, [ セッション ]

84.	 Kishi, Y., Yoshio, T., Yamamoto, H., Yoshi-
mizu, S., Horiuchi, Y., Ishimaya, A., Hirasa-
wa, T., Nakano, K.

	 A study of forceps resection for small 
esophageal squamous cell carcinoma.

	 Asia Pacific Digestive Week （APDW） 2024: 
Bali, Indonesia., 2024, [ ポスター発表 ]

85.	 Tsunomiya., M., Yoshio., T., Ishiyama, A.
	 Factors affecting difficulties in esophageal 

ESD.
	 Asia Pacific Digestive Week （APDW） 2024: 

Bali, Indonesia., 2024, [ 口述発表 ]

86.	 Yoshio., T., Shimizu., R., Hijikata., K., Ishi-
yama., A., Yoshimizu., S., Horiuchi., Y., Hi-
rasawa., T., Kawachi., H., Fujisaki, J.

	 Characteristics of multiple esophageal 
squamous cell carcinomas detected in the 
surveillance after endoscopic resection.

	 Asia Pacific Digestive Week （APDW） 2024: 
Bali, Indonesia., 2024, [ 口述発表 ]

87.	 後藤田卓志
	 より正確な「最後の診断」のための病理医と

内視鏡医の協働 /Collaboration between pa-
thologists and endoscopists for “The Final 
Diagnosis” .

	 第 70 回日本病理学会秋期特別総会 : 東京 , 
2024, [ シンポジウム ]

88.	 Gotoda, T.
	 Endoscopy treatment: EMR and ESD.
	 ESMO Preceptorship on Gastric Cancer 

2024: Singapore, 2024, [ セッション ]

89.	 山本浩之
	 食道・胃 .
	 第 119 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2024, [ 座長 ]

90.	 栗原渉 , 山本浩之 , 吉水祥一 , 速水克 , 後藤田
卓志

	 D-LECS で切除し得た巨大な十二指腸 Brunner
腺過誤腫の一例 .

	 第 119 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 
東京 , 2024, [ 主題 ]

91.	 玉虫惇
	 胃 .
	 第 119 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2024, [ 症例プレゼンテーター ]

92.	 由雄敏之
	 食道 .
	 第 119 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2024, [ 総合コメンテーター ]
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93.	 福山知香
	 十二指腸・小腸 .
	 第 119 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2024, [ 座長 ]

【下部消化管内科】
1.	 斎藤彰一
	 これからの早期大腸癌治療に向けて .
	 第 100 回大腸癌研究会学術集会 : 浜松市 , 

2024, [ 座長 ]

2.	 鈴木啓太 , 鈴木桂悟 , 斎藤彰一 , 福長洋介
	 当院における大腸内視鏡治療困難な早期大腸癌

に対する腹腔鏡内視鏡合同手術の治療成績 .
	 第 100 回大腸癌研究会学術集会 : 浜松市 , 

2024, [ 口述発表 ]

3.	 斎藤彰一 , 堀田欣一
	 大腸：内視鏡 2.
	 第 20 回日本消化管学会総会学術集会 : 宜野湾

市 , 2024, [ 司会 ]

4.	 鈴木桂悟 , 斎藤彰一 , 福長洋介
	 虫垂口近傍の表在型腫瘍に対する大腸 LECS を

含む当院の治療戦略 .
	 第 20 回日本消化管学会総会学術集会 : 宜野湾

市 , 2024, [ シンポジウム ]

5.	 十倉淳紀 , 井出大資 , 斎藤彰一
	 専攻医における traction device を併用した大

腸 ESDの導入プログラムとその有用性 .
	 第 107 回日本消化器内視鏡学会総会 : 東京 , 

2024, [ 特別企画 ]

6.	 千野晶子
	 大腸 9.
	 第 107 回日本消化器内視鏡学会総会 : 東京 , 

2024, [ コメンテーター ]

7.	 斎藤彰一
	 大腸：診断 2.
	 第 107 回日本消化器内視鏡学会総会 : 東京 , 

2024, [ 座長 ]

8.	 鈴木桂悟 , 斎藤彰一 , 福長洋介
	 内視鏡切除が困難な表在型大腸腫瘍に対する内

視鏡・腹腔鏡を用いた低侵襲治療の成績と今後
の展望 .

	 第 107 回日本消化器内視鏡学会総会 : 東京 , 
2024, [ パネルディスカッション ]

9.	 斎藤彰一 , 河内洋 , 鈴木桂悟 , 十倉淳紀 , 安江
千尋 , 井出大資 , 千野晶子 , 中野薫 , 菅原江美
子

	 SSL および TSA 成分を伴った 0-Is IIa 型 S 状
結腸早期大腸癌の 1例 .

	 第 1回大腸鋸歯状病変の内視鏡診断・ 治療の標
準化に向けた研究会: 東京 , 2024, [症例報告]

10.	 斎藤彰一
	 大腸 .
	 第 118 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2024, [ 司会 ]

11.	 泉敦子
	 30 代での妊娠、出産、育休を経て感じたキャ

リアプランをイメージすることの難しさ .
	 日本消化器病学会関東支部第 380 回例会 : 東

京 , 2024, [ 口述発表 ]

12.	 岡嵜惣也 , 十倉淳紀 , 鈴木桂悟 , 安江千尋 , 井
出大資 , 千野晶子 , 五十嵐正広 , 斎藤彰一

	 大腸 ESD における牽引力が調整可能な新しい
traction deviceの有用性Noose Knotmethod.

	 第 24 回 EMR/ESD 研究会 : 東京 , 2024, [ ス
ポンサードセッション ]

13.	 副島啓太 , 千野晶子 , 十倉淳紀 , 斎藤彰一
	 リンチ症候群関連腫瘍におけるサーベイランス

プログラム：単施設後方視的観察研究 .
	 第 101 回大腸癌研究会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 口述発表 ]

14.	 井出大資
	 下部消化管内視鏡治療 .
	 日本消化器病学会関東支部第 381 回例会 : 東

京 , 2024, [ 司会 ]
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15.	 副島啓太 , 井出大資 , 伊藤はるか , 石塚隆浩 , 
木戸恒陽 , 栗原渉 , 岡嵜惣也 , 熊澤佑介 , 十倉
淳紀 , 鈴木桂悟 , 安江千尋 , 千野晶子 , 五十嵐
正広 , 河内洋 , 斎藤彰一

	 辺縁に発赤調の陥凹を伴った鋸歯状病変の 1
例 .

	 第 20 回 AI- 拡大内視鏡研究会 : 東京 , 2024, 
[ 口述発表 ]

16.	 伊藤はるか , ほか
	 Lynch 症候群に発症した小型の IIc 型 SM浸潤

癌の 1例 .
	 第 33 回大腸 IIc 研究会 : 東京 , 2024, [ 一般

演題 ]

17.	 熊澤佑介 , ほか
	 早期大腸癌との鑑別を要した、0-IIa+IIc の低

異型度管状腺腫の一例 .
	 第 33 回大腸 IIc 研究会 : 東京 , 2024, [ 一般

演題 ]

18.	 石塚隆浩 , ほか
	 内視鏡的粘膜下層剥離術を行った dome-type 

carcinoma の 2例 .
	 第 33 回大腸 IIc 研究会 : 東京 , 2024, [ 一般

演題 ]

19.	 千野晶子
	 大腸（その他の内視鏡治療）1.
	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 

2024：消化器内視鏡学会）: 神戸市 , 2024, [ 座
長 ]

20.	 斎藤彰一
	 大腸（ポリペクトミー・EMR・ESD）2.
	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 

2024：消化器内視鏡学会）: 神戸市 , 2024, [ 座
長 ]

21.	 井出大資
	 HOS消化管 1：もっと短く大腸挿入！
	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 

2024）: 神戸市 , 2024, [ インストラクター ]

22.	 五十嵐正広
	 大腸内視鏡挿入法とトレーニング .
	 第 42 回日本大腸検査学会総会 : 東京 , 2024, 

[ 講演 ]

23.	 原健三
	 Sessile Serrated Lesions（SSL） 由来の癌化

病変に対する内視鏡診断 .
	 第 42 回日本大腸検査学会総会 : 東京 , 2024, 

[ パネルディスカッション ]

24.	 斎藤彰一
	 症例検討 .
	 第 42 回日本大腸検査学会総会 : 東京 , 2024, 

[ 司会 ]

25.	 副島啓太 , 鈴木桂悟 , 高松学 , 安江千尋 , 伊藤
はるか , 木戸恒陽 , 栗原渉 , 岡嵜惣也 , 熊澤佑
介 , 十倉淳紀 , 井出大資 , 千野晶子 , 斎藤彰一

	 大腸 T1b 癌に対する ESDの垂直断端陽性に関
するリスク因子の検討 .

	 第 79回日本大腸肛門病学会学術集会 : 横浜市 , 
2024, [ パネルディスカッション ]

26.	 熊澤佑介 , 鈴木桂悟 , 伊藤はるか , 岡嵜惣也 , 
木戸恒陽 , 栗原渉 , 副島啓太 , 十倉淳紀 , 安江
千尋 , 井出大資 , 千野晶子 , 五十嵐正広 , 斎藤
彰一 , 福長洋介

	 虫垂開口部の表在型腫瘍に対する大腸 LECS を
含む当院の治療戦略 .

	 第 79回日本大腸肛門病学会学術集会 : 横浜市 , 
2024, [ ワークショップ ]

【乳腺内科】
1.	 原文堅
	 Novel treatments in HER-2 driven meta-

static breast cancer.
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 司会 ]

2.	 原文堅
	 Recent advances in the treatment of tri-

ple-negative breast cancer.
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 司会 ]
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3.	 原文堅
	 乳腺 .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ セッション ]

4.	 原文堅
	 乳腺 1：HER2 陰性乳癌 .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 司会 ]

5.	 原文堅
	 周術期乳癌薬物療法 .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 教育講演 ]

6.	 尾崎由記範
	 SNS-WGシンポジウム .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ ディスカッサント ]

7.	 尾崎由記範
	 リキッドバイオプシーの現在と未来 .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ シンポジウム ]

8.	 尾崎由記範
	 乳癌周術期 ICI 治療の最新情報 .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ シンポジウム ]

9.	 尾崎由記範
	 乳腺 5（周術期治療）.
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 司会 ]

10.	 深田一平 , 林直美 , 細永真理 , 川井沙織 , 木澤
莉香 , 西村明子 , 尾崎由記範 , 原文堅 , 小林隆
之 , 高野利実 , 上野貴之 , 山崎真澄 , 植木有紗 , 
清谷一馬 , 大迫智 , 外岡暁子 , 竹内賢吾 , 森誠
一 , 大野真司 , 髙橋俊二

	 Prognostic impact of cancer genomic pro-
file testing for metastatic breast cancer in 
clinical practice.

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ 口述発表 ]

11.	 青山陽亮 , 尾崎由記範 , 木澤莉香 , 川井沙織 , 
倉田麻美 , 前田哲代 , 吉田和世 , 山下奈真 , 西
村明子 , 細永真理 , 深田一平 , 原文堅 , 小林隆
之 , 高野利実 , 上野貴之

	 Efficacy and tolerability of KEYNOTE-522 
regimen for Japanese population: a single 
institute retrospective study.

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ 口述発表 ]

12.	 高野利実
	 HR 陽性 HER2 陰性乳癌周術期薬物療法の考え

方 .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ モーニングセミナー ]

13.	 高野利実
	 JSMO 専門医部会がん教育プロジェクトの提

案 .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 委員会企画 ]

14.	 高野利実
	 New results from clinical trials in breast 

cancer.
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 司会 ]

15.	 高野利実
	 Onco-cardiology ガイドライン：新しいステー

ジへ向けての橋頭堡 .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 司会 ]

16.	 高野利実
	 がん教育は何を目指すのか？：専門医よ、学校

へ行こう！
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 座長 ]

17.	 高野利実
	 腫瘍内科の未来を創るのは君だ！
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ シンポジウム ]
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18.	 尾崎由記範
	 乳がんの治療法様々な疑問と最新情報 .
	 第 1 回がんアカデミーサミット : 前橋市 , 

2024, [ 特別講演 ]

19.	 原文堅
	 持続可能ながん薬物治療を考える：経済毒性の

観点から .
	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 

2024, [ モーニングセミナー ]

20.	 Ozaki, Y., Emi, T., Sagara, Y., Hara, F., Sa-
sada, S., Sawaki, M., Kanbayashi, C., Ya-
manaka, T., Onishi, T., Fujiki, Y., Suto, A., 
Takahashi, Y., Tokunaga, E., Aruga, T., Na-
kamura, R., Fujisawa, T., Saji, S., Iwata, H., 
Shien., T.

	 Benefit of perioperative chemotherapy in 
the patients with loco-regional recurrence 
of HR-positive HER2-negative breast can-
cer: A multi-institutional retrospective co-
hort study.

	 ASCO Annual Meeting: Chicago, IL, USA, 
2024, [ ポスター発表 ]

21.	 尾崎由記範
	 私が考える HR陽性 HER2 陰性MBC 治療戦略

の現在とこれから .
	 チームオンコロジーセミナー . オールジャパン

2024: 札幌市 , 2024, [ ランチョンセミナー ]

22.	 高野利実
	 やってみよう！ AYA がんに “効く” エクササ

イズ .
	 第 6 回 AYA がんの医療と支援のあり方研究会

学術集会 : 東京 , 2024, [ 座長 ]

23.	 尾崎由記範
	 乳癌薬物治療における最近のデータ整理と患者

さんの不安を取り除くコミュニケーションのコ
ツ .

	 第 9 回日本がんサポーティブケア学会学術集
会: さいたま市, 2024, [ランチョンセミナー]

24.	 高野利実
	 AYA 研・JASCC 合同企画：みんなでがん教育

に取り組もう！
	 第 9 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : さいたま市 , 2024, [ 座長 ]

25.	 高野利実
	 Stroke Oncology のアンメットメディカルニー

ズ .
	 第 9 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : さいたま市 , 2024, [ 座長 ]

26.	 高野利実
	 乳癌薬物治療における最近のデータ整理と患者

さんの不安を取り除くコミュニケーションのコ
ツ .

	 第 9 回日本がんサポーティブケア学会学術集
会 : さいたま市 , 2024, [ 座長 ]

27.	 高野利実
	 学校だけじゃないがん教育：AYA Week 2024

教育チームの取り組み .
	 第 9 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : さいたま市 , 2024, [ 企画 ]

28.	 高野利実
	 身体活動・運動によって期待されるアウトカム： 

Exercise Oncology の今後の展望 .
	 第 9 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会: さいたま市, 2024, [ワーキンググループ]

29.	 高野利実
	 不確かな情報に揺れ動く患者を、私たちはどう

支援すれば良いのか ?
	 第 29 回日本緩和医療学会学術大会 / 第 37 回

日本サイコオンコロジー学会総会 合同学術大
会 : 神戸市 , 2024, [ 座長 ]

30.	 高野利実
	 脳卒中、がん治療、緩和ケア、サイコオンコロ

ジー：腫瘍内科医の立場から、学際的な取り組
みの重要性を考える .

	 第 29 回日本緩和医療学会学術大会 / 第 37 回
日本サイコオンコロジー学会総会 合同学術大
会 : 神戸市 , 2024, [ シンポジウム ]
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31.	 高野利実
	 骨転移以外の緩和ケア・緩和的放射線治療：骨

メタだけじゃない。骨転移以外の緩和的放射線
治療【公益社団法人 日本放射線腫瘍学会（JAS-
TRO）】

	 第 29 回日本緩和医療学会学術大会 / 第 37 回
日本サイコオンコロジー学会総会 合同学術大
会 : 神戸市 , 2024, [ 座長 ]

32.	 尾崎由記範
	 転移再発後の薬物療法最前線：HER2 陽性と

TNBC.
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ セッション ]

33.	 尾崎由記範
	 進行再発乳癌：最新薬物治療コンセンサス .
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ ランチョンセミナー ]

34.	 深田一平 , 細永真理 , 川井沙織 , 木澤莉香 , 増
田淳 , 西村明子 , 尾崎由記範 , 原文堅 , 小林隆
之 , 高野利実 , 山崎真澄 , 植木有紗 , 清谷一馬 , 
大迫智 , 外岡暁子 , 竹内賢吾 , 森誠一 , 上野貴
之 , 髙橋俊二

	 転移再発乳がん患者におけるがんゲノムプロ
ファイル検査の有用性に関する検討 .

	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 
2024, [ シンポジウム ]

35.	 青山陽亮 , 片岡明美 , 阿部朋未 , 吉田奈央 , 木
澤莉香 , 尾崎由記範 , 植弘奈津恵 , 古川孝広 , 
北野滋久 , 高野利実 , 上野貴之

	 乳癌領域でのライフスタイル・インターベン
ションについて .

	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 
2024, [ シンポジウム ]

36.	 高野利実
	 アンコール企画 .
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ 座長 ]

37.	 高野利実
	 腫瘍循環器領域における多職種連携：こうやっ

て作り上げてきました .

	 第 7 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : 姫路市 , 
2024, [ 座長 ]

38.	 久野真弘 , 吉村雷輝 , 佐伯澄人 , 尾崎由記範 , 
大迫智 , 大野真司 , 岩見真吾 , 丸山玲緒 , 高野
利実 , 上野貴之

	 Breast cancer metastasis pattern analysis 
using dynamic time warping/Dynamic time 
warping を用いた乳がん転移パターンの解析 .

	 第 83 回日本癌学会学術総会 : 福岡市 , 2024, 
[ 口述発表 ]

39.	 尾崎由記範
	 MRD がもたらす切除可能固形がん周術期治療

の近未来：切除可能固形がんにおけるMRD利
用ガイダンス発刊に寄せて：.3. 各領域におけ
る臨床動向：乳腺 .

	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ シンポジウム ]

40.	 尾崎由記範
	 フランスにおける Gustave Roussy における

ESMO/JSCOフェローシップ .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ 報告 ]

41.	 尾崎由記範
	 乳がん周術期 ICI 併用化学療法のエビデンスと

FNマネジメントの実際 .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ 講演 ]

42.	 尾崎由記範
	 乳癌薬物療法の基本から最新トピックス .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ シンポジウム ]

43.	 尾崎由記範
	 転移・再発トリプルネガティブ乳癌の最新の話

題 .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ 講演 ]

44.	 高野利実
	 ACP は本当に必要なのか ?：腫瘍内科医の立場

から、「人生会議」について考える .
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	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ シンポジウム ]

45.	 高野利実
	 エキスパートに聞く、再発乳がん患者さんへ標

準治療を届けきるためのコミュニケーション .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ イブニングセミナー ]

46.	 高野利実
	 免疫療法における PD-L1 検査のあり方 / 新た

なバイオマーカー .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ 座長 ]

47.	 尾崎由記範
	 医師に聞いてみたいこと：乳がん治療の最新情

報と双方向型のディスカッション .
	 日本乳腺人工知能研究会 : 高崎市 , 2024, [ シ

ンポジウム ]

48.	 尾崎由記範
	 日本乳腺人工知能研究会と乳腺診療Dx.
	 第 34 回日本乳癌検診学会学術総会 : 高崎市 , 

2024, [ シンポジウム ]

49.	 高野利実
	 トリプルネガティブ乳癌とポジティブに向き合

うために：周術期薬物療法の新展開 .
	 第 34 回日本乳癌検診学会学術総会 : 高崎市 , 

2024, [ ランチョンセミナー ]

50.	 Ozaki, Y., Kitano, S., Kiyotani, K., Yamashi-
ta, M., Wang, L., Ikarashi, D., Tsurutani, 
J., Iwasa, T., Takahashi, M., Mukohara, T., 
Masuda, N., Futamura, M., Minami, H., 
Matsumoto, K., Tanabe, Y., Kawabata, H., 
Yoshimura, K., Takano, T.

	 Difference in transcriptional expression 
and immune infiltration analysis between 
recurrent and de novo stage IV HER2-neg-
ative breast cancer in the NEWBEAT trial; 
WJOG9917BTR.

	 SABCS 2024: San Antonio, TX. USA, 2024, 
[ ポスター発表 ]

51.	 青山陽亮
	 乳がん治療の薬物療法と患者さんとのコミュニ

ケーション .
	 第 2回 Stroke Oncology研究会 : 東京 , 2024, 

[ ランチョンセミナー ]

52.	 高野利実
	 Stroke Oncology と学際的腫瘍学：腫瘍内科医

の立場から .
	 第 2回 Stroke Oncology研究会 : 東京 , 2024, 

[ 講演 ]

53.	 高野利実
	 パネルディスカッション .
	 第 2回 Stroke Oncology研究会 : 東京 , 2024, 

[ 座長 ]

54.	 山口祐平
	 乳腺診療医の働き方について：キャリア形成に

ついて .
	 第 20 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 

2024, [ パネリスト ]

55.	 高野利実
	 Luminal タイプ転移性乳癌の個別化治療 .
	 第 20 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 

2024, [ シンポジウム ]

56.	 高野利実
	 グランドキャンサーボード .
	 第 20 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 

2024, [ 座長 ]

【乳腺外科】
1.	 片岡明美
	 乳がんの最新治療とその後のサバイバーシップ

支援について .
	 江東区健康講演会 : WEB開催 , 2024, [ 講演 ]

2.	 日向妙子 , 阿部朋未 , 片岡明美 , 佐山郁子 , 織
本亜里沙 , 横井麻珠美 , 高野利実 , 新川裕美 , 
植木有紗 , 小野麻紀子 , 青木洋一 , 上野貴之

	 当院で管理を行った妊孕性温存希望の AYA 世
代の遺伝性乳癌卵巣癌患者の 1例 .

	 第 14 回日本がん・生殖医療学会学術集会 : 水
戸市 , 2024, [ ポスター発表 ]
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3.	 阿部朋未 , 片岡明美 , 植弘奈津恵 , 松永有紀 , 
吉田奈央 , 西村明子 , 尾崎由記範 , 古川孝広 , 
高野利実 , 上野貴之

	 AYA 世代乳がん患者のライフスタイルの変遷 .
	 第 14 回日本がん・生殖医療学会学術集会 : 水

戸市 , 2024, [ 発表形式不明 ]

4.	 坂井威彦
	 腫瘍内科医に知ってほしい外科治療の進歩：集

学的治療新時代における乳癌の個別De-esca-
lation surgery.

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ シンポジウム ]

5.	 片岡明美 , 中村美穂
	 乳がん治療とその後の生活：がんになっても自

分らしさを大切に .
	 がん研究会有明病院＆JAL Wellnessセミナー: 

東京+Web開催 , 2024, [ 講演 ]

6.	 片岡明美
	 乳がん治療とその後の生活：パートナーシップ

を考える .
	 第 6 回がん研究会有明病院・海上ビル診療所 

合同セミナー : 東京 , 2024, [ 講演 ]

7.	 片岡明美
	 POSITIVE 試験参加を経験して得られたもの .
	 第 14 回 JBCRG 学術集会 : Web 開催 , 2024, 

[ 講演 ]

8.	 上野貴之
	 リキッドバイオプシーが変えるがん医療 .
	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 

2024, [ 司会 ]

9.	 上野貴之
	 乳腺：乳癌周術期治療 1.
	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 

2024, [ 司会 ]

10.	 井上有香 , 植弘奈津恵 , 山下奈真 , Palfalvi, M., 
山口裕樹 , Maezono, S., 安東頼子 , 西山結美 , 
水沼未雅 , 市川裕樹 , 松永有紀 , 家里明日美 , 
尾崎由記範 , 前田哲代 , 原文堅 , 小林隆之 , 大
迫智 , 坂井威彦 , 上野貴之

	 侵襲が少ない尿を用いた乳癌バイオマーカー開
発への挑戦 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ワークショップ ]

11.	 山下奈真 , Withers, H., 森本祥悠 , 伏見淳 , 原
武直紀 , Long, M., Kufe, D., 上野貴之

	 トリプルネガティブ乳癌の癌幹細胞性に焦点を
当てた分子標的治療の探究 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ サージカルフォーラム ]

12.	 片岡明美 , 阿部朋未 , 植弘奈津恵 , 吉田奈央 , 
松永有紀 , 春山優理恵 , 中平詩 , 高畑史子 , 井
上有香 , 山下奈真 , 吉田和世 , 前田哲代 , 稲荷
均 , 坂井威彦 , 中村美穂 , 濱口恵子 , 高野利実 , 
渡邊雅之 , 上野貴之

	 いつでもどこでも誰からでもサバイバーシップ
ケアが受けられる病院を目指して .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ 特別企画 ]

13.	 阿部朋未 , 片岡明美 , 植弘奈津恵 , 吉田奈央 , 
松永有紀 , 春山優理恵 , 中平詩 , 高畑史子 , 井
上有香 , 山下奈真 , 吉田和世 , 前田哲代 , 稲荷
均 , 坂井威彦 , 上野貴之

	 ハイボリュームセンターにおける医療者・患者
ともにwin-win な働き方改革 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ サージカルフォーラム ]

14.	 春山優理恵 , 稲荷均 , 前田哲代 , 中島絵里 , 山
下奈真 , 坂井威彦 , 久我亜沙美 , 幅野愛理 , 箕
浦祐子 , 新川裕美 , 金子景香 , 植木有紗 , 上野
貴之 , 大野真司

	 乳癌未発症 BRCA1/2 病的バリアント保持者に
対する乳房サーベイランスおよび両側リスク低
減乳房切除術の取り組み .

	 第 4 回 JOHBOC 学術総会 : 東京 +Web 開催 , 
2024, [ 口述発表 ]

15.	 片岡明美
	 妊孕性 .
	 第 9 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : さいたま市 , 2024, [ ファシリテーター ]
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16.	 片岡明美
	 挙児希望のある乳がん術後女性がホルモン療法

を中断して妊娠を試みる国際共同研究 POSI-
TIVE 試験に参加して .

	 第 9 回日本がんサポーティブケア学会学術集
会 : さいたま市 , 2024, [ セッション ]

17.	 春山優理恵
	 保険収載が HBOC 患者の周術期治療選択に与

えた影響についての検討 .
	 第 30回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 仙台市 , 

2024, [ 要望演題 ]

18.	 片岡明美
	 ピンクリボンアドバイザー活動発表 .
	 NPO 法人乳房健康研究会ピンクリボンアドバ

イザーアニュアルミーティング 2024: 東京 , 
2024, [ 座長 ]

19.	 前田哲代 , 山下奈真 , 上野貴之
	 トリプルネガティブ乳癌における Stimulator 

of Interferon Genes 発現の予後への影響 .
	 第 28 回日本がん分子標的治療学会学術集会 : 

東京 , 2024, [ ワークショップ ]

20.	 山下奈真 , 森本祥悠 , 伏見淳 , 原武直紀 , 
Mark, L., Donald, K., 上野貴之

	 トリプルネガティブ乳癌においてMUC1-C は
クロマチン調節を介してインターフェロン経路
の慢性活性化および治療抵抗性を制御する .

	 第 28 回日本がん分子標的治療学会学術集会 : 
東京 , 2024, [ 口述発表 ]

21.	 片岡明美
	 がん教育模擬授業 .
	 第 8回ピンクリボンアドバイザーがん教育講師

養成講座 : 東京 , 2024, [ コメンテーター ]

22.	 片岡明美
	 トークセミナー .
	 第 20 回ミニウオーク &ラン フォー ブレス

トケア ピンクリボンウオーク 2024: 東京 , 
2024, [ 座長 ]

23.	 上野貴之
	 Breast Cancer 企画：3. 講演 .
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ 座長 ]

24.	 上野貴之
	 Breast Cancer 企画：4. パネルディスカッショ

ン .
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ 座長 ]

25.	 上野貴之
	 Breast Cancer 企画：臨床研究を始めてみよう .
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ 総合司会 ]

26.	 上野貴之
	 リキッドバイオプシーの臨床展開と将来展望 .
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ 口述発表 ]

27.	 上野貴之
	 乳がんのリキッドバイオプシーの最新情報の共

有と社会的問題点を議論する .
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ 座長 ]

28.	 上野貴之
	 乳癌免疫療法のリアルワールドでの問題点、そ

して今後の展望 .
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ 座長 ]

29.	 上野貴之
	 国 際 学 会 報 告（SABCS2023,GBC-

C2023,TIBCS2023）.
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ 座長 ]

30.	 中平詩 , 坂井威彦 , 阿部朋未 , 井上有香 , 山下
奈真 , 前田哲代 , 植弘奈津恵 , 片岡明美 , 高野
利実 , 大迫智 , 上野貴之

	 cT1-2N0 症例のうち pN2（転移 4個）以上と
なる群を予想できるか .

	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 
2024, [e ポスター ]
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31.	 井上有香 , 増田紘子 , 木村優里 , 網岡愛 , 村上
朱里 , 尾崎由記範 , 金本佑子 , 田根香織 , 森田
翠 , 岩朝勤 , 北澤舞 , 小谷はるる , 立花和之進 , 
松永有紀 , 大西舞 , 伏見淳 , 井口雅史 , 増田慎
三 , 戸井雅和

	 MIRAY1：若手乳腺診療医の横断的ネットワー
ク形成、魅力的な乳腺診療医育成にむけて：無
印良品コラボイベント .

	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 
2024, [ ポスターディスカッション ]

32.	 佐伯澄人
	 Factors associated with financial toxicity 

in patients with breast cancer in Japan: a 
comparison of patient and physician per-
spectives.

	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 
2024, [ 講演 ]

33.	 佐伯澄人 , 丸山玲緒 , 大野真司 , 上野貴之
	 乳癌患者組織及び患者由来オルガノイドにおけ

る腫瘍内不均一性の検討：日本における乳癌患
者の経済毒性に関する研究 .

	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 
2024, [ 講演 ]

34.	 佐伯澄人 , 岩谷胤生 , 北野敦子 , 桜井なおみ , 
田辺裕子 , 山内智香子 , 五十嵐中 , 梶本裕介 , 
久芳さやか , 原文堅 , 相良安昭 , 大野真司

	 日本における乳癌患者の経済毒性に影響を与え
る要因：患者と医師の視点からの比較 .

	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 
2024, [ シンポジウム ]

35.	 坂井威彦
	 Web 改訂の要点：外科療法 .
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ 口述発表 ]

36.	 坂井威彦
	 オンコプラスティックサージャリー 2.
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ 座長 ]

37.	 坂井威彦
	 乳房部分切除後の局所治療の標準化に関する研

究（第 29回中間報告）.

	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 
2024, [ 報告 ]

38.	 山下奈真 , 尾崎由記範 , 細永真理 , 植弘奈津恵 , 
稲荷均 , 坂井威彦 , 青山陽亮 , 木澤莉香 , 川井
沙織 , 西村明子 , 深田一平 , 原文堅 , 小林隆之 , 
前田哲代 , 吉田和世 , 高野利実 , 上野貴之

	 HER2 陽性早期乳癌（T1N0）の周術期薬物療
法の個別化に関する検討 .

	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 
2024, [e ポスター ]

39.	 山下奈真
	 バイオマーカー 1.
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ 座長 ]

40.	 日向妙子 , 阿部朋未 , 片岡明美 , 吉田奈央 , 松
永有紀 , 高畑史子 , 植弘奈津恵 , 稲荷均 , 木澤
莉香 , 新川裕美 , 尾崎由記範 , 高野利実 , 植木
有紗 , 上野貴之

	 多職種・多施設で支援を行った妊孕性温存希
望のある若年の遺伝性乳癌卵巣癌乳癌患者の 2
例 .

	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 
2024, [e ポスター ]

41.	 春山優理恵
	 乳癌未発症 BRCA1/2 病的バリアント保持者に

対する乳房サーベイランスの有効性 .
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [e ポスター ]

42.	 木村優里
	 地方会リーダー及びコメンテーターの先生方と

のパネルディスカッション .
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ パネルディスカッション ]

43.	 植弘奈津恵 , 秋谷昌史 , 大迫智 , 前田哲代 , 井
上有香 , 山下奈真 , 片岡明美 , 阿部朋未 , 中平
詩 , 松永有紀 , 吉田奈央 , 坂井威彦 , 上野貴之

	 オンコタイプDX乳がん再発スコアと腫瘍浸潤
リンパ球との関連 .

	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 
2024, [ 口述発表 ]
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44.	 植弘奈津恵
	 外科医「不要」の立場から .
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ ディベーター ]

45.	 片岡明美
	 ワークショップ「学びの広場：臨床試験と意思

決定」.
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ 座長 ]

46.	 片岡明美
	 乳がんサバイバーシップ：運動・栄養・代謝 .
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ 座長 ]

47.	 片岡明美
	 乳がんのアピアランスケアについて .
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ ランチョンセミナー ]

48.	 片岡明美 , 阿部朋未 , 植弘奈津恵 , 高畑史子 , 
春山優理恵 , 吉田奈央 , 家里明日美 , 河村雪乃 , 
中平詩 , 山下奈真 , 井上有香 , 前田哲代 , 吉田
和世 , 稲荷均 , 坂井威彦 , 上野貴之

	 妊娠期乳癌の特徴と今後の問題点について .
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ シンポジウム ]

49.	 阿部朋未 , 片岡明美 , 植弘奈津恵 , 松永有紀 , 
尾崎由記範 , 西村明子 , 吉田奈央 , 高畑史子 , 
春山優理恵 , 中平詩 , 前田哲代 , 吉田和世 , 井
上有香 , 山下奈真 , 稲荷均 , 坂井威彦 , 古川孝
広 , 高野利実 , 上野貴之

	 若年乳癌女性の妊孕性温存に関する意識調査：
FELICE Trial.

	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 
2024, [ ポスターディスカッション ]

50.	 片岡明美
	 がんについて .
	 “がん” を知る！サマーセミナー in がん研 : 東

京 , 2024, [ 講演 ]

51.	 片岡明美
	 治療終了後も長期的に残存する生活障害Ⅳ：乳

がんに焦点をあてて .
	 2024 年度高知県立大学がん高度実践看護師

コースセミナー : WEB開催 , 2024, [ 講演 ]

52.	 片岡明美
	 がん治療専門病院でのアピアランスケアへの取

組み .
	 NPO 法人エンパワリング ブレストキャンサー

/E-BeC. BC Venus Forum Vol.2 in 東京 : 東
京 , 2024, [ 講演 ]

53.	 片岡明美
	 最新・乳がん治療白書：SDMから最新治療ま

で＆なんでも質問 .
	 NPO 法人女性医療ネットワーク第 166 回マン

マチアー : WEB開催 , 2024, [ 講演 ]

54.	 片岡明美
	 アピアランスケア：当院での取り組み .
	 第 21回日本乳癌学会中国四国地方会 : 松山市 , 

2024, [ ティータイムセミナー ]

55.	 木村優里
	 活動報告 .
	 第 22 回日本乳癌学会九州地方会 : 福岡市 , 

2024, [ アンバサダー ]

56.	 佐伯澄人 , 久野真弘 , 尾崎由記範 , 大迫智 , 高
野利実 , 大野真司 , 丸山玲緒 , 上野貴之

	 Stratification of advanced breast cancer 
based on systemic pathophysiological con-
ditions/ 病態生理に基づく進行乳癌患者の層別
化：臨床的意義と癌生物学的特徴の探索 .

	 第 83 回日本癌学会学術総会 : 福岡市 , 2024, 
[ 口述発表 ]

57.	 山下奈真 , Kufe, D., 上野貴之 , 高橋暁子
	 Chronic interferon pathway activation in 

triple-negative breast cancer: implications 
for drug resistance/tumor immunity/トリプ
ルネガティブ乳癌における慢性的インターフェ
ロン経路活性化の制御機構と薬剤耐性・腫瘍免
疫との関り .

	 第 83 回日本癌学会学術総会 : 福岡市 , 2024, 
[ シンポジウム ]
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58.	 片岡明美
	 乳がんに備える：正しい知識と頼れるなかまを

持っておこう .
	 日本対がん協会ピンクリボンフェスティバル

2024: WEB開催 , 2024, [ 講演 ]

59.	 前田哲代 , 宮城由美 , 中平詩 , 春山優理恵 , 高
畑史子 , 井上有香 , 吉田和世 , 植弘奈津恵 , 高
橋洋子 , 片岡明美 , 坂井威彦 , 谷川千尋 , 上野
貴之

	 乳房部分切除術における乳房形態の三次元予測
システムの開発 .

	 第 12 回日本乳房オンコプラスティックサー
ジャリー学会総会: 金沢市, 2024, [口述発表]

60.	 春山優理恵 , 坂井威彦 , 吉田奈央 , 中平詩 , 高
畑史子 , 井上有香 , 吉田和世 , 植弘奈津絵 , 前
田哲代 , 山下奈真 , 片岡明美 , 上野貴之

	 オンコプラスティックサージャリーを目指し
て：乳房下部領域の乳癌に V-mammoplasty
を適応した 3例の報告 .

	 第 12 回日本乳房オンコプラスティックサー
ジャリー学会総会: 金沢市, 2024, [口述発表]

61.	 中平詩 , 井上有香 , 前田哲代 , 植弘奈津恵 , 山
下奈真 , 片岡明美 , 坂井威彦 , 上野貴之

	 当院での腋窩マネジメントの変遷と前向き臨床
試験について .

	 第 26 回 SNNS 研究会学術集会 : 東京 , 2024, 
[ シンポジウム ]

62.	 上野貴之
	 乳癌治療：UpToDate.
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ 教育セッション ]

63.	 井上有香 , 竹内愛 , 高橋輝 , 笠原あや菜 , 上間
美夕紀 , 織本亜理沙 , 鈴木美智子 , 大澤めぐみ , 
鈴木一洋 , 坂井威彦 , 上野貴之 , 小口正彦

	 乳癌診療におけるデジタル問診を用いたコミュ
ニケーション支援システムの活用 .

	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ 特別企画 ]

64.	 坂井威彦
	 乳癌外科治療における腋窩リンパ節郭清省略の

可能性 .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ パネルディスカッション ]

65.	 山下奈真 , 森本祥悠 , 伏見淳 , 井上有香 , 原武
直紀 , Mark, L., Donald, K., 上野貴之

	 MUC1-C による慢性的インターフェロン経路亢
進は TNBCの薬剤耐性・免疫回避に関与する .

	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ 一般口演 ]

66.	 植弘奈津恵 , 坂井威彦 , 大迫智 , 片岡明美 , 山
下奈真 , 前田哲代 , 吉田和世 , 井上有香 , 中平
詩 , 上野貴之

	 局所再発低リスク症例における乳房温存術後放
射線治療省略の可能性 .

	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ パネルディスカッション ]

67.	 Sakai, T.
	 Axillary surgery after neoadjuvant chemo-

therapy.
	 ACKSS2024 76th Congress of The Korean 

Surgical Society: Seoul, Korea., 2024, [ シ
ンポジウム ]

68.	 片岡明美
	 乳がんの診療に関する基礎知識 .
	 NPO 法人乳房健康研究会ピンクリボンワーク

ショップキャラバン 2024: WEB 開催 , 2024, 
[ 講演 ]

69.	 Abe, T., Kataoka, A., Uehiro, N., Ozaki, Y., 
Nishimura, M., Yoshida, N., Takahata, C., 
Haruyama, Y., Nakadaira, U., Maeda, T., 
Yoshida, K., Inoue, Y., Yamashita, N., Sakai, 
T., Kogawa, T., Takano, T., Ueno, T.

	 The fertility concerns in young breast can-
cer patients trial：FELICE trial.

	 The 8th World Congress of the Internation-
al Society for Fertility Preservation: 東 京 , 
2024, [ ポスター発表 ]
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70.	 Hyuga, T., Kataoka, A., Abe, T., Yoshida, N., 
Takahata, C., Uehiro, N., Arakawa, H., Oza-
ki, Y., Takano, T., Ono, M., Aoki, Y., Ueki, A., 
Ueno, T.

	 Case report：An adolescent-young adult 
patient with hereditary breast and ovarian 
cancer who had two children after breast 
cancer treatment.

	 The 8th World Congress of the Internation-
al Society for Fertility Preservation: 東 京 , 
2024, [ ポスター発表 ]

71.	 Kataoka, A., Abe, T., Yoshida, N., Uehiro, 
N., Takahata, C., Ozaki, Y., Nishimura, M., 
Takano, T., Kogawa, T., Ueno, T.

	 Prognosis, fertility preservation trends, and 
pregnancy outcomes in young patients with 
triple negative breast cancer.

	 The 8th World Congress of the Internation-
al Society for Fertility Preservation: 東 京 , 
2024, [ ポスター発表 ]

72.	 片岡明美
	 乳がんアピアランスケアとサバイバーシップ支

援 .
	 国立病院機構福岡東医療センター第 50 回臨床

腫瘍カンファレンス : WEB 開催 , 2024, [ 講
演 ]

73.	 上野貴之
	 HR 陽性 HER2 陰性早期乳がんの当院での治療

戦略 .
	 第 22 回日本乳癌学会近畿地方会 : 大阪市 , 

2024, [ スイーツセミナー ]

74.	 坂井威彦
	 乳癌診療と生検の新時代：治療の鍵となるアー

カイブの重要性 .
	 第 22 回日本乳癌学会近畿地方会 : 大阪市 , 

2024, [ 講演 ]

75.	 上野貴之
	 リキッドバイオプシーによる乳がん検診の可能

性を考える .
	 第 34 回日本乳癌検診学会学術総会 : 高崎市 , 

2024, [ 座長 ]

76.	 宮城由美 , 小口正彦 , 鈴木一洋 , 國分優美 , 高
橋洋子 , 加山博規 , 上野貴之

	 検診マンモグラフィ読影に AI を用いた際の読
影精度の検討 .

	 第 34 回日本乳癌検診学会学術総会 : 高崎市 , 
2024, [ シンポジウム ]

77.	 山下奈真 , 岩瀬まどか , 田原梨絵 , 寺田満雄 , 
家里明日美 , 柴山朋子 , 中澤祐子 , 伏見淳

	 YouTube を用いた Breast Awareness の推進 .
	 第 34 回日本乳癌検診学会学術総会 : 高崎市 , 

2024, [ シンポジウム ]

78.	 高橋洋子 , 佐伯澄人 , 高畑史子 , 國分優美 , 吉
田和世 , 上野貴之

	 乳癌検診におけるハイボリュームセンターの役
割とその課題 .

	 第 34 回日本乳癌検診学会学術総会 : 高崎市 , 
2024, [ ワークショップ ]

79.	 木村優里
	 乳腺造影USによる血流評価を用いた腫瘍浸潤

リンパ球の診断予測への応用： AppTIL study.
	 第52回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会: 

札幌市 , 2024, [ 口述発表 ]

80.	 上野貴之 , 深田一平
	 全ゲノム解析等実行計画に基づく全ゲノム解析

の患者還元および臨床実装について .
	 第 63 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 千葉市 , 

2024, [ シンポジウム ]

81.	 坂井威彦 , 森園英智 , 池畑浩一 , 阿部仁 , 千葉
知宏

	 若手医師に伝えたい乳腺細胞診の魅力と重要
性 .

	 第 63 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 千葉市 , 
2024, [ ワークショップ ]

82.	 Inoue, Y., Yamashita, N., Uehiro, N., Sa-
tomura, A., Yamaguchi, H., Maezono, S., 
Palfalvi, M., Ando, Y., Nishiyama, Y., Mizu-
numa, M., Ichikawa, Y., Ozaki, Y., Maeda, T., 
Kobayashi, T., Osako, T., Sakai, T., Ueno, T.

	 Identification of urinary microRNA as po-
tential biomarkers in breast cancer pa-
tients.
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	 San Antonio Breast Cancer Symposium 
2024: San Antonio, TX, USA, 2024, [ ポス
ター発表 ]

83.	 中平詩
	 診断編：提示症例に関する鑑別診断と治療に関

して知っておきたいこと：治療編：腋窩・領域
リンパ節のマネージメント .

	 第 20 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 
2024, [ パネリスト ]

84.	 片岡明美
	 妊孕性温存療法の現状 .
	 第 20 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 

2024, [ 座長 ]

85.	 甲斐三紀子 , 井上有香 , 笠原実貴子 , 伊藤由季
絵 , 中平詩 , 西村明子 , 植弘奈津恵 , 秋谷昌史 , 
大迫智 , 國分優美 , 坂井威彦 , 高野利実 , 上野
貴之

	 孤立性胃転移を認めた de novo Stage IV トリ
プルネガティブ乳癌の一例 .

	 第 20 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 
2024, [ 口述発表 ]

86.	 笠原実貴子 , 植弘奈津恵 , 甲斐三紀子 , 伊藤由
季絵 , 中平詩 , 井上有香 , 山下奈真 , 秋谷昌史 , 
大迫智 , 西村明子 , 小野麻紀子 , 國分優美 , 坂
井威彦 , 高野利実 , 上野貴之

	 原発性乳房血管肉腫の 1例 .
	 第 20 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 

2024, [ 口述発表 ]

87.	 谷口絵美 , 前田哲代 , 吉田奈央 , 秋谷昌史 , 高
畑史子 , 片岡明美 , 千葉知宏 , 國分優美 , 坂井
威彦 , 大迫智 , 上野貴之

	 嚢胞内腫瘍の形態を呈した乳腺腺筋上皮腫の 1
例 .

	 第 20 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 
2024, [ 口述発表 ]

88.	 金澤あゆみ , 山下奈真 , 井上有香 , 木村優里 , 
春山優理恵 , 吉田和世 , 坂井威彦 , 小林隆之 , 
高野利実 , 國分優美 , 秋谷昌史 , 大迫智 , 上野
貴之

	 診断に難渋した乳房デスモイド線維腫症の一
例 .

	 第 20 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 
2024, [ 口述発表 ]

【婦人科】
1.	 金尾祐之
	 卵巣がん治療戦略 .
	 Gynecology web in Kyushu: 北 九 州 市 , 

2024, [ 講演 ]

2.	 野村秀高
	 SDSの至適症例とは？
	 卵巣癌治療のアプローチ：手術から薬物療法ま

で : Web 開催 , 2024, [ 講演 ]

3.	 野村秀高
	 子宮体癌に対するMIS.
	 第3回拡大学術研修会: 神戸市, 2024, [講演]

4.	 金尾祐之 , 野村秀高 , 岡本三四郎 , 谷川輝美 , 
尾身牧子 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 伏木淳 , 菅野
素子

	 精緻なロボット手術の適応と限界（腹腔鏡手術
との相違）.

	 第 16 回日本ロボット外科学会学術集会 : 米子
市 , 2024, [ シンポジウム ]

5.	 野村秀高
	 Vision と挑戦 .
	 第 18 回神奈川若手産婦人科医の会 : 川崎市 , 

2024, [ 講演 ]

6.	 温泉川真由
	 Essence of a investigator, my message to 

young doctors in gynecologic oncology.
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ ファシリテーター ]

7.	 鎌田麻由美 , 野村秀高 , 吉満輝行 , 美坂聡樹 , 
伏木淳 , 阿部彰子 , 金尾祐之

	 子宮内黄体ホルモン放出システム挿入中に子宮
体癌を発症した 2例 .

	 第 408 回東京産科婦人科学会例会 : 東京 , 
2024, [ 口述発表 ]
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8.	 野村秀高
	 SDS至適症例を探る .
	 Ovarian Cancer Surgery in Hokkaido: 札幌

市 , 2024, [ 講演 ]

9.	 阿部彰子
	 卵巣がんにおける遺伝診療とニラパリブのエビ

デンスレビュー .
	 第５回 CAP-J Workshop: Web 開催 , 2024, 

[ ランチョンセミナー ]

10.	 菅野素子
	 あなたが、あなたの大切な人が婦人科がんに

なったら：予防・早期発見・治療について .
	 第 6回がん研究会有明病院・海上ビル診療所合

同セミナー : Web 開催 , 2024, [ 講演 ]

11.	 野村秀高
	 若年女性に対する鼠経ヘルニア手術の影響 .
	 第 7回茨城ヘルニア研究会 : つくば市 , 2024, 

[ 特別講演 ]

12.	 野村秀高
	 SDS至適症例を探る .
	 第 19 回産婦人科低侵襲スキルアップ研究会共

催セミナー : Web 開催 , 2024, [ 講演 ]

13.	 西野翔吾
	 症例ディスカッション .
	 若手婦人科医師エキスパートセミナー：私たち

はこう考える : Web 開催 , 2024, [ 司会 ]

14.	 野村秀高
	 ラパロ、どうやったらうまくなる？
	 令和 6 年度岐阜産科婦人科研究会 : 岐阜市 , 

2024, [ 特別講演 ]

15.	 野村秀高
	 うまい手術を目指して .
	 第 19 回九州産婦人科内視鏡手術研究会 : 北九

州市+Web開催 , 2024, [ 特別講演 ]

16.	 伏木淳 , 加藤真弓 , 古澤啓子 , 三村貴志 , 石川
光也 , 佐藤豊実

	 卵巣癌 IV 期の術前化学療法後の手術介入の意
義に関するアンケート調査 .

	 第 76 回日本産科婦人科学会学術講演会 : 横浜
市 , 2024, [ ポスター発表 ]

17.	 根津幸穂
	 産婦人科手術にテクロノロジーを：LigaSure ™ 

XP がもたらす、手術効果，効率化 .
	 第 76 回日本産科婦人科学会学術講演会 : 横浜

市 , 2024, [ ランチョンセミナー ]

18.	 温泉川真由
	 子宮体癌薬物療法の現状と今後の展望 .
	 第 76 回日本産科婦人科学会学術講演会 : 横浜

市 , 2024, [ ランチョンセミナー ]

19.	 金尾祐之
	 2）MIS の可能性を享受する .
	 第 76 回日本産科婦人科学会学術講演会 : 横浜

市 , 2024, [ ランチョンセミナー ]

20.	 Kanao, H.
	 Various laparoscopic radical, ultra-radical 

surgeries for gynecologic diseases.
	 36th ISGE annual meeting: Beijing, China, 

2024, [ 発表形式不明 ]

21.	 野村秀高
	 卵巣・卵管癌、腹膜癌「婦人科医、何考えてん

だ？」.
	 令和6年度第1回病理細胞診検査研究班研修会: 

Web 開催 , 2024, [ 講演 ]

22.	 野村秀高
	 RRSOの過去・現在・未来 .
	 第 4 回 JOHBOC 学術総会 : 東京 +Web 開催 , 

2024, [ アフタヌーンセミナー ]

23.	 野村秀高
	 遺伝性乳癌卵巣癌未発症者に対する当科の現

状 .
	 第 4 回 JOHBOC 学術総会 : 東京 +Web 開催 , 

2024, [ 口述発表 ]

24.	 岡本三四郎
	 広汎子宮全摘術を今一度再考する .
	 第 4 回婦人科ロボット手術研究会 : 東京 , 

2024, [ パネリスト ]
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25.	 阿部彰子 , 野村秀高 , 伏木敦 , 温泉川真由 , 深
田一平 , 林直美 , 王暁斐 , 久我亜沙美 , 幅野愛
理 , 箕浦祐子 , 新川裕美 , 金子景香 , 尾身牧子 , 
青木洋一 , 菅野素子 , 外岡暁子 , 森誠一 , 髙橋
俊二 , 植木有紗 , 金尾祐之

	 婦人科腫瘍におけるゲノムプロファイルのラン
ドスケープと、Germline findings について .

	 第 30回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 仙台市 , 
2024, [ 要望演題 ]

26.	 野村秀高
	 腹腔鏡で悪性腫瘍手術に挑む .
	 第 10 回新潟婦人科内視鏡手術セミナー Step3: 

新潟市 , 2024, [ 特別講演 ]

27.	 野村秀高 , 一木愛
	 ロボット時代の手術教育 .
	 第 12回日本婦人科ロボット手術学会 : 大津市 , 

2024, [ 口述発表 ]

28.	 金尾祐之
	 ロボット支援下子宮体癌根治術における根治性

と低侵襲性両立の試み .
	 第 12回日本婦人科ロボット手術学会 : 大津市 , 

2024, [ 座長 ]

29.	 青木洋一
	 ESGO courses “advanced course in robotic 

gynaecological oncology surgery “ へ参加し
て .

	 第 12回日本婦人科ロボット手術学会 : 大津市 , 
2024, [ 口述発表 ]

30.	 野村秀高 , 阿部彰子 , 伏木淳 , 青木洋一 , 尾身
牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 温泉川真由 , 千
葉知宏 , 金尾祐之

	 遺伝性乳癌卵巣癌における，卵巣癌発症時の子
宮頸部・内膜細胞診陽性率の検討 .

	 第 65 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 大阪
市 , 2024, [ 口述発表 ]

31.	 野村秀高
	 RRSOの過去・現在・未来 .
	 埼玉県婦人科腫瘍オンラインカンファレンス 

Gynecologist Skill up Seminar: Web 開 催 , 
2024, [ 特別講演 ]

32.	 一木愛 , 外岡暁子 , 岡本三四郎 , 鎌田麻由美 , 
豊原佑典 , 西野翔吾 , 菅野素子 , 阿部彰子 , 伏
木淳 , 尾身牧子 , 根津幸穂 , 青木洋一 , 谷川輝
美 , 野村秀高 , 温泉川真由 , 秋谷昌史 , 千葉知
宏 , 金尾祐之

	 成熟脳組織像を伴った卵巣類内膜癌の一例 .
	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児

島市 , 2024, [ 検討会 ]

33.	 二村涼 , 外岡暁子 , 伊藤藍 , 田中優美子 , 菅野
素子 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 根津幸穂 , 青木洋一 , 
尾身牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 野村秀高 , 
温泉川真由 , 金尾祐之

	 卵巣に発生した軟骨性腫瘍の一例 .
	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児

島市 , 2024, [ 検討会 ]

34.	 伏木淳 , 鎌田麻由美 , 野村秀高 , 阿部彰子 , 渡
部俊陽 , 豊原佑典 , 二村涼 , 河本貴之 , 西野翔
吾 , 菅野素子 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 尾身牧子 , 
谷川輝美 , 岡本三四郎 , 温泉川真由 , 金尾祐之

	 子宮頸癌手術における術中腫瘍散布予防の重
要：「LACC試験の手術とは異なる」という意識 .

	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児
島市 , 2024, [ シンポジウム ]

35.	 吉満輝行 , 渡部俊陽 , 美坂聡樹 , 佛原悠介 , 菅
野素子 , 阿部彰子 , 伏木淳 , 根津幸穂 , 尾身牧
子 , 谷川輝美 , 青木洋一 , 岡本三四郎 , 温泉川
真由 , 野村秀高 , 金尾祐之

	 画像上転移所見のない局所 1A期子宮体癌にお
ける、リンパ管侵襲のリンパ節転移との関連性
の検討 .

	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児
島市 , 2024, [ 講演 ]

36.	 尾身牧子 , 田中優美子 , 栗原望 , 外岡暁子 , 菅
野素子 , 伏木淳 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 阿部彰
子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 野村秀高 , 杉山裕
子 , 金尾祐之

	 子宮頸部嚢胞のMRI 所見の検討：ナボット嚢
胞と分葉状内頸部腺過形成の鑑別を中心に .

	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児
島市 , 2024, [ 一般口演 ]
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37.	 岡本三四郎 , 西野翔吾 , 鎌田麻由美 , 尾身牧子 , 
青木洋一 , 阿部彰子 , 温泉川真由 , 野村秀高 , 
小嶋結 , 外岡暁子 , 北井里実 , 田中優美子 , 金
尾祐之

	 当院で経験した類上皮性トロホブラスト腫瘍
（ETT：epithelioid trophoblastic tumor）の 1
症例 .

	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児
島市 , 2024, [ ポスター発表 ]

38.	 温泉川真由 , 豊原佑典 , 西野翔吾 , 一木愛 , 菅
野素子 , 根津幸穂 , 阿部彰子 , 谷川輝美 , 伏木
淳 , 尾身牧子 , 青木洋一 , 岡本三四郎 , 野村秀
高 , 金尾祐之

	 MSI-H/dMMR/TMB-H 婦人科腫瘍に対する免
疫チェックポイント阻害剤の最適な治療期間に
ついての検討 .

	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児
島市 , 2024, [ シンポジウム ]

39.	 温泉川真由
	 卵巣腫瘍：症例報告 1.
	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児

島市 , 2024, [ 座長 ]

40.	 美坂聡樹 , 温泉川真由 , 吉満輝行 , 伏木淳 , 阿
部彰子 , 菅野素子 , 根津幸穂 , 青木洋一 , 尾身
牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 野村秀高 , 金尾
祐之

	 ペムブロリズマブ投与中に造影剤によるアナ
フィラキシーショックが遷延した卵巣癌の一
例 .

	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児
島市 , 2024, [ ポスター発表 ]

41.	 菅野素子 , 豊原佑典 , 西野翔吾 , 伏木淳 , 青木
洋一 , 阿部彰子 , 根津幸穂 , 尾身牧子 , 谷川輝
美 , 岡本三四郎 , 野村秀高 , 温泉川真由 , 金尾
祐之

	 PARP 阻害薬の導入後も R0 手術は進行卵巣癌
の重要な予後因子であるか .

	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児
島市 , 2024, [ 一般口演 ]

42.	 西野翔吾 , 谷川輝美 , 豊原佑典 , 鎌田麻由美 , 
一木愛 , 菅野素子 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 根津幸
穂 , 青木洋一 , 尾身牧子 , 岡本三四郎 , 温泉川
真由 , 野村秀高 , 金尾祐之

	 子宮頸癌放射線治療後の局所再発におけるサー
ベイランスの有用性に関しての検討 .

	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児
島市 , 2024, [ 一般口演 ]

43.	 谷川輝美 , 山田麻里沙 , 西野翔吾 , 河本貴之 , 
一木愛 , 豊原佑典 , 菅野素子 , 根津幸穂 , 青木
洋一 , 阿部彰子 , 伏木淳 , 尾身牧子 , 岡本三四
郎 , 外岡暁子 , 野村秀高 , 温泉川真由 , 千葉知
宏 , 吉岡靖生 , 金尾祐之

	 子宮頸部細胞診による子宮頸癌放射線治療後の
治癒判定の至適時期についての検討 .

	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児
島市 , 2024, [ 一般口演 ]

44.	 豊原佑典 , 温泉川真由 , 二村涼 , 西野翔吾 , 一
木愛 , 菅野素子 , 根津幸穂 , 谷川輝美 , 伏木淳 , 
阿部彰子 , 青木洋一 , 尾身牧子 , 岡本三四郎 , 
野村秀高 , 金尾祐之

	 進行卵巣癌 PARP 阻害剤維持療法後の二次治療
としてのプラチナ感受性についての検討 .

	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児
島市 , 2024, [ 一般口演 ]

45.	 野村秀高 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 佛原悠介 , 美坂
聡樹 , 吉満輝行 , 河本貴之 , 西野翔吾 , 鎌田麻
由美 , 一木愛 , 菅野素子 , 青木洋一 , 根津幸穂 , 
尾身牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 温泉川真由 , 
金尾祐之

	 ロボット手術において適切なカウンタートラク
ションと鋭的剥離を指導するために .

	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児
島市 , 2024, [ ワークショップ ]

46.	 野村秀高
	 子宮頸部に原発巣が限局する頸癌Ⅲ C1r 期は

CCRTか広汎全摘か：手術の立場から .
	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児

島市 , 2024, [ ディベートセッション ]
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47.	 金尾祐之
	 手術療法の視点から .
	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児

島市 , 2024, [ ランチョンセミナー ]

48.	 鎌田麻由美 , 伏木淳 , 佛原悠介 , 美坂聡樹 , 吉
満輝行 , 菅野素子 , 阿部彰子 , 青木洋一 , 根津
幸穂 , 谷川輝美 , 尾身牧子 , 岡本三四郎 , 温泉
川真由 , 野村秀高 , 小嶋結 , 外岡暁子 , 田中優
美子 , 金尾祐之

	 子宮体部脱分化癌のMRI の検討 .
	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児

島市 , 2024, [ 一般口演 ]

49.	 阿部彰子 , 野村秀高 , 伏木淳 , 温泉川真由 , 岡
本三四郎 , 青木洋一 , 谷川輝美 , 根津幸穂 , 尾
身牧子 , 菅野素子 , 鎌田麻由美 , 西野翔吾 , 植
木有紗 , 金尾祐之

	 卵巣癌におけるゲノムプロファイルのランドス
ケープについて .

	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児
島市 , 2024, [ シンポジウム ]

50.	 青木洋一 , 菅野素子 , 一木愛 , 二村涼 , 豊原佑
典 , 河本貴之 , 渡部俊陽 , 西野翔吾 , 鎌田麻由
美 , 美坂聡樹 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 根津幸穂 , 
尾身牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 野村秀高 , 
金尾祐之

	 ダブルコンソールを使用したロボット手術の指
導効果 .

	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児
島市 , 2024, [ ワークショップ ]

51.	 青木洋一
	 婦人科癌：その他 2.
	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児

島市 , 2024, [ 座長 ]

52.	 青木洋一 , 菅野素子 , 一木愛 , 二村涼 , 豊原佑
典 , 河本貴之 , 渡部俊陽 , 西野翔吾 , 鎌田麻由
美 , 美坂聡樹 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 根津幸穂 , 
尾身牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 野村秀高 , 
金尾祐之

	 子宮頸癌に対する腹腔鏡下 ICGセンチネルリン
パ節マッピングに対する予後解析結果 .

	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児
島市 , 2024, [ 一般口演 ]

53.	 Kanao, H.
	 Total laparoscopic radical hysterectomy 

（Type C）：How to do and how to master??
	 KSGO cadaver workshop: Seoul, Korea, 

2024, [ デモンストレーター ]

54.	 阿部彰子
	 婦人科腫瘍の化学療法とCIPNのマネジメント.
	 ここが知りたい！専門医から学ぶ Web Semi-

nar -CIPN-: Web 開催 , 2024, [ 講演 ]

55.	 阿部彰子
	 遺伝性腫瘍・がん 1.
	 第48回日本遺伝カウンセリング学会学術集会: 

東京 , 2024, [ 座長 ]

56.	 野村秀高
	 将来の夢は何ですか？
	 第 10 期 STEPS step1: 長野市 , 2024, [ 特別

講演 ]

57.	 杉山裕子
	 病理・細胞診におけるAI の活用 .
	 第 38 回関東臨床細胞学会学術集会 /2024 年度

千葉県臨床細胞学会学術集会 : 千葉市 , 2024, 
[ 座長 ]

58.	 一木愛 , 野村秀高 , 鎌田麻由美 , 西野翔吾 , 菅
野素子 , 阿部彰子 , 伏木淳 , 尾身牧子 , 根津幸
穂 , 青木洋一 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 金尾祐
之

	 腹腔鏡下悪性腫瘍手術の手技獲得を目指して：
付属器切除術・単純子宮全摘術から得られる技
術 .

	 第64回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 
東京 , 2024, [ ポスター発表 ]

59.	 伏木淳 , 野村秀高 , 阿部彰子 , 鎌田麻由美 , 加
藤慧 , 倉富由理 , 今翼 , 舩田瑛太郎 , 渡部俊陽 , 
西野翔吾 , 菅野素子 , 根津幸穂 , 青木洋一 , 尾
身牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 温泉川真由 , 
金尾祐之

	 Robot-assisted modified radical hysterecto-
my with the resection of the uterine artery 
resection ‘medial to the ureter’ .

	 第 64回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 
東京 , 2024, [ ポスター発表 ]
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60.	 小澤梨紗子
	 シン・子宮モデル ハンズオンセミナー .
	 第64回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

東京 , 2024, [ 講師 ]

61.	 岡本三四郎 , 西川恭平 , 後藤崇人 , 二村涼 , 河
本貴之 , 西野翔吾 , 尾身牧子 , 青木洋一 , 野村
秀高 , 金尾祐之

	 当院におけるロボット支援下子宮全摘手術導入
に関しての検討：腹腔鏡下子宮全摘出術とロ
ボット支援下子宮全摘術の導入初期を比較し
て .

	 第64回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 
東京 , 2024, [ 一般口演 ]

62.	 根津幸穂 , 豊原佑典 , 小澤梨紗子 , 加藤慧 , 菅
野素子 , 谷川輝美 , 温泉川真由 , 野村秀高 , 金
尾祐之

	 ライフイベントを通じて学んだこと .
	 第64回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

東京 , 2024, [ ポスター発表 ]

63.	 菅野素子 , 豊原佑典 , 伏木淳 , 根津幸穂 , 青木
洋一 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 野村
秀高 , 金尾祐之

	 ロボット支援下骨盤リンパ節郭清術におけるダ
ブルバイポーラー法の有用性 .

	 第64回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 
東京 , 2024, [ ポスター発表 ]

64.	 西野翔吾 , 青木洋一 , 後藤崇人 , 西川恭平 , 二
村涼 , 河本貴之 , 鎌田麻由美 , 菅野素子 , 阿部
彰子 , 伏木淳 , 根津幸穂 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 
岡本三四郎 , 温泉川真由 , 野村秀高 , 金尾祐之

	 がん専門病院において悪性腫瘍を中心に診療し
ながら限られた症例で技術認定資格取得に向け
て考え行った工夫 .

	 第64回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 
東京 , 2024, [ 一般口演 ]

65.	 豊原佑典 , 谷川輝美 , 小澤梨紗子 , 加藤慧 , 河
本貴之 , 鎌田麻由美 , 西野翔悟 , 菅野素子 , 根
津幸穂 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 尾身牧子 , 青木洋
一 , 岡本三四郎 , 野村秀高 , 温泉川真由 , 金尾
祐之

	 デュアルコンソールシステム指導下でのロボッ
ト支援下手術において初学者の視点から Tips
を学ぶ .

	 第64回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 
東京 , 2024, [ 一般口演 ]

66.	 野村秀高
	 その他 教育・トレーニングの工夫 .
	 第64回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

東京 , 2024, [ 座長 ]

67.	 野村秀高 , 今翼 , 舩田瑛太郎 , 倉富由理 , 渡部
俊陽 , 鎌田真由美 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 西野翔
吾 , 菅野素子 , 根津幸穂 , 青木洋一 , 尾身牧子 , 
岡本三四郎 , 温泉川真由 , 金尾祐之

	 そんなおもちゃで癌を治せるのか ?
	 第64回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

東京 , 2024, [ 一般口演 ]

68.	 金尾祐之
	 頭で行なう婦人科腹腔鏡手術：手術手技を分析

し一般化する .
	 第64回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

東京 , 2024, [ 座長 ]

69.	 金尾祐之
	 骨盤を超えた手術をマスターすることで見えて

きた婦人科良性 /悪性手術攻略法 .
	 第64回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

東京 , 2024, [ ランチョンセミナー ]

70.	 Fusegi, A.
	 Challenges treating uterine cancer during 

minimally invasive surgery.
	 CoE program GYN: 東京 , 2024, [ 発表形式

不明 ]

71.	 Fusegi, A., Kamata, M., Nomura, H., Abe, 
A., Nishino, S., Kanno, M., Netsu, S., Aoki, 
Y., Omi, M., Tanigawa, T., Okamoto, S., Yu-
nokawa, M., Kanao, H.

	 Effect of avoiding tumor spillage in laparo-
scopic radical hysterectomy for early-stage 
cervical cancer: a propensity score-adjust-
ed analysis.

	 KSGE international conference 2024: Seoul, 
Korea, 2024, [ 口述発表 ]
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72.	 Kanao, H.
	 Where is the limitation of laparoscopic sur-

gery in GYN cancer?
	 KSGE international conference 2024: Seoul, 

Korea, 2024, [ 座長 ]

73.	 伏木淳 , 杉山裕子 , 寺内公一 , 野村秀高 , 阿部
彰子 , 鎌田麻由美 , 西野翔吾 , 菅野素子 , 根津
幸穂 , 青木洋一 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 岡本
三四郎 , 温泉川真由 , 金尾祐之

	 若年婦人科がんサバイバーが経験する不安・う
つとその他卵巣欠落症状との関連 .

	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ ワークショップ ]

74.	 谷川輝美 , 西尾真 , 吉原弘祐 , 鍵村達夫 , 金尾
祐之 , 徳永英樹 , 谷川道洋 , 竹井裕二 , 市川亮
子 , 藤本悦子 , 吉岡恵美 , 中川慧 , 田部宏 , 島
田宗昭 , 岡本愛光

	 日本人における進行卵巣癌初回治療後オラパリ
ブ維持療法の安全性の検討 .

	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ 一般口演 ]

75.	 野村秀高 , 伏木淳 , 阿部彰子 , 鎌田真由美 , 西
野翔吾 , 菅野素子 , 根津幸穂 , 青木洋一 , 尾身
牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 温泉川真由 , 松
枝清 , 金尾祐之

	 術中リンパ管造影によるリンパ漏修復術 .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ ワークショップ ]

76.	 金尾祐之
	 婦人科がん鏡視下手術を完遂するために必要な

女性骨盤解剖 .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ パネルディスカッション ]

77.	 鎌田麻由美 , 野村秀高 , 西野翔吾 , 菅野素子 , 
伏木淳 , 阿部彰子 , 根津幸穂 , 青木洋一 , 尾身
牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 温泉川真由 , 千
葉知宏 , 外岡暁子 , 金尾祐之

	 子宮内黄体ホルモン放出システム挿入中に子宮
体癌を発症した 8例 .

	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

78.	 阿部彰子 , 温泉川真由 , 菅野素子 , 根津幸穂 , 
青木洋一 , 尾身牧子 , 岡本三四郎 , 西野翔吾 , 
鎌田麻由美 , 谷川輝美 , 伏木淳 , 野村秀高 , 金
尾祐之

	 進行卵巣癌初回治療ニラパリブ維持療法の安全
性の検討 .

	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ 一般口演 ]

79.	 Fusegi, A.
	 Clinical significance of the superficial uter-

ine vein pattern for dissecting the anterior 
layer of the vesicouterine ligament during 
radical hysterectomy.

	 ASGO 2024: Bali, Indonesia, 2024, [ 口述発
表 ]

80.	 Kanao, H.
	 Laparoscopic LEER/TPE for recurrent cervi-

cal cancer.
	 ASGO 2024: Bali, Indonesia, 2024, [ 招待講

演 ]

81.	 Fusegi, A.
	 Challenges treating uterine cancer during 

minimally invasive surgery.
	 CoE program GYN: 東京 , 2024, [ 発表形式

不明 ]

82.	 Abe, A.
	 Lessons we learned from the recent collab-

oration.
	 The 22nd JK Col laboration Meeting: 

Incheon, Korea, 2024, [ 講演 ]

83.	 伏木淳
	 出会いと挑戦の連続：婦人科腫瘍専門医のキャ

リアアップ .
	 第 1回婦人科腫瘍医をめざす医学生と若手医師

をサポートする座談会 : Web 開催 , 2024, [ 講
演 ]

84.	 伏木淳 , 杉山裕子 , 寺内公一 , 野村秀高 , 阿部
彰子 , 尾身牧子 , 鎌田麻由美 , 西野翔吾 , 菅野
素子 , 根津幸穂 , 青木洋一 , 谷川輝美 , 岡本
三四郎 , 温泉川真由 , 宇津木久仁子 , 金尾祐之
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	 がん治療専門病院で女性ヘルスケア外来を立ち
上げたことで見えてきた，婦人科腫瘍医が感じ
るオンコヘルスケアの壁 .

	 第 39回日本女性医学学会学術集会 : 宇都宮市 , 
2024, [ シンポジウム ]

85.	 倉富由理 , 伏木淳 , 鎌田麻由美 , 阿部彰子 , 野
村秀高 , 今翼 , 舩田瑛太郎 , 渡部俊陽 , 西野翔
吾 , 菅野素子 , 根津幸穂 , 青木洋一 , 尾身牧子 , 
谷川輝美 , 岡本三四郎 , 温泉川真由 , 杉山裕子 , 
金尾祐之

	 婦人科がんサバイバーにおける骨量低下の実態
と危険因子の検討 .

	 第 39回日本女性医学学会学術集会 : 宇都宮市 , 
2024, [ 口述発表 ]

86.	 尾身牧子 , 伏木淳 , 杉山裕子 , 野村秀高 , 阿部
彰子 , 鎌田麻由美 , 西野翔吾 , 金尾祐之

	 乳癌既往の遺伝性乳癌卵巣癌（HBOC）に対す
るリスク低減卵管卵巣摘出術（RRSO）後の卵
巣欠落症状の検討 .

	 第 39回日本女性医学学会学術集会 : 宇都宮市 , 
2024, [ 口述発表 ]

87.	 舩田瑛太郎 , 伏木淳 , 鎌田麻由美 , 阿部彰子 , 
野村秀高 , 今翼 , 倉富由理 , 渡部俊陽 , 西野翔
吾 , 菅野素子 , 根津幸穂 , 青木洋一 , 尾身牧子 , 
谷川輝美 , 岡本三四郎 , 温泉川真由 , 杉山裕子 , 
金尾祐之

	 子宮と卵巣の重複癌症例に対するホルモン補充
療法の経験 .

	 第 39回日本女性医学学会学術集会 : 宇都宮市 , 
2024, [ 発表形式不明 ]

88.	 鎌田麻由美 , 野村秀高 , 西野翔吾 , 尾身牧子 , 
伏木淳 , 杉山裕子 , 金尾祐之

	 子宮内黄体ホルモン放出システム挿入中に子宮
体癌を発症した 6例における内膜検査について
の検討 .

	 第 39回日本女性医学学会学術集会 : 宇都宮市 , 
2024, [ 発表形式不明 ]

89.	 伏木淳
	 「引くことは、足すこと」：子宮悪性腫瘍手術の

理論整理 .
	 第 47 回日本産婦人科手術学会 : 岡山市 , 

2024, [ ランチョンセミナー ]

90.	 小澤梨紗子 , 菅野素子 , 加藤慧 , 豊原佑典 , 根
津幸穂 , 谷川輝美 , 温泉川真由 , 野村秀高 , 金
尾祐之

	 婦人科がん手術における直腸授動の重要性：婦
人科医でも安全に行える手技のポイント .

	 第 47 回日本産婦人科手術学会 : 岡山市 , 
2024, [ 口述発表 ]

91.	 尾身牧子 , 菅野素子 , 小澤梨紗子 , 加藤慧 , 豊
原佑典 , 根津幸穂 , 谷川輝美 , 温泉川真由 , 金
尾祐之

	 大腸切除を伴う卵巣癌腫瘍減量手術における
surgical site infection の検討 .

	 第 47 回日本産婦人科手術学会 : 岡山市 , 
2024, [ 口述発表 ]

92.	 菅野素子 , 小澤梨紗子 , 加藤慧 , 豊原佑典 , 伏
木淳 , 阿部彰子 , 根津幸穂 , 青木洋一 , 尾身牧
子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 野村秀高 , 温泉川
真由 , 金尾祐之

	 BRCA遺伝子変異陰性患者の予後因子の検討 .
	 第 47 回日本産婦人科手術学会 : 岡山市 , 

2024, [ 口述発表 ]

93.	 野村秀高 , 阿部彰子 , 伏木淳 , 鎌田真由美 , 渡
部俊陽 , 倉富由理 , 今翼 , 西野翔吾 , 菅野素子 , 
根津幸穂 , 青木洋一 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 岡
本三四郎 , 温泉川真由 , 金尾祐之

	 がん研有明病院における進行卵巣癌の治療戦
略 .

	 第 47 回日本産婦人科手術学会 : 岡山市 , 
2024, [ パネルディスカッション ]

94.	 金尾祐之
	 女性骨盤解剖に基づいた婦人科がん手術戦略 .
	 第 47 回日本産婦人科手術学会 : 岡山市 , 

2024, [ 企画 ]

95.	 金尾祐之
	 骨盤手術に必要な解剖学的知識 第 1 部（診療

科横断的な用語の統一、根治性向上に必要な骨
盤解剖、機能温存に必要な骨盤解剖）.

	 第 47 回日本産婦人科手術学会 : 岡山市 , 
2024, [ 座長 ]
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96.	 金尾祐之
	 骨盤手術に必要な解剖学的知識 第 2 部（骨盤

外科手術の実際：他科領域の手術を知る）.
	 第 47 回日本産婦人科手術学会 : 岡山市 , 

2024, [ 座長 ]

97.	 西野翔吾 , 谷川輝美 , 千葉知宏 , 阿部彰子 , 伏
木淳 , 青木洋一 , 尾身牧子 , 岡本三四郎 , 野村
秀高 , 金尾祐之

	 子宮頸癌放射線治療後のサーベイランスにおけ
る子宮頸部細胞診の有用性に関しての検討 .

	 第 63 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 千葉市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

98.	 後藤崇人 , 後藤志信 , 小澤史子 , 吉原紘行 , 北
折珠央 , 杉浦真弓

	 慢性子宮脱落膜炎（Chronic deciduitis）の不
育症への関与 .

	 第 69 回日本生殖医学会学術講演会・総会 : 名
古屋市 , 2024, [ 口述発表 ]

99.	 伏木淳
	 うまいがん手術とは？
	 順天堂大学医学部附属練馬病院手術研究会 : 東

京 , 2024, [ 講演 ]

100.	 倉富由理
	 gBRCA2 病的バリアントが発がんドライバーで

はないと推察された卵巣粘液性癌の一例 .
	 第 10 回日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演

会 : 東京 , 2024, [ ポスター発表 ]

101.	 野村秀高
	 リスク低減卵管卵巣摘出術のさらなる低侵襲化

への挑戦 .
	 第 10 回日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演

会 : 東京 , 2024, [ ポスター発表 ]

102.	 阿部彰子
	 HBOC 女性における QOL 評価と，納得尺度・

意思決定因子について .
	 第 10 回日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演

会 : 東京 , 2024, [ 口述発表 ]

103.	 阿部彰子
	 HBOC診療のこれから：HBOC診療ガイドライ

ン 2024 年版を踏まえて .

	 第 10 回日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演
会 : 東京 , 2024, [ 座長 ]

104.	 菅野素子 , 小澤梨紗子 , 加藤慧 , 伏木淳 , 阿部
彰子 , 根津幸穂 , 青木洋一 , 尾身牧子 , 谷川輝
美 , 岡本三四郎 , 野村秀高 , 金尾祐之

	 当院における審査腹腔鏡の現状とHRD検査の
詳細 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ 口述発表 ]

105.	 野村秀高 , 菅野素子 , 伏木淳 , 根津幸穂 , 青木
洋一 , 尾身牧子 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 金尾
祐之

	 リスク低減卵管卵巣摘出術を vNOTES で行う
Tips.

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ ミニオーラル ]

106.	 金尾祐之
	 婦人科がんに対する骨盤リンパ節郭清術 .
	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 

2024, [ 教育講演 ]

107.	 金尾祐之
	 進行・再発卵巣がんに対する腹腔鏡手術の役割 .
	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 

2024, [ ワークショップ ]

108.	 金尾祐之
	 骨盤リンパ節郭清術と放射線治療を行った後の

再発腫瘍切除時における血管損傷について .
	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 

2024, [ ワークショップ ]

109.	 金尾祐之
	 骨盤内視鏡外科：精密手術を極める .
	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 

2024, [ イブニング講演 ]

【頭頸科】
1.	 小泉雄
	 頸部郭清術のすすめ方 .
	 第 42 回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会 : 札

幌市 , 2024, [ ビデオセッション ]
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2.	 福島啓文 , 福島啓文 , 市川千恭 , 瀬戸陽 , 鳥居
淳一 , 森田琢磨 , 森田琢磨 , 佐々木徹 , 新橋渉 , 
神山亮介 , 岩城弘尚 , 今泉冴恵 , 松居祐樹 , 嘉
陽祐紀 , 八木建樹 , 髙橋優人 , 大戸弘人 , 山倉
立也 , 三谷浩樹

	 当科における経口的ロボット支援手術（TORS）
の検討 .

	 第 16 回日本ロボット外科学会学術集会 : 米子
市 , 2024, [ 口述発表 ]

3.	 三谷浩樹
	 再建１.
	 第 33 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術

講演会 : 松山市 , 2024, [ 座長 ]

4.	 今泉冴恵 , 福島啓文 , 三谷浩樹 , 佐々木徹 , 新
橋渉 , 瀬戸陽 , 神山亮介 , 市川千恭 , 鳥居淳一 , 
岩城弘尚 , 松居祐樹

	 下咽頭喉頭全摘術における前外側大腿皮弁再建
についての検討 .

	 第 33 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術
講演会 : 松山市 , 2024, [ 口述発表 ]

5.	 大戸弘人 , 福島啓文 , 三谷浩樹 , 佐々木徹 , 新
橋渉 , 瀬戸陽 , 戸田和寿 , 神山亮介 , 市川千恭 , 
鳥居淳一

	 当科における中咽頭側壁癌に対する経口的ロ
ボット支援手術の検討 .

	 第 33 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術
講演会 : 松山市 , 2024, [ 口述発表 ]

6.	 神山亮介
	 喉頭摘出後のシャント造設術、音声・呼吸器・

嗅覚リハビリテーションの実際 .
	 第 33 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術

講演会: 松山市, 2024, [ハンズオンセミナー]

7.	 山倉立也 , 新橋渉 , 三谷浩樹 , 福島啓文 , 佐々
木徹 , 瀬戸陽 , 戸田和寿 , 小泉雄 , 神山亮介 , 
市川千恭 , 森田琢磨 , 鳥居淳一

	 甲状腺乳頭癌気管合併切除症例において
COVID-19 感染を契機に気道狭窄をきたした一
例 .

	 第871回外科集談会: 東京, 2024, [口述発表]

8.	 神山亮介
	 音声リハビリテーション・永久気管孔用人工鼻

の普及に向けて .
	 Global Postlaryngectomy Rehabilitation 

Academy in Japan: Web開催 , 2024, [講演]

9.	 三谷浩樹
	 第 42群：甲状腺・副甲状腺 .
	 第 125 回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会総会・

学術講演会 : 大阪市 , 2024, [ 座長 ]

10.	 佐々木徹 , 三谷浩樹 , 新橋渉 , 瀬戸陽 , 小泉雄 , 
神山亮介 , 市川千恭 , 鳥居淳一 , 岩城弘尚 , 今
泉冴恵 , 松居祐樹 , 嘉陽祐紀 , 八木建樹 , 髙橋
優人 , 大戸弘人 , 山倉立也 , 利安隆史

	 当院における局所進行上顎洞扁平上皮癌の治療
法の変遷と成績 .

	 第48回日本頭頸部癌学会: 浜松市, 2024, [口
述発表 ]

11.	 大戸弘人 , 佐々木徹 , 佐藤由紀子 , 三谷浩樹 , 
新橋渉 , 瀬戸陽 , 小泉雄 , 神山亮介 , 市川千恭 , 
鳥居淳一 , 今泉冴恵 , 岩城弘尚 , 松居祐樹 , 嘉
陽祐紀 , 八木健樹 , 髙橋優人 , 山倉立也

	 当科における副鼻腔原発 Nuclear protein in 
testis（NUT）carcinoma の 4例 .

	 第48回日本頭頸部癌学会: 浜松市, 2024, [口
述発表 ]

12.	 松居祐樹 , 佐々木徹 , 三谷浩樹 , 新橋渉 , 瀬戸
陽 , 小泉雄 , 神山亮介 , 市川千恭 , 鳥居淳一 , 
岩城弘尚 , 今泉冴恵 , 嘉陽祐紀 , 八木建樹 , 髙
橋優人 , 山倉立也 , 大戸弘人

	 当院における外耳道扁平上皮癌の治療成績 .
	 第48回日本頭頸部癌学会: 浜松市, 2024, [口

述発表 ]

13.	 鳥居淳一 , 戸田和寿 , 杉谷巌 , 福島啓文 , 佐々
木徹 , 新橋渉 , 瀬戸陽 , 神山亮介 , 市川千恭 , 
岩城弘尚 , 松居祐樹 , 今泉冴恵 , 三谷浩樹

	 上縦隔病変のある甲状腺乳頭癌症例の検討 .
	 第48回日本頭頸部癌学会: 浜松市, 2024, [口

述発表 ]
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14.	 三谷浩樹
	 甲状腺 1.
	 第 86 回耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術講演会 : 

福井市 , 2024, [ 座長 ]

15.	 嘉陽祐紀 , 新橋渉 , 三谷浩樹 , 佐々木徹 , 瀬戸
陽 , 八木建樹 , 大戸弘人 , 泥谷匡祥 , 古賀浩之

	 Stage I. II 舌癌部分切除後に後発転移を来た
した症例の検討 .

	 第 37 回日本口腔・咽頭科学会総会ならびに学
術講演会 : 和歌山市 , 2024, [ 口述発表 ]

16.	 泥谷匡祥 , 瀬戸陽 , 大戸弘人 , 三谷浩樹 , 佐藤
由紀子

	 がん専門病院で経験した口腔梅毒の 2例 .
	 第 37 回日本口腔・咽頭科学会総会ならびに学

術講演会 : 和歌山市 , 2024, [ 口述発表 ]

17.	 神山亮介
	 喉頭摘出後の気管食道シャント造設術、音声・

呼吸器・嗅覚リハビリテーションの実際 .
	 第 75 回日本気管食道学会総会ならびに学術講

演会 : 仙台市 , 2024, [ ハンズオンセミナー ]

【整形外科】
1.	 早川景子 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 齊藤正徳 , 黒

澤紀雄 , 松本誠一
	 胸壁軟部悪性腫瘍の治療成績 .
	 第 7 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

名古屋市 , 2024, [ 口述発表 ]

2.	 黒澤紀雄 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 齊
藤正徳 , 有賀茜 , 松本誠一

	 進行期の悪性骨軟部腫瘍の局所制御における切
断術の役割 .

	 第 7 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 
名古屋市 , 2024, [ ポスター発表 ]

3.	 齊藤正徳 , 阿江啓介 , 松本誠一 , 谷澤泰介 , 早
川景子 , 黒澤紀雄 , 船内雄生 , 吉井俊貴

	 骨盤周囲手術における、術後骨折についての検
討 .

	 第 7 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 
名古屋市 , 2024, [ ポスター発表 ]

4.	 Funauchi, Y.
	 Follow-up case study presentations about 

previous SSMS meetings.
	 The 33rd Forum of The Surgical Society for 

Musculoskeletal Sarcoma 第 33回骨軟部肉腫
外科研究会 : 東京 , 2024, [ 口述発表 ]

5.	 Hayakawa, K.
	 The safety margin analysis based on the 

surgical margin registration in Japan.
	 The 33rd Forum of The Surgical Society for 

Musculoskeletal Sarcoma 第 33回骨軟部肉腫
外科研究会 : 東京 , 2024, [ 口述発表 ]

6.	 Hayashi, N., Ae, K., Matsumoto, S., Taniza-
wa, T., Hayakawa, K., Saito, M., Kurosawa, 
N., Hayashida, Y., Tsubata, H., Yamashita, 
K., Hiruta, N.

	 A 35-year-old male, osteosarcoma of the 
right distal radius.

	 The 33rd Forum of The Surgical Society for 
Musculoskeletal Sarcoma 第 33回骨軟部肉腫
外科研究会 : 東京 , 2024, [ 口述発表 ]

7.	 Kurosawa, N., Ae, K., Matsumoto, S., Ta-
nizawa, T., Hayakawa, K., Saito, M., Ha-
yashi, N., Hayashida, Y., Tsubata, H., Ya-
mashita, K., Hiruta, N.

	 A 52-year-old female, synovial sarcoma of 
the left tarsal tunnel.

	 The 33rd Forum of The Surgical Society for 
Musculoskeletal Sarcoma 第 33回骨軟部肉腫
外科研究会 : 東京 , 2024, [ 口述発表 ]

8.	 Saito, M., Ae, K., Matsumoto, S., Tanizawa, 
T., Hayakawa, K., Funauchi, Y., Kurosawa, 
N., Hayashi, N., Hayashida, Y., Tsubata, H., 
Yamashita, K.

	 A 67-year-old male, dedifferentiated lipo-
sarcoma of the retroperitoneum.

	 The 33rd Forum of The Surgical Society for 
Musculoskeletal Sarcoma 第 33回骨軟部肉腫
外科研究会 : 東京 , 2024, [ 口述発表 ]

9.	 松本誠一
	 医療安全の観点からみた骨軟部腫瘍診療 .
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	 第 12 回リバーサイドセミナー : 東京 , 2024, 
[ 口述発表 ]

10.	 松本誠一
	 結節性筋膜炎の診断治療 .
	 第 45 回静岡骨軟部腫瘍研究会 : 三島市 , 

2024, [ 特別講演 ]

11.	 早川景子 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 齊藤正徳 , 黒
澤紀雄 , 林直樹 , 嶋田壮太郎 , 松本誠一

	 延長型人工膝関節の長期治療成績 .
	 第 97 回日本整形外科学会学術総会 : 福岡市

+Web配信 , 2024, [ ポスター発表 ]

12.	 有賀茜 , 船内雄生 , 松本誠一 , 佐藤信吾 , 垣見
和宏 , 長岡孝治 , 小林由佳利 , 吉井俊貴 , 阿江
啓介

	 原発腫瘍の根治的切除後早期に遠隔転移を生じ
た骨・軟部肉腫症例の臨床的特徴 .

	 第 97 回日本整形外科学会学術総会 : 福岡市
+Web配信 , 2024, [ 口述発表 ]

13.	 松本誠一 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 齊
藤正徳 , 黒澤紀雄 , 船内雄生 , 有賀茜 , 林直樹 , 
嶋田壮太郎 , 山下享子

	 大腿骨遠位骨肉腫における骨外病変周囲の腫瘍
塞栓の術前診断と治療成功例 .

	 第 97 回日本整形外科学会学術総会 : 福岡市
+Web配信 , 2024, [ ポスター発表 ]

14.	 阿江啓介
	 胸壁悪性骨・軟部腫瘍に対する外科治療の現状

と課題 .
	 第 97 回日本整形外科学会学術総会 : 福岡市

+Web配信 , 2024, [ シンポジウム ]

15.	 齊藤正徳 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 黒
澤紀雄 , 松本誠一 , 船内雄生 , 吉井俊貴

	 骨盤周囲腫瘍に対する，新しい皮膚切開アプ
ローチ .

	 第 97 回日本整形外科学会学術総会 : 福岡市
+Web配信 , 2024, [ ポスター発表 ]

16.	 早川景子 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 齊藤正徳 , 黒
澤紀雄 , 林直樹 , 林田有希 , 松本誠一

	 四肢体幹発生脱分化型脂肪肉腫の治療成績（後
腹膜を除く）.

	 第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集
会 : 福井市 , 2024, [ 口述発表 ]

17.	 早川景子 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 齊藤正徳 , 黒
澤紀雄 , 林直樹 , 林田有希 , 松本誠一

	 腫瘍用人工関節の感染例の検討と工夫 .
	 第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集

会 : 福井市 , 2024, [ シンポジウム ]

18.	 有賀茜 , 船内雄生 , 小林由香利 , 長岡孝治 , 齊
藤正徳 , 早川景子 , 谷澤泰介 , 松本誠一 , 佐藤
信吾 , 吉井俊貴 , 阿江啓介 , 垣見和宏

	 浸潤性軟部肉腫の腫瘍内免疫環境および遺伝プ
ロファイルの探索 .

	 第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集
会: 福井市, 2024, [パネルディスカッション]

19.	 有賀茜 , 船内雄生 , 小林由香利 , 長岡孝治 , 齊
藤正徳 , 早川景子 , 谷澤泰介 , 松本誠一 , 佐藤
信吾 , 吉井俊貴 , 阿江啓介 , 垣見和宏

	 骨肉腫の腫瘍内免疫環境および遺伝プロファイ
ル：二峰性の年齢分布による RNASeq データ
解析 .

	 第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集
会 : 福井市 , 2024, [ シンポジウム ]

20.	 松本誠一 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 齊
藤正徳 , 黒澤紀雄 , 林直樹 , 林田有希 , 小泉満 , 
海原和巳

	 骨・軟部腫瘍の鑑別診断における血清骨型酒石
酸抵抗性酸性フォスファターゼ（Tracp-5b）の
役割 .

	 第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集
会 : 福井市 , 2024, [ 主題 ]

21.	 林田有希 , 阿江啓介 , 松本誠一 , 谷澤泰介 , 齊
藤正徳 , 黒澤紀雄 , 林直樹 , 吉井俊貴

	 右大腿部に発生した悪性軟部巨細胞腫の 1例 .
	 第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集

会 : 福井市 , 2024, [ ポスター発表 ]

22.	 谷澤泰介 , 阿江啓介 , 松本誠一 , 早川景子 , 齊
藤正徳 , 黒澤紀雄 , 林直樹 , 林田有希 , 山下享
子

	 悪性顆粒細胞腫 6例の治療経験 .
	 第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集

会 : 福井市 , 2024, [ ショートトーク ]
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23.	 谷澤泰介
	 放射線治療・QOL.
	 第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集

会 : 福井市 , 2024, [ 座長 ]

24.	 阿江啓介
	 ランチョンセミナー 3.
	 第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集

会 : 福井市 , 2024, [ 座長 ]

25.	 阿江啓介 , 吉井俊貴 , 松本誠一
	 骨・軟部腫瘍手術の格致：その原則と創意工夫 .
	 第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集

会 : 福井市 , 2024, [ 講演 ]

26.	 齊藤正徳 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 黒
澤紀雄 , 林直樹 , 林田有希 , 松本誠一 , 船内雄
生 , 有賀茜 , 吉井俊貴

	 骨盤発生腫瘍切除後の骨盤輪変形と歩行能力に
ついての検討 .

	 第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集
会 : 福井市 , 2024, [ 主題 ]

27.	 Matsuo, T., Ae, K., Saito, M., Tanizawa, T., 
Hayakawa, K., Kurosawa, N., Sakuda, T., 
Handa, W., Matsumoto, S.

	 Reconstruction with intramedullary nail and 
bone cement with extensive resection of 
humeral tumors.

	 111 回東京医科歯科大学整形外科集談会 : 東
京 , 2024, [ 口述発表 ]

28.	 Ae, K.
	 The importance of tissue type & quality for 

safe margins.
	 22nd International Society of Limb Salvage 

General Meeting: Brisbane, Australia, 2024, 
[ 口述発表 ]

29.	 Kurosawa, N.
	 Comparative analysis of amputation strate-

gies for advanced sarcoma.
	 22nd International Society of Limb Salvage 

General Meeting: Brisbane, Australia, 2024, 
[ 口述発表 ]

30.	 阿江啓介 , 松本誠一 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 齊
藤正徳 , 黒澤紀雄

	 発生部位からみた肉腫の適切な外科的切除縁と
は ?：領域横断的な認識の統合：四肢及び体幹
表在発生軟部肉腫の安全な切除縁 .

	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ ワークショップ ]

31.	 工藤結衣子
	 喉頭摘出後の気管食道シャント造設術、音声・

呼吸器・嗅覚リハビリテーションの実際 .
	 第 75 回日本気管食道学会総会ならびに学術講

演会 : 仙台市 , 2024, [ ハンズオンセミナー ]

32.	 阿江啓介
	 骨盤悪性腫瘍手術における Concept & Con-

sensus.
	 第 14回名古屋運動器腫瘍セミナー : 名古屋市 , 

2024, [ 講演 ]

33.	 黒澤紀雄 , 阿江啓介 , 谷澤泰介 , 早川景子 , 齊
藤正徳 , 松本誠一

	 術後合併症から見た８０歳以上の軟部肉腫手術
成績 .

	 第 18 回信州骨軟部腫瘍研究会 : 松本市 , 
2024, [ 口述発表 ]

34.	 倉澤友子
	 国際協力分野で求められる日本の作業療法士に

ついて .
	 第58回日本作業療法学会: 札幌市, 2024, [ポ

スター発表 ]

【泌尿器科】
1.	 Aida, Y., Yasuda, Y., Yonese, I., Takemu-

ra, K., Yoneoka, Y., Fujiwara, R., Oguchi, 
T., Numao, N., Yuasa, T., Yamamoto, S., 
Yonese, J.

	 Validation of the selection for cytoreductive 
nephrectomy （SCREEN） score in patients 
with metastatic renal cell carcinoma treat-
ed with cytoreductive nephrectomy.

	 第 111 回日本泌尿器科学会総会 : 横浜市 , 
2024, [ 一般ビデオ ]
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2.	 Fujiwara, R., Numao, N., Takemura, K., 
Oguchi, T., Yamamoto, S., Yasuda, Y., Yo-
neoka, Y., Yuasa, T., Yonese, J.

	 Frequency and risk factor for venous 
thromboembolism in patients treated with 
neoadjuvant chemotherapy for bladder 
cancer.

	 第 111 回日本泌尿器科学会総会 : 横浜市 , 
2024, [ ポスターディスカッション ]

3.	 Sato, K., Yasuda, Y., Takemura, K., Yoneo-
ka, Y., Fujiwara, R., Oguchi, T., Numao, N., 
Yuasa, T., Yamamoto, S., Yonese, J.

	 Efficacy and safety profile of olaparib for 
patients with metastatic castration-resis-
tant prostate cancer.

	 第 111 回日本泌尿器科学会総会 : 横浜市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

4.	 Shimozawa, Y., Yonese, I., Numao, N., 
Takemura, K., Urasaki, T., Yoneoka, Y., Ya-
suda, Y., Fujiwara, R., Oguchi, T., Yuasa, T., 
Yamamoto, S., Yonese, J.

	 C-reactive protein is an independent prog-
nostic factor of clinically node-positive up-
per tract urothelial carcinoma treated with 
radical nephroureterectomy.

	 第 111 回日本泌尿器科学会総会 : 横浜市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

5.	 Yonese, I., Takemura, K., Yuasa, T., Inamu-
ra, K., Amori, G., Yamamoto, T., Yoneoka, 
Y., Fujiwara, R., Yasuda, Y., Oguchi, T., Nu-
mao, N., Yamamoto, S., Yonese, J.

	 Clinical presentation of fumarate hy-
dratase-deficient renal carcinoma: A sin-
gle-center case series.

	 第 111 回日本泌尿器科学会総会 : 横浜市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

6.	 湯浅健
	 免疫チェックポイント阻害剤や分子標的治療薬

における皮膚障害とマネジメント .
	 第 111 回日本泌尿器科学会総会 : 横浜市 , 

2024, [ ポスターディスカッション ]

7.	 浦崎哲也 , 大木遼佑 , 藤原遼 , 安田庸輔 , 米岡
祐輔 , 小口智彦 , 沼尾昇 , 山本真也 , 林直美 , 
山崎真澄 , 幅野愛理 , 久我亜沙美 , 新川裕美 , 
金子景香 , 植木有紗 , 深田一平 , 湯浅健 , 米瀬
淳二 , 髙橋俊二

	 当施設における泌尿器科領域のがん遺伝子パネ
ル検査の現状について .

	 第 30回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 仙台市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

8.	 浦崎哲也
	 当院泌尿器科腫瘍症例における包括的がんゲノ

ムプロファイリング検査結果の後方視的検討 /
A retrospective analysis of results of com-
prehensive cancer genome profiling tests in 
genitourinary tumors at our hospital.

	 日本泌尿器腫瘍学会第10回学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

9.	 安田庸輔 , 浦崎哲也 , 大木遼佑 , 竹村公佑 , 米
岡祐輔 , 藤原遼 , 小口智彦 , 沼尾昇 , 米瀬淳二 , 
湯浅健

	 転移性去勢感受性前立腺癌患者に対する TRIP-
LET 療法の効果と安全性についての検討 .

	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

10.	 小口智彦 , 大木遼佑 , 長谷川滉 , 下澤佑揮 , 合
田祐介 , 竹村公佑 , 浦崎哲也 , 米岡祐輔 , 安田
庸輔 , 藤原遼 , 沼尾昇 , 湯浅健 , 米瀬淳二

	 術前化学療法としての dose dense MVAC
（ddMVAC）療法の初期経験 .

	 第 76 回西日本泌尿器科学会総会 : 佐賀市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

11.	 湯浅健 , 大木遼佑 , 浦崎哲也 , 竹村公佑 , 米岡
祐輔 , 安田庸輔 , 藤原遼 , 小口智彦 , 沼尾昇 , 
米瀬淳二

	 mHSPC に対する Triplet 治療の初期治療経験 .
	 第 89 回日本泌尿器科学会東部総会 : 山形市 , 

2024, [ 口述発表 ]

12.	 湯浅健
	 尿路上皮腫瘍 /薬物療法 1.
	 第 89 回日本泌尿器科学会東部総会 : 山形市 , 

2024, [ 座長 ]
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13.	 増田均 , 山本真也 , 沼尾昇 , 小川将宏 , 井上亨 , 
武田隼人 , 上原翔 , 三神晃 , 萩原喜一 , 湯浅健 , 
福井巌 , 米瀬淳二

	 がん研究会有明病院における低侵襲手術の動
向 .

	 第 16 回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会
学術集会 : WEB 開催 , 2024, [ パネルディス
カッション ]

14.	 米瀬淳二
	 エキスパートに学ぶ低侵襲手術手技 .
	 第 16 回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会

学術集会 : WEB開催 , 2024, [ 座長 ]

15.	 米瀬淳二
	 前立腺全摘除 .
	 第 16 回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会

学術集会 : WEB開催 , 2024, [ 座長 ]

16.	 米瀬淳二
	 膀胱全摘 .
	 第 16 回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会

学術集会 : WEB 開催 , 2024, [ ビデオディス
カッション ]

17.	 米瀬淳二
	 膀胱癌手術（全摘除・部分切除・尿路再建）.
	 第 16 回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会

学術集会 : WEB開催 , 2024, [ 座長 ]

18.	 駒井好信 , 後藤田直人 , 井上雅晴 , 三神晃 , 井
上亨 , 小川将宏 , 山本真也 , 米瀬淳二

	 Segmental ischemia での腎部分切除を可能に
する renovascular microdissection：腹腔鏡下
アプローチにおける手技の実際 .

	 第 16 回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会
学術集会 : WEB開催 , 2024, [ 口述発表 ]

19.	 駒井好信 , 石川雄大 , 沼尾昇 , 福井巌 , 米瀬淳
二

	 他科から学ぶ腹腔鏡手術手技 .
	 第 16 回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会

学術集会 : WEB 開催 , 2024, [ パネルディス
カッション ]

20.	 駒井好信 , 後藤田直人 , 松原伸晃 , 米瀬淳二
	 腎癌手術のクオリティーを向上させる 3Dプリ

ンティッドモデル .
	 第 16 回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会

学術集会 : WEB開催 , 2024, [ 講演 ]

21.	 沼尾昇 , 藤原遼 , 小口智彦
	 当院においてロボット支援膀胱全摘除を施行し

た膀胱癌の臨床像および腫瘍学的短期成績 .
	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 

2024, [ ミニオーラル ]

【形成外科】
1.	 Karakawa, R.
	 A novel lymphedema monitoring device 

using bodysuit and smartphone a device 
development study.

	 2024 American Society of Reconstructive 
Microsurgery （ASRM） Annual Meeting: 
Nassau, Bahama, 2024, [ 口述発表 ]

2.	 関征央 , 今井洋文 , 辛川領 , 吉松英彦 , 矢野智
之

	 圧迫療法が行えない乳がん関連上肢リンパ浮腫
に対する dynamic-LVA 法 .

	 第 7 回日本リンパ浮腫学会総会 : 川越市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

3.	 矢野智之
	 米国における手術用ロボットを用いた DIEP 

flap 挙上の現状 .
	 第 29 回日本形成外科手術手技学会 : 佐賀市 , 

2024, [ 特別企画 ]

4.	 Seki, Y.
	 LVA as a treatment of neurogenic bladder 

after gynecologic cancer treatment using 
the SEKI method.

	 The 10th World Symposium for Lymph-
edema Surgery （WSLS）: Taipei, Taiwan, 
2024, [ パネルディスカッション ]

5.	 Seki, Y.
	 LVA beyond LVA.
	 The 10th World Symposium for Lymph-

edema Surgery （WSLS）: Taipei, Taiwan, 
2024, [ パネルディスカッション ]
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6.	 Karakawa, R., Yoshimatsu, H., Yano, T., Ko-
jima, E., Kengo, O., Yamada, T., Eason, D. 
T., Goffinet, F. J. L.

	 A novel lymphedema monitoring device 
using bodysuit and smartphone: a device 
development study.

	 第 67 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 神
戸市 , 2024, [ セッション ]

7.	 Seki, Y.
	 Migraine surgery and lymphatic surgery.
	 第 67 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 神

戸市 , 2024, [ 司会 ]

8.	 Yano, T.
	 Reconstruction 1.
	 第 67 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 神

戸市 , 2024, [ 司会 ]

9.	 矢野智之
	 乳房 7.
	 第 67 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 神

戸市 , 2024, [ 座長 ]

10.	 矢野智之
	 乳房再建の未来を託す：乳房再建はどこへ向

かっているのか .
	 第 67 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 神

戸市 , 2024, [ シンポジウム ]

11.	 鍵本慎太郎
	 ニッポンの形成外科を若手形成外科医に託す：

形成外科のこれまでとこれから .
	 第 67 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 神

戸市 , 2024, [ シンポジウム ]

12.	 鍵本慎太郎
	 ニッポンの形成外科を若手形成外科医に託す .
	 第 67 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 神

戸市 , 2024, [ オーガナイザー・司会 ]

13.	 Yano, T.
	 DIEP flap elevation with heads up micro-

scope.
	 GAPS 2024: Gent, Belgium, 2024, [ 発表形

式不明 ]

14.	 Yano, T.
	 Middle facial reconstruction after oncologic 

resection.
	 GAPS 2024: Gent, Belgium, 2024, [ 発表形

式不明 ]

15.	 Yano, T.
	 Resurrection of the VRAM breast.
	 GAPS 2024: Gent, Belgium, 2024, [ 発表形

式不明 ]

16.	 Seki, Y.
	 LVA for lower limb lymphedema: facilitat-

ing treatments beyond initial limitations.
	 Pre-congress of the 15th Annual Meeting 

of the European Plastic Surgery Research 
Council: Brno, Czech Republic, 2024, [ 招待
講演 ]

17.	 Imai, H.
	 Profiling of circulating T cells and compre-

hensive T cell receptor analysis clarified 
exhaustion and diminished diversity in pa-
tients with lymphedema and relieved by 
lymphatic venous anastomosis.

	 The 15th Annual Meeting of the European 
Plastic Surgery Research Council: Brno, 
Czech Republic, 2024, [ 招待講演 ]

18.	 Karakawa, R.
	 Imaging application for flap surgery.
	 The 15th Annual Meeting of the European 

Plastic Surgery Research Council: Brno, 
Czech Republic, 2024, [ 講演 ]

19.	 Seki, Y.
	 The journey of treating lymphedema from 

mild to severe stages.
	 The 15th Annual Meeting of the European 

Plastic Surgery Research Council: Brno, 
Czech Republic, 2024, [ 招待講演 ]
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20.	 Imai, H.
	 Analysis of circulating T cells and compre-

hensive T cell receptor of the patients with 
lymphedema: lymphatic venous anastomo-
sis has a potential to influence to immune 
dysfunction of lymphedema.

	 Plastic Surgery The Meeting 2024: San Di-
ego, CA, USA, 2024, [ 招待講演 ]

21.	 今井洋文
	 リンパ浮腫における T細胞：リンパ管細静脈吻

合術の前後における変化 .
	 第 8回日本リンパ浮腫治療学会学術総会 : 徳島

市 , 2024, [ シンポジウム ]

22.	 Fujii.T.
	 A study on bilateral breast reconstruction 

using split deep inferior epigastric perfora-
tor （DIEP） flaps at our institution.

	 Korean Society for Reconstructive Microsur-
gery 2024 Annual Meeting: Seoul, Korea, 
2024, [ 発表形式不明 ]

23.	 Karakawa, R.
	 Impact of technological advancements on 

sarcoma reconstruction: A retrospective 
comparative analysis.

	 Korean Society for Reconstructive Microsur-
gery 2024 Annual Meeting: Seoul, Korea, 
2024, [ 招待講演 ]

24.	 Karakawa, R.
	 SCIP-PSP flap for hand sarcoma.
	 Korean Society for Reconstructive Microsur-

gery 2024 Annual Meeting: Seoul, Korea, 
2024, [ 招待講演 ]

25.	 Seki, Y.
	 LVA for minimizing compression therapy in 

upper extremity lymphedema.
	 Korean Society for Reconstructive Microsur-

gery 2024 Annual Meeting: Seoul, Korea, 
2024, [ パネルディスカッション ]

26.	 Yano, T.
	 Secondary revision surgery using a free 

flap after primary free flap breast recon-
struction .

	 Korean Society for Reconstructive Microsur-
gery 2024 Annual Meeting: Seoul, Korea, 
2024, [ 発表形式不明 ]

27.	 Seki, Y.
	 Dynamic LVA utilizing the muscle pump-

ing effect: high compression-free rates 
and outcomes for upper limb lymphedema 
treatment.

	 第 12 回日本乳房オンコプラスティックサー
ジャリー学会総会 : 金沢市 , 2024, [ パネル
ディスカッション ]

28.	 矢野智之
	 いつ使う、どう使う？攻略、モティバエキスパ

ンダーとインプラント！
	 第 12 回日本乳房オンコプラスティックサー

ジャリー学会総会 : 金沢市 , 2024, [ ランチョ
ンセミナー ]

29.	 矢野智之
	 がん研有明病院における HBOC 予防手術にお

ける乳房再建の傾向と方針について .
	 第 12 回日本乳房オンコプラスティックサー

ジャリー学会総会 : 金沢市 , 2024, [ 講演 ]

30.	 藤井壮人
	 がん研有明病院におけるMotiva Flora®︎ティッ

シュエキスパンダー使用後早期合併症に関する
検討 .

	 第 12 回日本乳房オンコプラスティックサー
ジャリー学会総会: 金沢市, 2024, [口述発表]

31.	 鍵本慎太郎
	 ハイボリュームセンターにおける乳房再建方法

の患者意思決定支援について .
	 第 12 回日本乳房オンコプラスティックサー

ジャリー学会総会 : 金沢市 , 2024, [ パネル
ディスカッション ]

32.	 関征央 , 今井洋文 , 辛川領 , 小笠原麻衣子 , 佐
藤貴子 , 矢野智之
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	 センチネルリンパ節生検後リンパ浮腫の現状と
課題 .

	 第 13 回国際リンパ浮腫フレームワーク・ジャ
パン研究協議会学術集会 : 川崎市 , 2024, [ パ
ネルディスカッション ]

33.	 Yano, T.
	 Reconstruction/regeneration 1.
	 第 33 回日本形成外科学会基礎学術集会 / 第 1

回国際形成外科基礎学術集会 : 東京 , 2024, 
[ モデレーター ]

34.	 矢野智之
	 いまさら聞けない優しくて簡単な自家組織乳房

再建 .
	 第 33 回日本形成外科学会基礎学術集会 / 第 1

回国際形成外科基礎学術集会 : 東京 , 2024, 
[ 協賛セミナー ]

35.	 矢野智之 , 大野森太郎 , 嵯峨崎天音 , 高木麻那 , 
岡田亮 , 半田高広 , 鍵本慎太郎 , 辛川領

	 患者向け顔面神経麻痺顔面スコアリングおよび
リハビリテーションアプリの開発 .

	 第 33 回日本形成外科学会基礎学術集会 / 第 1
回国際形成外科基礎学術集会 : 東京 , 2024, 
[ 口述発表 ]

36.	 関征央
	 リンパ浮腫「合併症の治療」.
	 第 33 回日本形成外科学会基礎学術集会 / 第 1

回国際形成外科基礎学術集会 : 東京 , 2024, 
[ 講師 ]

37.	 関征央
	 リンパ浮腫「外科的治療各論」.
	 第 33 回日本形成外科学会基礎学術集会 / 第 1

回国際形成外科基礎学術集会 : 東京 , 2024, 
[ 講師 ]

38.	 Karakawa, R.
	 Muscle preservation of donor site for sarco-

ma reconstruction.
	 PRS KOREA 2024: Seoul, Korea, 2024, [ 招

待講演 ]

39.	 Seki, Y.
	 Additional effects of LVA for lymphedema.
	 PRS KOREA 2024: Seoul, Korea, 2024, [ パ

ネルディスカッション ]

40.	 Yano, T.
	 Usability of head-up microscope for a per-

forator flap harvesting.
	 PRS KOREA 2024: Seoul, Korea, 2024, [ 発

表形式不明 ]

41.	 Yano, T.
	 Insights and future expectations from ob-

serving 3 microsurgery robot startups.
	 RAMSES 2024: Singapore, Singapore, 

2024, [ 発表形式不明 ]

42.	 今井洋文 , 光嶋勲 , 大塚航 , 目瀬藤四郎 , 吉田
周平 , 矢野智之

	 LVA による抗癌免疫の効果 : 基礎研究と血管肉
腫治療例を通じて得た知見 .

	 第 51 回日本マイクロサージャリー学会学術集
会 : 奈良市 , 2024, [ 一般演題 ]

43.	 今井洋文 , 光嶋勲 , 大塚航 , 目瀬藤四郎 , 吉田
周平 , 矢野智之

	 複数組織移植により鼠径 -大腿部広範囲欠損に
対する再建術後トラブルを救済した 1例 .

	 第 51 回日本マイクロサージャリー学会学術集
会 : 奈良市 , 2024, [ セッション ]

44.	 矢野智之 , 辛川領 , 末貞伸子 , 鍵本慎太郎 , 今
井洋文 , 関征央

	 安全な腹部浅層血管を用いる SIEA/SaS flap 挙
上のコツと術前検査のすべて .

	 第 51 回日本マイクロサージャリー学会学術集
会 : 奈良市 , 2024, [ ビデオセッション ]

45.	 矢野智之
	 遊離穿通枝皮弁を用いて自信をもち安心して乳

房再建を行うために達成してきたマイルストー
ン .

	 第 51 回日本マイクロサージャリー学会学術集
会: 奈良市, 2024, [パネルディスカッション]
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46.	 藤井壮人 , 矢野智之 , 渡井彩 , 辛川領 , 今井洋
文 , 鍵本慎太郎 , 関征央 , 末貞伸子

	 当院における分割深下腹壁動脈穿通枝皮弁（分
割DIEP flap）を用いた両側乳房再建に関する
検討 .

	 第 51 回日本マイクロサージャリー学会学術集
会 : 奈良市 , 2024, [ 講演 ]

47.	 辛川領 , 関征央 , 今井洋文 , 末貞伸子 , 鍵本慎
太郎 , 矢野智之

	 高周波超音波および ICGを用いた、全身発生の
軟部組織肉腫切除後の皮弁再建 .

	 第 51 回日本マイクロサージャリー学会学術集
会 : 奈良市 , 2024, [ ビデオセッション ]

48.	 関征央 , 今井洋文 , 辛川領 , 矢野智之 , 沖野照
仁 , 浅井凛太郎 , 友近真世 , 梶川明義

	 婦人科がん術後神経因性膀胱への LVA治療 .
	 第 51 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会 : 奈良市 , 2024, [ シンポジウム ]

49.	 関征央 , 光嶋勲
	 破壊と創造：引きちぎれた深下腹壁動静脈穿通

枝を repair し完遂した乳房再建例 .
	 第 51 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会 : 奈良市 , 2024, [ 一般演題 ]

50.	 Seki, Y.
	 LVA for lymphedema.
	 Lymphatic Microsurgery Skills Workshop: 

Hangzhou, China, 2024, [ 招待講演 ]

51.	 Yano, T.
	 My 2 breast reconstruction journey with 

Motiva Flora®  Tissue Expander and 
SmoothSilk Ergonomix.

	 TSPS 2024: Taipei, Taiwan, 2024, [ 発表形
式不明 ]

【眼科】
1.	 中島勇魚 , 中泉知子 , 辻英貴
	 Laissez-faire 法で治療した眼瞼部基底細胞癌

の治療成績 .
	 第 35 回日本眼瞼義眼床手術学会 : 京都市 , 

2024, [ 一般口演 ]

2.	 中島勇魚 , 辻英貴 , 利安隆史 , 中泉知子 , 山城
健児

	 眼瞼脂腺癌における手術治療及び放射線治療の
予後の検討 .

	 第 128 回日本眼科学会総会 : 東京 , 2024, [ 口
述発表 ]

3.	 辻英貴
	 義眼を再考する .
	 第 128 回日本眼科学会総会 : 東京 , 2024, 

[ オーガナイザー ]

4.	 中島勇魚 , 中泉知子 , 辻英貴
	 眼窩内容除去術を施行した眼部悪性黒色腫の 7

例 .
	 第 11 回日本眼形成再建外科学会学術集会 : 東

京 , 2024, [ 口述発表 ]

5.	 辻英貴
	 腫瘍 .
	 第 11 回日本眼形成再建外科学会学術集会 : 東

京 , 2024, [ 座長 ]

6.	 中島勇魚 , 田口千藏 , 辻英貴
	 眼部悪性リンパ腫に対する低線量放射線治療の

検討 .
	 第 41 回日本眼腫瘍学会 : 東京 , 2024, [ 口述

発表 ]

7.	 辻英貴
	 転移性眼内腫瘍・その他 .
	 第 41 回日本眼腫瘍学会 : 東京 , 2024, [ 座長 ]

8.	 中島勇魚
	 AI 画像を用いた脂腺癌識別訓練 .
	 第78回日本臨床眼科学会: 京都市, 2024, [講

演 ]

【血液腫瘍科】
1.	 丸山大
	 変わりゆくDLBCL 治療戦略 .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ メディカルセミナー ]

2.	 丸山大
	 消化器、血液、泌尿器、TR、臨床薬理 .
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	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ ディスカッサント ]

3.	 丸山大
	 ランチョンセミナー 3.
	 第 20回日本血液学会関東甲信越地方会 : 東京 , 

2024, [ 座長 ]

4.	 丸山大
	 リンパ腫 1.
	 第 20回日本血液学会関東甲信越地方会 : 東京 , 

2024, [ 座長 ]

5.	 寺本由加子 , 城内優子 , 吉田菊晃 , 美馬風花 , 
平野慧 , 井上典仁 , 津山直子 , 平野光人 , 山内
寛彦 , 石原優子 , 三嶋裕子 , 田口千藏 , 竹内賢
吾 , 丸山大

	 末梢性 T細胞リンパ腫患者における CHOP 療
法後の放射線療法の意義 .

	 第 20回日本血液学会関東甲信越地方会 : 東京 , 
2024, [ 口述発表 ]

6.	 山内寛彦 , 丸山大
	 Collaborate with cardiologists in the era of 

novel drugs for hematologic malignancies：
needs for continuous elaboration of the JS-
MO-JOCS guidelines.

	 第 88 回日本循環器学会学術集会 : 神戸市 , 
2024, [ シンポジウム ]

7.	 中村慶仁 , 城内優子 , 吉田菊晃 , 武田孝一 , 美
馬風花 , 平野光人 , 山内寛彦 , 三嶋裕子 , 竹内
賢吾 , 丸山大

	 多彩な臨床症状を呈したサルコイドーシスの 1
例 .

	 日本内科学会第 695 回関東地方会 : 東京 , 
2024, [ 口述発表 ]

8.	 丸山大
	 日本臨床腫瘍研究グループ（JCOG）の取り組

む研究成果の発信 .
	 第 9 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : さいたま市 , 2024, [ 企画 ]

9.	 Mima, F., Yamauchi, N., Yoshida, K., Hirano, 
K., Teramoto, Y., Hirano, M., Koba, Y., Shi-
rouchi, Y., Ishihara, Y., Mishima, Y., Inoue, 
N., Tsuyama, N., Taguchi, S., Terauchi, T., 
Hirasawa, T., Takeuchi, K., Maruyama, D.

	 Clinical features, treatment patterns, and 
outcomes of duodenal-type follicular lym-
phoma with a long-term follow-up obser-
vational study.

	 European Hematology Association 2024 
Hybrid Congress: Madrid, Spain, 2024, [ ポ
スター発表 ]

10.	 Yoshida, K., Mima, F., Hirano, K., Teramoto, 
Y., Hirano, M., Koba, Y., Yamauchi, N., Shi-
rouchi, Y., Ishihara, Y., Mishima, Y., Inoue, 
N., Tsuyama, N., Takeuchi, K., Maruyama, 
D.

	 Impact of response to steroid adminis-
tration before chemoimmunotherapy on 
prognosis in newly diagnosed diffuse large 
B-cell lymphoma.

	 European Hematology Association 2024 
Hybrid Congress: Madrid, Spain, 2024, [ 誌
上発表 ]

11.	 丸山大
	 Targeting CD38 and beyond in multiple 

myeloma.
	 第 28 回日本がん分子標的治療学会学術集会 : 

東京 , 2024, [ モデレーター ]

12.	 丸山大
	 B 細胞腫瘍 4.
	 第 64 回日本リンパ網内系学会学術集会・総会

/第 27 回日本血液病理研究会 : 東京 +Web 開
催 , 2024, [ 座長 ]

13.	 丸山大
	 オミクロン株全国疫学調査から考えるwith コ

ロナの FL 治療戦略 .
	 第 64 回日本リンパ網内系学会学術集会・総会

/第 27 回日本血液病理研究会 : 東京 +Web 開
催 , 2024, [ 座長 ]
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14.	 丸山大
	 今さら聞けない、リンパ腫の基礎と臨床 .
	 第 64 回日本リンパ網内系学会学術集会・総会

/第 27 回日本血液病理研究会 : 東京 +Web 開
催 , 2024, [ 座長 ]

15.	 丸山大
	 BTKi 治療における心血管系副作用とマネジメ

ント：他診療科連携を通して .
	 第 7 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : 姫路市 , 

2024, [ 座長 ]

16.	 丸山大
	 がん専門施設でのCTRCDサーベランスの現状：

ガイドラインを準拠すべきか .
	 第 7 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : 姫路市 , 

2024, [ ミニシンポジウム ]

17.	 木場悠介
	 カルフィルゾミブ使用における心血管副作用の

管理と多発性骨髄腫患者のwell-being の向上 .
	 第 7 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : 姫路市 , 

2024, [ ランチョンセミナー ]

18.	 城内優子 , 芳賀淑美 , 峯岸ゆり子 , 堀公法 , 三
嶋裕子 , 丸山大 , 植田幸嗣

	 Proteomic profiling of extracellular vesicles 
to identify diagnostic and prognostic bio-
markers for multiple myeloma/ 細胞外小胞
タンパク質解析による多発性骨髄腫の診断およ
び予後のバイオマーカーの開発 .

	 第 83 回日本癌学会学術総会 : 福岡市 , 2024, 
[ 口述発表 ]

19.	 丸山大 , 上野誠 , 木村綾 , 福田治彦
	 患者の視点をがん臨床試験の取り入れることの

意義と取り組み .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ シンポジウム ]

20.	 三嶋裕子
	 B 細胞リンパ腫：臨床 5.
	 第 86 回日本血液学会学術集会 : 京都市 , 

2024, [ 座長 ]

21.	 三嶋裕子 , 橋本大吾 , 一井倫子 , 福原規子 , 内
田俊樹 , 加藤光次 , 尾見歩惟 , 興梠陽介 , 志賀
要 , 丸山大

	 初発マントル細胞リンパ腫に対するイブルチニ
ブ併用 BR療法：完全奏効と無増悪生存期間延
長の関連 .

	 第 86 回日本血液学会学術集会 : 京都市 , 
2024, [ 口述発表 ]

22.	 丸山大
	 CAR-T cell therapy for B cell lymphomas.
	 第 86 回日本血液学会学術集会 : 京都市 , 

2024, [ モデレーター ]

23.	 丸山大
	 HD-MTX の治療管理における古くて新しい

Plan-B：メグルダーゼの役割 .
	 第 86 回日本血液学会学術集会 : 京都市 , 

2024, [ 座長 ]

24.	 吉田菊晃 , 美馬風花 , 平野慧 , 寺本由加子 , 平
野光人 , 木場悠介 , 山内寛彦 , 城内優子 , 石原
優子 , 三嶋裕子 , 井上典仁 , 津山直子 , 竹内賢
吾 , 丸山大

	 DLBCL における化学免疫療法前のステロイド
投与の反応性が予後に及ぼす影響 .

	 第 86 回日本血液学会学術集会 : 京都市 , 
2024, [ 口述発表 ]

25.	 城内優子
	 B 細胞リンパ腫：臨床 4.
	 第 86 回日本血液学会学術集会 : 京都市 , 

2024, [ 座長 ]

26.	 山内寛彦
	 70 代前半の PCNSL の治療方針 （RT もしくは

auto）.
	 第 86 回日本血液学会学術集会 : 京都市 , 

2024, [ ディベート ]

27.	 山内寛彦
	 末梢性 T細胞リンパ腫に対する治療戦略とブレ

ンツキシマブベドチンのポジショニング .
	 第 86 回日本血液学会学術集会 : 京都市 , 

2024, [ 共催セミナー ]
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28.	 木場悠介 , 山内寛彦 , 美馬風花 , 吉田菊晃 , 森
田侑香 , 桃木真美子 , 城内優子 , 石原優子 , 三
嶋裕子 , 井上典仁 , 津山直子 , 田口千藏 , 竹内
賢吾 , 丸山大

	 古典的ホジキンリンパ腫治療の変遷と予後に関
する後方視的解析 .

	 第 86 回日本血液学会学術集会 : 京都市 , 
2024, [ 口述発表 ]

29.	 美馬風花 , 山内寛彦 , 吉田菊晃 , 平野慧 , 寺本
由加子 , 平野光人 , 木場悠介 , 城内優子 , 石原
優子 , 三嶋裕子 , 井上典仁 , 津山直子 , 田口千
藏 , 寺内隆司 , 平澤俊明 , 竹内賢吾 , 丸山大

	 十二指腸型濾胞性リンパ腫の臨床病理学的特徴
と治療の変遷に関する後方視的研究 .

	 第 86 回日本血液学会学術集会 : 京都市 , 
2024, [ 口述発表 ]

30.	 Yoshida, K., Iwaki, N., Yamauchi, N., Koba, 
Y., Shirouchi, Y., Ishihara, Y., Mishima, Y., 
Makita, S., Fukuhara, S., Munakata, W., 
Inoue, N., Tsuyama, N., Taguchi, S., Ter-
auchi, T., Tsuji, H., Maeshima, A. M., Su-
zuki, S., Igaki, H., Takeuchi, K., Izutsu, K., 
Maruyama, D.

	 Clinical features and outcomes of localized 
primary ocular adnexal mucosa-associated 
lymphoid tissue lymphoma: a large-scale, 
long-term retrospective observational 
study conducted at dual cancer hospitals in 
Japan.

	 66th ASH Annual Meeting: San Diego, CA, 
USA, 2024, [ ポスター発表 ]

【総合腫瘍科】
1.	 仲野兼司
	 悪性骨軟部腫瘍（サルコーマ）における分子標

的治療のトレンド・今後の新規薬剤開発の見通
し .

	 第 7 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 
名古屋市 , 2024, [ シンポジウム ]

2.	 髙橋俊二
	 がんゲノム医療：骨軟部肉腫における分子標的

治療と病理診断 .
	 第 7 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

名古屋市 , 2024, [ 座長 ]

3.	 髙橋俊二
	 見放されたと感じる肉腫患者をなくすために：

腫瘍内科の見地から .
	 第 7 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

名古屋市 , 2024, [ 講演 ]

4.	 髙橋俊二
	 頭頸部・皮膚の肉腫の薬物療法 .
	 第 7 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

名古屋市 , 2024, [ シンポジウム ]

5.	 仲野兼司 , 佐藤靖祥 , 大木遼佑 , 王暁斐 , 須藤
洋崇 , 浦崎哲也 , 福田直樹 , 小野麻紀子 , 友松
純一 , 三谷浩樹 , 髙橋俊二

	 Predictive factor of early failure in squa-
mous cell carcinoma of head and neck pa-
tients with pembrolizumab monotherapy.

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ 口述発表 ]

6.	 小野麻紀子 , 厚井裕三子
	 TR・臨床薬理 3（橋渡し研究（バイオマーカー

研究、効果予測含））.
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 司会 ]

7.	 小野麻紀子 , 長﨑礼子 , 中村美穂 , 濱口恵子 , 
横井麻珠美 , 松浦信子 , 宇津木久仁子 , 片岡明
美 , 高野利実

	 アピアランスケアニーズ把握のためのアンケー
ト調査 .

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

8.	 小野麻紀子
	 腫瘍学は人気がないのか？医学部教育の実態に

迫る .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ ディスカッサント ]

9.	 浦崎哲也 , 武田孝一 , 小野麻紀子 , 望月俊明 , 
友松純一 , 志賀太郎 , 古川孝広 , 宮脇英里子 , 
宮本一平 , 大木遼佑 , 湯浅健 , 米瀬淳二 , 北野
滋久 , 髙橋俊二

	 進行・転移性腎細胞癌におけるイピリムマブ＋
ニボルマブ併用療法施行時の免疫関連有害事象
の発症時期と再発との関連性について .



120

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

10.	 温泉川真由
	 Essence of a investigator, my message to 

young doctors in gynecologic oncology.
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ ファシリテーター ]

11.	 王暁斐 , 林直美 , 深田一平 , 森誠一 , 温泉川真
由 , 谷川輝美 , 野村秀高 , 金尾裕之 , 北野滋久 , 
古川孝弘 , 山崎真澄 , 外岡暁子 , 清谷一馬 , 植
木有紗 , 竹内賢吾 , 髙橋俊二

	 Treatment strategies after comprehensive 
genomic profiling tests for advanced cervi-
cal cancer patients.

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

12.	 髙橋俊二
	 13 年間の使用経験から導き出される、レンバ

チニブの治療効果最大化を目指した治療戦略 .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 司会 ]

13.	 髙橋俊二 , 田原信 , 清田尚臣 , 今井源 , 西山明
宏 , 田村真吾 , 清水康 , 門脇重憲 , 伊藤研一 , 
豊島優裕 , 平島詳典 , 上野真治 , 若澤広樹 , 杉
谷巌

	 Post-hoc analysis of TRAEs observed in a 
phase 2 study of encorafenib + binimetinib 
in metastatic BRAF V600-mutated TC.

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ 口述発表 ]

14.	 小野麻紀子
	 AYA 世代の希少がん：新規治療開発に向けて .
	 第 6 回 AYA がんの医療と支援のあり方研究会

学術集会 : 東京 , 2024, [ 座長 / オーガナイ
ザー ]

15.	 髙橋俊二
	 FN（発熱性好中球減少症）/Oncology emer-

gency（腫瘍緊急症）.
	 第 9 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : さいたま市 , 2024, [ ファシリテーター ]

16.	 浦崎哲也 , 大木遼佑 , 藤原遼 , 安田庸輔 , 米岡
祐輔 , 小口智彦 , 沼尾昇 , 山本真也 , 林直美 , 
山崎真澄 , 幅野愛理 , 久我亜沙美 , 新川裕美 , 
金子景香 , 植木有紗 , 深田一平 , 湯浅健 , 米瀬
淳二 , 髙橋俊二

	 当施設における泌尿器科領域のがん遺伝子パネ
ル検査の現状について .

	 第 30回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 仙台市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

17.	 福田直樹
	 ゲノム医療時代の甲状腺癌治療を考える .
	 第 36 回日本内分泌外科学会総会 : 久留米市 , 

2024, [ ランチョンセミナー ]

18.	 髙橋俊二
	 PRDM14 分子を標的とする革新的 siRNA 医薬

による難治性乳がんの治療法開発 .
	 第 28 回日本がん分子標的治療学会学術集会 : 

東京 , 2024, [ ワークショップ ]

19.	 髙橋俊二
	 新世代医薬品の展望 .
	 第 28 回日本がん分子標的治療学会学術集会 : 

東京 , 2024, [ モデレーター ]

20.	 仲野兼司
	 頭頸部に原発する骨軟部腫瘍 （サルコーマ）に

対する薬物療法 .
	 第48回日本頭頸部癌学会: 浜松市, 2024, [シ

ンポジウム ]

21.	 福田直樹
	 頭頸部癌診療ガイドラインのこれまで , そして

将来は .
	 第48回日本頭頸部癌学会: 浜松市, 2024, [特

別企画 ]

22.	 髙橋俊二
	 各癌腫におけるオリゴメタスタシスに対する治

療 .
	 第 49 回日本外科系連合学会学術集会 : 東京 , 

2024, [ 司会 ]
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23.	 浦崎哲也 , 大木遼佑 , 湯浅健 , 髙橋俊二 , 米瀬
淳二

	 Pembrolizumab Axitinib/Lenvatinib 療法を施
行した転移 /進行性腎細胞がんの有効性および
安全性の後方視的検討 .

	 第 54 回腎癌研究会 : 2024, [ ポスター発表 ]

24.	 浦崎哲也
	 当院泌尿器科腫瘍症例における包括的がんゲノ

ムプロファイリング検査結果の後方視的検討 /
A retrospective analysis of results of com-
prehensive cancer genome profiling tests in 
genitourinary tumors at our hospital.

	 日本泌尿器腫瘍学会第10回学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

25.	 三浦裕司
	 尿路上皮がん薬物治療の副作用マネジメント：

最大の効果と最小の毒性を目指して .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ 講演 ]

26.	 仲尾岳大 , 福田直樹 , 大木遼佑 , 王暁斐 , 浦崎
哲也 , 仲野謙司 , 小野麻紀子 , 友松純一 , 有安
亮 , 佐藤由紀子 , 深田一平 , 佐々木徹 , 竹内賢
吾 , 西尾誠人 , 髙橋俊二

	 セルペルカチニブが奏効したGOLGA5-RET 融
合遺伝子陽性の頭頸部悪性紡錘細胞肉腫の 1
例 .

	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ 企画 ]

27.	 仲野兼司 , 大木遼佑 , 王暁斐 , 仲尾岳大 , 福田
直樹 , 浦崎哲也 , 小野麻紀子 , 友松純一 , 佐藤
由紀子 , 山下享子 , 竹内賢吾 , 林直美 , 深田一
平 , 三谷浩樹 , 髙橋俊二

	 急速に進行するNTRK融合遺伝子陽性頭頸部軟
部肉腫に対し Larotrectinib が奏効した 1例 .

	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ 企画 ]

28.	 小野麻紀子
	 抗がん剤の薬理学 .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ 教育セッション ]

29.	 小野麻紀子
	 閉経前 HR+HER2- 乳がん患者における薬物療

法の最適化 .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ パネルディスカッション ]

30.	 福田直樹
	 Gastric cancer, hepatocellular carcinoma, 

head & neck cancer, developmental thera-
peutics.

	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ ディスカッサント ]

【総合診療部】
1.	 志賀太郎
	 腫瘍循環器学の最近の話題 .
	 札幌冬季がんセミナー（第 38 回）: 札幌市

+Web開催 , 2024, [ 講演 ]

2.	 志賀太郎
	 がん関連静脈血栓症治療の最近の話題につい

て .
	 第 18 回 SSCシンポジウム : 東京 , 2024, [ 講

演 ]

3.	 志賀太郎 , 山内寛彦
	 薬物療法に伴う心機能障害とOnco-Cardiology

ガイドラインについて .
	 東京都がん診療連携協議会研修部会 医師小委

員会 : Web 開催 , 2024, [ 講演 ]

4.	 志賀太郎 , 及川雅啓
	 Cardio-Oncology 3.
	 第 88 回日本循環器学会学術集会 : 神戸市 , 

2024, [ 座長 ]

5.	 志賀太郎
	 腫瘍循環器学の最近の話題 .
	 令和 6年度第 1回東北大学病院がんセミナー : 

仙台市＋Web開催 , 2024, [ 講演 ]

6.	 志賀太郎
	 AYA がん患者の長期的健康管理支援に関する対

応と課題 .
	 第 6 回 AYA がんの医療と支援のあり方研究会

学術集会 : 東京 , 2024, [ 口述発表 ]
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7.	 志賀太郎
	 Cancer associated thrombosis （CAT） に関す

る最新研究 .
	 第 3 回阿蘇熊本血栓ウェビナー : Web 開催 , 

2024, [ 座長 ]

8.	 志賀太郎
	 がん治療関連心血管毒性 （CTR-CVT） 管理につ

いて最近の話題：サバイバー期の課題について
もふれて .

	 第 8 回日本臨床薬理学会関東・甲信越地方会 : 
下野市 , 2024, [ 講演 ]

9.	 武田孝一 , 鎗水彰 , 榎田泰祐 , 大串大輔 , 羽山
ブライアン

	 irAE（免疫関連有害事象）マネジメントに伴う
日和見感染症の検討 .

	 第 98 回日本感染症学会学術講演会 / 第 72 回
日本化学療法学会総会 合同学会 : 神戸市 , 
2024, [ 口述発表 ]

10.	 志賀太郎
	 心膜炎 /腫瘍疾患 .
	 第 272 回日本循環器学会関東甲信越地方会 : 

東京 , 2024, [ 座長 ]

11.	 志賀太郎
	 がん診療における心房細動 .
	 多地点合同メディカル・カンファレンス : Web

開催 , 2024, [ 講演 ]

12.	 志賀太郎
	 BTK 阻害薬に関連した心血管合併症とその管理

について .
	 第 21 回日本血液学会関東甲信越地方会 : 足柄

下郡 , 2024, [ 講演 ]

13.	 北澤公
	 患者背景を考慮した糖尿病治療の実践：がん拠

点病院での糖尿病診療 .
	 第 26 回尾張地区糖尿病研究会学術研修会 : 名

古屋市＋Web開催 , 2024, [ 講演 ]

14.	 志賀太郎
	 がんハイボリュームセンター：がん研有明病院

で取り組み可能なCOREを考える .

	 第 30 回日本心臓リハビリテーション学会学術
集会 : 神戸市 , 2024, [ 講演 ]

15.	 志賀太郎
	 がん治療関連心血管毒性（CTR-CVT）の最近

の話題 .
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ シンポジウム ]

16.	 志賀太郎
	 AYA がんサバイバーへの循環器医療者の関わ

り：がんハイボリュームセンターの循環器医に
何ができるか .

	 第 7 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : 姫路市 , 
2024, [ ミニシンポジウム ]

17.	 志賀太郎
	 JOCS 創設 7年目の今，腫瘍医，循環器医，そ

れぞれの意識は：インターネットを用いた「余
命期間と侵襲的循環器治療」に対するアンケー
ト調査結果 .

	 第 7 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : 姫路市 , 
2024, [ 口述発表 ]

18.	 志賀太郎
	 ますます重要度をます、老年腫瘍循環器学 .
	 第 7 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : 姫路市 , 

2024, [ 座長 ]

19.	 志賀太郎
	 より良いチーム医療を目指したD/I：現場から

の提言 .
	 第 7 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : 姫路市 , 

2024, [ 座長 ]

20.	 戸次宣史
	 高齢卵巣がん患者の化学療法実施中に増悪した

有症候性重症 AS に対して，TAVI による介入
治療を行い，TAVI 施行後に CGAが改善し，化
学療法を安全に再開できた貴重な一例 .

	 第 7 回日本腫瘍循環器学会学術集会 : 姫路市 , 
2024, [ ミニシンポジウム ]

21.	 上原雅恵
	 口演（症例報告）1腫瘍（症例）.
	 第 72 回日本心臓病学会学術集会 : 仙台市 , 

2024, [ 座長 ]



123

22.	 志賀太郎
	 がん関連血栓症のマネジメントについて：最近

の話題 .
	 第 72 回日本心臓病学会学術集会 : 仙台市 , 

2024, [ シンポジウム ]

23.	 上原雅恵
	 デバイス 1.
	 第 273 回日本循環器学会関東甲信越地方会 : 

東京 , 2024, [ 座長 ]

24.	 武田孝一
	 重症化させない imAE マネジメント：imAE 治

療医の視点から .
	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web

配信 , 2024, [ イブニングセミナー ]

25.	 志賀太郎
	 腫瘍循環器学：がん患者の心血管イベントと

チーム医療 .
	 第 21 回日本循環器看護学会学術集会 : 東京 , 

2024, [ 口述発表 ]

26.	 志賀太郎
	 がん関連血栓症の治療：腫瘍循環器領域の立場

から .
	 第 2回 Stroke Oncology研究会 : 東京 , 2024, 

[ パネルディスカッション ]

27.	 志賀太郎
	 がん関連静脈血栓症に対する診療の最近の話

題 .
	 第 2回 Stroke Oncology研究会 : 東京 , 2024, 

[ ランチョンセミナー ]

【麻酔科】
1.	 寺嶋克幸
	 全身の血管障害と糖尿病を持つ中等度大動脈弁

狭窄症患者の術中高度徐脈の 1例 .
	 第 36 回日本老年麻酔学会学術集会 : 佐賀市 , 

2024, [ 口述発表 ]

2.	 寺嶋克幸
	 区域麻酔と止血凝固の POC.
	 日本区域麻酔学会第 11 回学術集会 : 東京

+Web開催 , 2024, [ 座長 ]

3.	 寺嶋克幸
	 周術期の患者安全と費用：医療従事者のモニ

ターの利用動機 .
	 日本麻酔科学会第 71 回学術集会 : 神戸市 , 

2024, [ シンポジウム ]

4.	 寺嶋克幸
	 院内の緊急気道管理：ビデオ喉頭鏡の活用 .
	 日本麻酔科学会第 71 回学術集会 : 神戸市 , 

2024, [ 共催セミナー ]

5.	 升田茉莉子 , ほか
	 重症肺気腫患者に対し，非挿管胸腔鏡手術を傍

脊柱管ブロックを併用し施行した症例 .
	 日本臨床麻酔学会第 44 回大会 : 東京 , 2024, 

[ 口述発表 ]

6.	 寺嶋克幸
	 麻酔法 .
	 日本臨床麻酔学会第 44 回大会 : 東京 , 2024, 

[ 座長 ]

7.	 平島潤子
	 食道がん手術後早期の急性腎障害に影響を与え

る因子の検討 .
	 日本臨床麻酔学会第 44 回大会 : 東京 , 2024, 

[ セッション ]

【腫瘍精神科】
1.	 清水研
	 「自分らしい人生と治療」をサポートするた

めに：患者さんへの精神心理的支援・Shared 
Decision Making を考える .

	 第 38 回日本がん看護学会学術集会 : 神戸市 , 
2024, [ 教育セミナー ]

2.	 清水研
	 サルコーマ患者の精神的 care の最前線：精神

科医の立場から .
	 第 67 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 神

戸市 , 2024, [ 口述発表 ]

3.	 厚坊浩史
	 希死念慮 .
	 第 29 回日本緩和医療学会学術大会 / 第 37 回

日本サイコオンコロジー学会総会 合同学術大
会 : 神戸市 , 2024, [ 座長 ]
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4.	 厚坊浩史
	 緩和ケアの現場におけるコンサルテーション・

リエゾン精神科の視点から .
	 第 29 回日本緩和医療学会学術大会 / 第 37 回

日本サイコオンコロジー学会総会 合同学術大
会 : 神戸市 , 2024, [ シンポジウム ]

5.	 清水研
	 患者・家族の価値観を知るための傾聴スキル .
	 第 29 回日本緩和医療学会学術大会 / 第 37 回

日本サイコオンコロジー学会総会 合同学術大
会 : 神戸市 , 2024, [ 口述発表 ]

6.	 清水研
	 死と向き合う患者のこころのケア .
	 第 29 回日本緩和医療学会学術大会 / 第 37 回

日本サイコオンコロジー学会総会 合同学術大
会 : 神戸市 , 2024, [ 口述発表 ]

7.	 清水研
	 表出される怒りへの対応方法：このしくみを

知っておけば、もう悩まなくていい .
	 第 29 回日本緩和医療学会学術大会 / 第 37 回

日本サイコオンコロジー学会総会 合同学術大
会 : 神戸市 , 2024, [ 口述発表 ]

8.	 厚坊浩史
	 コンサルテーション・リエゾン精神医学・心理

学を基盤とした骨・軟部腫瘍ケースへの介入に
ついて .

	 第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集
会 : 福井市 , 2024, [ シンポジウム ]

9.	 清水研
	 がん関連した告知への意思決定支援：腫瘍精神

科の立場から .
	 第 55 回東京ストーマリハビリテーション研究

会 : 東京 , 2024, [ シンポジウム ]

10.	 清水研
	 エキスパートに聞く、再発乳がん患者さんへ標

準治療を届けきるためのコミュニケーション .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ イブニングセミナー ]

11.	 厚坊浩史 , 長谷川美由
	 コラボだヨ！全員集合 .
	 第 37回日本総合病院精神医学会総会 : 熊本市 , 

2024, [ ファシリテーター ]

12.	 厚坊浩史 , 佐伯吉規
	 知りたい！あの先生のキャリアパス 2024.
	 第 37回日本総合病院精神医学会総会 : 熊本市 , 

2024, [ 座長 ]

13.	 土井善貴
	 がんと治療抵抗性精神疾患を併存した患者を抱

えるリエゾン力 .
	 第 37回日本総合病院精神医学会総会 : 熊本市 , 

2024, [ シンポジウム ]

14.	 川居利有
	 リエゾンに関わる専門家へのアドヴァイス .
	 第 37回日本総合病院精神医学会総会 : 熊本市 , 

2024, [ シンポジウム ]

15.	 清水研
	 がん医療から学ぶこと .
	 第 37回日本総合病院精神医学会総会 : 熊本市 , 

2024, [ シンポジウム ]

16.	 清水研
	 サイコオンコロジーが専門でなくてもがん患者

にできる精神療法 .
	 第 37回日本総合病院精神医学会総会 : 熊本市 , 

2024, [ 座長 ]

17.	 矢鳴由起子 , 川居利有 , 厚坊浩史 , 清水研
	 がん医療における認知症スクリーニングに関す

る予備的検討 .
	 第 37回日本総合病院精神医学会総会 : 熊本市 , 

2024, [ ポスター発表 ]

18.	 川居利有
	 脳の神経可塑性から考える慢性疼痛の心理的ア

プローチ .
	 第 46 回日本疼痛学会 : 東京 , 2024, [ シンポ

ジウム ]
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19.	 清水研
	 乳がん治療の薬物療法と患者さんとのコミュニ

ケーション .
	 第 2回 Stroke Oncology研究会 : 東京 , 2024, 

[ ランチョンセミナー ]

【感染症科】
1.	 武田孝一
	 ケースから学ぶ imAE マネジメント：抗

CTLA-4 抗体の話題を中心に .
	 第 29 回日本肝がん分子標的治療研究会 : さい

たま市 , 2024, [ モーニングセミナー ]

2.	 羽山ブライアン
	 私の思い出のバイキンについて .
	 第 35 回日本臨床微生物学会総会・学術集会 : 

横浜市 , 2024, [ パネルディスカッション ]

3.	 武田孝一
	 新規学術分野【Onco-Rheumatology （腫瘍リ

ウマチ学）】の誕生と , リウマチ科医に求めら
れる知識 /スキル .

	 第 68 回日本リウマチ学会総会・学術集会 : 神
戸市 , 2024, [ 口述発表 ]

4.	 羽山ブライアン
	 がん患者の支持療法としてのワクチン接種：固

形がんを中心に .
	 第 9 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会: さいたま市, 2024, [ランチョンセミナー]

5.	 武田孝一 , 鎗水彰 , 榎田泰祐 , 大串大輔 , 羽山
ブライアン

	 irAE（免疫関連有害事象）マネジメントに伴う
日和見感染症の検討 .

	 第 98 回日本感染症学会学術講演会 / 第 72 回
日本化学療法学会総会 合同学会 : 神戸市 , 
2024, [ 口述発表 ]

6.	 羽山ブライアン , 原田壮平 , 鎗水彰 , 榎田泰祐 , 
武田孝一 , 大串大輔

	 がん病院における抗菌薬適正使用プログラム：
抗MRSA薬の使用についての分析 .

	 第 98 回日本感染症学会学術講演会 / 第 72 回
日本化学療法学会総会 合同学会 : 神戸市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

7.	 武田孝一
	 重症化させない imAE マネジメント：imAE 治

療医の視点から .
	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web

配信 , 2024, [ イブニングセミナー ]

8.	 大串大輔
	 抗菌薬マスター：MSSA治療における抗菌薬選

択について .
	 第 73 回日本感染症学会東日本地方会学術集会

/第 71 回日本化学療法学会東日本支部総会 合
同学会 : 東京 , 2024, [ 司会 ]

【放射線治療部】
1.	 髙橋太郎
	 PMRT-VMAT について・腋窩郭清省略時代に対

応して .
	 第 22 回九州放射線治療システム研究会 : 福岡

市 , 2024, [ 講演 ]

2.	 松林史泰
	 照合・照射位置管理の重要性 .
	 第 5回日本放射線治療専門放射線技師認定機構

医療安全研修会 : 東京 , 2024, [ 講演 ]

3.	 中島大
	 放射線治療の確実な遂行のためにできること .
	 第 88 回放射線治療部会 : 横浜市 , 2024, [ 司

会 ]

4.	 松林史泰
	 治療計画 CT でできること：情報把握や伝達，

治療精度への関与 .
	 第 88 回放射線治療部会 : 横浜市 , 2024, [ 口

述発表 ]

5.	 Saotome, S.
	 Can synchrony eliminate the effects of set-

up errors?
	 第 127 回日本医学物理学会学術大会 : 横浜市

+Web開催 , 2024, [ 口述発表 ]

6.	 吉岡靖生
	 前立腺癌のhigh-dose-rate （HDR） brachyther-

apy：線量と技術の標準化により至高の放射線治
療へ .
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	 日本放射線腫瘍学会小線源治療部会第 26 回学
術大会: 高崎市, 2024, [ランチョンセミナー]

7.	 吉岡靖生
	 前立腺がんに対する放射線治療：PACE trials

から読み解く前立腺 SBRTの今後 .
	 第 5 回山梨・静岡放射線治療研究会 : 沼津市 , 

2024, [ 特別講演 ]

8.	 利安隆史 , 中村聡明 , 伊藤芳紀 , 中村直樹 , 齊
藤吉弘 , 高橋聡 , 太田陽介 , 稲田正浩 , 村上祐
司 , 西村恭昌 , 古平毅

	 T1-2N0-1M0 中咽頭癌に対する強度変調放射
線治療（IMRT）の多施設共同単群検証的試験
（JCOG1208）.

	 第48回日本頭頸部癌学会: 浜松市, 2024, [口
述発表 ]

9.	 利安隆史
	 中咽頭癌に対する治療戦略：放射線治療医の立

場から .
	 第48回日本頭頸部癌学会: 浜松市, 2024, [シ

ンポジウム ]

10.	 吉岡靖生
	 オリゴメタスタシスに対する放射線治療：定位

照射による ablative な転移巣治療 .
	 第 49 回日本外科系連合学会学術集会 : 東京 , 

2024, [ シンポジウム ]

11.	 Yoshioka, Y.
	 A modern clinical workflow of automated 

organs at risk contouring in radiotherapy 
treatment planning. AI utilization in our ra-
diotherapy practice.

	 The 9th Japan-Taiwan Radiation Oncology 
Symposium: 札幌市 , 2024, [ 招待講演 ]

12.	 吉岡靖生
	 前立腺がんへの組織内照射：良好な治療成績の

理由 .
	 第 25 回放射線腫瘍学夏季セミナー : 奈良市 , 

2024, [ 教育講演 ]

13.	 田口千藏
	 集学的治療における放射線治療の役割とストー

マ管理 .

	 第 55 回東京ストーマリハビリテーション研究
会 : 東京 , 2024, [ 講演 ]

14.	 上間達也
	 Knowledge-based planning の臨床導入 .
	 日本医学物理士会 2024 医学物理セミナー「人

工知能の導入」: Web 開催 , 2024, [ 講演 ]

15.	 中島大
	 放射線治療（撮影技術 1）.
	 第 1 回⽇本放射線医療技術学術⼤会（第 40回

⽇本診療放射線技師学術⼤会・第 52 回⽇本放
射線技術学会秋季学術⼤会合同大会）: 宜野湾
市 , 2024, [ 座長 ]

16.	 原田亜里咲
	 乳癌腋窩リンパ節郭清省略時における放射線治

療の考え方 .
	 第 26 回 SNNS 研究会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ シンポジウム ]

17.	 松林史泰
	 測定機器の選定とスキャン方法の基礎知識

（AAPM TG-106 を含めて）.
	 第 62 回放射線治療セミナー : Web 開催 , 

2024, [ 講演 ]

18.	 吉岡靖生
	 mHSPC/mCRPC における原発巣 / 転移巣に対

する放射線治療の意義 .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ シンポジウム ]

19.	 Yoshioka, Y.
	 Role of radiotherapy to the primary or to 

the metastases in metastatic prostate can-
cer.

	 The 19th National Meeting of Chinese Soci-
ety for Radiation Oncology （CSTRO）: Bei-
jing, China, 2024, [ 招待講演 ]

20.	 上間達也 , 明石華奈 , 渡邉詩織 , 松林史泰 , 橘
理絵 , 伊藤康 , 吉岡靖生

	 4DCT アーチファクト画像に対する腫瘍呼吸性
移動量解析ソフトウェアの実行可能性 .

	 日本放射線腫瘍学会第37回学術大会 : 横浜市 , 
2024, [ 口述発表 ]
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21.	 五月女達子
	 VISICOIL を使用した Radixact による前立腺

の追尾治療：Synchrony の使用経験について .
	 日本放射線腫瘍学会第37回学術大会 : 横浜市 , 

2024, [ イブニングセミナー ]

22.	 佐々木理栄 , 田口千藏 , 宮内輝 , 篠崎英司 , 秋
吉高志 , 福長洋介 , 山口研成 , 山口智弘 , 向井
俊貴 , 松井信平 , 大隅寛木 , 若槻尊 , 福岡聖大 , 
宇田川翔平 , 佐々木良平 , 吉岡靖生

	 日本人の直腸癌に対する total neoadjuvant 
therapy の忍容性 .

	 日本放射線腫瘍学会第37回学術大会 : 横浜市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

23.	 佐藤佳音 , 上間達也 , 宮内輝 , 村上幸 , 伊藤康 , 
利安隆史 , 吉岡靖生

	 Knowledge-based planning の model 登録症
例の治療部位が治療計画に及ぼす影響 .

	 日本放射線腫瘍学会第37回学術大会 : 横浜市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

24.	 利安隆史 , 芹澤慈子 , 佐藤由紀子 , 辻英貴 , 三
谷浩樹 , 髙橋俊二 , 吉岡靖生

	 涙嚢部 - 鼻涙管の HPV 関連扁平上皮癌に対す
る IMRTを用いた同時化学放射線療法の成績 .

	 日本放射線腫瘍学会第37回学術大会 : 横浜市 , 
2024, [ 口述発表 ]

25.	 吉岡靖生
	 がんセンターにおける「Radixact」の役割と課

題 .
	 日本放射線腫瘍学会第37回学術大会 : 横浜市 , 

2024, [ 座長 ]

26.	 吉岡靖生
	 前立腺 SO vs noSO 定位 vs ブラキー .
	 日本放射線腫瘍学会第37回学術大会 : 横浜市 , 

2024, [ 座長 ]

27.	 村上幸 , 上間達也 , 吉岡稔 , 佐藤洋輔 , 宮内輝 , 
佐藤佳音 , 利安隆史 , 佐藤康 , 吉岡靖生

	 Knowledge-based planning の model 設定の
違いが治療計画に及ぼす影響 .

	 日本放射線腫瘍学会第37回学術大会 : 横浜市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

28.	 芹澤慈子 , 吉岡靖生 , 利安隆史 , 久能木裕明 , 
田口千藏 , 原田亜里咲 , 徳増健二 , 下谷内奈々 , 
阿武和

	 前立腺癌 IMRT においてネオアジュバントアン
ドロゲン除去療法が有害事象に及ぼす影響 .

	 日本放射線腫瘍学会第37回学術大会 : 横浜市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

29.	 青木秀梨
	 放射線治療をメジャー科にする ? ダイバーシ

ティが目指すものは .
	 日本放射線腫瘍学会第37回学術大会 : 横浜市 , 

2024, [ セッション ]

30.	 上間達也
	 Knowledge-based planning の今後 .
	 2024年度RTT統一講習会: 大阪府, 2024, [講

演 ]

31.	 松林史泰
	 頭頸部がんの放射線治療計画CTの撮影 .
	 2024 年度第 1回医学物理学講演会 : 前橋市 , 

2024, [ 講演 ]

【緩和治療科】
1.	 松本禎久
	 自分らしく過ごすために：在宅・入院で受けら

れる緩和ケアの実際 .
	 Club CaNoWセミナー: Web開催 , 2024, [一

般向け講演会 ]

2.	 松本禎久
	 早期からの緩和ケア提供とチーム医療 .
	 令和5年度三郷市在宅緩和ケア講演会: 三郷市, 

2024, [ 講演 ]

3.	 松本禎久
	 いかに患者の在宅療養をサポートするか：病院

側にできる在宅療養のサポート .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ シンポジウム ]

4.	 松本禎久
	 緩和ケア医として患者さんから学んだ死生 .
	 第 48 回金沢がん哲学外来オンライン講演 : 

Web 開催 , 2024, [ 一般向け講演会 ]
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5.	 松本禎久
	 がん患者の痛み治療とケアについて .
	 第 11 回医学生・若手医師のための緩和ケアセ

ミナー on WEB: Web 開催 , 2024, [ 講演 ]

6.	 松本禎久
	 複合的介入のランダム化比較試験：早期からの

専門的緩和ケア介入試験の経験もふまえて .
	 第 9 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会: さいたま市, 2024, [ワーキンググループ]

7.	 松本禎久
	 難治性がん疼痛治療における医療連携・相談体

制の構築 .
	 第 9 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : さいたま市 , 2024, [ 企画 ]

8.	 松本禎久
	 治療抵抗性の耐え難い苦痛に対する持続的鎮静

における葛藤：医療倫理と意思決定支援 .
	 日本麻酔科学会第 71 回学術集会 : 神戸市 , 

2024, [ 口述発表 ]

9.	 佐伯吉規
	 医療受診にまつわる LGBTQの課題 .
	 第 29 回日本緩和医療学会学術大会 / 第 37 回

日本サイコオンコロジー学会総会 合同学術大
会 : 神戸市 , 2024, [ 座長 ]

10.	 佐伯吉規
	 「肝機能障害」「脳血管障害」を併存するがん患

者の対応困難な病態に対する向精神薬投与を考
える .

	 第 29 回日本緩和医療学会学術大会 / 第 37 回
日本サイコオンコロジー学会総会 合同学術大
会 : 神戸市 , 2024, [ ワークショップ ]

11.	 岡久将暢 , 池田昌弘 , 臼井優子 , 磯野永依 , 星
野奈月 , 秋月晶子 , 佐伯吉規 , 飯倉佑介 , 石黒
太造 , 松本禎久

	 メサドンの内服が困難となったがん患者におけ
る他のオピオイドへの切り替えに関する後方視
的検討 .

	 第 29 回日本緩和医療学会学術大会 / 第 37 回
日本サイコオンコロジー学会総会 合同学術大
会 : 神戸市 , 2024, [ ポスター発表 ]

12.	 松本禎久
	 ProsCons 企画：週単位の予後と考えられる患

者の頻回なレスキュー投与を許容するか .
	 第 29 回日本緩和医療学会学術大会 / 第 37 回

日本サイコオンコロジー学会総会 合同学術大
会 : 神戸市 , 2024, [ 座長 ]

13.	 松本禎久
	 がん疼痛に対するアルゴリズム治療における専

門的鎮痛法の位置付け .
	 第 29 回日本緩和医療学会学術大会 / 第 37 回

日本サイコオンコロジー学会総会 合同学術大
会 : 神戸市 , 2024, [ シンポジウム ]

14.	 松本禎久
	 気持ちのつらさを有するがん患者に対して、早

期からの緩和ケアは推奨されるか ?
	 第 29 回日本緩和医療学会学術大会 / 第 37 回

日本サイコオンコロジー学会総会 合同学術大
会 : 神戸市 , 2024, [ シンポジウム ]

15.	 池田昌弘 , 岡久将暢 , 臼井優子 , 磯野永依 , 星
野奈月 , 秋月晶子 , 佐伯吉規 , 織壁里奈 , 松本
禎久

	 緩和ケア病棟入院患者におけるレストレスネス
に関する後方視的検討 .

	 第 29 回日本緩和医療学会学術大会 / 第 37 回
日本サイコオンコロジー学会総会 合同学術大
会 : 神戸市 , 2024, [ ポスター発表 ]

16.	 松本禎久
	 がんの痛み：緩和ケア医の視点も交えて .
	 日本ペインクリニック学会第 58 回学術集会 : 

宇都宮市 , 2024, [ シンポジウム ]

17.	 松本禎久
	 がん患者の痛みの評価とマネジメント：がん疼

痛から化学療法誘発性末梢神経障害まで .
	 第 43 回鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジ

ウム : 東京 , 2024, [ メディカルセミナー ]

18.	 佐伯吉規
	 がん患者の心理的課題とその対応 .
	 松山赤十字病院オンコロジーセミナー : 松山

市 , 2024, [ メディカルセミナー ]
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19.	 佐伯吉規
	 がん患者のせん妄の薬物療法を再考する .
	 第 6回日本緩和医療学会関東・甲信越部学術大

会 / 第 20 回長野県緩和医療研究会　 松本市 , 
2024, [ シンポジウム ]

20.	 杉部清佳 , 池田昌弘 , 松本禎久
	 緩和ケア病棟入院中に帯状疱疹に伴う痛みに対

して行った硬膜外ブロックが著効した 1例 .
	 第 6回日本緩和医療学会関東・甲信越部学術大

会 / 第 20 回長野県緩和医療研究会　 松本市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

21.	 松本禎久
	 がん疼痛に対する神経ブロックを適切に提供す

るためにはどうすればよいのか：わが国におけ
る全国調査から .

	 第 6回日本緩和医療学会関東・甲信越部学術大
会 / 第 20 回長野県緩和医療研究会　 松本市 , 
2024, [ 教育講演 ]

22.	 佐伯吉規
	 がん患者の感情的苦痛：疼痛管理を含めて .
	 栃木県の緩和ケアを考える : 宇都宮市 , 2024, 

[ メディカルセミナー ]

23.	 佐伯吉規
	 コラボだヨ！全員集合 .
	 第 37回日本総合病院精神医学会総会 : 熊本市 , 

2024, [ 座長 ]

24.	 厚坊浩史 , 佐伯吉規
	 知りたい！あの先生のキャリアパス 2024.
	 第 37回日本総合病院精神医学会総会 : 熊本市 , 

2024, [ 座長 ]

25.	 松本禎久
	 中枢性感作・痛覚変調性疼痛・一次性慢性痛 .
	 第 46 回日本疼痛学会 : 東京 , 2024, [ 座長 ]

26.	 松本禎久
	 慢性期病態がもたらすストレス応答の分子理

解 .
	 第46回日本疼痛学会サテライトシンポジウム: 

東京 , 2024, [ 座長 ]

27.	 佐伯吉規
	 入院患者が「眠れない」と訴えたとき .
	 日本サイコオンコロジー学会多職種支援セミ

ナー : Web 開催 , 2024, [ 講演 ]

【トータルケアセンター】
1.	 田近忍
	 MSWの役割 .
	 東京都緩和ケア研修会（多職種）: Web 開催 , 

2024, [ 講演 ]

2.	 髙木久美 , 吉宮瑞穂 , 伊丹優貴子 , 稲用ゆうか , 
古田桃子 , 守屋直紀 , 石井美鈴 , 榎田滋穂 , 中
屋恵梨香 , 松下亜由子 , 斎野容子 , 岡村明彦 , 
佐藤崇文

	 Mini-cog による認知機能評価と栄養士による
栄養評価の関連 .

	 第 27 回日本病態栄養学会年次学術集会 : 京都
市 , 2024, [ 口述発表 ]

3.	 片岡明美
	 乳がんの最新治療とその後のサバイバーシップ

支援について .
	 江東区健康講演会 : WEB開催 , 2024, [ 講演 ]

4.	 武本麻理絵
	 緩和ケア中心の医療が必要な患者さんへの対

応：MSWの視点から .
	 第 7 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会 : 

名古屋市 , 2024, [ 講演 ]

5.	 小野麻紀子 , 長﨑礼子 , 中村美穂 , 濱口恵子 , 
横井麻珠美 , 松浦信子 , 宇津木久仁子 , 片岡明
美 , 高野利実

	 アピアランスケアニーズ把握のためのアンケー
ト調査 .

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

6.	 大友陽子
	 がん患者さん・家族を支えるナースの仕事 .
	 第 38 回日本がん看護学会学術集会 : 神戸市 , 

2024, [ 講演 ]

7.	 花出正美 , 天野慎介
	 市民公開講座：患者・家族の「今を生きる」に

寄り添うがん看護のチカラ .
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	 第 38 回日本がん看護学会学術集会 : 神戸市 , 
2024, [ 座長 ]

8.	 花出正美
	 抗がん薬の安全な取り扱い（曝露対策）：USと

日本のベストプラクティス .
・HD management and exposure control in the 

U.S. now.
・組織として取り組むハザーダス・ドラッグの曝露対

策 .
	 第 38 回日本がん看護学会学術集会 : 神戸市 , 

2024, [ 座長 ]

9.	 髙木久美 , 伊丹優貴子 , 稲用ゆうか , 古田桃子 , 
守屋直紀 , 石井美鈴 , 榎田滋穂 , 中屋恵梨香 , 
松下亜由子 , 川名加織 , 斎野容子 , 岡村明彦 , 
佐藤崇文

	 Geriatric 8 における高齢者機能評価と栄養士
による栄養評価の関連の検討 .

	 第 39 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 : 横浜
市 , 2024, [ 口述発表 ]

10.	 松浦信子
	 ストーマ合併症・皮膚変化 .
	 第 41 回日本ストーマ・排泄リハビリテーショ

ン学会総会 : 横浜市 , 2024, [ 座長 ]

11.	 松浦信子
	 腹腔鏡手術は術後の stomaの quality をあげた

か？
	 第 41 回日本ストーマ・排泄リハビリテーショ

ン学会総会 : 横浜市 , 2024, [ パネルディス
カッション ]

12.	 片岡明美 , 中村美穂
	 乳がん治療とその後の生活：がんになっても自

分らしさを大切に .
	 がん研究会有明病院＆JAL Wellnessセミナー: 

東京+Web開催 , 2024, [ 講演 ]

13.	 中村美穂
	 看護師によるアピアランスケア .
	 医療従事者のためのアピアランスケアセミナー

患者さんと社会をつなぐ : WEB 開催 , 2024, 
[ 口述発表 ]

14.	 小野麻紀子
	 アピアランスケアの将来像 .
	 医療従事者のためのアピアランスケアセミナー

患者さんと社会をつなぐ : WEB 開催 , 2024, 
[ 口述発表 ]

15.	 横井麻珠美
	 アピアランスケアの実際 .
	 医療従事者のためのアピアランスケアセミナー

患者さんと社会をつなぐ : WEB 開催 , 2024, 
[ 口述発表 ]

16.	 濱口恵子
	 アピアランスケアについて .
	 医療従事者のためのアピアランスケアセミナー

患者さんと社会をつなぐ : Web 開催 , 2024, 
[ 口述発表 ]

17.	 片岡明美
	 乳がん治療とその後の生活：パートナーシップ

を考える .
	 第 6 回がん研究会有明病院・海上ビル診療所 

合同セミナー : 東京 , 2024, [ 講演 ]

18.	 勝野幸子 , 小笠原麻衣子 , 中村美穂 , 石川弥生 , 
佐藤貴子 , 下大川恵 , 福田浩子 , 増田真由美 , 
高野利実 , 宇津木久仁子

	 保険診療施設での婦人科がん続発性下肢リンパ
浮腫のケア .

	 第 7 回日本リンパ浮腫学会総会 : 川越市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

19.	 宇津木久仁子
	 医療者と共に考えたい、患者からの SOS！
	 第 7 回日本リンパ浮腫学会総会 : 川越市 , 

2024, [ 座長 ]

20.	 宇津木久仁子
	 臨床研究と患者・市民参画（PPI）.
	 第 7 回日本リンパ浮腫学会総会 : 川越市 , 

2024, [ シンポジスト ]

21.	 小笠原麻衣子 , 勝野幸子 , 中村美穂 , 佐藤貴子 , 
福田浩子 , 下大川恵 , 増田真由美 , 石川弥生 , 
片岡明美 , 高野利実 , 宇津木久仁子

	 ドセタキセル治療歴のある腋窩リンパ節郭清乳
がん患者のリンパ浮腫の病期と治療経過 .
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	 第 7 回日本リンパ浮腫学会総会 : 川越市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

22.	 宮城八重子 , 片岡綾華 , 河島地草 , 岡江晃児 , 
花出正美

	 冊子『がんと診断されたあなたに知ってほしい
こと』の活用推進に関する活動報告 .

	 第 12 回日本がん相談研究会年次大会 : 東京 , 
2024, [ 口述発表 ]

23.	 片岡明美
	 POSITIVE 試験参加を経験して得られたもの .
	 第 14 回 JBCRG 学術集会 : Web 開催 , 2024, 

[ 講演 ]

24.	 Seki, Y.
	 LVA as a treatment of neurogenic bladder 

after gynecologic cancer treatment using 
the SEKI method.

	 The 10th World Symposium for Lymph-
edema Surgery （WSLS）: Taipei, Taiwan, 
2024, [ パネルディスカッション ]

25.	 Seki, Y.
	 LVA beyond LVA.
	 The 10th World Symposium for Lymph-

edema Surgery （WSLS）: Taipei, Taiwan, 
2024, [ パネルディスカッション ]

26.	 Seki, Y.
	 Migraine surgery and lymphatic surgery.
	 第 67 回日本形成外科学会総会・学術集会 : 神

戸市 , 2024, [ 司会 ]

27.	 片岡明美 , 阿部朋未 , 植弘奈津恵 , 吉田奈央 , 
松永有紀 , 春山優理恵 , 中平詩 , 高畑史子 , 井
上有香 , 山下奈真 , 吉田和世 , 前田哲代 , 稲荷
均 , 坂井威彦 , 中村美穂 , 濱口恵子 , 高野利実 , 
渡邊雅之 , 上野貴之

	 いつでもどこでも誰からでもサバイバーシップ
ケアが受けられる病院を目指して .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ 特別企画 ]

28.	 濱口惠子 , 片岡明美 , 長﨑礼子 , 横井麻珠美 , 
中村美穂 , 宇津木久仁子 , 小野麻紀子 , 高野利
実 , 渡邊雅之

	 アピアランスケアに関する職員の認識および対
応の現状 .

	 第 9 回日本がんサポーティブケア学会学術集
会 : さいたま市 , 2024, [ ポスター発表 ]

29.	 片岡明美
	 妊孕性 .
	 第 9 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : さいたま市 , 2024, [ ファシリテーター ]

30.	 片岡明美
	 挙児希望のある乳がん術後女性がホルモン療法

を中断して妊娠を試みる国際共同研究 POSI-
TIVE 試験に参加して .

	 第 9 回日本がんサポーティブケア学会学術集
会 : さいたま市 , 2024, [ セッション ]

31.	 片岡明美
	 ピンクリボンアドバイザー活動発表 .
	 NPO 法人乳房健康研究会ピンクリボンアドバ

イザーアニュアルミーティング 2024: 東京 , 
2024, [ 座長 ]

32.	 上田美佐江
	 「気になる家庭のカンファレンス」について .
	 第 26 回日本医療マネジメント学会学術総会 : 

福岡市 , 2024, [ 口述発表 ]

33.	 片岡明美
	 がん教育模擬授業 .
	 第 8回ピンクリボンアドバイザーがん教育講師

養成講座 : 東京 , 2024, [ コメンテーター ]

34.	 片岡明美
	 トークセミナー .
	 第 20 回ミニウオーク &ラン フォー ブレス

トケア ピンクリボンウオーク 2024: 東京 , 
2024, [ 座長 ]

35.	 片岡明美
	 ワークショップ「学びの広場：臨床試験と意思

決定」.
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ 座長 ]
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36.	 片岡明美
	 乳がんサバイバーシップ：運動・栄養・代謝 .
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ 座長 ]

37.	 片岡明美
	 乳がんのアピアランスケアについて .
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ ランチョンセミナー ]

38.	 片岡明美 , 阿部朋未 , 植弘奈津恵 , 高畑史子 , 
春山優理恵 , 吉田奈央 , 家里明日美 , 河村雪乃 , 
中平詩 , 山下奈真 , 井上有香 , 前田哲代 , 吉田
和世 , 稲荷均 , 坂井威彦 , 上野貴之

	 妊娠期乳癌の特徴と今後の問題点について .
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ シンポジウム ]

39.	 大友陽子
	 がんの要因から、いまできること：がん予防と

生活習慣 .
	 “がん” を知る！サマーセミナー in がん研 : 東

京 , 2024, [ 講演 ]

40.	 片岡明美
	 がんについて .
	 “がん” を知る！サマーセミナー in がん研 : 東

京 , 2024, [ 講演 ]

41.	 Seki, Y.
	 How can we finish compression therapy af-

ter LVA?: limitation and methodology.
	 International Microsurgery Club （IMC） We-

binar: WEB 開催 , 2024, [ 特別パネル ]

42.	 Seki, Y.
	 LVA for lower limb lymphedema: facilitat-

ing treatments beyond initial limitations.
	 Pre-congress of the 15th Annual Meeting 

of the European Plastic Surgery Research 
Council: Brno, Czech Republic, 2024, [ 招待
講演 ]

43.	 Seki, Y.
	 The journey of treating lymphedema from 

mild to severe stages.

	 The 15th Annual Meeting of the European 
Plastic Surgery Research Council: Brno, 
Czech Republic, 2024, [ 招待講演 ]

44.	 片岡明美
	 治療終了後も長期的に残存する生活障害Ⅳ：乳

がんに焦点をあてて .
	 2024 年度高知県立大学がん高度実践看護師

コースセミナー : WEB開催 , 2024, [ 講演 ]

45.	 片岡明美
	 がん治療専門病院でのアピアランスケアへの取

組み .
	 NPO 法人エンパワリング ブレストキャンサー

/E-BeC. BC Venus Forum Vol.2 in 東京 : 東
京 , 2024, [ 講演 ]

46.	 片岡明美
	 最新・乳がん治療白書：SDMから最新治療ま

で＆なんでも質問 .
	 NPO 法人女性医療ネットワーク第 166 回マン

マチアー : WEB開催 , 2024, [ 講演 ]

47.	 片岡明美
	 アピアランスケア：当院での取り組み .
	 第 21回日本乳癌学会中国四国地方会 : 松山市 , 

2024, [ ティータイムセミナー ]

48.	 松浦信子
	 ストーマサイトマーキングのレビューとイノ

ベーション .
	 第 55 回東京ストーマリハビリテーション研究

会 : 東京 , 2024, [ 講演 ]

49.	 片岡明美
	 乳がんに備える：正しい知識と頼れるなかまを

持っておこう .
	 日本対がん協会ピンクリボンフェスティバル

2024: WEB開催 , 2024, [ 講演 ]

50.	 稲見摩紀子 , 濱口恵子 , 床知恵子 , 鈴木美智子 , 
長﨑礼子 , 中村美穂 , 井上杏奈 , 谷口愉香 , 片
岡明美 , 小野麻紀子 , 田近忍 , 宮城八重子 , 厚
坊浩史 , 高野利実 , 渡邊雅之

	 「患者が大切にしている家族等の診察同席」に
関する職員の意識調査 .
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	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ シンポジウム ]

51.	 花出正美 , 廣瀬瑞穂 , 栗林理恵 , 一柳弘子 , 岡
山慶子 , 清水多嘉子 , 松田美佐

	 ひとり暮らしのがん患者が治療前・治療中に直
面する困りごと・悩みと対処行動 .

	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

52.	 片岡明美
	 乳がんの診療に関する基礎知識 .
	 NPO 法人乳房健康研究会ピンクリボンワーク

ショップキャラバン 2024: WEB 開催 , 2024, 
[ 講演 ]

53.	 Kataoka, A., Abe, T., Yoshida, N., Uehiro, 
N., Takahata, C., Ozaki, Y., Nishimura, M., 
Takano, T., Kogawa, T., Ueno, T.

	 Prognosis, fertility preservation trends, and 
pregnancy outcomes in young patients with 
triple negative breast cancer.

	 The 8th World Congress of the Internation-
al Society for Fertility Preservation: 東 京 , 
2024, [ ポスター発表 ]

54.	 片岡明美
	 乳がんアピアランスケアとサバイバーシップ支

援 .
	 国立病院機構福岡東医療センター第 50 回臨床

腫瘍カンファレンス : WEB 開催 , 2024, [ 講
演 ]

55.	 田近忍
	 脳卒中後のがん患者の生きる場所：あらゆる壁

を経験したMSWの事例 .
	 第 2回 Stroke Oncology研究会 : 東京 , 2024, 

[ 講演 ]

56.	 片岡明美
	 妊孕性温存療法の現状 .
	 第 20 回日本乳癌学会関東地方会 : 東京 , 

2024, [ 座長 ]

【医療安全管理部】
1.	 山本豊
	 他山の石から学ぶ医療安全管理 .
	 さがらウィメンズヘルスケアグループ 医療安

全全体研修会 : 鹿児島市 , 2024, [ 口述発表 ]

2.	 山本豊
	 第Ⅳ期：第 2回医療機器のみらいを担う人材育

成プロジェクト .
	 日本医療器機器産業連合会 : 東京 , 2024, 

[ ファシリテーター ]

3.	 山本豊
	 病院敷地内の道路鋲による患者家族の転倒 .
	 認定病院患者安全推進協議会 施設・環境・設

備セミナー : Web 開催 , 2024, [ 口述発表 ]

4.	 山本豊 , 根本真記 , 鈴木美智子 , 藤木由佳子
	 病院敷地内の道路鋲で患者家族が転倒した事故

への対応報告 .
	 第 19 回医療の質・安全学会学術集会 : 横浜市 , 

2024, [ 口述発表 ]

【画像診断部】
1.	 田中優美子
	 卵巣癌の画像診断 . 
	 Gynecology Kaleidoscope Symposium：チー

ムで考える病理／画像診断 : Web 開催 , 2024, 
[ 講演 ]

2.	 菊池真理
	 術前薬物療法後の画像診断の実際：HER2 陽性

乳癌を中心に .
	 第33回日本乳癌画像研究会: 東京 , 2024, [シ

ンポジウム ]

3.	 菊池真理
	 術前薬物療法後の画像診断の実際：HER2 陽性

乳癌を中心に .
	 第 43 回日本画像医学会 : 東京 , 2024, [ シン

ポジウム ]
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4.	 Watanabe, H., Sato, Y., Oikado, K., Terau-
chi, T.

	 Correlation between iodine concentra-
tion in lung cancer on dual-energy CT and 
non-mucinous adenocarcinoma grading.

	 European Congress of Radiology 2024: Vi-
enna, Austria., 2024, [ 口述発表 ]

5.	 北井里実
	 婦人科領域の画像診断：MRI 撮影の工夫と診断

のポイント .
	 産婦人科医会多摩ブロック : 東京 , 2024, [ 講

演 ]

6.	 田中優美子
	 症例に学ぶ婦人科腫瘍の画像診断 . 
	 第 38 回 Diagnostic Imaging Conference: 

Web 開催 , 2024, [ 講演 ]

7.	 佐藤嘉尚
	 デュアルエナジー CTでの原発性肺癌と肺転移

の鑑別における eclipse sign の有用性 .
	 第 83 回日本医学放射線学会総会 : 横浜市 , 

2024, [ 口演 + CyPos]

8.	 一川良太 , 北井里実 , 田中優美子 , 寺内隆司 , 
岡本三四郎 , 金尾祐之 , 小嶋結 , 外岡暁子

	 類上皮性トロホブラスト腫瘍の一例 .
	 第 37 回日本腹部放射線学会 : 川越市 , 2024, 

[ ポスター発表 ]

9.	 北井里実
	 卵巣・卵管 .
	 第 37 回日本腹部放射線学会 : 川越市 , 2024, 

[ 座長 ]

10.	 山元龍哉
	 後腹膜 1.
	 第 37 回日本腹部放射線学会 : 川越市 , 2024, 

[ 座長 ]

11.	 佐藤嘉尚
	 胸部 .
	 第 461 回日本医学放射線学会関東地方会定期

大会 : 東京 , 2024, [ 座長 ]

12.	 田中優美子
	 Tumor Board：Tumor Board がん生殖：アン

サーパッドで全員参加 .
	 第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 鹿児

島市 , 2024, [ コメンテーター ]

13.	 植野映子
	 骨軟部腫瘍の画像診断について .
	 第 18 回診断病理サマーフェスト：病理と臨床

の対話 : 東京 , 2024, [ 講演 ]

14.	 植野映子
	 「悪性軟部腫瘍の画像診断」；特に後腹膜肉腫に

ついて .
	 腹部・後腹膜肉腫セミナー（埼玉骨軟部腫瘍研

究会）: さいたま市 , 2024, [ 講演 ]

15.	 北井里実
	 画像診断レポートのあり方 .
	 JSAWI 第 25 回シンポジウム : 淡路市 , 2024, 

[ ワークショップ ]

16.	 田中優美子
	 転移性子宮・卵巣腫瘍の画像診断 .
	 JSAWI 第 25 回シンポジウム : 淡路市 , 2024, 

[ 講演 ]

17.	 山下康輔 , 茂木一樹 , 伊藤良真 , 宮司典明 , 高
津一朗 , 寺内隆司

	 111In-pentetreotide SPECT/CT を用いた核
医学治療薬 177Lu-DOTATATE における腎臓吸
収線量予測に向けた検討：Exploratory study 
on the prediction of renal absorbed dose in 
neuroendocrine tumor therapy with 177Lu- 
DOTATATE using 111in pentetreotide 
SPECT/CT.

	 第 1 回⽇本放射線医療技術学術⼤会（第 40回
⽇本診療放射線技師学術⼤会・第 52 回⽇本放
射線技術学会秋季学術⼤会合同大会）: 宜野湾
市 , 2024, [ 口述発表 ]

18.	 山下康輔
	 核医学治療の最前線 .
	 第 1 回⽇本放射線医療技術学術⼤会（第 40回

⽇本診療放射線技師学術⼤会・第 52 回⽇本放
射線技術学会秋季学術⼤会合同大会）: 宜野湾
市 , 2024, [ 司会 ]
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19.	 一川良太 , 佐藤嘉尚 , 松浦陽介 , 文敏景 , 二宮
浩範 , 森健作

	 腹部造影MRI が診断の決め手となった肝類上
皮血管内皮腫肺転移の症例 .

	 第 60 回日本医学放射線学会秋季臨床大会 / 第
38回胸部放射線研究会 : 福岡市 , 2024, [ セッ
ション ]

20.	 森健作
	 マルチモーダルアプローチによる画像診断 .
	 第 462 回日本医学放射線学会関東地方会定期

大会 : 高崎市 , 2024, [ 座長 ]

【臨床遺伝医療部】
1.	 植木有紗
	 遺伝学的診断を治療戦略に活用する （BRCA1/2

を中心に）.
	 日本臨床腫瘍学会教育企画部会「2024 年新春

がんバイオマーカーの診断を横断的に学ぶ」: 
Web 開催 , 2024, [ 講師 ]

2.	 新川裕美 , 金子景香 , 幅野愛理 , 箕浦祐子 , 久
我亜沙美 , 横井麻珠美 , 阿部朋未 , 青木洋一 , 
小野麻紀子 , 片岡明美 , 高野利実 , 植木有紗

	 遺伝性腫瘍における着床前遺伝学的検査
（PGT-M）に対する医療者の認識と今後の課題：
当院医療職におけるアンケート調査を通して .

	 第 14 回日本がん・生殖医療学会学術集会 : 水
戸市 , 2024, [ 一般演題 ]

3.	 植木有紗
	 遺伝性腫瘍領域の着床前遺伝学的検査（PGT-M）

に対する社会的課題と医療者における認知 .
	 第 27 回東北家族性腫瘍研究会 : 仙台市+Web

開催 , 2024, [ 特別講演 ]

4.	 植木有紗
	 遺伝子パネル検査の意義とその実際 .
	 第 30 回日本産婦人科乳腺医学会 : 東京 , 

2024, [ シンポジウム ]

5.	 植木有紗 , 幅野愛理 , 久我亜沙美 , 新川裕美 , 
金子景香 , 髙橋俊二 , 深田一平 , 林直美 , 森誠
一 , 田中教生 , 清谷一馬 , 竹内賢吾 , 外岡暁子 , 
志賀太郎 , 上原雅恵 , 戸次宣史 , 勝俣良紀 , 桃
井瑞生 , 佐藤武志 , 林香 , 中島裕也 , 藤波芳 , 
藤波優 , 丸祐一 , 小崎健次郎 , 上野貴之

	 全ゲノム解析に伴う遺伝情報回付の現状と課
題 .

	 第 1 回がん・難病全ゲノム合同班会議 : 東京 , 
2024, [ ポスター発表 ]

6.	 幅野愛理 , 金子景香 , 新川裕美 , 箕浦祐子 , 久
我亜沙美 , 林直美 , 土橋映仁 , 古川孝広 , 深田
一平 , 田中教生 , 森誠一 , 髙橋俊二 , 上野貴之 , 
植木有紗

	 BRCA1/2 は非関連がんにおいてもドライバー
として検出される：当院の全ゲノム解析の結果
より .

	 第 4 回 JOHBOC 学術総会 : 東京 , 2024, [ 口
述発表 ]

7.	 植木有紗
	 乳腺領域：がん未発症BRCA病的バリアント保

持者への医療 .
	 第 4 回 JOHBOC 学術総会 : 東京 +Web 開催 , 

2024, [ 座長 ]

8.	 植木有紗
	 遺伝学的検査へのクリティカル・シンキング：

個人情報保護法の観点から遺伝医学の現在と未
来を考える .

	 第 4 回 JOHBOC 学術総会 : 東京 +Web 開催 , 
2024, [ 座長 ]

9.	 箕浦祐子
	 データからみる遺伝性腫瘍診療の均てん化と地

域連携 .
	 第 4 回 JOHBOC 学術総会 : 東京 +Web 開催 , 

2024, [ 口述発表 ]

10.	 新川裕美
	 調査・研究委員会企画 .
	 第 6 回 AYA がんの医療と支援のあり方研究会

学術集会 : 東京 , 2024, [ 口述発表 ]

11.	 久我亜沙美 , 金子景香 , 新川裕美 , 幅野愛理 , 
箕浦祐子 , 土橋映仁 , 林直美 , 古川孝広 , 植木
有紗

	 当院における生殖細胞系列多遺伝子パネル検査
の実施状況および課題と展望 .

	 第 30回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 仙台市 , 
2024, [ 要望演題 ]
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12.	 幅野愛理 , 金子景香 , 新川裕美 , 箕浦祐子 , 久
我亜沙美 , 林直美 , 土橋映仁 , 古川孝広 , 植木
有紗

	 遺伝性腫瘍当事者の語りを届ける：「当事者か
らのメッセージ」の取り組み .

	 第 30回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 仙台市 , 
2024, [ 要望演題 ]

13.	 新川裕美 , 金子景香 , 幅野愛理 , 箕浦祐子 , 久
我亜沙美 , 林直美 , 土橋映仁 , 古川孝広 , 植木
有紗

	 がん専門施設医療職の PGT-M 等の情報提供に
ついての考察：当院医療職に実施したアンケー
ト調査から .

	 第 30回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 仙台市 , 
2024, [ 一般演題 ]

14.	 植木有紗
	 がん遺伝子パネル検査・全ゲノム解析に伴う遺

伝情報回付の現状と課題 .
	 第 30回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 仙台市 , 

2024, [ シンポジウム ]

15.	 金子景香 , 新川裕美 , 幅野愛理 , 箕浦祐子 , 久
我亜沙美 , 土橋映仁 , 林直美 , 古川孝広 , 植木
有紗

	 HBOC の可能性が考慮されるがん未発症血縁
者に遺伝医療を届けるためのチーム医療を考え
る .

	 第 30回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 仙台市 , 
2024, [ 要望演題 ]

16.	 金子景香
	 遺伝カウンセリング .
	 第 30回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 仙台市 , 

2024, [ 座長 ]

17.	 久我亜沙美 , 箕浦祐子 , 幅野愛理 , 新川裕美 , 
金子景香 , 林直美 , 土橋映仁 , 古川孝広 , 植木
有紗

	 当院における生殖細胞系列多遺伝子パネル検査
の実施状況および課題と展望 .

	 第 30回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 仙台市 , 
2024, [ 要望演題 ]

18.	 植木有紗
	 徹底議論！ HBOC 医療の最新動向と展望：婦

人科領域におけるHBOC診療の展望 .
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ シンポジウム ]

19.	 植木有紗
	 HBOCガイドライン .
	 第 9 回 JOHBOC e-learning セミナー : Web

開催 , 2024, [ 講演 ]

20.	 久我亜沙美 , 箕浦祐子 , 幅野愛理 , 新川裕美 , 
金子景香 , 林直美 , 土橋映仁 , 古川孝広 , 植木
有紗

	 MLH1 に病的意義が高いと考えられるバリアン
トが検出された一例 .

	 “Lynch Syndrome Day 2024” 第 10 回リンチ
症候群研究会・第 6回がんゲノム医療時代にお
ける Lynch 症候群研究会 合同学術集会 : 東京 , 
2024, [ 一般演題 ]

21.	 幅野愛理 , 林直美 , 山崎真澄
	 Germline Findings におけるチーム医療 .
	 “Lynch Syndrome Day 2024” 第 10 回リンチ

症候群研究会・第 6回がんゲノム医療時代にお
ける Lynch 症候群研究会 合同学術集会 : 東京 , 
2024, [ パネルディスカッション ]

22.	 幅野愛理 , 金子景香 , 新川裕美 , 箕浦祐子 , 久
我亜沙美 , 石岡宏太 , 林直美 , 土橋映仁 , 古川
孝広 , 千野晶子 , 植木有紗

	 発端者の診断から 10 年以上経過後に血縁者の
遺伝学的検査に至った Lynch 症候群の 2例 .

	 “Lynch Syndrome Day 2024” 第 10 回リンチ
症候群研究会・第 6回がんゲノム医療時代にお
ける Lynch 症候群研究会 合同学術集会 : 東京 , 
2024, [ 一般演題 ]

23.	 植木有紗
	 Germline Findings におけるチーム医療 .
	 “Lynch Syndrome Day 2024” 第 10 回リンチ

症候群研究会・第 6回がんゲノム医療時代にお
ける Lynch 症候群研究会 合同学術集会 : 東京 , 
2024, [ モデレーター ]
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24.	 石岡宏太 , 新川裕美 , 金子景香 , 幅野愛理 , 箕
浦祐子 , 久我亜沙美 , 林直美 , 土橋映仁 , 一瀬
淳二 , 文敏景 , 西尾誠人 , 二宮浩範 , 千野晶子 , 
植木有紗

	 リンチ症候群に関連して発症したと推定される
肺癌の３症例 .

	 “Lynch Syndrome Day 2024” 第 10 回リンチ
症候群研究会・第 6回がんゲノム医療時代にお
ける Lynch 症候群研究会 合同学術集会 : 東京 , 
2024, [ 一般演題 ]

25.	 久我亜沙美 , 金子景香 , 新川裕美 , 幅野愛理 , 
箕浦祐子 , 石岡宏太 , 林直美 , 土橋映仁 , 古川
孝広 , 植木有紗

	 Clinical characteristics of ATM germline 
pathogenic variants：insights from 11 fam-
ilies.

	 日本人類遺伝学会第 69 回大会 : 札幌市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

26.	 幅野愛理 , 田中教生 , 土橋映仁 , 金子景香 , 新
川裕美 , 箕浦祐子 , 久我亜沙美 , 石岡宏太 , 林
直美 , 古川孝広 , 深田一平 , 森誠一 , 髙橋俊二 , 
上野貴之 , 植木有紗

	 Germline findings in whole genome se-
quencing: contribution to carcinogenesis?

	 日本人類遺伝学会第 69 回大会 : 札幌市 , 
2024, [ 口述発表 ]

27.	 植木有紗 , 幅野愛理 , 森誠一 , 深田一平 , 志賀
太郎 , 桃井瑞生 , 勝俣良紀 , 小﨑健次郎 , 上野
貴之

	 Comprehensive genomic analysis in cancer 
patients：germline findings associated with 
hereditary cardiovascular diseases.

	 日本人類遺伝学会第 69 回大会 : 札幌市 , 
2024, [ シンポジウム ]

28.	 金子景香 , 土橋映仁 , 新川裕美 , 幅野愛理 , 箕
浦祐子 , 久我亜沙美 , 石岡宏太 , 林直美 , 古川
孝広 , 植木有紗

	 Cascade genetic testing for HBOC rela-
tives：verified from 117 families’ genetic 
counseling.

	 日本人類遺伝学会第 69 回大会 : 札幌市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

29.	 新川裕美 , 植木有紗
	 当院でのアンケート調査から考える遺伝性腫瘍

と PGT-M.
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ シンポジウム ]

30.	 植木有紗
	 がんゲノム医療時代における遺伝性疾患の診断

意義とGene Awareness プロジェクト .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ ワークショップ ]

31.	 Habano, E., Ueki, A., Ueno, T.
	 Insights from whole-genome sequencing: 

Germline findings may contribute to car-
cinogenesis in off-tumors.

	 68th Annual meeting of Korean Society of 
Medical Genetics and Genomics （KSMGG） 
with 40th Educational symposium; 2024 
Annual meeting of East Asian Union of Hu-
man Genetics Society: Seoul, Korea., 2024, 
[ シンポジウム /ワークショップパネル ]

32.	 植木有紗
	 腫瘍 .
	 第 10 回日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演

会 : 東京 , 2024, [ 座長 ]

33.	 植木有紗
	 HBOCガイドライン .
	 第 10 回 JOHBOC e-learning セミナー : Web

開催 , 2024, [ 講演 ]

【集中治療部】
1.	 望月俊明
	 学生研修医ポスター 6（SRP）：症例 .
	 第 51回日本集中治療医学会学術集会 : 札幌市 , 

2024, [ 座長 ]

2.	 望月俊明 , 福岡聖大 , 武田孝一 , 見市光寿 , 風
戸拓也 , 寺嶋克幸

	 血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）との鑑別
に難渋した重症免疫チェックポイント阻害薬
（ICI）誘発性腎炎の１例 .

	 第 51回日本集中治療医学会学術集会 : 札幌市 , 
2024, [ 口述発表 ]
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【核医学部】
1.	 島田直毅
	 核医学におけるセラノスティクスの現状と将来

展望 .
	 放射線多地点合同カンファレンス : Web 開催 , 

2024, [ 講演 ]

2.	 吉田ほのか
	 当院における PET/CT 検査の運用とコツ .
	 第 40 回東葛放射線画像Web セミナー : Web

開催 , 2024, [ 講演 ]

3.	 島田直毅 , 中山径生
	 研究発表２.
	 第 19 回千葉県放射線技術フォーラム : 千葉市

+Web開催 , 2024, [ 座長 ]

4.	 茂木一樹 , 宮司典明 , 山下康輔 , 伊藤良真 , 高
津一朗 , 寺内隆司

	 骨 SPECT/CT における収集条件に依存した可
変再構成パラメータの有用性 .

	 第 80 回日本放射線技術学会総会学術大会 : 横
浜市 , 2024, [ 口述発表 ]

5.	 吉田ほのか , 深井翔平 , 島田直毅 , 大澤敦 , 高
津一朗 , 寺内隆司 , 大﨑洋充 , 磯貝咲采

	 フルシクロビンにおける至適撮像条件：GE社
製 PET/CT3 機種における検討 .

	 第 101 回日本核医学会関東甲信越地方会 : 柏
市 , 2024, [ 口述発表 ]

6.	 島田直毅 , 中澤脩人 , 浅野夏美 , 大澤敦 , 高津
一朗 , 寺内隆司

	 FDG-PET における撮像条件：GE社製 PET/CT
３機種における検討 .

	 第 101 回日本核医学会関東甲信越地方会 : 柏
市 , 2024, [ 口述発表 ]

7.	 伊藤良真 , 茂木一樹 , 山下康輔 , 高津一朗 , 寺
内隆司

	 PET 撮像のオーバーラップエリアにおけるデー
タ駆動型呼吸同期の効果：Effectiveness of 
data-driven respiratory gating in the PET 
overlap area.

	 第 1 回⽇本放射線医療技術学術⼤会（第 40回
⽇本診療放射線技師学術⼤会・第 52 回⽇本放
射線技術学会秋季学術⼤会合同大会）: 宜野湾
市 , 2024, [ 口述発表 ]

8.	 茂木一樹 , 山下康輔 , 宮司典明 , 伊藤良真 , 高
津一朗 , 寺内隆司

	 111In-pentetreotide SPECT/CT を 用 い た
177Lu-DOTA-TATE 治療における 1 センチ
メートル線量当量率の予測：Prediction of 1 
centimeter dose equivalent rate for 177Lu-
DOTA-TATE treatment using. 

	 第 1 回⽇本放射線医療技術学術⼤会（第 40回
⽇本診療放射線技師学術⼤会・第 52 回⽇本放
射線技術学会秋季学術⼤会合同大会）: 宜野湾
市 , 2024, [ 口述発表 ]

9.	 茂木一樹
	 電子ポスター （研究）.
	 核医学 （その他）.
	 第 1 回⽇本放射線医療技術学術⼤会（第 40回

⽇本診療放射線技師学術⼤会・第 52 回⽇本放
射線技術学会秋季学術⼤会合同大会）: 宜野湾
市 , 2024, [ 座長 ]

10.	 中澤脩人 , 島田直毅 , 浅野夏美 , 高津一朗 , 寺
内隆司

	 Precision DL画像再構成を搭載したPET/CTの
臨床利用の実際 .

	 第 21 回 TOPIC -Tokyo PET Imaging Confer-
ence-: Web 開催 , 2024, [ 口述発表 ]

11.	 寺内隆司
	 がん研有明病院核医学部の立ち位置 .
	 第 64 回日本核医学会学術総会 / 第 44 回日本

核医学技術学会総会学術大会 : 横浜市 , 2024, 
[ シンポジウム ]

12.	 深井翔平 , 大﨑洋充 , 黒森一星 , 山下康輔 , 島
田直毅 , 高津一朗 , 寺内隆司

	 乳癌患者を対象とした bone scan index 解析
システムの精度評価 .

	 第 71 回日本放射線技術学会関東支部研究発表
大会 : 高崎市 , 2024, [ 口述発表 ]
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【臨床検査センター】
1.	 石山大治 , 友田美穂子 , 上東野誉司美 , 高橋ひ

ろみ , 阿部仁 , 千葉知宏 , 三宅一徳 , 中山耕之
介

	 尿沈渣中に卵巣明細胞腺癌細胞の出現を認めた
1症例 .

	 第73回日本医学検査学会: 金沢市, 2024, [ポ
スター発表 ]

2.	 天海佐内絵
	 診療科・病棟で使える！ポータブル下肢静脈エ

コーハンズオンセミナー .
	 第 44 回日本静脈学会総会 : 北佐久郡 , 2024, 

[ 講師 ]

3.	 永尾千夏 , 梅原翼 , 石山大治 , 佐竹明日香 , 宮
前ちひろ , 関根凜太郎 , 水野奈々 , 阿部仁 , 三
宅一徳 , 中山耕之介

	 芽球が B細胞 /骨髄系の混合表現型を示し , 染
色体所見からAML-MRと最終診断された一例 .

	 第 25 回日本検査血液学会学術集会 : 広島市 , 
2024, [ 一般演題 ]

4.	 関根凜太郎 , 梅原翼 , 水野奈々 , 永尾千夏 , 宮
前ちひろ , 佐竹明日香 , 石山大治 , 阿部仁 , 三
宅一徳 , 中山耕之介

	 MYC 陰性 BPDCN（芽球性形質細胞様樹状細胞
腫瘍）4症例の比較 .

	 第 25 回日本検査血液学会学術集会 : 広島市 , 
2024, [ 一般演題 ]

5.	 藤巻立生明 , 鈴木暁 , 上林慧也 , 関田綱基 , 海
原和己 , 阿部仁 , 三宅一徳 , 中山耕之介

	 CK-MB 蛋白量測定において CK/CKMB 比が異
常高値を呈した一例 .

	 第 64 回日本臨床化学会年次学術集会 : 宇都宮
市 , 2024, [ 口述発表 ]

6.	 関田綱基
	 RCPC 臨床化学検査を読む .
	 第 64 回日本臨床化学会年次学術集会 : 宇都宮

市 , 2024, [ 回答者 ]

【超音波診断・IVR部】
1.	 國分優美
	 MRI 検出病変の超音波診断 .
	 第 33 回日本乳癌画像研究会 画像診断ワンポイ

ントレッスン : Web 開催 , 2024, [ セミナー ]

2.	 國分優美 , 春山優理恵 , 中島絵里 , 加藤千絵子 , 
圓岡有里 , 秋谷昌史 , 大迫智 , 坂井威彦 , 上野
貴之 , 松枝清 , 稲荷均

	 BRCA1/2 バリアント保持者に対するサーベイ
ランス期間における乳癌発見契機と画像所見 .

	 日本超音波医学会第 97 回学術集会 : 横浜市 , 
2024, [ パネルディスカッション ]

3.	 國分優美
	 MRI 2nd Look US.
	 第 23 回日本超音波医学会教育セッション : 横

浜市 , 2024, [ 口述発表 ]

4.	 天海佐内絵
	 診療科・病棟で使える！ポータブル下肢静脈エ

コーハンズオンセミナー .
	 第 44 回日本静脈学会総会 : 北佐久郡 , 2024, 

[ 講師 ]

5.	 土屋智史
	 中心静脈ポートのシステムチェックからみた

フィブリンシースについて .
	 第 48 回リザーバー＆ポート研究会 : 盛岡市 , 

2024, [ 口述発表 ]

6.	 松枝清
	 CVP2.
	 第 48 回リザーバー＆ポート研究会 : 盛岡市 , 

2024, [ 座長 ]

7.	 加藤千絵子 , 棚倉健太 , 坂井威彦 , 圓岡有里 , 
國分優美 , 秋谷昌史 , 大迫智 , 松枝清 , 矢野智
之 , 上野貴之

	 シリコーンブレストインプラント周囲の液体貯
留の検討 .

	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 
2024, [e ポスター ]

8.	 Tsuchiya, S., Koizumi, J., Kubota, Y., Akat-
su, A., Takeuchi, T.
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	 A case of hemostasis achieved by combin-
ing transcatheter arterial embolization and 
sclerotherapy for refractory bleeding in an-
giosarcoma of the scalp.

	 CIRSE 2024: Lisbon, Portugal, 2024, [ ポス
ター発表 ]

9.	 土屋智史
	 ハンズオンインストラクター .
	 SIRAP（Seminar for Interventional Radiolo-

gy in Asia-Pacific） 2024: 東京 , 2024, [ 発表
形式不明 ]

10.	 加藤千絵子 , 棚倉健太 , 坂井威彦 , 圓岡有里 , 
國分優美 , 秋谷昌史 , 大迫智 , 松枝清 , 矢野智
之 , 上野貴之

	 内胸リンパ節エコーがシリコーンブレストイン
プラント破損発見に有用であった 1例 .

	 日本超音波医学会第 36 回関東甲信越地方会学
術集会 : 東京 , 2024, [ 口述発表 ]

11.	 長谷川美遥 , 小泉恵 , 戸田和寿 , 千葉知宏 , 國
分優美 , 松枝清 , 山田恵子

	 異所性腺腫様甲状腺腫と鑑別を要した頸部成熟
奇形腫の一例 .

	 日本超音波医学会第 36 回関東甲信越地方会学
術集会 : 東京 , 2024, [ 口述発表 ]

12.	 加藤千絵子 , 坂井威彦 , 棚倉健太 , 圓岡有里 , 
國分優美 , 秋谷昌史 , 大迫智 , 松枝清 , 矢野智
之 , 上野貴之

	 Silicone granuloma と診断されたシリコーン
ブレストインプラントの破損に伴うリンパ節腫
大の 3例 .

	 第 12 回日本乳房オンコプラスティックサー
ジャリー学会総会: 金沢市, 2024, [口述発表]

13.	 加藤千絵子
	 最新の超音波による乳房超音波検査 .
	 第52回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会: 

札幌市 , 2024, [ ランチョンセミナー ]

14.	 國分優美
	 組織像推定のMRI の知見 .
	 第52回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会: 

札幌市 , 2024, [ 口述発表 ]

15.	 土屋智史 , 松枝清 , 大澤まりえ , 高木治行
	 当院における骨 RFA の症例と適切な鎮痛鎮静

法の検討 .
	 第 544 回東京アンギオ・IVR会 : 東京 , 2024, 

[ 口述発表 ]

【看護部】
1.	 後藤志保
	 放射線リガンド療法における多職種で取り組む

看護業務の準備と役割 .
	 第 21 回 PET 核医学看護セミナー : Web 開催 , 

2024, [ 座長 ]

2.	 田村瑠美 , 西山夢乃 , 石井幸恵 , 阪口智子 , 長
﨑礼子

	 外来治療室における、膵臓がん患者を対象とし
たACP（アドバンスケアプランニング）質問紙
を用いた面談の実践状況と今後の課題 .

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

3.	 吉澤舞 , 久保出晴菜 , 高橋尚子 , 菊池佳菜子 , 
下倉美穂 , 床知恵子

	 後期高齢者に着目した尿路ストーマ管理への取
り組み .

	 第 38 回日本がん看護学会学術集会 : 神戸市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

4.	 大友陽子
	 がん患者さん・家族を支えるナースの仕事 .
	 第 38 回日本がん看護学会学術集会 : 神戸市 , 

2024, [ 講演 ]

5.	 後藤志保
	 臨床現場の疑問をガイドラインへ：急性放射線

皮膚炎のケアに関する合同ガイドラインの作成
を通して .

	 第 38 回日本がん看護学会学術集会 : 神戸市 , 
2024, [ 講演 ]

6.	 花出正美 , 天野慎介
	 市民公開講座：患者・家族の「今を生きる」に

寄り添うがん看護のチカラ .
	 第 38 回日本がん看護学会学術集会 : 神戸市 , 

2024, [ 座長 ]
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7.	 花出正美
	 抗がん薬の安全な取り扱い（曝露対策）：USと

日本のベストプラクティス .
	 ・ �HD management and exposure control in 

the U.S. now.
	 ・ �組織として取り組むハザーダス・ドラッグの

曝露対策 .
	 第 38 回日本がん看護学会学術集会 : 神戸市 , 

2024, [ 座長 ]

8.	 鴨川郁子 , 植弘奈津恵 , 小野麻紀子 , 山本早紀 , 
伊藤永里子 , 小笠原麻衣子 , 望月淑子 , 中村美
穂 , 伴修平 , 柴田かおり , 森安真優 , 濱口恵子 , 
高野利実 , 片岡明美

	 チャイルド・AYAサポートチーム主催『キッズ
探検隊』活動報告 .

	 第 38 回日本がん看護学会学術集会 : 神戸市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

9.	 松浦信子
	 ストーマ合併症・皮膚変化 .
	 第 41 回日本ストーマ・排泄リハビリテーショ

ン学会総会 : 横浜市 , 2024, [ 座長 ]

10.	 松浦信子
	 鏡下手術におけるストーマリハビリテーショ

ン：周術期における実際と今後の課題 .
	 第 41 回日本ストーマ・排泄リハビリテーショ

ン学会総会 : 横浜市 , 2024, [ シンポジウム ]

11.	 石川加奈子 , 藤浪文子 , 松浦信子
	 A がん専門病院の外来看護師による術前ストー

マオリエンテーションの現状と課題 .
	 第 41 回日本ストーマ・排泄リハビリテーショ

ン学会総会 : 横浜市 , 2024, [ 口述発表 ]

12.	 勝野幸子 , 小笠原麻衣子 , 中村美穂 , 石川弥生 , 
佐藤貴子 , 下大川恵 , 福田浩子 , 増田真由美 , 
高野利実 , 宇津木久仁子

	 保険診療施設での婦人科がん続発性下肢リンパ
浮腫のケア .

	 第 7 回日本リンパ浮腫学会総会 : 川越市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

13.	 小笠原麻衣子 , 勝野幸子 , 中村美穂 , 佐藤貴子 , 
福田浩子 , 下大川恵 , 増田真由美 , 石川弥生 , 
片岡明美 , 高野利実 , 宇津木久仁子

	 ドセタキセル治療歴のある腋窩リンパ節郭清乳
がん患者のリンパ浮腫の病期と治療経過 .

	 第 7 回日本リンパ浮腫学会総会 : 川越市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

14.	 上石響 , 安斎由姫 , 村中恵美 , 新村江李奈
	 身体拘束フローチャートを用いたカンファレン

ス導入による看護師の認識の変化 .
	 第 51回日本集中治療医学会学術集会 : 札幌市 , 

2024, [ 口述発表 ]

15.	 後藤志保
	 放射線治療中に見られる倦怠感への対応：臨床

における看護師によるアセスメントとケア .
	 第 9 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : さいたま市 , 2024, [ 教育シンポジウム ]

16.	 吉村まどか , 内山朋恵 , 久納良子 , 龍見秋一 , 
佐藤洋造 , 松枝清 , 後藤志保

	 看護師による静脈穿刺技術向上への取り組み：
エコーと静脈穿刺に関する動画を用いた教育効
果 .

	 第 53 回日本 IVR 学会総会 : 和歌山市 , 2024, 
[ 口述発表 ]

17.	 上石響 , 新村江李奈 , 眞弓理恵
	 ICU 看護師のコミュニケーションスキルに関す

る教育：現状と効果の報告 .
	 第 20 回日本クリティカルケア看護学会学術集

会 : 宜野湾市 , 2024, [ 口述発表 ]

18.	 堀田真弓 , 大澤めぐみ , 鈴木めぐみ
	 外来で 4診療科をローテーションした取組み：

がん専門病院での外来看護充実のために .
	 第 26 回日本医療マネジメント学会学術総会 : 

福岡市 , 2024, [ 口述発表 ]

19.	 大澤めぐみ , 鈴木めぐみ , 相澤信也 , 堀田真弓
	 かかりつけ患者からの症状問い合わせ電話を繋

がりやすくするための取り組み .
	 第 26 回日本医療マネジメント学会学術総会 : 

福岡市 , 2024, [ 口述発表 ]

20.	 加藤紀香 , 鈴木美智子 , 川尻恵子 , 織本亜里沙 , 
大澤めぐみ , 水野俊美

	 高齢がん患者の治療選択に関する意思決定支援
における外来看護師の看護介入：アンケート調
査 .
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	 第 29 回日本緩和医療学会学術大会 / 第 37 回
日本サイコオンコロジー学会総会 合同学術大
会 : 神戸市 , 2024, [ ポスター発表 ]

21.	 水野俊美
	 オピオイド 5.
	 第 29 回日本緩和医療学会学術大会 / 第 37 回

日本サイコオンコロジー学会総会 合同学術大
会 : 神戸市 , 2024, [ 座長 ]

22.	 後藤志保
	 総合討論 .
	 第 40 回がん放射線治療看護セミナー : 金沢市

+Web開催 , 2024, [ 討論 ]

23.	 後藤志保
	 中心静脈ポートの管理に関する看護師教育資材

の作成と評価 .
	 第 48 回リザーバー＆ポート研究会 : 盛岡市 , 

2024, [ 口述発表 ]

24.	 竹内愛 , 井上有香 , 高橋輝 , 笠原あや菜 , 織本
亜理沙 , 鈴木美智子 , 大澤めぐみ , 鈴木一洋 , 
坂井威彦 , 上野貴之 , 小口正彦

	 乳癌診療におけるコミュニケーション支援シス
テム活用に関する研究 .

	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 
2024, [ ポスターディスカッション ]

25.	 平川菜穂美 , 釣江利 , 小田桐萌 , 馬城はるか , 
森祐佳 , 式部さあ里 , 伊丹優貴子 , 下倉美穂 , 
大村朋子 , 米澤元樹 , 宮北康二

	 悪性脳腫瘍患者に対するがん研有明病院での
advance care planning （ACP） の取り組み .

	 第 2 回脳腫瘍支持療法研究学術集会 : 東京 , 
2024, [ ポスター発表 ]

26.	 清水多嘉子
	 障害を負ってもストーマになっても夢や目的は

変わらない！
	 第 55 回東京ストーマリハビリテーション研究

会 : 東京 , 2024, [ 司会 ]

27.	 髙橋絵里 , 橋本夏生
	 ロボット支援下手術でのアームによる皮膚損傷

を起こさないための取り組み .

	 第 38 回日本手術看護学会年次大会 : 札幌市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

28.	 稲見摩紀子 , 濱口恵子 , 床知恵子 , 鈴木美智子 , 
長﨑礼子 , 中村美穂 , 井上杏奈 , 谷口愉香 , 片
岡明美 , 小野麻紀子 , 田近忍 , 宮城八重子 , 厚
坊浩史 , 高野利実 , 渡邊雅之

	 「患者が大切にしている家族等の診察同席」に
関する職員の意識調査 .

	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ シンポジウム ]

29.	 堀田真弓
	 喉頭摘出後の気管食道シャント造設術、音声・

呼吸器・嗅覚リハビリテーションの実際 .
	 第 75 回日本気管食道学会総会ならびに学術講

演会 : 仙台市 , 2024, [ ハンズオンセミナー ]

30.	 上間美夕紀
	 事例から学ぶがんゲノム医療に必要な看護と体

制について .
	 日本がん看護学会 地方分科会 4 地区 / 誰で

もわかるがんゲノム医療と看護 .: Web 開催 , 
2024, [ 事例提供 ]

31.	 羽田忍
	 事例から学ぶがんゲノム医療に必要な看護と体

制について .
	 日本がん看護学会 地方分科会 4 地区 / 誰で

もわかるがんゲノム医療と看護 .: Web 開催 , 
2024, [ 司会 ]

32.	 長﨑礼子
	 事例から学ぶがんゲノム医療に必要な看護と体

制について .
	 日本がん看護学会 地方分科会 4 地区 / 誰で

もわかるがんゲノム医療と看護 .: Web 開催 , 
2024, [ 司会 ]

33.	 中山章子 , 和住淑子 , 髙木夏恵 , 鈴木美智子 , 
稲城陽子

	 患者の力を前提とした看護師の自律的判断に基
づき医療安全策を考えられるスタッフ育成の取
組みの検討 .

	 第 44 回日本看護科学学会学術集会 : 熊本市 , 
2024, [ 口述発表 ]
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【薬剤部】
1.	 Yokokawa, T., Tsuji, D., Hatori, M., Suzu-

ki, K., Kawakami, K., Nakao, M., Yano, T., 
Arakawa, Y., Matsuo, K., Ohashi, Y., Ozaka, 
M., Sasahira, N., Sakata, Y., Kogure, Y., Ta-
maki, S., Wada, A., Taki, Y., Ishii, H., Itoh, 
K., Yamaguchi, K.

	 Pharmacogenomic study of gemcitabine 
on the safety and efficacy in patients with 
metastatic pancreatic cancer （GENESECT 
study）: analysis of a subpopulation.

	 ASCO GI Cancer Symposium San Francisco, 
CA, USA, 2024, [ ポスター発表 ]

2.	 横川貴志
	 『臨床』研究者への道しるべ：挑戦と挫折こそ

が研究スキルを向上させる .
	 関信地区国立病院薬剤師会令和 5年度第 5回臨

床研究推進研修会: 東京 , 2024, [研修会講演]

3.	 川上和宜 , 安武夫
	 がん治療における薬剤師の貢献とその評価：医

療、臨床研究、教育という視点で .
	 日本薬学会第144年会: 横浜市, 2024, [司会]

4.	 橋本幸輝
	 医師・薬剤師間でのプロトコールに基づく薬物

治療管理（PBPM）で始める一歩進んだ周術期
の持参薬管理：タスクシフトから考えるがん治
療への貢献 .

	 日本薬学会第 144 年会 : 横浜市 , 2024, [ シン
ポジウム ]

5.	 中村匡志
	 実臨床におけるCIPNを考える .
	 第 13回日本臨床腫瘍薬学会学術大会 : 神戸市 , 

2024, [ シンポジウム ]

6.	 中村匡志 , 根本真記 , 清水久範 , 青山剛 , 磯松
華 , 小島萌葉 , 蓮見萌 , 平出誠 , 鈴木賢一 , 佐
野元彦 , 山口正和 , 山本豊

	 抗がん薬治療前方評価を用いた複数がん種にお
ける緊急入院発生率調査：胃がん、膵がん、乳
がんでの相違 .

	 第 13回日本臨床腫瘍薬学会学術大会 : 神戸市 , 
2024, [ 口述発表 ]

7.	 副島梓 , 橋本幸輝 , 川上和宜 , 鈴木亘 , 青山剛 , 
阿江啓介 , 山口正和

	 若年悪性骨軟部腫瘍患者におけるシスプラチン
投与後の悪心・嘔吐発現に関する調査研究 .

	 第 13回日本臨床腫瘍薬学会学術大会 : 神戸市 , 
2024, [ 口述発表 ]

8.	 小林一男
	 みんなどうやってるの？抗がん薬における職業

性曝露対策：バタフライ・エフェクトで院内の
曝露対策を飛躍的に推進させる .

	 第 13回日本臨床腫瘍薬学会学術大会 : 神戸市 , 
2024, [ 座長 ]

9.	 小林一男
	 若手薬剤師の飛躍！戦略的後進育成と次世代が

ん医療への貢献 .
	 第 13回日本臨床腫瘍薬学会学術大会 : 神戸市 , 

2024, [ 座長 ]

10.	 山端悠介 , 橋本幸輝 , 小林一男 , 平岡知子 , 米
山美里 , 川上和宜 , 井上有香 , 上野貴之 , 矢野
智之 , 山口正和

	 薬剤師によるプロトコールに基づいた持参薬処
方代行に関する医師・看護師のアンケート評価 .

	 第 13回日本臨床腫瘍薬学会学術大会 : 神戸市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

11.	 松井礼子 , 川上和宜 , 高橋郷 , 川崎敏克 , 山口
正和 , 遠藤一司 , 近藤直樹

	 医師を対象とした薬剤師の診察前の患者対応に
対する有用性の調査 .

	 第 13回日本臨床腫瘍薬学会学術大会 : 神戸市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

12.	 清水久範
	 BD® HD チェックシステムを用いた定期的な

環境モニタリングの有用性への示唆 .
	 第 13回日本臨床腫瘍薬学会学術大会 : 神戸市 , 

2024, [ ランチョンセミナー ]

13.	 清水久範
	 がん治療専門施設としての抗がん薬曝露対策に

向けて .
	 第 13回日本臨床腫瘍薬学会学術大会 : 神戸市 , 

2024, [ シンポジウム ]
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14.	 清水久範 , 野々宮悠真 , 大塚優芽 , 谷口愉香 , 
石渡幸則 , 岩崎雄介 , 平出誠 , 鈴木賢一 , 山口
正和

	 抗がん薬除染効果を期待した強酸性電解水を用
いた調製作業環境の新たな清掃法の開発 .

	 第 13回日本臨床腫瘍薬学会学術大会 : 神戸市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

15.	 清水久範 , 橋本幸輝
	 高齢者がん薬物治療におけるクリニカルクエス

チョン .
	 第 13回日本臨床腫瘍薬学会学術大会 : 神戸市 , 

2024, [ 座長 ]

16.	 清水久範
	 高齢者がん薬物治療をとりまく問題点（制度、

医療経済の視点から）.
	 第 13回日本臨床腫瘍薬学会学術大会 : 神戸市 , 

2024, [ シンポジウム ]

17.	 青山剛
	 病院薬剤師として多職種、多施設との連携によ

り実施できた研究 .
	 第 17 回日本緩和医療薬学会年会 : 東京 , 

2024, [ 口述発表 ]

18.	 中野泰寛
	 がん専門病院の取り組み .
	 第 16 回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会 : 

東京 , 2024, [ シンポジウム ]

19.	 中野泰寛
	 薬剤師教育の現状と今後の展望、我々は後進を

どう育て繋いでいくのか？
	 第 16回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会 : 

東京 , 2024, [ 座長 ]

20.	 山口正和
	 つながる心、拡がる未来、多様性が切り開く

JSOPP の新展開 .
	 第 16 回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会 : 

東京 , 2024, [ 会長講演 ]

21.	 山口正和
	 東京都がん薬物療法協議会・３団体合同から編

み出す “東京モデル” の将来 .

	 第 16 回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会 : 
東京 , 2024, [ 講演 ]

22.	 川上和宜
	 みんなで取り組もう！！がん薬剤師外来 .
	 第 16 回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会 : 

東京 , 2024, [ 座長 ]

23.	 川上和宜
	 みんなで取り組もう！！がん薬剤師外来 .
	 第 16 回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会 : 

東京 , 2024, [ シンポジウム ]

24.	 木村優花 , 川上和宜 , 中村匡志 , 横川貴志 , 小
林一男 , 青山剛 , 鈴木亘 , 清水久範 , 羽鳥正浩 , 
平出誠 , 鈴木賢一 , 高張大亮 , 山口研成 , 山口
正和

	 胃がん術後ドセタキセル+S-1 療法における
S-1 の残薬評価 .

	 第 16 回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会 : 
東京 , 2024, [ ポスター発表 ]

25.	 横川貴志
	 真価が問われる薬剤師外来：多様化するがん薬

物療法への対応 .
	 第 16 回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会 : 

東京 , 2024, [ シンポジウム ]

26.	 河野慎吾 , 横川貴志 , 中村匡志 , 木村俊哉 , 川
上和宜 , 小林一男 , 副島梓 , 橋本幸輝 , 前勇太
郎 , 舘合慶一 , 清水久範 , 山口正和

	 カペシタビン＋オキサリプラチン併用療法にお
ける初回指導動画ツールを用いた服薬指導業務
の効率化の検討 .

	 第 16 回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会 : 
東京 , 2024, [ ポスター発表 ]

27.	 清水久範
	 Personal Health Record 組み込みトレーシン

グレポートの取組に向けて .
	 第 16 回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会 : 

東京 , 2024, [ 座長 ]

28.	 清水久範
	 多様性時代に挑む！薬局薬剤師が切り拓くがん

治療の新たな安全管理 .
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	 第 16 回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会 : 
東京 , 2024, [ 座長 ]

29.	 瀧口友美
	 令和 6年度第 1回東京都がん薬物療法協議会：

3団体合同研修会：がん領域における広域地区
情報連携 .

	 第 16 回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会 : 
東京 , 2024, [ 総合司会 ]

30.	 越智美月 , 野々宮悠真 , 小林一男 , 青山剛 , 山
口正和

	 スピルキット使用実態調査から曝露対策を考え
る .

	 第 16 回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会 : 
東京 , 2024, [ ポスター発表 ]

31.	 青山剛
	 職場のエンゲージメント向上について考えよ

う .
	 第 16 回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会 : 

東京 , 2024, [ 司会 ]

32.	 青山剛
	 薬剤師が取り組む irAE マネジメント .
	 第 16 回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会 : 

東京 , 2024, [ 座長 ]

33.	 髙野有紀 , 小林一男 , 副島梓 , 川上和宜 , 前勇
太郎 , 横川貴志 , 橋本幸輝 , 舘合慶一 , 清水久
範 , 小野塚駿 , 櫻畑知広 , 古澤亜利耶 , 河合明
希子 , 山口正和

	 テンプレート導入によるハイリスク薬算定件数
向上の成果報告 .

	 第 16 回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会 : 
東京 , 2024, [ ポスター発表 ]

34.	 羽鳥正浩
	 勤務表自動作成クラウドサービス導入後の時間

外業務軽減効果 .
	 第 26 回日本医療マネジメント学会学術総会 : 

福岡市 , 2024, [ ポスター発表 ]

35.	 小林一男
	 肝・胆・膵がんにおける薬学的な介入 .
	 日本臨床腫瘍薬学会ブラッシュアップセミナー

2024: Web 配信 , 2024, [ シンポジウム ]

36.	 小林一男
	 病院の薬剤師外来における抗がん薬などの副作

用としての高血圧管理 .
	 第 7 回日本病院薬剤師会 Future Pharmacist 

Forum: Web 配信 , 2024, [ シンポジウム ]

37.	 山口正和
	 がん領域をはじめ様々な分野での薬薬連携につ

いて .
	 第 26 回日本医薬品情報学会総会・学術大会 : 

千葉市 , 2024, [ 講演 ]

38.	 三木真梨杏 , 橋本幸輝 , 小林一男 , 伊藤和之 , 
川村舞雪 , 川上和宜 , 秋吉高志 , 山口正和

	 薬剤師によるプロトコールに基づいた持参薬処
方代行に関する医師・看護師のアンケート評価 .

	 日本病院薬剤師会関東ブロック第 54 回学術大
会 : さいたま市 , 2024, [ ポスター発表 ]

39.	 大塚優芽 , 清水久範 , 野々宮悠真 , 羽鳥正浩 , 
鈴木莉羅 , 河野慎吾 , 岩崎雄介 , 平出誠 , 山口
正和

	 ドキソルビシンを対象とした電解水の物質除去
効果について .

	 日本病院薬剤師会関東ブロック第 54 回学術大
会 : さいたま市 , 2024, [ ポスター発表 ]

40.	 野々宮悠真 , 中島勇魚 , 山口航輝 , 横山雄太 , 
原龍星 , 竹花和美 , 中村智徳 , 辻英貴 , 山口正
和

	 0.04%マイトマイシン C点眼液の保存条件に
対する検討 .

	 第 41 回日本眼腫瘍学会 : 東京 , 2024, [ 口述
発表 ]

41.	 Kobayashi, K.
	 Current status and future prospects of oc-

cupational exposure control for cytotoxic 
drugs in each country.

	 Asia Pacific Oncology Pharmacy Congress 
2024: 東京 , 2024, [ オーガナイザー・座長 ]

42.	 Kobayashi, K.
	 Latest occupational exposure prevention 

measures and technological innovations in 
Japan.
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	 Asia Pacific Oncology Pharmacy Congress 
2024: 東京 , 2024, [ シンポジウム ]

43.	 清水久範
	 医療現場の無菌操作区域における電解水の有効

利用 .
	 第 22 回日本機能水学会学術大会 : 東京 , 

2024, [ 講演 ]

44.	 前勇太郎
	 当院の取り組みと今後の展望 .
	 第 34 回日本医療薬学会年会 : 千葉市 , 2024, 

[ シンポジウム ]

45.	 小林一男
	 プレアボイド報告による薬学の進化：未来医療

における薬剤師の新たな挑戦 .
	 第 34 回日本医療薬学会年会 : 千葉市 , 2024, 

[ オーガナイザー・座長 ]

46.	 小林一男 , 長谷川佳孝 , 清水久範 , 月岡良太 , 
辻将成 , 鈴木賢一 , 市村丈典 , 中野泰寛 , 山口
俊司 , 大山実 , 山口正和

	 在宅医療におけるウェアラブルデバイス導入に
関する薬剤師の意識調査 .

	 第 34 回日本医療薬学会年会 : 千葉市 , 2024, 
[ ポスター発表 ]

47.	 山口正和
	 がん薬物療法 （多職種連携）.
	 第 34 回日本医療薬学会年会 : 千葉市 , 2024, 

[ 座長 ]

48.	 川上和宜
	 がん薬物療法（他の副作用対策）6.
	 第 34 回日本医療薬学会年会 : 千葉市 , 2024, 

[ 座長 ]

49.	 木村俊哉 , 羽鳥正浩 , 福岡聖大 , 川上和宜 , 橋
本幸輝 , 小林一男 , 山口研成 , 山口正和

	 フルオロウラシル＋シスプラチン療法施行食道
癌患者における 3剤併用制吐療法の糖尿病既往
有無による有効性比較検討 .

	 第 34 回日本医療薬学会年会 : 千葉市 , 2024, 
[ ポスター発表 ]

50.	 横川貴志
	 制吐療法の個別化を目指した悪心嘔吐リスク因

子の同定：PATROL 試験の付随研究 .
	 第 34 回日本医療薬学会年会 : 千葉市 , 2024, 

[ シンポジウム ]

51.	 横川貴志
	 制吐薬の臨床試験から学ぶ研究デザインの考え

方・創り方 .
	 第 34 回日本医療薬学会年会 : 千葉市 , 2024, 

[ 座長 ]

52.	 野々宮悠真 , 中村匡志 , 山口正和
	 新人薬剤師を対象とした新たな研修講義導入の

効果 .
	 第 34 回日本医療薬学会年会 : 千葉市 , 2024, 

[ ポスター発表 ]

53.	 青山剛
	 制吐療法の未来展望：改定ガイドライン、新規

エビデンス、未解決課題の研究と患者報告アウ
トカムの視点から .

	 第 34 回日本医療薬学会年会 : 千葉市 , 2024, 
[ オーガナイザー・座長 ]

【栄養管理部】
1.	 松下亜由子 , 佐藤崇文 , 柄島美咲 , 山根有貴 , 

古田桃子 , 守屋直紀 , 石井美鈴 , 稲用ゆうか , 
榎田滋穂 , 伊丹優貴子 , 中屋恵梨香 , 髙木久美 , 
斎野容子 , 岡村明彦 , 髙橋祐

	 膵頭十二指腸切除術後食事スケジュール変更の
安全性評価 .

	 第 27 回日本病態栄養学会年次学術集会 : 京都
市 , 2024, [ 口述発表 ]

2.	 稲用ゆうか , 松下亜由子 , 髙木久美 , 坂本莉菜 , 
奥沢歩未 , 高橋幸亜 , 松崎凛子 , 柄島美咲 , 山
根有貴 , 古田桃子 , 守屋直紀 , 石井美鈴 , 榎田
滋穂 , 伊丹優貴子 , 中屋恵梨香 , 斎野容子 , 岡
村明彦 , 佐藤崇文

	 高齢者機能評価G8に基づく栄養介入がもたら
す栄養状態の変化 .

	 第 27 回日本病態栄養学会年次学術集会 : 京都
市 , 2024, [ 口述発表 ]
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3.	 髙木久美 , 吉宮瑞穂 , 伊丹優貴子 , 稲用ゆうか , 
古田桃子 , 守屋直紀 , 石井美鈴 , 榎田滋穂 , 中
屋恵梨香 , 松下亜由子 , 斎野容子 , 岡村明彦 , 
佐藤崇文

	 Mini-cog による認知機能評価と栄養士による
栄養評価の関連 .

	 第 27 回日本病態栄養学会年次学術集会 : 京都
市 , 2024, [ 口述発表 ]

4.	 髙木久美 , 伊丹優貴子 , 稲用ゆうか , 古田桃子 , 
守屋直紀 , 石井美鈴 , 榎田滋穂 , 中屋恵梨香 , 
松下亜由子 , 川名加織 , 斎野容子 , 岡村明彦 , 
佐藤崇文

	 Geriatric 8 における高齢者機能評価と栄養士
による栄養評価の関連の検討 .

	 第 39 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 : 横浜
市 , 2024, [ 口述発表 ]

5.	 石井美鈴 , 松下亜由子 , 守屋直紀 , 髙木久美 , 
斎野容子 , 岡村明彦 , 高橋直規 , 金森淳 , 佐藤
崇文 , 渡邊雅之

	 食道がん患者における術前高齢者機能評価と臨
床病理学的因子との関連 .

	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 
[ 口述発表 ]

6.	 斎野容子
	 日本における入院栄養管理体制の変遷：GLIM

基準の臨床活用に向けて .
	 第 46 回日本臨床栄養学会総会 / 第 45 回日本

臨床栄養協会総会 /第 22回大連合大会 : 東京 , 
2024, [ ワークショップ ]

7.	 斎野容子 , 髙木久美 , 中屋恵梨香 , 伊丹優貴子 , 
榎田滋穂 , 稲用ゆうか , 石井美鈴 , 守屋直紀 , 
古田桃子 , 山根有貴 , 柄島美咲 , 松崎凛子 , 佐
保麻貴 , 岡村明彦 , 片岡明美

	 がん患者の栄養管理を考える：多職種介入にお
ける管理栄養士の役割 .

	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ 企画 ]

【細胞診断部】
1.	 千葉知宏
	 甲状腺腫瘍とゲノム異常 .
	 第 15 回神戸甲状腺診断セミナー : 神戸市 , 

2024, [ 講演 ]

2.	 千葉知宏
	 甲状腺腫瘍の鑑別診断：WHO分類第５版に沿っ

た考え方 .
	 2023 年度第 4 回希少がん病理診断講習会 : 

Web 開催 , 2024, [ 講演 ]

3.	 千葉知宏
	 甲状腺病理・細胞診のアップデート .
	 第54回多摩細胞診研究会: 川崎市, 2024, [講

演 ]

4.	 千葉知宏
	 甲状腺の細胞診 .
	 第 42 回埼玉県臨床細胞学会・埼玉県臨床細胞

医会学術集会 : さいたま市 , 2024, [ 講演 ]

5.	 千葉知宏 , 井上典仁
	 甲状腺分化型高異型度癌の 4例 .
	 第 36 回日本内分泌外科学会総会 : 久留米市 , 

2024, [ パネルディスカッション ]

6.	 千葉知宏
	 甲状腺未分化癌研究コンソーシアム .
	 第 36 回日本内分泌外科学会総会 : 久留米市 , 

2024, [ エキスパートパネル ]

7.	 千葉知宏
	 甲状腺腫瘍の形態と遺伝子異常：細胞診で重要

なこと .
	 第 63回東京都細胞検査士会学術研修会 : 東京 , 

2024, [ 講演 ]

8.	 伊藤崇彦 , 二宮浩範 , 山田麻里沙 , 山﨑奈緒子 , 
池畑浩一 , 藤山淳三 , 阿部仁 , 栁谷典子 , 宝来
威 , 千葉知宏

	 胸水で中皮腫・肺癌との鑑別に苦慮した Calre-
tinin 陽性腫瘍の 1例 .

	 第 65 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 大阪
市 , 2024, [ ポスター発表 ]

9.	 千葉知宏
	 唾液腺 P1.
	 第 65 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 大阪

市 , 2024, [ 座長 ]
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10.	 山﨑奈緒子 , 池畑浩一 , 佐直映理 , 伊藤崇彦 , 
山田麻里沙 , 藤山淳三 , 阿部仁 , 千葉知宏

	 乳頭癌の核所見と鑑別病変 .
	 第 65 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 大阪

市 , 2024, [ シンポジウム ]

11.	 池畑浩一 , 山下享子 , 伊藤崇彦 , 山﨑奈緒子 , 
山田麻里沙 , 阿部仁 , 植野映子 , 松本誠一 , 阿
江啓介 , 千葉知宏

	 軟骨成分が悪性転化をきたした皮膚付属器混合
腫瘍の一例 .

	 第 65 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 大阪
市 , 2024, [ ポスター発表 ]

12.	 阿部仁
	 HPV検査単独法導入における細胞検査士のあり

方について考える .
	 第 65 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 大阪

市 , 2024, [ シンポジウム ]

13.	 千葉知宏
	 2. 甲状腺病変 .
	 第 110 回日本病理組織技術学会 : 東京 +Web

開催 , 2024, [ 講演 ]

14.	 阿部仁
	 1.PAM染色について .
	 第 110 回日本病理組織技術学会 : 東京 +Web

開催 , 2024, [ 講演 ]

15.	 千葉知宏 , 杉山裕子 , 池畑浩一 , 山﨑奈緒子 , 
山田麻里沙 , 伊藤崇彦 , 石井脩平 , 阿部仁

	 甲状腺腫瘍におけるデジタル化、AI開発の現状.
	 第 38 回関東臨床細胞学会学術集会 /2024 年度

千葉県臨床細胞学会学術集会 : 千葉市 , 2024, 
[ シンポジウム ]

16.	 池畑浩一
	 乳腺 .
	 第 38 回関東臨床細胞学会学術集会 /2024 年度

千葉県臨床細胞学会学術集会 : 千葉市 , 2024, 
[ スライドカンファレンス ]

17.	 千葉知宏 , 福田直樹 , 戸田和寿 , 井上典仁 , 山
﨑奈緒子 , 池畑浩一 , 山田麻里沙 , 伊藤崇彦 , 
阿部仁

	 ダブラフェニブ・トラメチニブ併用療後に腫瘍
切除された甲状腺未分化癌の一例 .

	 第 28 回日本臨床内分泌病理学会学術総会 : ⻑
崎市 , 2024, [ シンポジウム ]

18.	 千葉知宏
	 甲状腺・膵 .
	 第 28 回日本臨床内分泌病理学会学術総会 : ⻑

崎市 , 2024, [ 座長 ]

19.	 伊藤崇彦 , 山下享子 , 石井脩平 , 山田麻里沙 , 
山﨑奈緒子 , 池畑浩一 , 阿江啓介 , 松本誠一 , 
阿部仁 , 千葉知宏

	 Angiofibroma of soft tissue の細胞学的特徴 .
	 第 63 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 千葉市 , 

2024, [ ポスター発表 ]

20.	 伊藤崇彦
	 その他 3.
	 第 63 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 千葉市 , 

2024, [ 座長 ]

21.	 千葉知宏 , 山﨑奈緒子 , 池畑浩一 , 山田麻里沙 , 
伊藤崇彦 , 佐直映理 , 城本空輝 , 阿部仁

	 甲状腺癌取扱い規約第 9版と細胞診検体を用い
た遺伝学的検査 .

	 第 63 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 千葉市 , 
2024, [ ワークショップ ]

22.	 千葉知宏 , 池畑浩一 , 山田麻里沙 , 山﨑奈緒子 , 
伊藤崇彦 , 佐直映理 , 城本空輝 , 安住未紀 , 佐
藤由紀子 , 阿部仁

	 細胞検査士の教育：細胞検査士養成機関として .
	 第 63 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 千葉市 , 

2024, [ シンポジウム ]

23.	 千葉知宏
	 脳腫瘍 .
	 第 63 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 千葉市 , 

2024, [ 座長 ]

24.	 山﨑奈緒子
	 甲状腺 2.
	 第 63 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 千葉市 , 

2024, [ 座長 ]
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25.	 山﨑奈緒子
	 甲状腺 .
	 第 63 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 千葉市 , 

2024, [ 座長 ]

26.	 山田麻里沙 , 佐藤由紀子 , 池畑浩一 , 山﨑奈緒
子 , 伊藤崇彦 , 佐直映理 , 城本空輝 , 安住未紀 , 
阿部仁 , 千葉知宏

	 がん専門病院における術中迅速細胞診の運用と
精度管理について .

	 第 63 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 千葉市 , 
2024, [ ワークショップ ]

27.	 池畑浩一 , 佐藤由紀子 , 森園英智 , 坂井威彦 , 
栁谷典子 , 伊藤崇彦 , 山﨑奈緒子 , 山田麻里沙 , 
阿部仁 , 千葉知宏

	 不適正検体改善のための工夫 .
	 第 63 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 千葉市 , 

2024, [ ワークショップ ]

28.	 阿部仁
	 ISO 15189:2022 発行に伴う病理・細胞診検

査室認定の移行 .
	 第 63 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 千葉市 , 

2024, [ 座長 ]

29.	 阿部仁 , 池畑浩一 , 山田麻里沙 , 山﨑奈緒子 , 
伊藤崇彦 , 佐直映理 , 城本空輝 , 安住未紀 , 佐
藤由紀子 , 千葉知宏

	 細胞検査士養成機関の立場から .
	 第 63 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 千葉市 , 

2024, [ 口述発表 ]

30.	 千葉知宏
	 総合的に考える甲状腺細胞診 .
	 第 75 回栃木県臨床細胞学会学術集会 : 下都賀

郡 , 2024, [ 講演 ]

31.	 佐直映理 , 池畑浩一 , 山﨑奈緒子 , 山田麻里沙 , 
伊藤崇彦 , 城本空輝 , 阿部仁

	 細胞診検査業務におけるインシデント・アクシ
デントレポートの分析 .

	 第19回東京都医学検査学会: 東京 , 2024, [口
述発表 ]

【健診センター】
1.	 上田和彦
	 セミナーのモチーフ .
	 第 30 回肝血流動態機能イメージ研究会 : Web

開催 , 2024, [ イントロダクション ]

2.	 上田和彦
	 画像上の肝小葉 .
	 第 30 回肝血流動態機能イメージ研究会 : Web

開催 , 2024, [ セミナー ]

3.	 宇津木久仁子
	 医療者と共に考えたい、患者からの SOS！
	 第 7 回日本リンパ浮腫学会総会 : 川越市 , 

2024, [ 座長 ]

4.	 宇津木久仁子
	 臨床研究と患者・市民参画（PPI）.
	 第 7 回日本リンパ浮腫学会総会 : 川越市 , 

2024, [ シンポジスト ]

5.	 上田和彦
	 医療の質：診断（必須）：医療の質：診断 .
	 第 83 回日本医学放射線学会総会 : 横浜市 , 

2024, [ 座長 ]

6.	 藤崎順子
	 胃：治療 .
	 第 107 回日本消化器内視鏡学会総会 : 東京 , 

2024, [ 座長 ]

7.	 藤崎順子
	 Helicobacter pylori 陰性胃癌を熟知する .
	 日本消化器病学会関東支部第44回教育講演会: 

WEB開催 , 2024, [ 講師 ]

8.	 宇津木久仁子
	 当院におけるリンパ浮腫チーム医療 .
	 第 48 回日本リンパ学会総会 : 仙台市 , 2024, 

[ シンポジウム ]

9.	 藤崎順子
	 JGES-Kanto Cup.
	 第 118 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2024, [ 評価者 ]
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10.	 内田靖子 , 藤崎順子 , 清水貴子 , 春木聡美 , 窪
田素子 , 惠木容子 , 御子柴幸 , 中嶋由樹 , 素川
沙矢香 , 宇津木久仁子

	 内視鏡検査鎮静薬としてのレミマゾラムの安全
性と有効性の検討 .

	 第 65 回日本人間ドック・予防医療学会学術大
会 : 横浜市 , 2024, [ 口述発表 ]

11.	 宇津木久仁子
	 増えている子宮体がん：あなたは大丈夫 ?
	 第 63 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 千葉市 , 

2024, [ 座長 ]

12.	 藤崎順子
	 十二指腸・小腸腫瘍に対する安全な切除法：内

視鏡治療から LECS まで .
	 第 119 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2024, [ 総括発言 ]

13.	 齋藤格 , 藤崎順子 , 中島寛隆
	 上部消化管内視鏡の鎮静薬としてのレミマゾラ

ムの有用性と安全性に関する検討 .
	 第 119 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会 : 

東京 , 2024, [ 主題 ]

【先進がん治療開発センター】
1.	 石﨑秀信
	 ライフサイエンスのエコシステム形成に向けた

実践的ディスカッション .
	 日本政策投資銀行設備投資研究所フリートーキ

ング : 東京 , 2024, [ ディスカッサント ]

2.	 樽野弘之
	 精神科領域におけるアカデミア主導のDCT 推

進の取り組み .
	 日本臨床試験学会シンポジウム：日本における

DCT（分散型臨床試験）推進の課題と方向性を
考える : 東京+Web開催 , 2024, [ 座長 ]

3.	 樽野弘之
	 欧米企業へのDCT 実施に関するインタビュー

及びDCT に対する公益財団法人がん研究会有
明病院の現状 .

	 東京理科大学薬学部医療薬学教育研究セン
ター : 東京 , 2024, [ 講演 ]

4.	 樽野弘之
	 新倫理指針及び学会発表に関する研修 .
	 一宮市立病院 : 一宮市 , 2024, [ 講演 ]

5.	 樽野弘之 , 宋菜緒子
	 第 11回がん専門CRCのためのアドバンストセ

ミナー .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 司会 ]

6.	 浅井洋
	 次世代医療基盤法の改正と利活用における今後

の展望 .
	 名古屋大学大学院臨床教育学セミナー : 名古屋

市 , 2024, [ 講演 ]

7.	 井添由香子 , 栗原望 , 澤木香代 , 松井美子 , 平
井友紀子 , 大野るみ子 , 神戸萌 , 安藤聡美 , 布
部創也 , 松井亮太 , 山口研成 , 石﨑秀信

	 電磁的患者報告アウトカム（ePRO）実装に向
けた問題点の検討 .

	 日本臨床試験学会第 15回学術集会総会 : 大阪
市＋Web開催 , 2024, [ ポスター発表 ]

8.	 樽野弘之
	 次世代医療基盤法の概要とそのポイント .
	 日本臨床試験学会第 15回学術集会総会 : 大阪

市＋Web開催 , 2024, [ 講演 ]

9.	 樽野弘之
	 臨床研究専門職にとっての検定・認定の意義を

考える .
	 日本臨床試験学会第 15回学術集会総会 : 大阪

市＋Web開催 , 2024, [ 座長 ]

10.	 浅井洋
	 改正次世代医療基盤法と今後の展望 .
	 日本臨床試験学会第 15回学術集会総会 : 大阪

市＋Web開催 , 2024, [ 講演 ]

11.	 浅井洋 , 樽野弘之
	 次世代医療基盤法 TF 第２期の特別委員会の活

動内容と今後の取り組み .
	 日本臨床試験学会第 15回学術集会総会 : 大阪

市＋Web開催 , 2024, [ ポスター発表 ]
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12.	 小出恵子
	 医学系研究と医療データ保護法制を考える！：

正しい理解で臨床研究に対応するために .
	 日本臨床試験学会教育セミナー : 東京 +Web

開催 , 2024, [ 座長 ]

13.	 芳賀洋子
	 アカデミア医療機関で働くCRCの仕事 .
	 東京理科大学薬学部キャリア学習 : 千葉 , 

2024, [ 講演 ]

14.	 芳賀洋子
	 スタートアップ タイムライン短縮、効率化の

意義・価値とは .
	 第 12 回 DIA クリニカルオペレーション・モニ

タリングワークショップ : 東京 , 2024, [ パネ
リスト ]

15.	 小出恵子
	 第 10 回倫理審査委員会を考える！：医学系研

究における医療情報の二次利用の留意点 .
	 日本臨床試験学会教育セミナー : 東京 +Web

開催 , 2024, [ 座長 ]

16.	 尾阪将人
	 ICI 時代の胆道癌薬物療法：Evidence と Best 

Practice.
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ 講演 ]

17.	 浅井洋
	 エビデンスジェネレーションのあるべき姿と

は .
	 医薬品企業法務研究会 : 東京 , 2024, [ 講演 ]

【皮膚腫瘍科】
1.	 吉野公二
	 乳房外パジェット .
	 2023 年度日本皮膚科学会研修講習会 / 選択

（冬）: 東京 , 2024, [ 講演 ]

2.	 西澤綾 , 篠崎英司 , 若槻尊 , 佐藤貴浩 , 山﨑直
也 , 小山田隼佑 , 有吉恵介 , 木原康太 , 坪井正
博 , 山口研成

	 レゴラフェニブによって生じる手足症候群
（HFSR）に対する塩化アルミニウムの発症予防
効果の有効性：単群非ランダム化観察試験 .

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ 口述発表 ]

3.	 松﨑友里江 , 芝原与喜 , 鈴木魁杜 , 上原治朗 , 
北野滋久 , 後藤啓介 , 河内洋 , 吉野公二

	 骨髄癌腫症を呈した乳房外 paget 病の１例 .
	 第 911 回日本皮膚科学会東京地方会城東地区 : 

Web 開催 , 2024, [ 一般演題 ]

4.	 上原治朗 , 松﨑友里江 , 吉村有彩 , 豊島梨乃 , 
後藤啓介 , 河内洋 , 北野滋久 , 吉野公二

	 血管肉腫における予後予測因子として血小板減
少の検討 .

	 第 123 回日本皮膚科学会総会 : 京都市+Web
開催 , 2024, [ 一般演題 /ポスター演題 ]

5.	 吉野公二
	 乳房外パジェット病 .
	 第 123 回日本皮膚科学会総会 : 京都市+Web

開催 , 2024, [ 教育講演 ]

6.	 吉野公二
	 治療ゴールを見据えた進行期 BRAF 陽性メラ

ノーマの薬剤選択：エビデンスと使用経験から .
	 第 123 回日本皮膚科学会総会 : 京都市+Web

開催 , 2024, [ ランチョンセミナー ]

7.	 芝原与喜 , 鈴木魁杜 , 松﨑友里江 , 上原治朗 , 
甲津卓実 , 向井俊貴 , 後藤啓介 , 河内洋 , 北野
滋久 , 吉野公二

	 小腸転移で発見された前頭部血管肉腫の 1例 .
	 第 912 回日本皮膚科学会東京地方会合同臨床

地方会 : 東京 , 2024, [ 発表形式不明 ]

8.	 吉野公二
	 進行期メラノーマにおける薬物療法 .
	 第 76 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 : 徳

島市 , 2024, [ シンポジウム ]

9.	 吉野公二
	 これまでも、これからも：がん免疫療法のさら

なるがん治療への貢献 .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ パネルディスカッション ]
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10.	 松﨑友里江 , 芝原与喜 , 鈴木魁杜 , 上原治朗 , 
北野滋久 , 後藤啓介 , 河内洋 , 吉野公二

	 BRAF/MEK 阻害薬治療中に Vogt- 小柳 - 原田
病に類似したぶどう膜炎を発症した左腋窩悪性
黒色腫の 1例 .

	 第 75 回日本皮膚科学会中部支部学術大会 : 名
古屋市 , 2024, [ 一般演題 ]

11.	 芝原与喜 , 鈴木魁杜 , 松﨑友里江 , 上原治朗 , 
後藤啓介 , 河内洋 , 北野滋久 , 吉野公二

	 右踵部悪性黒色腫拡切除 11 年後に再建皮弁内
に再発した悪性黒色腫の 1例 .

	 第 75 回日本皮膚科学会中部支部学術大会 : 名
古屋市 , 2024, [ 一般演題 ]

12.	 鈴木魁杜 , 芝原与喜 , 松﨑友里江 , 上原治朗 , 
北野滋久 , 後藤啓介 , 河内洋 , 吉野公二

	 ニボルマブ+イピリムマブ併用療法により無症
候性アミラーゼ /リパーゼ血症を来した膝窩メ
ラノーマの 1例 .

	 第 75 回日本皮膚科学会中部支部学術大会 : 名
古屋市 , 2024, [ 一般演題 ]

13.	 松﨑友里江 , 芝原与喜 , 鈴木魁杜 , 上原治朗 , 
北野滋久 , 後藤啓介 , 河内洋 , 吉野公二

	 ニボルマブで奏効を得た転移性基底細胞癌の１
例 .

	 第 913回日本皮膚科学会東京地方会 城東地区: 
Web 開催 , 2024, [ 一般演題 ]

14.	 鈴木魁杜 , 芝原与喜 , 松﨑友里江 , 上原治朗 , 
北野滋久 , 後藤啓介 , 河内洋 , 吉野公二

	 irAE 筋炎を来した sweat-gland carcinoma 
with neuroendocrine differentiation の 1例 .

	 第 913回日本皮膚科学会東京地方会 城東地区: 
Web 開催 , 2024, [ 一般演題 ]

15.	 上原治朗 , 芝原与喜 , 鈴木魁杜 , 松﨑友里江 , 
後藤啓介 , 河内洋 , 北野滋久 , 吉野公二

	 インターフェロンβ投与終了後に再発・転移を
きたした悪性黒色腫の 4例 .

	 第 88 回日本皮膚科学会東京支部学術大会 : 東
京 , 2024, [ 一般演題 ]

16.	 松﨑友里江 , 芝原与喜 , 鈴木魁杜 , 上原治朗 , 
北野滋久 , 後藤啓介 , 河内洋 , 吉野公二

	 原発不明メラノーマに対し免疫チェックポイン
ト阻害薬投与中に原発巣と思わせる皮膚病変が
踵に生じた 1例 .

	 第 88 回日本皮膚科学会東京支部学術大会 : 東
京 , 2024, [ 一般演題 ]

17.	 芝原与喜 , 鈴木魁杜 , 松﨑友里江 , 上原治朗 , 
後藤啓介 , 河内洋 , 北野滋久 , 吉野公二

	 骨転移に対してドセタキセルとデノスマブで病
勢制御し得た腋窩アポクリン腺癌の 1例 .

	 第 88 回日本皮膚科学会東京支部学術大会 : 東
京 , 2024, [ 一般演題 ]

18.	 鈴木魁杜 , 芝原与喜 , 松﨑友里江 , 上原治朗 , 
後藤啓介 , 河内洋 , 北野滋久 , 吉野公二

	 切除困難な左側頭部有棘細胞癌に対し化学放射
線療法が有効であった 1例 .

	 第 88 回日本皮膚科学会東京支部学術大会 : 東
京 , 2024, [ 一般演題 ]

19.	 鈴木魁杜 , 芝原与喜 , 松﨑友里江 , 上原治朗 , 
後藤啓介 , 河内洋 , 北野滋久 , 吉野公二

	 遺伝子パネル検査により BRAF 変異が検出され
たメラノーマの 1例 .

	 第 88 回日本皮膚科学会東京支部学術大会 : 東
京 , 2024, [ 一般演題 ]

20.	 芝原与喜 , 鈴木魁杜 , 松﨑友里江 , 上原治朗 , 
後藤啓介 , 河内洋 , 北野滋久 , 吉野公二

	 ニボルマブ投与後 irAE 筋炎 , 眼筋型重症筋無
力症を併発した転移性有棘細胞癌の 1例 .

	 第 914回日本皮膚科学会東京地方会 城東地区: 
Web 開催 , 2024, [ 一般演題 ]

【先端医療開発科】
1.	 久野真弘 , 宮脇英里子 , 宮本一平 , 福岡聖大 , 

尾崎由記範 , 温泉川真由 , 小野麻紀子 , 古川孝
広 , 髙橋俊二 , 上野貴之 , 北野滋久

	 単施設研究：第 I 相試験の奏効率に関する後方
視的検討 .

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ 口述発表 ]

2.	 宮脇英里子 , 宮本一平 , 古川孝広 , 尾崎由記範 , 
福岡聖大 , 小野麻紀子 , 温泉川真由 , 篠崎英司 , 
尾阪将人 , 福田直樹 , 髙橋俊二 , 上野貴之 , 北
野滋久
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	 早期薬剤開発を専門的に行う診療科における第
I 相治験に組み入れられる患者背景についての
検討 .

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

3.	 小野麻紀子 , 厚井裕三子
	 TR・臨床薬理 3（橋渡し研究（バイオマーカー

研究、効果予測含））.
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 司会 ]

4.	 小野麻紀子 , 長﨑礼子 , 中村美穂 , 濱口恵子 , 
横井麻珠美 , 松浦信子 , 宇津木久仁子 , 片岡明
美 , 高野利実

	 アピアランスケアニーズ把握のためのアンケー
ト調査 .

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

5.	 尾崎由記範
	 乳癌のMRD検出を目的とした ctDNAの開発 .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ シンポジウム ]

6.	 尾崎遥 , 宮脇英里子 , 宮本一平 , 福岡聖大 , 尾
崎由記範 , 小野麻紀子 , 温泉川真由 , 髙橋俊二 , 
上野貴之 , 古川孝広 , 北野滋久

	 第Ⅰ相試験においてスクリーニング不適格、脱
落となる患者の背景因子の探索 .

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ 口述発表 ]

7.	 戸田恵有沙 , 宮本一平 , 古川孝広 , 宮脇英理子 , 
尾崎由記範 , 福岡聖大 , 小野麻紀子 , 温泉川真
由 , 上野貴之 , 髙橋俊二 , 北野滋久

	 当科における希少がん患者の第Ⅰ相試験実態調
査 .

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ 口述発表 ]

8.	 北野滋久
	 泌尿器腫瘍におけるがん免疫療法：基礎から応

用まで .
	 第 111 回日本泌尿器科学会総会 : 横浜市 , 

2024, [ ランチョンセミナー ]

9.	 古川孝広
	 Year in review 化学療法誘発生末梢神経障害 .
	 第 9 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : さいたま市 , 2024, [ 口述発表 ]

10.	 古川孝広
	 神経障害 .
	 第 9 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : さいたま市 , 2024, [ ファシリテーター ]

11.	 古川孝広
	 薬剤開発における支持療法研究の実施 .
	 第 9 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : さいたま市 , 2024, [ 座長 ]

12.	 北野滋久
	 個別化医療が進む肺がん薬物療法：Driver 変異

と免疫学的因子の意義 .
	 第 28 回日本がん分子標的治療学会学術集会 : 

東京 , 2024, [ ランチョンセミナー ]

13.	 北野滋久
	 日本で生まれた薬剤レンバチニブががん治療に

もたらしたもの .
	 第 28 回日本がん分子標的治療学会学術集会 : 

東京 , 2024, [ モデレーター ]

14.	 北野滋久
	 細胞免疫療法の進展 .
	 第 28 回日本がん分子標的治療学会学術集会 : 

東京 , 2024, [ 口述発表 ]

15.	 古川孝広
	 乳がんにおける新薬開発 .
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ シンポジウム ]

16.	 尾崎由記範
	 転移再発後の薬物療法最前線：HER2 陽性と

TNBC.
	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 

2024, [ セッション ]

17.	 北野滋久
	 Oncolytic viral immunotherapy/ 腫瘍溶解性

ウイルス免疫療法 .
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	 第 83 回日本癌学会学術総会 : 福岡市 , 2024, 
[ 座長 ]

18.	 北野滋久
	 腎細胞がんにおけるがん免疫療法の進歩 /Ad-

vances in cancer immunotherapy for renal 
cell carcinoma.

	 日本泌尿器腫瘍学会第10回学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ スポンサードセミナー ]

19.	 北野滋久
	 免疫関連有害事象に対する取り組み .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ パネルディスカッション ]

20.	 北野滋久
	 泌尿器腫瘍におけるがん免疫療法：基礎から応

用まで .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ 講演 ]

21.	 宮本一平 , 在原洋平 , 黒川加奈 , 宮脇英里子 , 
福岡聖太 , 尾崎由記範 , 小野麻紀子 , 温泉川真
由 , 古川孝広 , 髙橋俊二 , 上野貴之 , 北野滋久

	 当科早期臨床試験におけるgenotype-matched 
trials の臨床的意義の検証 .

	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ 一般口演 ]

22.	 小野麻紀子
	 抗がん剤の薬理学 .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ 教育セッション ]

23.	 尾崎由記範
	 フランスにおける Gustave Roussy における

ESMO/JSCOフェローシップ .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ 報告 ]

24.	 尾崎由記範
	 乳がん周術期 ICI 併用化学療法のエビデンスと

FNマネジメントの実際 .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ 講演 ]

25.	 尾崎由記範
	 乳癌薬物療法の基本から最新トピックス .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ シンポジウム ]

26.	 尾崎由記範
	 転移・再発トリプルネガティブ乳癌の最新の話

題 .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ 講演 ]

27.	 上野貴之
	 リキッドバイオプシーによる乳がん検診の可能

性を考える .
	 第 34 回日本乳癌検診学会学術総会 : 高崎市 , 

2024, [ 座長 ]

28.	 尾崎由記範
	 日本乳腺人工知能研究会と乳腺診療Dx.
	 第 34 回日本乳癌検診学会学術総会 : 高崎市 , 

2024, [ シンポジウム ]

29.	 北野滋久
	 胃癌における複合がん免疫療法の意義：個別化

医療に向けての課題 .
	 第 35 回日本消化器癌発生学会総会 : 東京 , 

2024, [ ランチョンセミナー ]

【先端医療開発科がん早期臨床開発部】
1.	 Kogawa, T., Yamashita, T., Ishida, T., Yon-

emori, K., Iwata, H., Shimomura, A., Aogi, 
K., Inoue, K., Mukohara, T., Nakayama, T., 
Sakai, H., Kitano, S., Kobayashi, S., Naka-
da, T., Suzuki, I., Otake, Y., Tsurutani, J.

	 Phase Ib trial of tasurgratinib （E7090） with 
or without endocrine therapies for patients 
（pts） with ER+, HER2 − recurrent/meta-
static breast cancer （BC） after receiving a 
CDK4/6 inhibitor.

	 ASCO Annual Meeting: Chicago, IL, USA, 
2024, [ 発表形式不明 ]

2.	 古川孝広
	 Year in review 化学療法誘発生末梢神経障害 .
	 第 9 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : さいたま市 , 2024, [ 口述発表 ]
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3.	 宮本一平 , 在原洋平 , 黒川加奈 , 宮脇英里子 , 
福岡聖太 , 尾崎由記範 , 小野麻紀子 , 温泉川真
由 , 古川孝広 , 髙橋俊二 , 上野貴之 , 北野滋久

	 当科早期臨床試験におけるgenotype-matched 
trials の臨床的意義の検証 .

	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ 一般口演 ]

【先端医療開発科がん免疫治療開発部】
1.	 北野滋久 , 武田真幸
	 TR・臨床薬理 .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 司会 ]

2.	 北野滋久
	 免疫チェックポイント阻害薬 .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 教育講演 ]

3.	 北野滋久
	 複合がん免疫療法の現状と今後の展望：泌尿器

腫瘍を中心に .
	 第 28 回日本がん免疫学会総会・第 37 回日本

バイオセラピィ学会学術集会総会合同大会 : 
2024, [ シンポジウム ]

4.	 北野滋久
	 New precision medicine pioneered by spa-

tial analysis of the bone marrow immune 
microenvironment in hematological malig-
nancies/ 新製品Hyperion XTi を使用した骨髄
免疫微小環境の空間解析によるプレシジョンメ
ディスンの最先端例 .

	 第 83 回日本癌学会学術総会 : 福岡市 , 2024, 
[ 座長 ]

5.	 北野滋久
	 免疫チェックポイント阻害剤 .
	 第 65 回日本肺癌学会学術集会 : 横浜市+Web

配信 , 2024, [ 座長 ]

【ゲノム診療部】
1.	 山崎真澄 , 林直美 , 深田一平 , 王暁斐 , 細永真

理 , 外岡暁子 , 竹内賢吾 , 森誠一 , 髙橋俊二
	 CGP 検査結果に基づく前期と後期の治療到達率

の比較について .
	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 

2024, [ 口述発表 ]

2.	 林直美 , 小野麻紀子 , 森誠一 , 深田一平 , 山崎
真澄 , 細永真里 , 王暁斐 , 片岡明美 , 清谷一馬 , 
外岡暁子 , 植木有紗 , 高野利実 , 渡邊雅之 , 竹
内賢吾 , 髙橋俊二

	 Utility of comprehensive genomic profiling 
among AYA cancer patients.

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ 口述発表 ]

3.	 深田一平 , 林直美 , 細永真理 , 川井沙織 , 木澤
莉香 , 西村明子 , 尾崎由記範 , 原文堅 , 小林隆
之 , 高野利実 , 上野貴之 , 山崎真澄 , 植木有紗 , 
清谷一馬 , 大迫智 , 外岡暁子 , 竹内賢吾 , 森誠
一 , 大野真司 , 髙橋俊二

	 Prognostic impact of cancer genomic pro-
file testing for metastatic breast cancer in 
clinical practice.

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ 口述発表 ]

4.	 髙橋俊二
	 VEGFR-TKI 投与中の蛋白尿を考える .
	 第 111 回日本泌尿器科学会総会 : 横浜市 , 

2024, [ 座長 ]

5.	 林直美
	 がんゲノム医療ってなに ?
	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 

2024, [ 講師 ]

6.	 浦崎哲也 , 大木遼佑 , 藤原遼 , 安田庸輔 , 米岡
祐輔 , 小口智彦 , 沼尾昇 , 山本真也 , 林直美 , 
山崎真澄 , 幅野愛理 , 久我亜沙美 , 新川裕美 , 
金子景香 , 植木有紗 , 深田一平 , 湯浅健 , 米瀬
淳二 , 髙橋俊二

	 当施設における泌尿器科領域のがん遺伝子パネ
ル検査の現状について .

	 第 30回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 : 仙台市 , 
2024, [ ポスター発表 ]
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7.	 深田一平 , 細永真理 , 川井沙織 , 木澤莉香 , 増
田淳 , 西村明子 , 尾崎由記範 , 原文堅 , 小林隆
之 , 高野利実 , 山崎真澄 , 植木有紗 , 清谷一馬 , 
大迫智 , 外岡暁子 , 竹内賢吾 , 森誠一 , 上野貴
之 , 髙橋俊二

	 転移再発乳がん患者におけるがんゲノムプロ
ファイル検査の有用性に関する検討 .

	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 
2024, [ シンポジウム ]

8.	 阿部彰子
	 遺伝性腫瘍・がん 1.
	 第48回日本遺伝カウンセリング学会学術集会: 

東京 , 2024, [ 座長 ]

9.	 浦崎哲也
	 当院泌尿器科腫瘍症例における包括的がんゲノ

ムプロファイリング検査結果の後方視的検討 /
A retrospective analysis of results of com-
prehensive cancer genome profiling tests in 
genitourinary tumors at our hospital.

	 日本泌尿器腫瘍学会第10回学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

10.	 深田一平
	 がん遺伝子パネル検査の意義を考える：ゲノム

医療の恩恵を届けるために .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ 講演 ]

11.	 深田一平
	 今後のがんゲノム医療における診療体制をどう

考える ?
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ ディスカッション ]

12.	 林直美
	 ゲノム医療の一般的な基礎知識：医師の立場か

ら .
	 日本がん看護学会 地方分科会 4 地区 / 誰で

もわかるがんゲノム医療と看護 .: Web 開催 , 
2024, [ 講演 ]

13.	 阿部彰子
	 HBOC 女性における QOL 評価と，納得尺度・

意思決定因子について .

	 第 10 回日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演
会 : 東京 , 2024, [ 口述発表 ]

14.	 山崎真澄
	 がんゲノム医療コーディネーター（CGMC）の

役割 .
	 第 45 回日本臨床薬理学会学術総会 : さいたま

市 , 2024, [ シンポジウム ]

【医療情報部学会】
1.	 小口正彦
	 統合がん臨床データベースとAI 開発 .
	 札幌冬季がんセミナー（第 38 回）: 札幌市

+Web開催 , 2024, [ 講演 ]

2.	 上田和彦
	 セミナーのモチーフ .
	 第 30 回肝血流動態機能イメージ研究会 : Web

開催 , 2024, [ イントロダクション ]

3.	 上田和彦
	 画像上の肝小葉 .
	 第 30 回肝血流動態機能イメージ研究会 : Web

開催 , 2024, [ セミナー ]

4.	 鈴木一洋
	 統合がん臨床データベースによる RWD集積：

薬物療法問診から患者生活支援ソリューション
へ .

	 第 78 回京大データヘルス研究会 : 京都市
+Web開催 , 2024, [ 口述発表 ]

5.	 阿部真由子 , 布施里保 , 牧野吉展 , 町村知美 , 
内藤那津子 , 甲賀麻友美 , 湯浅早貴 , 栗城清夏 , 
川崎健一 , 鈴木一洋 , 小口正彦

	 院内がん登録データから見た AYA 世代がん患
者の特徴 .

	 日本がん登録協議会第33回学術集会 : 出雲市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

6.	 小口正彦
	 統合がん臨床データベースと後利用：医療DX

へ .
	 第 16 回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会 : 

東京 , 2024, [ 講演 ]
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7.	 鈴木一洋
	 院内開発データベースシステムを用いた NCD

登録作業の省力化 .
	 NCDセミナー 2024: 東京 , 2024, [ 講師 ]

8.	 鈴木一洋
	 Revolutionizing cancer research: telemed-

icine and data infrastructure in the era of 
polycrisis.

	 第 83 回日本癌学会学術総会 : 福岡市 , 2024, 
[ セッション ]

9.	 小口正彦
	 新たな常識：乳癌温存療法における照射 .
	 日本放射線腫瘍学会第37回学術大会 : 横浜市 , 

2024, [ 座長 ]

10.	 栗城清夏 , 甲賀麻友美 , 鈴木一洋 , 高橋輝 , 中
村弘希 , 川崎健一 , 小口正彦

	 検査報告書確認システムと半自動リマインド管
理システムによる院内周知 .

	 第 44 回医療情報学連合大会 / 第 25 回日本医
療情報学会学術大会 : 福岡市 , 2024, [ 一般口
演 ]

11.	 鈴木一洋
	 がん研有明病院における医療情報システムのサ

イバーレジリエンス強化 .
	 第 44 回医療情報学連合大会 / 第 25 回日本医

療情報学会学術大会 : 福岡市 , 2024, [ ラン
チョンセミナー ]

12.	 鈴木一洋 , 高橋輝 , 町田未来 , 後藤紫野 , 中村
弘希 , 由雄敏之 , 小口正彦

	 がん臨床統合データベースの活用：食道内視鏡
におけるカンファレンスと症例集積 .

	 第 44 回医療情報学連合大会 / 第 25 回日本医
療情報学会学術大会 : 福岡市 , 2024, [ 一般口
演 ]

13.	 鈴木一洋
	 がん領域のRWD集積とデータ活用の取り組み：

院内開発「統合がん臨床データベース」の社会
実装・多施設展開：SIP 第３期の取り組み .

	 第 44 回医療情報学連合大会 / 第 25 回日本医
療情報学会学術大会 : 福岡市 , 2024, [ ラン
チョンセミナー ]

【脳腫瘍外科】
1.	 大村朋子
	 脳実質転移をみとめた前立腺癌の一例 .
	 第１回転移性脳腫瘍研究会 : 東京 , 2024, [ 口

述発表 ]

2.	 宮北康二
	 転移性脳腫瘍 .
	 第１回転移性脳腫瘍研究会 : 東京 , 2024, [ 座

長 ]

3.	 米澤元樹
	 聴力低下で発症し薬物療法が奏功をした肺癌か

らの髄膜播種の一例 .
	 第１回転移性脳腫瘍研究会 : 東京 , 2024, [ 口

述発表 ]

4.	 宮北康二
	 脳神経 .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ 座長 ]

5.	 大村朋子 , 宮北康二 , 米澤元樹 , 柳澤俊介 , 大
野誠 , 成田善孝

	 膠芽腫患者の終末期医療の実際と COVID-19
での変化 .

	 第 83回日本脳神経外科学会学術集会 : 横浜市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

6.	 宮北康二 , 柳澤俊介 , 大野誠 , 福田隆浩 , 成田
善孝

	 中枢神経系原発悪性リンパ腫に対する自家造血
幹細胞移植併用大量化学療法 .

	 第 83回日本脳神経外科学会学術集会 : 横浜市 , 
2024, [ 口述発表 ]

7.	 宮北康二
	 悪性リンパ腫 01：病態・診断 .
	 第 83回日本脳神経外科学会学術集会 : 横浜市 , 

2024, [ 座長 ]

8.	 米澤元樹 , 大村朋子 , 網野喜彬 , 西尾誠人 , 宮
北康二

	 聴力低下で発症し薬物療法が奏効した肺癌から
の髄膜播種の一例 .

	 第 83回日本脳神経外科学会学術集会 : 横浜市 , 
2024, [ ポスター発表 ]
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9.	 宮北康二 , 柳澤俊介 , 大野誠 , 武田航 , 福田隆
浩 , 成田善孝

	 中枢神経系原発悪性リンパ腫に対する自家造血
幹細胞移植併用大量化学療法 .

	 第 42 回日本脳腫瘍学会学術集会 : 志摩市 , 
2024, [ 口述発表 ]

【先端医療開発科がんゲノム医療開発部】
1.	 上野貴之
	 リキッドバイオプシーが変えるがん医療 .
	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 

2024, [ 司会 ]

【直腸がん集学的治療センター】
1.	 Akiyoshi, T.
	 Minimally-invasive lateral lymph node dis-

section in the era of total neoadjuvat ther-
apy.

	 International Colorectal Disease Sympo-
sium （ICDS 2024） Hong Kong, 2024, [ 講
演 ]

2.	 Akiyoshi, T.
	 Robotic LPLND.
	 International Colorectal Disease Sympo-

sium （ICDS 2024） Hong Kong, 2024, [ 講
演 ]

3.	 福長洋介
	 Hybrid RAS：直腸切除・結腸切除それぞれの

テクニック .
	 第 100 回大腸癌研究会学術集会 : 浜松市 , 

2024, [ イブニングセミナー ]

4.	 福長洋介
	 大腸癌の至適リンパ節郭清 .
	 第 100 回大腸癌研究会学術集会 : 浜松市 , 

2024, [ 座長 ]

5.	 秋吉高志
	 若手外科医に伝えたい腹腔鏡下 /ロボット支援

下直腸癌手術のコツ .
	 第 100 回大腸癌研究会学術集会 : 浜松市 , 

2024, [ モーニングセミナー ]

6.	 山口智弘 , 花岡まりえ
	 下部消化管⑦ .
	 第 16 回日本ロボット外科学会学術集会 : 米子

市 , 2024, [ 座長 ]

7.	 山口智弘 , 野口竜剛 , 坂本貴志 , 櫻井翼 , 松井
信平 , 向井俊貴 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 結腸癌に対するロボット手術の現状 .
	 第 16 回日本ロボット外科学会学術集会 : 米子

市 , 2024, [ シンポジウム ]

8.	 向井俊貴
	 切除可能肝転移を有する直腸癌に対する治療戦

略 .
	 第 20 回日本消化管学会総会学術集会 : 宜野湾

市 , 2024, [ ワークショップ ]

9.	 山口智弘 , 賀川弘康
	 Da Vinci LIVE 1：結腸右半切除 .
	 第 2回ロボット大腸切除研究会 : 東京 , 2024, 

[ ディスカッサント ]

10.	 山口智弘 , 賀川弘康
	 Da Vinci LIVE 2：側方郭清 .
	 第 2回ロボット大腸切除研究会 : 東京 , 2024, 

[ ディスカッサント ]

11.	 Akiyoshi, T.
	 Pelvic lateral lymph nodes dissection.
	 ASIA IRCAD-TAIWAN LAPAROSCOPIC & 

ROBOTIC COLORECTAL SURGERY MASTER 
COURSE: Taiwan, 2024, [ 講演 ]

12.	 南原翔 , 松井信平 , 櫻井翼 , 向井俊貴 , 山口智
弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 当院における直腸癌患者の術後排便機能の後方
視的検討 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

13.	 原口英里奈 , 向井俊貴 , 松井信平 , 櫻井翼 , 山
口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 閉塞性大腸癌に対する SEMSの Bridge to sur-
gery の至適時期 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ポスター発表 ]
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14.	 向井俊貴 , 松井信平 , 櫻井翼 , 山口智弘 , 秋吉
高志 , 福長洋介

	 局所再発直腸癌に対する鏡視下手術手技の定型
化と治療成績 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ シンポジウム ]

15.	 坂本貴志 , 向井俊貴 , 野口竜剛 , 櫻井翼 , 松井
信平 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 隣接臓器合併切除を伴うロボット直腸癌手術の
成績と手技の工夫 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ワークショップ ]

16.	 小澤直也 , 松井信平 , 野口竜剛 , 櫻井翼 , 向井
俊貴 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 大腸印環細胞癌の検討 .
	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 

2024, [ ポスター発表 ]

17.	 尾崎公輔 , 櫻井翼 , 松井信平 , 向井俊貴 , 山口
智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 系統的リンパ節郭清を伴う回盲部切除術を施行
した虫垂神経内分泌腫瘍の 4例 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

18.	 山口智弘 , 秋吉高志 , 野口竜剛 , 坂本貴志 , 櫻
井翼 , 松井信平 , 向井俊貴 , 福長洋介

	 下部進行直腸癌に対する total neoadjuvant 
therapy と nonoperative management.

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ワークショップ ]

19.	 山口智弘
	 括約筋間直腸切除術（ISR）.
	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 

2024, [ ランチョンセミナー ]

20.	 松井信平 , 秋吉高志 , 櫻井翼 , 向井俊貴 , 山口
智弘 , 福長洋介

	 術前放射線療法を施行した下部直腸癌術後の晩
期合併症についての検討 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ サージカルフォーラム ]

21.	 櫻井翼 , 野口竜則 , 坂本貴志 , 松井信平 , 向井
俊貴 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 河内洋 , 福長洋介

	 直腸神経内分泌腫瘍における側方リンパ節転移
の危険因子と予後への影響 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

22.	 甲津卓実 , 松井信平 , 櫻井翼 , 向井俊貴 , 山口
智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 術前治療を施行した直腸粘液癌の治療成績 .
	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 

2024, [ ポスター発表 ]

23.	 秋吉高志
	 局所進行直腸癌治療のパラダイムシフト：TNT

からNOMまで：International.
	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 

2024, [ 司会 ]

24.	 秋吉高志 , 櫻井翼 , 松井信平 , 向井俊貴 , 山口
智弘 , 福長洋介 , 河内洋 , 森誠一

	 進行下部直腸癌における治療前生検検体のゲノ
ム・トランスクリプトーム解析による術前化学
放射線療法効果予測 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ ワークショップ ]

25.	 野口竜剛 , 秋吉高志 , 櫻井翼 , 松井信平 , 向井
俊貴 , 山口智弘 , 福長洋介

	 当院における側方リンパ節転移陽性直腸癌に対
する術前治療の治療効果 .

	 第 124 回日本外科学会定期学術集会 : 常滑市 , 
2024, [ サージカルフォーラム ]

26.	 山口智弘 , 秋吉高志 , 野口竜剛 , 坂本貴志 , 櫻
井翼 , 松井信平 , 向井俊貴 , 福長洋介

	 下部進行直腸癌に対する最適な術前治療：TNT
と NOMを行う立場から .

	 第 49 回日本外科系連合学会学術集会 : 東京 , 
2024, [ パネルディスカッション ]

27.	 秋吉高志
	 ロボット支援下直腸癌手術の陰と陽 .
	 第 78 回手術手技研究会 : 福岡市 , 2024, [ 口

述発表 ]
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28.	 神馬真里奈 , 坂本貴志 , 山下享子 , 甲津卓実 , 
野口竜剛 , 松井信平 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 秋
吉高志 , 福長洋介

	 骨盤内に発生した巨大 Solitary fibrous tumor
（SFT）の 1例 .

	 第872回外科集談会: 東京, 2024, [口述発表]

29.	 Akiyoshi, T., Mizushima, T.
	 Lower digestive tract：current status of 

robotic and laparoscopic surgery for local-
ly advanced rectal cancer and efforts for 
overcoming issues.

	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 
2024, [ 座長 ]

30.	 Sakamoto, T., Fukunaga, Y., Noguchi, T., 
Sakurai, T., Matsui, S., Mukai, T., Yamagu-
chi, T., Akiyoshi, T.

	 Comparing oncological outcomes between 
transverse vs right hemi-colectomy in 
transverse colon cancer/ 右側および中央部横
行結腸癌における横行結腸切除術と右半結腸切
除術の短期・長期成績比較 .

	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 
2024, [ シンポジウム ]

31.	 佐藤健太郎 , 松井信平 , 野口竜剛 , 坂本貴志 , 
櫻井翼 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福長
洋介

	 腹水細胞診陽性の大腸癌腹膜播種に対する肉眼
的R0切除手術の妥当性について .

	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

32.	 南原翔 , 松井信平 , 櫻井翼 , 向井俊貴 , 山口智
弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 直腸癌患者の術後排便機能の後方視的検討 .
	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 

2024, [ ポスター発表 ]

33.	 向井俊貴
	 大腸：術前治療 3.
	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 

2024, [ 座長 ]

34.	 向井俊貴 , 松井信平 , 櫻井翼 , 山口智弘 , 秋吉
高志 , 福長洋介

	 局所再発直腸癌に対する鏡視下手術の治療成績
と課題 .

	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 
2024, [ ワークショップ ]

35.	 小澤直也 , 山口智弘 , 野口竜剛 , 坂本貴志 , 櫻
井翼 , 松井信平 , 向井俊貴 , 秋吉高志 , 福長洋
介

	 体腔内吻合を行った右側結腸癌手術における腸
管前処置と SSI との関係 .

	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 
2024, [ 要望演題 ]

36.	 尾崎公輔 , 向井俊貴 , 野口竜剛 , 坂本貴志 , 松
井信平 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 左側大腸癌術後の骨盤内再発に対する腹腔鏡下
骨盤内臓摘除術の治療成績 .

	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

37.	 山口智弘
	 大腸：術前治療 2.
	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 

2024, [ 座長 ]

38.	 山口智弘
	 直腸がん治療の未来を探る：進行直腸がんを考

える .
	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 

2024, [ ランチョンセミナー ]

39.	 山口智弘 , 秋吉高志 , 野口竜剛 , 坂本貴志 , 櫻
井翼 , 松井信平 , 向井俊貴 , 福長洋介

	 術前治療後に病理学的完全奏効となった直腸癌
の長期成績と Nonoperative management の
経験 .

	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 
2024, [ パネルディスカッション ]

40.	 松井信平 , 秋吉高志 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 福
長洋介

	 術前放射線治療を施行した直腸癌根治手術後の
再発症例に対する治療戦略とその治療成績につ
いて .
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	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

41.	 甲津卓実 , 向井俊貴 , 坂本貴志 , 野口竜剛 , 櫻
井翼 , 松井信平 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋
介

	 肥満症例に対する鏡視下直腸癌手術の治療成
績 .

	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 
2024, [ 要望演題ビデオ ]

42.	 福長洋介
	 大腸：術前治療 4.
	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 

2024, [ 座長 ]

43.	 秋吉高志 , 野口竜剛 , 坂本貴志 , 櫻井翼 , 松井
信平 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 福長洋介

	 TNT時代における進行下部直腸癌に対する側方
郭清の意義 .

	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 
2024, [ パネルディスカッション ]

44.	 秋山貴彦 , 松井信平 , 野口竜剛 , 坂本貴志 , 櫻
井翼 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋
介

	 当院における急性虫垂炎に対する治療方針の検
討 .

	 第 79 回日本消化器外科学会総会 : 下関市 , 
2024, [ ポスター発表 ]

45.	 野口竜剛 , 秋吉高志 , 坂本貴志 , 松井信平 , 向
井俊貴 , 山口智弘 , 河内洋 , 福長洋介

	 進行下部直腸癌に対する、前治療と側方郭清を
含めた治療戦略 .

	 第 101 回大腸癌研究会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ 口述発表 ]

46.	 坂本貴志 , 甲津拓実 , 野口竜剛 , 松井信平 , 向
井俊貴 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 機械学習を用いた直腸癌術後再発予測モデルの
構築 .

	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 
2024：消化器外科学会）: 神戸市 , 2024, [ デ
ジタルポスターセッション ]

47.	 安藤陽平 , 櫻井翼 , 野口竜剛 , 坂本貴志 , 松井
信平 , 大庭篤志 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 秋吉高
志 , 福長洋介

	 Mismatch repair deficient の同時性肝転移を
伴う下部直腸癌に対する PD-1 阻害薬 , 手術 , 
watch and wait を組み合わせた治療戦略 .

	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 
2024：消化器外科学会）: 神戸市 , 2024, [ デ
ジタルポスターセッション ]

48.	 甲津卓実 , 篠崎英司 , 秋吉高志 , 坂本貴志 , 野
口竜剛 , 松井信平 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 福岡
聖大 , 大隅寛木 , 若槻尊 , 田口千藏 , 河内洋 , 
山口研成 , 福長洋介

	 進行直腸癌に対する術前治療後の病理組織学的
効果および腫瘍縮小パターンの検討 .

	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 
2024：消化器外科学会）: 神戸市 , 2024, [ デ
ジタルポスターセッション ]

49.	 山口智弘
	 ロボット支援下直腸癌手術の短期・長期成績と

次世代への技術伝承 .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ シンポジウム ]

50.	 松井信平 , 南原翔 , 野口竜剛 , 坂本貴志 , 向井
俊貴 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 直腸癌術後の排便機能障害の長期的観察研究 .
	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2024, [ 一般口演 ]

51.	 秋吉高志 , 篠崎英司 , 田口千藏 , 千野晶子 , 小
山眞道 , 野口竜剛 , 坂本貴志 , 松井信平 , 向井
俊貴 , 山口智弘 , 山口研成

	 局所進行直腸癌に対する non-operative man-
agement （NOM）の現状と問題点 .

	 第 62 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2024, [ ワークショップ ]

52.	 野口竜剛 , 坂本貴志 , 松井信平 , 向井俊貴 , 山
口智弘 , 河内洋 , 秋吉高志

	 進行下部直腸癌に対する術前化学放射線療法後
の組織学的治療効果 .

	 第 28 回日本外科病理学会学術集会 : 東京 , 
2024, [ シンポジウム ]
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53.	 南原翔 , 松井信平 , 野口竜剛 , 坂本貴志 , 向井
俊貴 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 当院における直腸癌患者の術後排便機能障害の
後方視的検討によるリスク因子の抽出 .

	 第 79回日本大腸肛門病学会学術集会 : 横浜市 , 
2024, [ 口述発表 ]

54.	 坂本貴志 , 野口竜剛 , 松井信平 , 向井俊貴 , 山
口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 機械学習を用いた直腸癌術後再発予測モデルの
構築と評価 .

	 第 79回日本大腸肛門病学会学術集会 : 横浜市 , 
2024, [ パネルディスカッション ]

55.	 松井信平 , 秋吉高志 , 野口竜剛 , 坂本貴志 , 向
井俊貴 , 山口智弘 , 福長洋介

	 術前放射線療法後の直腸癌術後慢性期合併症に
対する側方リンパ節郭清の影響について .

	 第 79回日本大腸肛門病学会学術集会 : 横浜市 , 
2024, [ 要望演題 ]

56.	 神馬真里奈 , 坂本貴志 , 河内洋 , 甲津卓実 , 野
口竜剛 , 松井信平 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 秋吉
高志 , 福長洋介

	 術前治療を行なった若年性直腸癌と非若年性直
腸癌の背景および予後の比較検討 .

	 第 86回日本臨床外科学会学術集会 : 宇都宮市 , 
2024, [ ワークショップ ]

57.	 秋吉高志
	 下部進行直腸癌に対する術前治療と術前治療奏

功例に対する治療方針について .
	 第 86回日本臨床外科学会学術集会 : 宇都宮市 , 

2024, [ 司会 ]

58.	 野口竜剛 , 山口智弘 , 坂本貴志 , 松井信平 , 向
井俊貴 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 進行下部直腸癌に対する術前化学放射線療法の
治療成績：TMEとWatch and Wait.

	 第 86回日本臨床外科学会学術集会 : 宇都宮市 , 
2024, [ パネルディスカッション ]

59.	 原口英里奈 , 向井俊貴 , 甲津卓実 , 野口竜剛 , 
坂本貴志 , 松井信平 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福
長洋介

	 骨盤内悪性腫瘍に対する経肛門的鏡視下アプ
ローチ併用 2チーム手術の治療成績 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ ワークショップ ]

60.	 向井俊貴 , 野口竜剛 , 坂本貴志 , 松井信平 , 向
井俊貴 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 Total neoadjuvant therapy 後の側方リンパ節
郭清の治療成績と手技の要点 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ パネルディスカッション ]

61.	 向井俊貴
	 下部悪性：ロボット支援手術 3.
	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 

2024, [ 司会 ]

62.	 坂本貴志 , 甲津卓実 , 野口竜剛 , 松井信平 , 向
井俊貴 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 若手外科医から見た大腸ロボット支援手術教育
の現状 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ ワークショップ ]

63.	 安藤陽平 , 野口竜剛 , 甲津卓実 , 坂本貴志 , 松
井信平 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福長
洋介

	 直腸癌手術の肛門側切離端決定における直腸診
と術中内視鏡の比較 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ 口述発表 ]

64.	 小澤直也 , 野口竜剛 , 甲津卓実 , 坂本貴志 , 松
井信平 , 向井俊貴 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福長
洋介

	 腹腔鏡下およびロボット支援下直腸癌手術にお
ける SSI を減少させる最適な腸管前処置の検
討 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ ミニオーラル ]

65.	 尾崎公輔 , 向井俊貴 , 甲津卓実 , 野口竜剛 , 坂
本貴志 , 松井信平 , 山口智弘 , 秋吉高志

	 直腸癌術後骨盤内再発症例に対する低侵襲骨盤
内臓摘除術の治療成績 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ シンポジウム ]
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66.	 松井信平 , 秋吉高志 , 山口智弘 , 向井俊貴 , 坂
本貴志 , 野口竜剛 , 福長洋介

	 術前放射線療法後の直腸癌腹腔鏡術後合併症に
対する側方リンパ節郭清手技の影響について .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ パネルディスカッション ]

67.	 神馬真里奈 , 向井俊貴 , 甲津卓実 , 野口竜剛 , 
坂本貴志 , 松井信平 , 山口智弘 , 秋吉高志 , 福
長洋介

	 直腸 GIST に対する上直腸動脈完全温存鏡視下
括約筋間直腸切除術の有用性 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ ミニオーラル ]

68.	 秋吉高志
	 低侵襲拡大手術：これまで・そしてこれからの

歩み .
	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 

2024, [ 教育講演 ]

69.	 秋吉高志 , 沖英次
	 術前治療を行った直腸癌に対する鏡視下手術治

療戦略 .
	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 

2024, [ 司会 ]

70.	 野口竜剛 , 山口智弘 , 甲津卓実 , 坂本貴志 , 松
井信平 , 向井俊貴 , 秋吉高志 , 福長洋介

	 ロボット支援下直腸癌手術の短期・長期成績：
傾向スコアマッチングによる腹腔鏡下直腸癌手
術との比較 .

	 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 : 福岡市 , 
2024, [ シンポジウム ]

【頭頸部がん低侵襲治療センター】
1.	 石山晃世志
	 咽頭、食道の表在性病変を考える：粘膜病変の

概念，診断，治療について .
	 第 42 回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会 : 札

幌市 , 2024, [ ワークショップ ]

【病理部】
1.	 重松康之 , 田中一仁 , 亜森グランバル , 竹内賢

吾 , 稲村健太郎

	 Impact of Oncostatin M expression in tu-
mor microenvironment of hepatocellular 
carcinoma on pathological features.

	 第 21回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 名古屋市 , 
2024, [ 口述発表 ]

2.	 河内洋
	 病理 .
	 第96回日本胃癌学会総会: 京都市, 2024, [座

長 ]

3.	 二宮浩範
	 肺癌治療の新たな地平を切り拓く：病理医の役

割 .
	 第 64 回日本肺癌学会九州支部学術集会・第 47

回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会 : 宮崎
市 , 2024, [ 教育講演 ]

4.	 山下享子
	 骨軟部腫瘍の細胞診：脂肪性腫瘍を中心に .
	 第87回細胞検査士ワークショップ: Web開催, 

2024, [ 教育講演 ]

5.	 佐藤由紀子
	 遺伝子解析により深化する唾液腺腫瘍分類 .
	 第 101 回日本病理学会関東支部会学術集会 : 

東京 , 2024, [ 座長 ]

6.	 二宮浩範
	 今後も変革する肺がん治療：病理診断医が関与

すべきポイント：術前治療の効果判定 .
	 第 113 回日本病理学会総会 : 名古屋市+Web

開催 , 2024, [ ランチョンセミナー ]

7.	 二宮浩範
	 肺癌遺伝子検査の成功への道：臨床現場で必要

な知識と注意点 .
	 第 113 回日本病理学会総会 : 名古屋市+Web

開催 , 2024, [ スイーツセミナー ]

8.	 加藤憲一郎 , 山下享子 , 土橋映仁 , 馬場郷子 , 
冨樫由紀 , 植野映子 , 阿江啓介 , 松本誠一 , 竹
内賢吾

	 新規融合遺伝子 THBS1::IGF1R を有するmy-
opericytic tumor の一例 .

	 第 113 回日本病理学会総会 : 名古屋市+Web
開催 , 2024, [ ポスター発表 ]
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9.	 外岡暁子 , 土橋映仁 , 千葉知宏 , 伊藤藍 , 箕浦
祐子 , 植木有紗 , 金尾祐之

	 MLH1 タンパク発現消失子宮体癌症例における
EPM2AIP1 免疫染色の有用性 .

	 第 113 回日本病理学会総会 : 名古屋市+Web
開催 , 2024, [ ポスター発表 ]

10.	 小嶋結 , 伊藤藍 , 千葉知宏 , 金尾祐之 , 外岡暁
子

	 卵巣mesonephric-like adenocarcinoma 6 例
の臨床病理学的特徴 .

	 第 113 回日本病理学会総会 : 名古屋市+Web
開催 , 2024, [ 口述発表 ]

11.	 山下享子
	 骨・軟部 2.
	 第 113 回日本病理学会総会 : 名古屋市+Web

開催 , 2024, [ 座長 ]

12.	 山下享子
	 骨軟部・運動器 2.
	 第 113 回日本病理学会総会 : 名古屋市+Web

開催 , 2024, [ 座長 ]

13.	 杉田佳祐
	 間接的 CRISPR screening 法の確立と細胞間相

互作用による薬剤耐性遺伝子の同定 .
	 第 113 回日本病理学会総会 : 名古屋市+Web

開催 , 2024, [ 口述発表 ]

14.	 河内洋
	 MSI 検査とMMR免疫組織化学検査の比較 .
	 第 113 回日本病理学会総会 : 名古屋市+Web

開催 , 2024, [ ランチョンセミナー ]

15.	 秋谷昌史 , 大迫智 , 國分優美 , 坂井威彦 , 上野
貴之 , 竹内賢吾

	 針生検で非浸潤性小葉癌と診断された症例の臨
床病理学的特徴 .

	 第 113 回日本病理学会総会 : 名古屋市+Web
開催 , 2024, [ 口述発表 ]

16.	 河内洋
	 胃がんにおける診断と治療の最新アップデー

ト .
	 2024 年度日本病理学会九州沖縄支部スライド

コンファレンス共催セミナー : 福岡市 , 2024, 
[ 講演 ]

17.	 一川良太 , 北井里実 , 田中優美子 , 寺内隆司 , 
岡本三四郎 , 金尾祐之 , 小嶋結 , 外岡暁子

	 類上皮性トロホブラスト腫瘍の一例 .
	 第 37 回日本腹部放射線学会 : 川越市 , 2024, 

[ ポスター発表 ]

18.	 佐藤由紀子
	 唾液腺 P2.
	 第 65 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 大阪

市 , 2024, [ 座長 ]

19.	 河内洋
	 Claudin と胃がんのマリアージュ：CLDN18 免

疫染色の時代をむかえて .
	 第 65 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 大阪

市 , 2024, [ ランチョンセミナー ]

20.	 石井脩平 , 高松学 , 阿部仁 , 竹内賢吾 , 塚本徹
哉 , 前田一郎

	 AI と細胞診の現状 .
	 第 65 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 大阪

市 , 2024, [ 講演 ]

21.	 石井脩平
	 婦人科：出題と解説 .
	 第 65 回日本臨床細胞学会総会春期大会 : 大阪

市 , 2024, [ スライドカンファレンス ]

22.	 後藤啓介
	 皮膚腫瘍における遺伝子異常 .
	 第 123 回日本皮膚科学会総会 : 京都市+Web

開催 , 2024, [ 教育講演 ]

23.	 河内洋
	 Post HP 時代の胃疾患に向き合う：病理医の立

場から：胃癌診療に繋げるために .
	 胃癌治療を考える : 宇都宮市 , 2024, [ 講演 ]

24.	 秋谷昌史 , 坂井威彦 , 國分優美 , 上野貴之 , 大
迫智

	 針生検で非浸潤性小葉癌と診断された症例の臨
床病理学的特徴 .

	 第 32 回日本乳癌学会学術総会 : 仙台市 , 
2024, [e ポスター ]
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25.	 山下享子
	 Bone Tumor Club.
	 第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集

会 : 福井市 , 2024, [ 座長 ]

26.	 河内洋
	 病理診断の現状と課題：臨床の要望に応える .
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ 司会 ]

27.	 河内洋
	 総括：臨床に資する病理診断を目指して：病理

委員会の取り組み .
	 第 78 回日本食道学会学術集会 : 東京 , 2024, 

[ ワークショップ ]

28.	 山下享子
	 血管肉腫とその鑑別 .
	 第 18 回診断病理サマーフェスト：病理と臨床

の対話 : 東京 , 2024, [ 講演 ]

29.	 Yamashita, K., Ueno, T., Kitahama, T., Hay-
akawa, K., Ae, K., Matsumoto, A., Kunieda, 
J., Machinami, R., Yamaguchi, T.

	 A 30-year-old male presented with several 
months duration of a mass in the right tho-
racic wall.

	 50th Annual Meeting: ISS Musculoskele-
tal Diagnostic Meeting: Montreal, Canada, 
2024, [ 口述発表 ]

30.	 河内洋
	 大腸（II）.
	 第 20 回 AI- 拡大内視鏡研究会 : 東京 , 2024, 

[ コメンテーター ]

31.	 河内洋
	 一般演題 （1）.
	 第 33 回大腸 IIc 研究会 : 東京 , 2024, [ コメ

ンテーター ]

32.	 山下享子
	 骨軟部腫瘍の細胞診：その利用法、疾患概念や

実際の見方について .
	 第49回日本臨床細胞学会近畿連合会学術集会: 

大津市 , 2024, [ 特別講演 ]

33.	 河内洋
	 ワクワクするデジタル病理診断：消化管疾患を

中心に .
	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 

2024：消化器がん検診学会）: 神戸市 , 2024, 
[ ランチョンセミナー ]

34.	 河内洋
	 食道胃接合部を病理学的にどう同定するか：柵

状血管下端の評価を含めて .
	 第 32 回日本消化器関連学会週間（JDDW 

2024）: 神戸市 , 2024, [ 特別企画 ]

35.	 土橋映仁 , 冨樫由紀 , 津山直子 , 馬場郷子 , 成
田健太郎 , 横山雅大 , 照井康仁 , 丸山大 , 野口
雅章 , 末永孝生 , 竹内賢吾

	 メトトレキサート関連リンパ増殖異常症の遺伝
子変異プロファイリング .

	 第 86 回日本血液学会学術集会 : 京都市 , 
2024, [ 口述発表 ]

36.	 佐藤由紀子
	 口腔・歯科 .
	 第 63 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 千葉市 , 

2024, [ 口述発表 ]

37.	 千葉知宏 , 山﨑奈緒子 , 池畑浩一 , 山田麻里沙 , 
伊藤崇彦 , 佐直映理 , 城本空輝 , 阿部仁

	 甲状腺癌取扱い規約第 9版と細胞診検体を用い
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Oyakawa, T., Ebihara, A., Sato, Y., Fukuda, 
N., Nishizawa, M., Urasaki, T., Ono, M., Yu-
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	 Assessment of pazopanib-related heart 
failure in patients with advanced soft tissue 
sarcoma: a single institute analysis.
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	 Efficacy and safety of adjuvant nivolumab 
after radical surgery for high-risk urothe-
lial carcinoma: a preliminary report of re-
al-world data from a single institution.
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22.	 小野麻紀子
	 がん薬物療法専門医のための模擬テスト 167：

解答と解説 .
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23.	 小野麻紀子
	 がん薬物療法専門医のための模擬テスト 167.
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24.	 小野麻紀子
	 乳がんに対する周術期治療 .
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25.	 小野麻紀子
	 腫瘍内科のジェンダーバランスについて .
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26.	 温泉川真由
	 婦人科がん化学療法の進化：最適レジメンと管

理を考える：子宮体がん：進行・再発子宮体が
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【総合診療部】
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Nishimoto, Y., Ogihara, Y., Doi, K., Oi, M., 
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	 Circ. J., 2024: in press
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sarcoidosis cases?
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from a cardio-oncologist.

	 J. Radiat. Res., 2024. 65（5）: 575-590
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	 腫瘍循環器学：新しい学際領域の最新知見：検
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	 日本臨床 , 2024. 82（増刊 2 腫瘍循環器学）: 

304-310

6.	 上原雅恵
	 身近に潜む心筋症を診る：進歩する診断と治療：

[Chapter：2] 心筋症の診断に必要な検査：心
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	 治療法の再整理とアップデートのために：専門

家による私の治療：副甲状腺機能亢進症
	 日本医事新報 , 2024（5227）: 38-40
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治療と血糖マネジメント .
	 DM Ensemble, 2024. 13（3）: 24-27
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10.	 北澤公
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11.	 志賀太郎
	 心不全の診療 2024：最新の診断と治療：がん
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	 清水論文に対する Editorial Comment.
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15.	 戸次宣史 , 志賀太郎
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16.	 武田孝一
	 今伝えたいクリニカル・パール：つくり方、使

い方、活かし方：継承された” とっておきパー
ル”：治り方のディテールは、経験でしか学べ
ない .

	 総合診療 , 2024. 34（9）: 1046

【麻酔科】
1.	 Ishikawa, S., Hirashima, J., Hiroyama, M., 

Ozato, S., Watanabe, M., Terajima, K.
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management affecting acute kidney injury 
occurring within 72 h after esophagectomy 
for esophageal cancer: a historical cohort 
study.
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織運営を考える .
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	 麻酔薬についてのトピックス：オピオイドの最
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において精神科医が期待に応える術と心得 .
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悩む Fever work-up 教えます。症状や患者背
景で整理！発熱時の適切な病歴聴取・診察・検
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Imagumbai, T., Akimoto, T.
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transplantation and timing of local radiation 
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cology study group questionnaire survey.

	 Anticancer Res., 2024. 44（7）: 3033-
3041

3.	 Kamima, T., Ueda, Y., Fukunaga, J. I., Shi-
mizu, Y., Yoshioka, Y., Monzen, H.

	 Enhancing estimation accuracy of prostate 
cancer VMAT planning: a knowledge-based 
approach using multiple collimator angles.

	 Anticancer Res., 2024. 44（12）: 5303-
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4.	 Kusumoto, S., Munakata, W., Machida, R., 
Terauchi, T., Onaya, H., Oguchi, M., Iida, S., 
Nosaka, K., Suzuki, Y., Harada, Y., Miyaza-
ki, K., Maruta, M., Fukuhara, N., Toubai, 
T., Kubota, N., Ohmachi, K., Saito, T., Rai, 
S., Mizuno, I., Fukuhara, S., Takeuchi, M., 
Tateishi, U., Maruyama, D., Tsukasaki, K., 
Nagai, H.
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	 Interim PET-guided ABVD or ABVD/esca-
lated BEACOPP for newly diagnosed ad-
vanced-stage classic Hodgkin lymphoma 

（JCOG1305）.
	 Cancer Sci., 2024. 115（10）: 3384-3393

5.	 Matsubayashi, F., Kamima, T., Ito, Y., Yosh-
ioka, Y.

	 Air inflow into vacuum-type immobilization 
devices impacts setup errors.

	 Radiol. Phys. Technol., 2024. 17（3）: 
697-702

6.	 Matsubayashi, F., Takahashi, T., Miyauchi, 
H., Ito, Y., Harada, A., Yoshioka, Y.

	 Modeling of a tissue expander with a ra-
diofrequency identification port in postmas-
tectomy radiation therapy planning.

	 J. Radiat. Res., 2024. 65（3）: 360-368

7.	 Murakami, Y., Kawahara, D., Soyano, T., 
Kozuka, T., Takahashi, Y., Miyake, K., Kashi-
hara, K., Kashihara, T., Kamima, T., Oguchi, 
M., Murakami, Y., Yoshioka, Y., Nagata, Y.

	 Dosiomics for intensity-modulated radio-
therapy in patients with prostate cancer: 
Survival analysis stratified by baseline 
prostate-specific antigen and Gleason 
grade group in a 2-institutional retrospec-
tive study.

	 Br. J. Radiol., 2024. 97（1153）: 142-149

8.	 Sato, Y., Takahashi, S., Toshiyasu, T., Tsuji, 
H., Hanai, N., Homma, A.

	 Squamous cell carcinoma of the eyelid.
	 Jpn. J. Clin. Oncol., 2024. 54（1）: 4-12

9.	 Serizawa, I., Kozuka, T., Soyano, T., Sasa-
mura, K., Kamima, T., Kunogi, H., Kurihara, 
N., Numao, N., Yamamoto, S., Yonese, J., 
Yoshioka, Y.

	 Clinical and dosimetric comparison be-
tween non-image-guided radiation therapy 
and fiducial-based image-guided radiation 
therapy with or without reduced margin in 
intensity-modulated radiation therapy for 
prostate cancer.

	 Adv. Radiat. Oncol., 2024. 9（10）: 101612

10.	 Serizawa, I., Kozuka, T., Soyano, T., Sasa-
mura, K., Kamima, T., Kunogi, H., Numao, 
N., Yamamoto, S., Yonese, J., Yoshioka, Y.

	 Impact of neoadjuvant androgen depriva-
tion therapy on toxicity in intensity-modu-
lated radiation therapy for prostate cancer.

	 J. Radiat. Res., 2024. 65（5）: 693-700

11.	 Takahashi, R., Osumi, H., Wakatsuki, T., 
Yamamoto, N., Taguchi, S., Nakayama, I., 
Ooki, A., Ogura, M., Takahari, D., Chin, K., 
Yamaguchi, K., Shinozaki, E.

	 Clinical outcomes and prognostic factors 
of concurrent chemoradiotherapy for anal 
squamous cell carcinoma in Japan.

	 Int. J. Clin. Oncol., 2024. 29（8）: 1161-
1172

12.	 上間達也 , 明石華奈 , 渡邉詩織 , 松林史泰 , 橘
理絵 , 伊藤康

	 胸部動態ファントムを用いた腫瘍呼吸性移動量
評価法の比較について .

	 日本放射線技術学会雑誌 , 2024. 80（11）: 
1124-1134

13.	 佐々木理栄 , 田口千藏 , 篠崎英司 , 宮内輝 , 上
間達也 , 吉岡靖生

	 薬物療法後の原発巣残存に対して根治的化学放
射線療法が施行され完全奏効を得た切除不能
IV 期下部直腸癌の 1 例 .

	 日本放射線科専門医会・医会学術雑誌 , 2024. 
4: 20-24

14.	 吉岡靖生
	 臨床腎・泌尿器癌（上）：基礎・臨床研究の進歩：

腎癌の治療：放射線療法：その他の放射線療法
（緩和照射を含む）.

	 日本臨床 , 2024. 82（増刊 8 臨床腎・泌尿器
癌（上））: 412-417

15.	 松林史泰
	 Syngo.via の使用経験：手間いらずのオートコ

ンツール自動化 .
	 放 射 線 治 療 か た ろ う 会 会 誌 , 2024（29）: 

117-118
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16.	 金子真洋 , 宮内春樹 , 伊藤康 , 吉岡靖生
	 Surface-guided radiotherapy の実際：Exac-

Trac Dynamic Surface.
	 臨床放射線 , 2024. 69（5）: 663-669

【緩和治療科】
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A., Kosugi, T., Sone, M., Nakamura, N., 
Miyashita, M., Morita, T., Yamaguchi, T., 
Satomi, E.

	 Availability of, barriers to performing, and 
educational practices of interventional pro-
cedures for refractory pain in cancer pa-
tients: a nationwide survey of designated 
cancer hospitals in Japan.

	 Palliat. Med. Rep., 2024. 5（1）: 543-552

2.	 Matsumoto, Y., Umemura, S., Okizaki, A., 
Fujisawa, D., Yamaguchi, T., Oyamada, 
S., Miyaji, T., Mashiko, T., Kobayashi, N., 
Satomi, E., Kiuchi, D., Morita, T., Uchitomi, 
Y., Goto, K., Ohe, Y.

	 Nurse-led screening-triggered early spe-
cialized palliative care program for patients 
with advanced lung cancer: a multicenter 
randomized controlled trial.

	 Cancer Med., 2024. 13（22）: e70325

3.	 Miwa, S., Mori, M., Yamaguchi, T., Suzuki, J., 
Matsuda, Y., Matsunuma, R., Watanabe, H., 
Ikari, T., Matsumoto, Y., Imai, K., Yokomi-
chi, N., Yamauchi, T., Okamoto, S., Inoue, 
S., Inoue, A., Morita, T., Satomi, E., Behalf 
of the Japanese Dyspnea Relief Investiga-
tors.

	 Potential efficacy of midazolam as sec-
ond-line treatment for terminal dyspnea in 
patients with cancer: secondary analysis of 
a multicenter prospective cohort study.

	 Palliat. Med. Rep., 2024. 5（1）: 225-233

4.	 Saeki, Y., Sumi, Y., Ozaki, Y., Hosonaga, 
M., Kenmotsu, Y., Onoe, T., Yamaguchi, K., 
Matsumoto, Y.

	 Proposal for managing cancer-related in-
somnia: a systematic literature review of 

associated factors and a narrative review of 
treatment.

	 Cancer Med., 2024. 13（22）: e70365

5.	 佐伯吉規 , 大矢希
	 どうしても眠れません：（不眠）.
	 今夜からもう困らない！夜の症状緩和 （平山貴

敏 / 五十嵐江美 / 佐々木千幸 / 田上恵太編集）, 
東京 , 南江堂 : 2024

6.	 佐伯吉規
	 症状性・器質性精神障害診療ガイド：精神症状

を引き起こす身体疾患 , 物質・医薬品 （2024
年版）：（第 1 章）全身性疾患：膠原病・膠原病
類縁疾患：その他の膠原病 .

	 精神科治療学 , 2024. 39（増刊）: 42-43

7.	 佐伯吉規
	 緩和医療：がん医療における心のケア：気持ち

のつらさ・がんと不眠 .
	 カ レ ン ト テ ラ ピ ー , 2024. 42（10）: 807-

812

8.	 星野奈月 , 松本禎久 , 森田達也
	 アセトアミノフェンががん免疫療法の効果を減

弱する！？
	 緩和ケア , 2024. 34（3）: 266-271

9.	 松本禎久
	 『がん薬物療法に伴う末梢神経障害診療ガイド

ライン 2023 年版』を読み解く .
	 ペインクリニック , 2024. 45（11）: 1199-

1205

10.	 松本禎久
	 前立腺癌診療における診療連携：緩和治療科と

の連携：前立腺癌診療における専門的緩和ケア
との連携 .

	 Prostate Journal, 2024. 11（1）: 83-88

11.	 松本禎久
	 書評：ようこそ緩和ケアの森：オピオイドの使

い方 .
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話 .
	 薬局 , 2024. 75（14）: 2384-2389

15.	 小林一男 , 清水久範 , 瀧口友美 , 谷口愉香 , 青
西伊都子 , 柿木俊彦 , 山口正和

	 がん治療専門病院における閉鎖式薬剤移注シス
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	 胃と腸 , 2024. 59（3）: 279-293

53.	 中野薫 , 河内洋
	 臨床と病理のマリアージュ：消化管切除標本の

取り扱いと肉眼診断・肉眼写真撮影法の基本
	 胃と腸 , 2024. 59（8）: 1043-1054

54.	 伊藤孝助 , 斎藤彰一 , 泉敦子 , 熊澤祐介 , 鈴木
啓太 , 唐渡修一郎 , 東佑香 , 古谷建悟 , 渡邊昌
人 , 十倉淳紀 , 鈴木桂悟 , 安江千尋 , 井出大資 , 
千野晶子 , 五十嵐正広 , 高松学

	 大腸ポリープのすべて：大腸上皮性ポリープの
鑑別診断：腫瘍性ポリープ：内視鏡診断の立場
から .

	 胃と腸 , 2024. 59（2）: 151-162

55.	 伊藤藍 , 伏木淳 , 植木有紗 , 千葉知宏 , 外岡暁
子

	 MLH1/PMS2 の subclonal loss を示した MLH1
病的バリアントを有する Lynch 症候群の一例 .

	 日本婦人科病理学会誌 , 2024. 15（1）: 35-
42

56.	 十倉淳紀 , 河内洋 , 千野晶子 , 鈴木桂悟 , 安江
千尋 , 井出大資 , 五十嵐正広 , 斎藤彰一

	 大腸ポリープのすべて：隆起型粘膜脱症候群に
合併した早期直腸癌の 1 例 .

	 胃と腸 , 2024. 59（2）: 244-249

57.	 唐渡修一郎 , 斎藤彰一 , 鈴木桂悟 , 千野晶子 , 
五十嵐正広 , 高松学

	 大腸内視鏡治療：CP/EMR/ESD/Underwater
関連手技の今：総論：内視鏡治療の適応と内視
鏡診断 Up to Date.

	 臨床消化器内科 , 2024. 39（6）: 607-615

58.	 小嶋結 , 外岡暁子 , 伊藤藍 , 千葉知宏 , 幅野愛
理 , 田中優美子 , 植木有紗 , 野村秀高

	 卵巣類内膜癌の診断の後に遺伝性乳癌卵巣癌
（HBOC）と判明した 1 例 .

	 日本婦人科病理学会誌 , 2024. 15（1）: 15-
22

59.	 市村香代子 , 河内洋 , 中澤温子
	 内視鏡診断・治療に関わる小児消化器疾患の特

徴：病理の立場から .
	 消化器内視鏡 , 2024. 36（10）: 1379-1391

60.	 平澤俊明 , 並河健 , 渡海義隆 , 吉水祥一 , 堀内
裕介 , 石山晃世志 , 由雄敏之 , 藤崎順子 , 多田
智裕 , 後藤田卓志 , 河内洋

	 基本が大切：胃内視鏡診断：胃癌診断の振り返
り（ピロリ関連胃癌）.

	 消化器内視鏡 , 2024. 36（2）: 256-264

61.	 平澤俊明 , 東佑香 , 中野薫 , 山本浩之 , 福山知
香 , 並河健 , 渡海義隆 , 吉水祥一 , 堀内裕介 , 
石山晃世志 , 由雄敏之 , 藤崎順子 , 河内洋 , 後
藤田卓志

	 自己免疫性胃炎：病期分類と画像所見：自己免
疫性胃炎を背景とした胃癌の臨床病理学的特
徴 .

	 胃と腸 , 2024. 59（1）: 63-75

62.	 河内洋
	 基本が大切：胃内視鏡診断：総論：内視鏡医が

知っておくべき・病理医が内視鏡医に伝えてお
きたい胃病理診断 .

	 消化器内視鏡 , 2024. 36（2）: 184-196

63.	 河内洋 , 藤島史喜
	 病理形態学キーワード 2024：（第 5 章）食道：

表層分化型上皮内扁平上皮癌 .
	 病理と臨床 , 2024. 42（臨増）: 96-99
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64.	 河内洋
	 症例から学ぶ咽頭・食道 ESD：総論：表在型食

道扁平上皮癌 ESD 検体の病理診断：注意点と
問題点 .

	 消化器内視鏡 , 2024. 36（8）: 1120-1126

65.	 河内洋
	 食道癌 2024：基礎・臨床の最新動向：食道腫

瘍の病理：特殊組織型腫瘍（非上皮性腫瘍を含
む）.

	 日本臨床 , 2024. 82（増刊 3 食道癌 2024）: 
115-118

66.	 渡邊昌人 , 平澤俊明 , 中野薫 , 福山知香 , 山本
浩之 , 並河健 , 渡海義隆 , 吉水祥一 , 堀内裕介 , 
石山晃世志 , 由雄敏之

	 胃・十二指腸神経内分泌腫瘍（NEN）：up to 
date：Rindi 分類に含まれない胃神経内分泌腫
瘍（NET）の疾患概念 .

	 胃と腸 , 2024. 59（5）: 731-736

67.	 渡邊昌人 , 斎藤彰一 , 十倉淳紀 , 鈴木桂悟 , 安
江千尋 , 井出大資 , 千野晶子 , 五十嵐正広 , 高
松学

	 臨床と病理のマリアージュ：臨床医の考える臨
床画像と病理所見の対比：大腸 .

	 胃と腸 , 2024. 59（8）: 1153-1162

68.	 都宮美華 , 由雄敏之 , 中野薫 , 河内洋 , 石山晃
世志

	 消 化 管 粘 膜 下 腫 瘍 の す べ て： 食 道：case 
study：粘膜下腫瘍様の形態を呈した食道表在
癌の 1 例 .

	 消化器内視鏡 , 2024. 36（7）: 988-989

69.	 鈴木啓太 , 安江千尋 , 高松学 , 斎藤彰一
	 大腸内視鏡のトラブルシューティング：診断に

おけるトラブルシューティング：早期癌の深達
度診断で迷うときどうする ?

	 消化器内視鏡 , 2024. 36（3）: 364-368

70.	 鎌田麻由美 , 野村秀高 , 吉満輝行 , 美坂聡樹 , 
伏木淳 , 阿部彰子 , 金尾祐之 , 千葉知宏 , 伊藤
崇彦 , 外岡暁子

	 子宮内黄体ホルモン放出システム挿入中に子宮
体癌を発症した 2 例 .

	 東京産科婦人科学会会誌 , 2024. 73（3）: 
522-526

71.	 鳥居淳一, 瀬戸陽, 佐藤由紀子, 福島啓文, 佐々
木徹 , 新橋渉 , 神山亮介 , 市川千恭 , 岩城弘尚 , 
松居祐樹 , 今泉冴恵 , 三谷浩樹

	 低悪性度耳下腺癌 Stage I・II の検討 .
	 頭頸部外科 , 2024. 34（2）: 151-155
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11．獲得研究費一覧
受受託託元元 種種目目//項項目目 研研究究テテーーママ 金金額額 研研究究者者

文部科学省 基盤研究（Ａ）
次世代遺伝子発現解析法に立脚したシーケンスレスながん分子サ
ブタイプ規定法の開発

500,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

文部科学省 基盤研究（Ｂ） 次世代トランスクリプトーム解析を用いた肺癌個別化医療開発 330,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

文部科学省 基盤研究（Ｂ）
系譜可塑性を内包する難治性前立腺癌の分子制御機構の解明と
個別化治療戦略の確立

300,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

文部科学省 基盤研究（Ｂ）
がん免疫療法の有害事象と抗腫瘍免疫抑制に寄与するマクロ
ファージサブセットの解明

500,000
総合腫瘍科
三浦裕司

文部科学省 基盤研究（Ｃ） 転移性乳癌患者における全身免疫病態の網羅的集団動態解析 300,000
がん免疫治療開発部
山下万貴子

文部科学省 基盤研究（Ｃ） 周術期乳癌患者における抗腫瘍B細胞免疫応答の解明 1,600,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
上部尿路上皮癌の個別化術後補助療法に向けた腫瘍微小環境と
遺伝子変異による統合解析

100,000
がん免疫治療開発部
北野滋久

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
子宮頸がん患者の放射線治療による膣関連有害事象に対する患
者支援プログラムの開発

1,000,000
看護部
後藤志保

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
膵癌EUS-FNA検体のCaveolin-1発現と化学療法選択の臨床的基
盤の確立

1,400,000
肝胆膵外科
大庭篤志

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
未知の機能的リンパ管解剖の探求からリンパ浮腫外科治療の効
果を向上させる研究

700,000
形成外科
関征央

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
リンパ浮腫に特異的なT細胞の同定・新規バイオマーカーの確立と
薬物療法を目指して

800,000
形成外科
今井洋文

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
組織血流動態と組織硬さを定量指標化する形成外科手術支援シ
ステム

50,000
形成外科
矢野智之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
中学生ピロリ菌検診の検証：検査の精度と除菌治療後フォロー体
制の確立に向けて

100,000
検診部
藤崎順子

文部科学省 基盤研究（Ｃ） 胆管がんリキッドバイオプシーの開発と臨床応用 800,000
消化器外科
伊藤寛倫

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道癌手術後の呼吸器合併症減少を目指した革新的リスク評価
法の確立

100,000 消化器外科　今村裕

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
胃切除後の血糖変動を考慮した個別化栄養介入によるダンピング
症候群の克服

20,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
空間的トランスクリプトームとマルチオミクスによる食道癌の新規免
疫治療分子の同定

1,200,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道癌手術後の呼吸器合併症減少を目指した革新的リスク評価
法の確立

300,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
胃切除後の血糖変動を考慮した個別化栄養介入によるダンピング
症候群の克服

20,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
ディープラーニングによる上部消化器腺癌の分子亜型診断モデル
の構築

1,500,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
進行下部直腸癌に対する待機療法の前向きコホートを用いた縦断
的循環腫瘍DNA解析

1,400,000
大腸外科
秋吉高志

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
血中循環腫瘍細胞の経時的トランスクリプトーム解析による薬剤
耐性メカニズムの解明

1,300,000
乳腺内科
小林隆之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
WHO分類における新規脂肪性腫瘍の検証とテロメア維持機構を含
む全体像の解明

1,000,000
病理部
山下享子

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
人工知能を活用した組織類似性評価による子宮体癌卵巣癌共存
例の新規鑑別診断法の開発

1,100,000
婦人科
阿部彰子

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
前立腺癌の高精度放射線治療技術別の至適治療開発と適応拡大
に関する基盤研究

50,000
放射線治療部
吉岡靖生

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
経口抗がん薬のアドヒアランスをリアルタイムに評価しアドヒアラン
ス向上を目指す研究

100,000
薬剤部
川上和宜

文部科学省 若手研究
言語化困難な切除適応と治療結果のAI解析に基づく進行大腸癌
肝転移の切除適応標準化

200,000
肝胆膵外科
小林光助

文部科学省 若手研究
オルガノイド技術と新規シンジェニックマウスモデルを用いた胆道
癌・膵癌の治療開発

900,000
肝胆膵内科
春日章良

文部科学省 若手研究
サルコペニア・肥満が膵癌患者予後を不良にする癌微小環境にお
ける分子機序の解明

1,300,000
肝胆膵内科
武田剛志
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受受託託元元 種種目目//項項目目 研研究究テテーーママ 金金額額 研研究究者者

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
造血器腫瘍臨床におけるクリニカルWGSのfeasibilityと有用性の検
討

400,000
血液腫瘍科
丸山大

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
未治療末梢性T細胞リンパ腫に対する初回導入化学療法後の完
全奏効例に対する自家末梢血幹細胞移植併用大量化学療法のラ
ンダム化第III相試験（JCOG2210）

500,000
血液腫瘍科
山内寛彦

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
局所進行胃癌に対する術前化学療法の有効性を検証する第III相
試験

600,000
消化器センター消化器外科　胃外科
布部創也

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
cT1-4aN0-3胃癌におけるロボット支援下胃切除術の腹腔鏡下胃
切除術に対する優越性を検証するランダム化比較試験

500,000
消化器センター消化器外科　胃外科
幕内梨恵

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業 進行食道胃接合部腺癌に対する標準的な周術期治療の開発研究 200,000
消化器外科
渡邊雅之

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
胃癌食道癌術後患者に対するアナモレリンの臨床効果に関するラ
ンダム化比較試験

800,000
消化器外科
渡邊雅之

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
オールジャパン体制による食道がん等消化器難治がんの全ゲノム
配列データ及び臨床情報による先端的創薬開発・全ゲノム医療基
盤構築

900,000
消化器外科
渡邊雅之

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業 切除不能膵癌に対する標準治療の確立に関する研究 1,000,000
消化器内科肝胆膵内科
尾阪将人

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
高リスク後腹膜肉腫に対する標準治療法開発のための国際多施
設共同臨床試験

600,000
整形外科
阿江啓介

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
全ゲノム情報等の高精度かつ迅速な患者還元および新たな創薬
等の創出を通じた高度化がんプレシジョン医療の実践

223,477,579
先端医療開発センター
 がんゲノム医療開発部
上野貴之

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
小児・AYA世代のGD2陽性難治性固形がんに対する機能強化型
CAR-T第I相医師主導治験

1,000,000
先端医療開発科
北野滋久

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
がん全ゲノム解析等の臨床的有用性の検証、および、患者還元の
体制構築に関する研究

4,692,308
先端医療開発科
北野滋久

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
進行軟部肉腫に対する二次治療における標準治療の開発のため
の研究

400,000
総合腫瘍科ゲノム診療部
髙橋俊二

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
進行直腸癌に対する導入/強化化学療法を併用した化学放射線療
法後の待機療法に関する多施設ランダム化第II相試験

9,100,000
大腸外科
秋吉高志

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
薬物療法により臨床的完全奏効が得られたHER2陽性原発乳癌に
対する非切除療法の有効性に関する単群検証的試験

307,693
乳腺センター　乳腺内科
尾崎由記範

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
乳がん患者の乳がん切除後疼痛症候群に対するスマホ精神療法
の開発 ：革新的な分散型基盤を用いた多機関共同無作為割付比
較試験

200,000
乳腺外科
植弘奈津恵

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業 高齢卵巣がん患者に最適な治療選択を行うための開発研究 7,100,000
婦人科
温泉川真由

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
中枢神経系再発高リスクの未治療びまん性大細胞型B細胞リンパ
腫に対する中枢神経系再発予防を組み入れた治療法のランダム
化第III相試験

1,500,000
放射線治療部
田口千藏

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
早期非小細胞肺癌に対する体幹部定位放射線治療線量増加ラン
ダム化比較試験

100,000
放射線治療部
徳増健二

日本医療研究開発
機構

新興・再興感染症に対する革新的医
薬品等開発推進研究事業

思春期女性へのHPVワクチン公費助成開始後における子宮頸癌
のHPV16/18陽性割合の推移に関する疫学研究

400,000
婦人科
金尾祐之

日本医療研究開発
機構

臨床研究・治験推進研究事業
BRAF V600E変異型切除可能大腸癌遠隔転移に対する個別化周
術期治療の医師主導治験の実施

1,000,000
消化器化学療法科
篠崎英司

日本医療研究開発
機構

臨床研究・治験推進研究事業
切除可能な高頻度マイクロサテライト不安定性結腸直腸癌に対し
て免疫チェックポイント阻害薬を用いた根治治療の有効性・安全性
を検討する研究

3,000,000
大腸外科
秋吉高志

日本医療研究開発
機構

臨床研究・治験推進研究事業
子宮内膜異型増殖症・子宮体癌妊孕性温存療法に対するメトホル
ミンの適応拡大にむけた多施設共同医師主導治験

100,000
婦人科
温泉川真由

内閣府（NCGM） 統合型ﾍﾙｽｹｱｼｽﾃﾑの構築
医療機関･ﾍﾞﾝﾀﾞｰ･ｼｽﾃﾑの垣根を超えた医療ﾃﾞｰﾀ基盤構築による
組織横断的な医療情報収集の実現

11,160,000
医療情報部
小口正彦

内閣府（NCGM） 統合型ﾍﾙｽｹｱｼｽﾃﾑの構築 がん診療についての統合的臨床データベースの社会実装 9,361,728
医療情報部
鈴木一洋

国立がん研究セン
ター

国立がん研究センター研究開発費
画像診断支援AIを持続的に開発・性能評価する基盤環境の構築
に関する研究

400,000
画像診断センター
寺内隆司

国立がん研究セン
ター

国立がん研究センター研究開発費 成人固形がんに対する標準治療確立のための基盤研究 300,000
中央手術部 兼
消化器センター消化器外科　胃外科
大橋学

受受託託元元 種種目目//項項目目 研研究究テテーーママ 金金額額 研研究究者者

文部科学省 若手研究 『皮膚－再生軟骨複合組織』による体表欠損治療法の検討 500,000
形成外科
鍵本慎太郎

文部科学省 若手研究
EGFR陽性肺癌における小細胞癌転化の分子プロファイル解析と
転化機構の解明

1,300,000
呼吸器内科
内堀健

文部科学省 若手研究
臓器横断的腫瘍内細菌叢の解析によるがん免疫応答への関わり
の解明

2,400,000
消化器化学療法科
福岡聖大

文部科学省 若手研究
人工知能による狭帯域光併用エンドサイトスコピー画像を用いた胃
癌の診断性能

900,000
上部消化管内科
堀内裕介

文部科学省 若手研究
BH3 profilingを用いた、頭頸部扁平上皮癌に対する免疫療法の治
療戦略探索研究

1,500,000
先端医療開発科
在原洋平

文部科学省 若手研究
最適ながん免疫療法の実現に向けた根治的放射線治療施行頭頸
部癌患者の免疫応答解析

1,300,000
先端医療開発科
豊島雄二郎

文部科学省 若手研究
がん関連線維芽細胞を標的とした免疫微小環境リモデリング機序
の解明

1,600,000
大腸外科
秋山貴彦

文部科学省 若手研究
炎症性大腸癌におけるDNA 損傷と免疫応答に着目した新たな治
療の開発

1,800,000
大腸外科
小澤直也

文部科学省 若手研究
炭酸ガス血管造影とポリドカノールを組み合わせた静脈瘤硬化療
法の改善

1,100,000
超音波診断・IVR部
土屋智史

文部科学省 若手研究
非ウイルス性非アルコール性肝癌の発癌および再発に関連する腫
瘍内細菌の同定

1,600,000
病理部
重松康之

文部科学省 若手研究
炎症性サイトカインによる炭素イオン線治療後の放射線肺臓炎の
早期予測・予防法確立

1,000,000
放射線治療部
青木秀梨

文部科学省 若手研究
Opioid-free anesthesiaによる重症睡眠時無呼吸症候群への治療
効果の解明

700,000
麻酔科
川上定俊

文部科学省 若手研究
支持療法の個別化医療を目指した、抗がん薬の悪心嘔吐における
遺伝的リスク因子の解明

1,000,000
薬剤部
横川貴志

文部科学省 研究活動スタート支援（基金）
機械学習を用いた直腸癌術後再発の予測モデルの構築と臨床応
用

200,000
大腸外科
坂本貴志

厚生労働省 がん対策推進総合研究事業
がん関連苦痛症状の体系的治療の開発と実践および専門的がん
疼痛治療の地域連携体制モデル構築に関する研究

500,000
緩和治療科
松本禎久

厚生労働省 がん対策推進総合研究事業
胃がんの一次および二次予防の現状把握とヘリコバクター・ピロリ
未感染時代に対応した新たな胃がん検診の提案に向けた研究

1,200,000
上部消化管内科・部長
後藤田卓志

厚生労働省 がん対策推進総合研究事業
小児・AYA世代がん患者に対するがん・生殖医療における心理社
会的支援体制の構築と安全な長期検体保管体制の構築を目指し
た研究―サバイバーシップ向上を志向して

200,000
乳腺センター
片岡明美

厚生労働省 エイズ対策政策研究事業
非加熱血液凝固因子製剤によるＨＩＶ感染者に合併する悪性腫瘍
の制御を目指した研究

300,000
総合腫瘍科
高橋俊二

日本医療研究開発
機構

    ムーンショット型研究開発事業
炎症誘発細胞除去による100歳を目指した健康寿命延伸医療の実

    現
8,000,000

乳腺センター
上野貴之

日本医療研究開発
機構

医療機器等研究成果展開事業
機械学習を基にした胃癌バーチャル色素内視鏡検査システムの開
発

908,710
上部消化管内科
平澤俊明

日本医療研究開発
機構

医療分野国際科学技術共同研究開
発推進事業

日・リトアニアにおける遺伝性乳癌の遺伝学的特徴の比較検討及
び乳房MRIによる早期乳癌の検出能に関する研究

100,000
乳腺外科
春山優理恵

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
進行胃癌を対象とした大網切除に対する大網温存の非劣性を検
証するランダム化比較第III相試験

300,000
中央手術部 兼
消化器センター消化器外科　胃外科
大橋学

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
炎症誘発細胞除去による100歳を目指した健康寿命延伸医療の実
現

8,000,000
乳腺センター
上野貴之

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
未治療高腫瘍量濾胞性リンパ腫に対するオビヌツズマブ＋ベンダ
ムスチン療法後のオビヌツズマブ維持療法の省略に関するランダ
ム化第Ⅲ相試験

1,000,000
画像診断センター
寺内隆司

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
がん患者のオピオイド不応の神経障害性疼痛への標準的薬物療
法の開発：国際共同試験ならびに普及実装に向けた研究

100,000
緩和治療科
松本禎久

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
高齢者切除可能膵癌に対する術前ゲムシタビン＋S-１療法と術前
ゲムシタビン＋ナブパクリタキセル療法のランダム化比較第III相試
験

1,000,000
肝胆膵内科
尾阪将人

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
高齢者多発性骨髄腫に対する標準治療の確立と治療効果・耐性
獲得に関わる分子基盤の探索（JCOG1911）

9,800,000
血液腫瘍科
丸山大

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
未治療低腫瘍量濾胞性リンパ腫に対するリツキシマブ早期介入に
関するランダム化比較第3相試験

200,000
血液腫瘍科
丸山大
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日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
造血器腫瘍臨床におけるクリニカルWGSのfeasibilityと有用性の検
討

400,000
血液腫瘍科
丸山大

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
未治療末梢性T細胞リンパ腫に対する初回導入化学療法後の完
全奏効例に対する自家末梢血幹細胞移植併用大量化学療法のラ
ンダム化第III相試験（JCOG2210）

500,000
血液腫瘍科
山内寛彦

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
局所進行胃癌に対する術前化学療法の有効性を検証する第III相
試験

600,000
消化器センター消化器外科　胃外科
布部創也

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
cT1-4aN0-3胃癌におけるロボット支援下胃切除術の腹腔鏡下胃
切除術に対する優越性を検証するランダム化比較試験

500,000
消化器センター消化器外科　胃外科
幕内梨恵

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業 進行食道胃接合部腺癌に対する標準的な周術期治療の開発研究 200,000
消化器外科
渡邊雅之

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
胃癌食道癌術後患者に対するアナモレリンの臨床効果に関するラ
ンダム化比較試験

800,000
消化器外科
渡邊雅之

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
オールジャパン体制による食道がん等消化器難治がんの全ゲノム
配列データ及び臨床情報による先端的創薬開発・全ゲノム医療基
盤構築

900,000
消化器外科
渡邊雅之

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業 切除不能膵癌に対する標準治療の確立に関する研究 1,000,000
消化器内科肝胆膵内科
尾阪将人

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
高リスク後腹膜肉腫に対する標準治療法開発のための国際多施
設共同臨床試験

600,000
整形外科
阿江啓介

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
全ゲノム情報等の高精度かつ迅速な患者還元および新たな創薬
等の創出を通じた高度化がんプレシジョン医療の実践

223,477,579
先端医療開発センター
 がんゲノム医療開発部
上野貴之

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
小児・AYA世代のGD2陽性難治性固形がんに対する機能強化型
CAR-T第I相医師主導治験

1,000,000
先端医療開発科
北野滋久

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
がん全ゲノム解析等の臨床的有用性の検証、および、患者還元の
体制構築に関する研究

4,692,308
先端医療開発科
北野滋久

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
進行軟部肉腫に対する二次治療における標準治療の開発のため
の研究

400,000
総合腫瘍科ゲノム診療部
髙橋俊二

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
進行直腸癌に対する導入/強化化学療法を併用した化学放射線療
法後の待機療法に関する多施設ランダム化第II相試験

9,100,000
大腸外科
秋吉高志

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
薬物療法により臨床的完全奏効が得られたHER2陽性原発乳癌に
対する非切除療法の有効性に関する単群検証的試験

307,693
乳腺センター　乳腺内科
尾崎由記範

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
乳がん患者の乳がん切除後疼痛症候群に対するスマホ精神療法
の開発 ：革新的な分散型基盤を用いた多機関共同無作為割付比
較試験

200,000
乳腺外科
植弘奈津恵

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業 高齢卵巣がん患者に最適な治療選択を行うための開発研究 7,100,000
婦人科
温泉川真由

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
中枢神経系再発高リスクの未治療びまん性大細胞型B細胞リンパ
腫に対する中枢神経系再発予防を組み入れた治療法のランダム
化第III相試験

1,500,000
放射線治療部
田口千藏

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
早期非小細胞肺癌に対する体幹部定位放射線治療線量増加ラン
ダム化比較試験

100,000
放射線治療部
徳増健二

日本医療研究開発
機構

新興・再興感染症に対する革新的医
薬品等開発推進研究事業

思春期女性へのHPVワクチン公費助成開始後における子宮頸癌
のHPV16/18陽性割合の推移に関する疫学研究

400,000
婦人科
金尾祐之

日本医療研究開発
機構

臨床研究・治験推進研究事業
BRAF V600E変異型切除可能大腸癌遠隔転移に対する個別化周
術期治療の医師主導治験の実施

1,000,000
消化器化学療法科
篠崎英司

日本医療研究開発
機構

臨床研究・治験推進研究事業
切除可能な高頻度マイクロサテライト不安定性結腸直腸癌に対し
て免疫チェックポイント阻害薬を用いた根治治療の有効性・安全性
を検討する研究

3,000,000
大腸外科
秋吉高志

日本医療研究開発
機構

臨床研究・治験推進研究事業
子宮内膜異型増殖症・子宮体癌妊孕性温存療法に対するメトホル
ミンの適応拡大にむけた多施設共同医師主導治験

100,000
婦人科
温泉川真由

内閣府（NCGM） 統合型ﾍﾙｽｹｱｼｽﾃﾑの構築
医療機関･ﾍﾞﾝﾀﾞｰ･ｼｽﾃﾑの垣根を超えた医療ﾃﾞｰﾀ基盤構築による
組織横断的な医療情報収集の実現

11,160,000
医療情報部
小口正彦

内閣府（NCGM） 統合型ﾍﾙｽｹｱｼｽﾃﾑの構築 がん診療についての統合的臨床データベースの社会実装 9,361,728
医療情報部
鈴木一洋

国立がん研究セン
ター

国立がん研究センター研究開発費
画像診断支援AIを持続的に開発・性能評価する基盤環境の構築
に関する研究

400,000
画像診断センター
寺内隆司

国立がん研究セン
ター

国立がん研究センター研究開発費 成人固形がんに対する標準治療確立のための基盤研究 300,000
中央手術部 兼
消化器センター消化器外科　胃外科
大橋学

受受託託元元 種種目目//項項目目 研研究究テテーーママ 金金額額 研研究究者者

文部科学省 若手研究 『皮膚－再生軟骨複合組織』による体表欠損治療法の検討 500,000
形成外科
鍵本慎太郎

文部科学省 若手研究
EGFR陽性肺癌における小細胞癌転化の分子プロファイル解析と
転化機構の解明

1,300,000
呼吸器内科
内堀健

文部科学省 若手研究
臓器横断的腫瘍内細菌叢の解析によるがん免疫応答への関わり
の解明

2,400,000
消化器化学療法科
福岡聖大

文部科学省 若手研究
人工知能による狭帯域光併用エンドサイトスコピー画像を用いた胃
癌の診断性能

900,000
上部消化管内科
堀内裕介

文部科学省 若手研究
BH3 profilingを用いた、頭頸部扁平上皮癌に対する免疫療法の治
療戦略探索研究

1,500,000
先端医療開発科
在原洋平

文部科学省 若手研究
最適ながん免疫療法の実現に向けた根治的放射線治療施行頭頸
部癌患者の免疫応答解析

1,300,000
先端医療開発科
豊島雄二郎

文部科学省 若手研究
がん関連線維芽細胞を標的とした免疫微小環境リモデリング機序
の解明

1,600,000
大腸外科
秋山貴彦

文部科学省 若手研究
炎症性大腸癌におけるDNA 損傷と免疫応答に着目した新たな治
療の開発

1,800,000
大腸外科
小澤直也

文部科学省 若手研究
炭酸ガス血管造影とポリドカノールを組み合わせた静脈瘤硬化療
法の改善

1,100,000
超音波診断・IVR部
土屋智史

文部科学省 若手研究
非ウイルス性非アルコール性肝癌の発癌および再発に関連する腫
瘍内細菌の同定

1,600,000
病理部
重松康之

文部科学省 若手研究
炎症性サイトカインによる炭素イオン線治療後の放射線肺臓炎の
早期予測・予防法確立

1,000,000
放射線治療部
青木秀梨

文部科学省 若手研究
Opioid-free anesthesiaによる重症睡眠時無呼吸症候群への治療
効果の解明

700,000
麻酔科
川上定俊

文部科学省 若手研究
支持療法の個別化医療を目指した、抗がん薬の悪心嘔吐における
遺伝的リスク因子の解明

1,000,000
薬剤部
横川貴志

文部科学省 研究活動スタート支援（基金）
機械学習を用いた直腸癌術後再発の予測モデルの構築と臨床応
用

200,000
大腸外科
坂本貴志

厚生労働省 がん対策推進総合研究事業
がん関連苦痛症状の体系的治療の開発と実践および専門的がん
疼痛治療の地域連携体制モデル構築に関する研究

500,000
緩和治療科
松本禎久

厚生労働省 がん対策推進総合研究事業
胃がんの一次および二次予防の現状把握とヘリコバクター・ピロリ
未感染時代に対応した新たな胃がん検診の提案に向けた研究

1,200,000
上部消化管内科・部長
後藤田卓志

厚生労働省 がん対策推進総合研究事業
小児・AYA世代がん患者に対するがん・生殖医療における心理社
会的支援体制の構築と安全な長期検体保管体制の構築を目指し
た研究―サバイバーシップ向上を志向して

200,000
乳腺センター
片岡明美

厚生労働省 エイズ対策政策研究事業
非加熱血液凝固因子製剤によるＨＩＶ感染者に合併する悪性腫瘍
の制御を目指した研究

300,000
総合腫瘍科
高橋俊二

日本医療研究開発
機構

    ムーンショット型研究開発事業
炎症誘発細胞除去による100歳を目指した健康寿命延伸医療の実

    現
8,000,000

乳腺センター
上野貴之

日本医療研究開発
機構

医療機器等研究成果展開事業
機械学習を基にした胃癌バーチャル色素内視鏡検査システムの開
発

908,710
上部消化管内科
平澤俊明

日本医療研究開発
機構

医療分野国際科学技術共同研究開
発推進事業

日・リトアニアにおける遺伝性乳癌の遺伝学的特徴の比較検討及
び乳房MRIによる早期乳癌の検出能に関する研究

100,000
乳腺外科
春山優理恵

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
進行胃癌を対象とした大網切除に対する大網温存の非劣性を検
証するランダム化比較第III相試験

300,000
中央手術部 兼
消化器センター消化器外科　胃外科
大橋学

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
炎症誘発細胞除去による100歳を目指した健康寿命延伸医療の実
現

8,000,000
乳腺センター
上野貴之

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
未治療高腫瘍量濾胞性リンパ腫に対するオビヌツズマブ＋ベンダ
ムスチン療法後のオビヌツズマブ維持療法の省略に関するランダ
ム化第Ⅲ相試験

1,000,000
画像診断センター
寺内隆司

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
がん患者のオピオイド不応の神経障害性疼痛への標準的薬物療
法の開発：国際共同試験ならびに普及実装に向けた研究

100,000
緩和治療科
松本禎久

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
高齢者切除可能膵癌に対する術前ゲムシタビン＋S-１療法と術前
ゲムシタビン＋ナブパクリタキセル療法のランダム化比較第III相試
験

1,000,000
肝胆膵内科
尾阪将人

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
高齢者多発性骨髄腫に対する標準治療の確立と治療効果・耐性
獲得に関わる分子基盤の探索（JCOG1911）

9,800,000
血液腫瘍科
丸山大

日本医療研究開発
機構

革新的がん医療実用化研究事業
未治療低腫瘍量濾胞性リンパ腫に対するリツキシマブ早期介入に
関するランダム化比較第3相試験

200,000
血液腫瘍科
丸山大
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受受託託元元 種種目目//項項目目 研研究究テテーーママ 金金額額 研研究究者者

日本胸部外科学会
第7回 JATS award for young
investigators（若手胸部外科医研究
助成）

非糖尿病患者における食道癌術後の糖質制限経腸栄養剤投与に
よる術後高血圧抑制効果を探索するランダム化比較第Ⅱ相試験

500,000
食道外科
寺山　仁祥

日本気管食道科学
会

研究助成金
食道癌および頭頚部癌の同時性重複癌の治療法に関する全国調
査

100,000
消化器外科
渡邉　雅之

内視鏡医学研究振
興財団

多施設共同研究助成
切除不能膵癌に伴う遠位胆管閉塞に対するカバー付き金属ステン
ト不応後のDuckbill型逆流防止弁付き金属ステント治療に関する多
施設共同無作為化比較試験

1,000,000
肝・胆・膵内科
笹平　直樹

内視鏡医学研究振
興財団

多施設共同研究助成
未分化型早期胃癌に対する内視鏡的粘膜下層剥離術の更なる適
応拡大に関する他機関共同遡及的観察研究

1,000,000
上部消化管内科
堀内　裕介

内視鏡医学研究振
興財団

研究助成A 内視鏡手術用触診デバイスの開発 1,000,000
呼吸器外科
一瀬　淳二

臨床薬理研究振興
財団

研究奨励金
Neo RAS野生型 切除不能・進行再発大腸癌の発生メカニズムの
解明

3,000,000
消化器化学療法科
大隅　寛木

ファイザー 医学教育プロジェクト助成事業

遠隔遺伝カウンセリングを用いた地域差のない協働遺伝診療モデ
ルの構築
Development of a cooperative genetic practice model without
regional differences using remote genetic counseling

3,840,000
臨床遺伝医療部
石岡　宏太

日本対がん協会 がん検診研究助成
AYA世代がんサバイバーのプレコンセプションケアとしての妊娠前
がん検診に関する実態調査

1,000,000
乳腺外科
片岡　明美

ゲルべ・ジャパン株
式会社

研究助成（奨学寄付） がん診療における経過観察の画像診断に関する研究 100,000
画像診断部
森　健作

ゲルべ・ジャパン株
式会社

研究助成（奨学寄付） 抗腫瘍薬腹部有害事象の画像診断における定量解析の有用性 100,000
健診センター検診部／
医療情報部AI医療推進室
上田　和彦

臨床研究奨励基金 コメディカル臨床研究助成
併存疾患が与えるがん化学療法誘発性悪心・嘔吐に対する制吐
療法の有効性への影響の解明

300,000
薬剤部
羽鳥　正浩
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12．学術研究講演
回 日付 開催時間 演題 発表者

第326回 2025年1月6日 17:25～18:25

Title:Achievements in the Field of Pancreatic Surgery at Seoul National
University Hospital: Past, Present, and Future,
Title:Updates of surgical techniques in pancreatic cancer resection at Seoul
National University Hospital

Jin-Young Jang 教授
Joon-Seong Park教授

第327回 2025年1月30日 17:30～20:30 がん患者さんの糖尿病診療
糖尿病・代謝・内分泌内科副部⾧
北澤公医師

第328回 2025年2月28日 18:00～19:00
Aggregation,Integration and Anlysis of Multi-Dimentional, Multimodal Omics
and Clinical Data Across Cancers.

Dr.Scott E. Woodman

2024年度　Best English Paper  受賞記念講演会

【ゴールド賞】

Clinical features associated with NeoRAS wild-type metastatic colorectal cancer
A SCRUM-Japan GOZILA substudy.

消化器化学療法科
大隅寛木医師

【シルバー賞】

Impact of perioperative immunonutrition on postoperative outcomes for
patients undergoing head and
neck or gastrointestinal cancer surgeries: A systematic review and meta-
analysis of randomized controlled trials.

胃外科
松井亮太医師

Early gastric cancer with RhoGAP fusion is linked to frequent nodal
metastasis and a part of microtubular-mucocellular histology

病理部
野田啓人医師

【ブロンズ賞】

Randomized controlled trial of an artificial intelligence diagnostic system for the
detection of esophageal squamous cell carcinoma in clinical practice.

上部消化管内科
中尾栄祐医師

Addressing the knowledge gap in the genomic landscape and tailored
therapeutic approaches to adolescent and young adult cancers.

ゲノム診療部/林直美医師

Long-term outcomes of breast cancer patients with local recurrence after
mastectomy undergoing immediate breast reconstruction:
A retrospective multi-institutional study of 4153 cases.

乳腺外科/荻谷朗子医師

【第1回Muto Memorial Award】 消化器化学療法科/大隅寛木医師

2025年3月7日 17:30～18:30
仕事と治療の
両立支援

LINEヤフー株式会社 産業保健チーフアドバイザー
三宅琢様
厚生労働省労働基準局 安全衛生部労働衛生課
阪井 幸恵様

2025年3月10日 17:30～18:30 「小児がん看護の基本」について
順天堂大学大学院医療看護研究科/医療看護学部
平田美佳教授

2025年4月3日 18:00～19:00
Title:" Robotic Surgery - Taipei Veterans General Hospital's experience"
Title:Updates on Pancreatic Cancer Treatment at Taipei Veterans General
Hospital

Shin-E Wang教授
Ying-Ming Shyr教授

2025年4月14日 16:00～17:00
Title:Chemoprevention strategies in familial breast and ovarian cancer and in
particular on the role of Denosumab in breast cancer prevention in BRCA
Mutation carriers

Prof. Christian F. Singer, MD, MPH

2025年6月5日 17:30～18:30 「虐待と合理的配慮（仮題）」
東京医科大学 教育IRセンター
准教授 瀬戸山 陽子先生

2025年6月26日 18:00～19:00
Current Status of pancreatic surgery in Asan medical center and South Korea ／
Great journey in Japan.(仮)

Jaer Hoon Lee先生

2025年8月5日 18:00～20:00 医用画像からの３DCG再構成を「超早く」「超綺麗に」しただけで何かが変わるのか 瀬尾拡史先生

2025年10月9日 18:00～19:00
国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 　所⾧
片桐 豊雅 先生

2025年12月1日 17:30～18:30 Development of a Prognostic Prediction Model for Breast Cancer　（仮） Dr Paul Pharoah

2025年3月6日 18:00～19:30
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13．財政状況

正味財産増減計算書 (2022年度-2024年度)
（単位:百万円）

科 目 2022年度 2023年度 2024年度
経常収支の部

経常収益
基本財産運用益 3 4 4
事業収益 48,841 51,672 53,433
受取補助金等 762 618 620
受取負担金 21 22 24
受取寄付金 1,103 571 640
雑収益 428 412 469

合計 51,158 53,298 55,190
経常費用

事業費 49,857 52,334 54,083
管理費 897 932 1,049

合計 50,754 53,266 55,132
評価損益等 13 0 ▲ 1
当期経常収支 ① 417 31 57

経常外収支の部
当期経常外収支 ② ▲ 15 ▲ 7 ▲ 19

当期 正味財産増減 ➂=①+② 402 24 38

※ 端数処理のため、合計が合わないことがあります。
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受取寄付金 1,103 571 640
雑収益 428 412 469
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